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序

今回ここに報告する五十畑遺跡は、今まで断続的に採集されてきたその遺物の状況から、大町市附近に

存在する古代遺跡の中で も大規模で、学術的に極めて重要な意味を持つ ものであろうと推測 されてまい り

ました。

五十畑地区を包合する社・ 曽根原地区が長野県ほ場整備事業の対象地域へ と設定されるに至 り、当地区

の考古学的価値を理解される方々の多大なる御尽力のおかげで開始することができたのが、今回ここに報

告する緊急発掘調査報告書であります。

この調査は約200日 を要 し、考古学的に非常に意義深い調査結果を得ることができました。調査の結果

五十畑遺跡からは、 8～ 12世紀の遺産であろうと思われる住居址79棟 ,建物址 6棟 ,さ らに墓墳及び製鉄

遺構まで もの発見をみることができ、数十年来の予想を遥かに上 まわる大規模な集落址の存在が確認され

たわけです。この調査は、私達に学術的・歴史的に貴重このうえない資料を提供 して くれたにとどまらず、

市内における文化財展示施設の新設事業着手に も大 きな役割を演ずることとな り、その結果地域住民の文

化財保護意識の高揚を促すという本当に喜ばしい状況の醸成に も一役買ったのであります。同時に私達大

町市の歴史に貴重なる 1ペ ージを加えることができたといえましょう。

調査に関 しては、調査にあた。ってくれた調査団長や先生方、さらには酷暑の中熱心に作業へ と身を投 じ

てくれたのべ数千人にもおよぶ作業員の皆様、学生諸君の多大な御尽力によって当初の目的を達すること

ができましたことは感謝に堪えません。

この調査に当たり、調査団員の方々、作業員の皆様、地主及び地元関係各位の多大な御尽力によって終

始滞 りなく全てを完了できましたことに重ねて感謝を申しあげ、ここに深甚なる敬意を表する次第であり

ます。

昭和59年 3月

大町市教育委員会教育長

教育長  一  志  開 平



例 口

本書は、昭和58年度に中信土地改良事務所長 と、大町市長との契約に基づいて行なわれた、県営ほ場

整備事業に伴なう緊急発掘調査「五十畑遺跡」の調査報告書であり、遺構編 と遺物編からなるうちの

遺構編である。

本報告書には、調査の実施と経過 。大町市の概況並びに発掘調査により検出された遺構についての記

載と、遺構実測図および遺構写真を収載 してある。

3 調査にあたっては、大町市埋蔵文化財緊急発掘調査団を編成 し、同調査団長と大町市長 との契約に基

づき再委託をし実施された。

本報告書は、多 くの学識経験者、市民、関係機関諸氏の協力からなった ものである。特に下記の諸氏

からは、発掘調査から報告書作成にあたるまでの間、それぞれの立場でご指導、ご助言をたまわった。

現地指導者 :県教育委員会文化課 樋口昇一専門主事、自田武正 (前 )指導主事、郷道哲章指導主

事、県埋蔵文化財センター 百瀬長秀調査員、飯山北高等学校 笹沢浩教諭、屋代高

等学校 土屋積教諭 、片岡小学校 石上周蔵教諭、井戸尻考古館 武藤雄六館長

骨 類 鑑 定 :信州大学第 2解剖学教室 西沢寿晃助手

調査結果については、検討会で何回か協議を重ねたが、時間的 。金銭的制約があり統一見解に至 らな

かった。また、基本的事項の統一はできる限 り計ったが、表現方法等に多少の相違がある点は了解 さ

れたい。

本報告書における遺構の時期区名については、大別 したのみで遺物編において細分することとした。

遺構の整理作業と原稿執筆は、関係者全員の協議により決定 し、執筆分担は文末に記 した。

・ 竪穴住居址は、篠崎健一郎、島田哲男、寺島仁、市川隆之、山岸洋一、国村ゆか りが分担 し、 トレ

ースは、山岸、太田哲夫、島田つた子、木村隆一が行い、一覧表は、川上伴江が作成 した。

・掘立柱建物址・竪穴 。その他のP等は、島田 (哲)が専 ら行ない、 トレースは、国村、大田、島田

(つ )三原穂積、木村が坦当したほか一部、新井和男、西沢桐恵が分坦 し、一覧表は三原が作成 し

た。

・遺構の測量は、荒沢進、島田 (哲 )、 寺島、市川、山岸、大田、島田 (つ )、 川上、大久保隆司、

木村が分坦 したほか、一部大町北高等学校社会科研究クラブ員、大町高等学校社会科クラブ員、池

田工業高等学校生徒の協力を得た。

・遺跡の地形、地質、環境は、森義直が専 ら行なった。

。遺跡の歴史的背景は、幅具義が専 ら行なった。

。写真撮影は島田 (哲)が専 ら行ない、一部木村が分坦 し、写真図版の作成は木村が担当した。

本報告書の方位は真北であらわし、測量の基準点並びに標高は国家三角点 (四 等三角点 白山)よ り

移設 した S58北 原(1)(X=50515.589Y=-55681.629H=705.75)S58北 原(2)(X=50282.752

Y=-55943.120H=685.49)を 用いた。

本報告書の編集は、全員協議の もとに事務局で行ない、篠崎健一郎が総括 した。

本報告書関係の実測図等は、大町市教育委員会が保管 している。
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写   真   目   字

写真  1  1 近景 (南東方より)  2 近景 (東方より)  3 近景 (南方より)

写真 2  遺跡付近航空写真 (南 方上空より,中部電力株式会社協力)

写真 3  五十畑A調査地区全景 (北方上空より,中部電力株式会社協力)

写真 4  五十畑B調査地区遠景 (北東方より)

写真 5  五十畑B調査地区全景 (北 方より)

写真 6  1 1号 住居llL(西方より)  2 1号 住居址 。P227礫 ,遺物出土状況

3・ 405 1号 住居址カマ ド  60708 1号 住居址遺物出土状況

写真 7  1 P227(北 方より)  2 P227(東 方より)  3 P227検 出状況

4・ 5 P227断 面  6 P227鉱滓出土状況

写真 8  1 2号 住居llL(東 方より)  2.2号 住居址カマ ド  3 2号 住居址平石

405 2号 住居址遺物出土状況  6 3.4.8号 住居址 (西方より)

写真 9  1 3号 住居址 (西方より)  20304 3号 住居址カマ ド  5 4号 住居址 (西方

より)

写真 10  102・ 304 4号 住居址カマ ド  5 4号 住居址埋土内集石 (東方より)

6 8号 住居址 (西方より)

写真 H  1 5号 住居址 (西方より)  2 5号 住居址礫 ,遺物出土状況 (西方より)

3 5号 住居址カマ ド  607 5号 住居址遺物出土状況

写真 12  1 6号 住居址 (西方より)  20304 6号 住居址カマ ド  5 7号 住居址 (西方

より)  6 7号 住居址礫 ,遺物出土状況

写真 13  1・ 203,40506 7号 住居址カマ ド  7 9。 10.11号住居址 (南方 より)

8 9号 住居址  9。 100H 9号 住居址カマ ド

写真 14  1 10号 住居址 (西方より)  203・ 4 10号 住居址カマ ド  5 11号 住居 t」L(南 方

より)  607 H号 住居址カマ ド

写真 15  1 12号 住居llL(西方より)  2 13号 住居址 (西方より)

3 13号住居址 。P229。 230。 231・ 232,233・ 234。 2350236・ 237・ 238礫 出土状況 (西方より)

写真 16  1 14号 住居址 (西方より)  2.14号 住居址礫 ,遺物出土状況 (西方より)

3・ 4 14号住居llLカ マ ド  5。 6 14号 住居址遺物出土状況

写真 17  1 15号 住居址 (西方より)  203・ 4 15号 住居址カマ ド  5 15号 住居址Pl内
・
遺物出土状況  6 16号 住居址 (西方より)

写真 18  1 17号 住居llL(南方より)  2・ 30405 17号 住居址遺物出土状況

写真 19  1 18号 住居llL(西方より)  2030405 18号 住居址遺物出土状況

写真 20  1 19号 住居址 (東 方より)  2・ 3・ 4 19号住居址カマ ド  5 20号 住居址 (西方

より)  6。 708 20号 住居址カマ ド
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写真 21  1 21号 住居址 (西方より)  2 21号 住居址礫出土状況 (西方より)

304 21号住居址カマ ド

写真 22  1 22号 住居址 (西方より)  203 22号 住居址カマ ド  4050607 22号 住居

址遺物出土状況

写真 23  1.23024号住居址 。P398・ 507(西 方より)  2.23号 住居址・ P507(西方より)

3 23号住居址・ P507礫遺物出土状況 (西方より)

写真 24  102 23号 住居址カマ ド  304 23号 住居址遺物出土状況  5 P507

6 24号住居址 。P398(西方より)  7 24号 住居址礫 ,遺物出土状況 (西方より)

写真 25  1・ 203 24号住居址カマ ド  4 24号 住居址カマ ド (手前旧カマ ド,石組新カマ ド)

5060708 24号 住居址遺物出土状況

写真 26  1 25号 住居址 (西方より)  2 25号 住居址礫 ,遺物出土状況 (西方より)

30405 25号 住居址カマ ド

写真 27  102 26号 住居址 (西方より)  30405 26号 住居址カマ ド

写真 28  1 27・ 28号住居址 (西方より)   2 27号 住居址 (南方より、・増築前 )

3 27号住居址 (南方より,増築後 )

写真 29  1 27号 住居址カマ ド (新)  2 27号 住居址
｀
カマ ド (旧 )  3 28号 住居址 (西方よ

り)  405 28号 住居址カマ ド  6。 7 28号住居址遺物出土状況

・写真 30  1 29号 住居五L(南方より)  2 30号 住居址 (西方より)  3 30号 住居址礫 ,遺物

出土状況 (西方より)  405 30号 住居址カマ ド

写真 31  1・ 2 30号住居址カマ ド  30405 30号 住居址遺物出土状況  6 31032号 住居

址 (西方より)  7 31号 住居址 (南方より)

写真 32  1 31号 住居址礫遺物出土状況 (南方より) 2・ 304 31号 住居址カマ ド

5・ 6・ 7 31号住居址カマ ド敷石  8 32号 住居址 (南方より)

写真 33  10203 32号 住居址カマ ド  4 33号 住居址 (南方より)

5 34・ 76号住居址 (東 方よ り)

写真 34  1 35039044051号住居址 (西方より)  2 35号 住居址 (西 方 より)

3・ 40506 35号 住居址カマ ド

写真 35  1 36号 住居なL O P452・ 453・ 454・ 4550456(南方より)  2 36号 住居址 (西 方よ り)

3 P455(掘 り下げ後)  4 P455鉄 滓出土状況

写真 36  1 37・ 38046号住居址 (西方より)  2 37号 住居址 (南方より)  3 28号 住居址

(西方より)  4 37号 住居址埋土内集石 (西 方より)

写真 37  1 39号 住居址 (西方より)  2 39号 住居址カマ ド  3・ 4 39号 住居址カマ ド部分

・
遺物出土状況  5・ 6・ 7 39号住居址遺物出土状況  8 39号 住居址内集石

写真 38  1 40041042043048・ 49050053・ 54号住居址 (南方より)  2 40043号 住居址 (南方より)

3 40号住居址 (南 方より)  40506 40号 住居址カマ ド

・  写真 39  1 41号 住居址 (南 方より)  20304 41号 住居址カマ ド  5060708 41号

住居址Pl内炭化物出土状況  9。 41号住居址Pl(掘 り下げ後 )

写真 40  1 42号 住居址 (南方より)  2。 304 42号 住居址カマ ド  5 43号 住居址 (南方
・

‐
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より)  6 43号 住居址カマ ド  7 P435

写真 41  1 44号 住居址 (南西方より)  2 45047・ 52055号 住居址 (西方よ り)  3 45047

号住居址 (南方より)  4・ 5。 6 45号 住居址カマ ド

写真 42  1 45047号 住居址P21内遺物出土状況  2 45047号住居址内円面硯脚部出土状況

3 45047号住居址 (西方より)  40506 47号 住居址カマ ド  7 45。 47号住居

址床下P(西方より)

写真 43  102・ 3 45。 47号住居址P内遺物出土状況  4 46号 住居址 (西方より)

5 46号住居址遺物出土状況 (西方より) 6 46号 住居址カマ ド

7 46号住居址カマ ド内骨片出土状況

写真 44  1 48054号 住居址 (西方より)  2 48・ 54号 住居址 (南方 より)  3 49号 住居力L

(南方より)  4 49号 住居址礫出土状況 (南 方より)

写真 45  1 50号 住居址 (南方より)  20304 50号 住居址カマ ド

506 51号 住居址 (西方より)  708 51号 住居址カマ ド

写真 46  1 52055号 住居址 (西方より)  2 52号 住居址 (西方より)

30405。 6 52号住居址カマ ド

写真 47  1 53号 住居址 (西方より)  2・ 3 53号住居址カマ ド  4 54号 住居址 (南方より)

506・ 7 54号住居址カマ ド

・写真 48  1 54号 住居址礫出土状況 (南方より)  2 56号 住居址 (西方より)  3 56号 住居

址礫 。遺物出土状況 (南方より)

写真 49  1 57号 住居址 (西方より)  20304 57号 住居址カマ ド  5 58号 住居址 (西方

より)  60708 58号 住居址カマ ド

写真 50  1 59号 住居址 (南 方より)  2 59号 住居址カマ ド  304 59号 住居址遺物出土状

況  5 60。 64号住居址 。P437(東 方より)  6 P437遺 物出土状況

7・ 8・ 9 60号住居址カマ ド

写真 51  1 61号 住居址 (西方より)  20304 61号 住居址カマ ド  5 62号 住居址 (西方

より) 607 62号 住居址カマ ド

写真 52  1 63号 住居址 (南方より)  203 63号 住居址カマ ド ・ 4 65号住居址 (西方より)

5。 6。 7 65号住居llLカ マ ド

写真 53  1 66号 住居址 (西方より)  2・ 3・ 4 66号 住居址カマ ド  5 66号 住居址遺物出

土状況  6 67号 住居llL(東方より)

写真 54  1 68号 住居址 (西方より)  2・ 3 68号 住居址カマ ド  4 69078号住居址 (西 方

より)  5 69号 住居址 (西方より)

写真 55  1・ 203 69号住居址カマ ド  4・ 5 69号住居址遺物出土状況  6 70号 住居址 。

P522(西方より)  7・ 809 70号 住居址カマ ド

写真 56  1 P523(掘 り下げ後)  203 P523羽 口,鉄片 ,鉄滓出土状況

写真 57  1 71号 住居址 (南 方より)  2・ 30405 71号 住居址カマ ド  6 71号 住居址緑

釉陶器出土状況  7 71号 住居址Pl内遺物出土状況

写真 58  1 72・ 73号住居址 (南方より)  2 72号 住居址 (東方より)  3 72号 住居址カマ
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ド  4 73号 住居址 (西方より)  5 73号 住居址カマ ド  6 73号 住居址遺物出土

状況

写真 59  1 P502(南 方より)  20304・ 506 P502礫 ,骨出土状況

写真 60  1 竪穴 2(西方より)  20304 竪穴 2内集石  5 74号 住居址 (南 方より)

607・ 8 74号住居址カマ ド

写真 61  1 75号 住居址 (西方より)  203・ 4 75号 住居址カマ ド  5 76号 住居址 (北方

より)  607 76号 住居址カマ ド

写真 62  1 77号 住居址 (西方より)  2 77号 住居址内耳皿出土状況  30405 77号 住居

址カマ ド  6 78号 住居址 (西 方より)  7・ 809 78号 住居なLカ マ ド

写真 63  1 建物址 1(東方より)  2 建物址1.3(南 方より)  3 建物址 2(東 方 より)

写真 64  102・ 3 建物址 2周辺P群

写真 65  1 建物址 4(東方より)  2 建物址 5(東方より)  3 小鍛冶建物址 (南方より)

写質 66  1 竪穴 1(南方より)  2・ 3・ 4 竪穴 l礫遺物出土状況

写真 67  1 P274(西 方より)  2 P341(南 方より)  304 P341礫 遺物出土状況

写真  68  1 P342(北 方より)   2 P369(西方より)   3 P397(西方より)

写真 69  1 P506(西 方より)  2 P528(西 方より)  3 溝址 1(東方より)

写真 70  102・ 304・ 50607 作業スナップ
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第 1節 調査に至るまで

第 I章 調査状況

第 1節 調査 に至 るまで

1 大町市内県営ほ場整備関係の経過          
｀

県営ほ場整備事業は、「土地改良法」に基づいて施行される大規模な農業基盤整備事業である。この事

業の目的は、大型機械の導入により農業の省力化を進め、農業経営の合理化を図ることにある。土地改良

法によれば、受益者15名以上の申請に基づき、受益面積60ヘ クター/1/(60町歩)以上にわたる基盤整備事・

業については、事業主体は県営によることになっているものである。

事業は昭和52年度から着手し、昭和60年度までの 9年間の計画で、大町・平地区については、昭和52年

度と53年度に大町三日町地籍、昭和54年度から56年度にかけて平借馬地籍を中心に二部木崎地籍、昭和57

年度平稲尾地籍、昭和59060年度大町上花見地籍を実施する計画である。これらの事業により対象となる

面積 (主 として水田)は 132ヘ クター/L/、 対象農家戸数は 354戸 、総事業費 4億 8千 7百万円 (当初計画)

といわれている。

また、大町市南部の社地区については、昭和54・ 55年度に社閏田地籍を、昭和56年度社宮本地籍の一部、

昭和57年度社曽根原地籍の一部、昭和58年度から60年度に社曽根原地籍宮本地籍を以って終了する計画で

ある。

社地区の対象面積は 189ヘ クタール、対象農家戸数は 368戸 、総事業費 9億 円 (当初計画)と されてい

る。大町、平、社地区の全体計画では、対象面積 321ヘ クタール、農家戸数 722戸 総事業費13億 8千 7百

万円に達する大事業である。これらの地域では、水路や幅員 4mの農道が碁盤の目のように整備 され、水

田一区画は、ほぼ 3,000m2(3反歩)に区画される。     ・ 1

こうした事業に伴なって、かつての地形や、水田の様は一変する。大小無数にあった小せぎやあぜ道は

姿を消すことになる。

なお、事業費負担の区分は、国庫45.0%、 県費27.5%、 地元 (農家)27.5%と なっているが地元負担の

うち 9.5%ほ どの市補助があるので、農家負担は18%ほ どにあたる。

そこで、これらの事業に伴なって、開発地域内での埋蔵文化財包蔵地の緊急発掘調査が、昭和52年度の

大町三日町地籍にある「 来見原遺跡」より開始され、本年で 7年 も経過 した。その間、地主等の了解 も得、

大町三 日町・平借馬 。社宮本 0社曽根原地区にある 8遺跡10地点の発掘調査が進められ終了 した。

発掘調査には、市独自の組織が持てないので「 大町市埋蔵文化財緊急発掘調査団」を組織 し、同調査団に

委託 して調査事業を遂行 している。調査団の運営は、団長始め調査主任は地元在住の日本考古学協会員、

長野県考古学会員とし、調査員は広域にわたって学識経験者を募 り当っている。

昭和52年度より始まった緊急発掘調査は来見原遺跡 (調査費 500,000円)の発掘調査を中信土地改良事

務所と契約 し開始 した、その間大町市教育委員会事務局体制 も、社会教育係に主事が増員されるなど充実

を図った。
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図 1 五十畑遺跡付近ほ場整備事業施行計画図
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第 1節 調査に至るまで

昭和53年度には分水遺跡 (当初調査費 3,600,000円 )の発掘調査に着手 したが、中途で予想 される遺跡

の範囲にかかわる地域が県営ほ場整備対象区域から除外されたため、調査は小範囲 (調査費 500,000円 )

にとどめ中」_Lし た。

昭和54年度より専任の社会教育係長を迎えた新体制のなかで始 まった借馬遺跡 (借馬遺跡 I当初調査費

3,780,000円 )は予想を上回る広範囲の発掘調査 となり、借馬 Iで は金銭的に苦 しい事態に立ち至 り、中

信土地改良事務所にその実状を訴え、その解決策 として調査費 (600,000円 )の増額を願えた。

そのような状況から昭和55年度に先立ち中信土地改良事務所 と試掘確認調査 (調査費 2,000,000円 )の

契約をし、予想される遺跡の範囲の見直 しがされた。試掘確認調査の結果に基づき借馬遺跡 Ⅱ (調査費

7,500,000円 )の発掘調査を実施 したが、発掘調査が進められるなか、ほ場整備事業の簡易水路が掘 られ

た水路部分に加え、大町建設事務所の行なう農具川河川改良工事が進むにつれてその地区からも遺構が検

出されたため追加調査 (調査費 3,000,000円 )す ることとなった。 しか もその後農具川河川改良工事が北

上するにつれ、立ち合い調査地区として協議が終了 していた トチケ原遺跡の外郭部分か らも遺構が検出さ

れたため、相当無理な日程消化の中で調査を終了させた。

昭和56年度に入ると中心となる調査員が集まらず、かな り苦 しい調査体制で 3年 ロヘ入る平地区の借馬

遺跡Ⅲと追分遺跡の 2遺跡 (調査費 3,200,000円 )と 社地区の前田遺跡 と南原遺跡の 2遺跡 (当 初調査費

3,000,000円 )計 4遺跡の発掘調査が開始された。そのうえ前田遺跡は、湧水地帯であるとともに粘土質

の土壌のため発掘調査は難行 し当初計画を大幅に遅れることとな り、その解決策 として市単独の費用 (調

査費 800,000円 )を捻出するなど苦慮 した年であった。 しか し苦 しい調査体制の中で社会教育係へ主事が

増員されたことや、発掘員として当っていた地元主婦のみなさんの 3年間の豊かな経験が作業能率を高め

たことは幸いした。

昭和57年度施行された県営ほ場整備事業施行区内には、周知の埋蔵文化財包蔵地が無 く、発掘調査 も市

単の開発事業に伴なう小規模発掘調査を実施し終了 した。

昭和58年度では、埋蔵文化財の担当職嘱職員が増員されたことに合せ、新規に調査員、調査補助員の増

員に恵まれ、社施行区内の五十畑遺跡 (調査費 13,000,000円 )と 平施行区内の花見遺跡 (当 初調査費

6,500,000円 )の発掘調査を実施する計画であったが、平施行区内の花見遺跡が農具川河川改良工事の遅

れから、次年度に繰越されることになったことから、中途計画変更をし五十畑遺跡の発掘調査を実施 し、

ここに本年度の県営ほ場整備事業に伴なう、大町市埋蔵文化財包蔵地の緊急発掘調査事業のすべてを終了

し、県営ほ場整備事業 も残すところあと 2年 となった。

2 調査 に至 るまでの経過

五十畑遺跡は、地元の農家のみなさんが、農作業中に水田や畑の中より数多 くの遺物を採取 していたこ

とから、地域には良 く知 られている遺跡である。 しかし、昭和57年度 6月 24日 付57教文第10-10号 で通知

のあった、「昭和58年度実施予定の農業基盤整備事業等に係 る埋蔵文化財について」に伴ない、管内関係

各課等 と連絡をとった所、昭和58年度県営ほ場整備事業施行区内に、五十畑遺跡の範囲内の うち南端がほ

場整備の対象地区になっている事から、昭和57年 6月 30日 付大教発第23号 により回答 した。その後、昭和

57年 7月 26日 付57教第10-23号で「埋蔵文化財保護協議の実施について (依頼)」 力`あり、 8月 5日 (木 )

に保護協議を実施する予定であったが、市教育委員会側の業務上の都合から9月 9日 (木)に 延期 した。
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第 I章 調査状況

当日は、県教育委員会 臼田指導主事、中信土地改良事務所大町支所担当者、市文化財調査員 原田氏、

市教育委員会社会教育係 伊東係長、木村社会教育主事が出席、埋蔵文化財の保護協議を現地立ち合いの

もと行なった。ほ場整備が施行される遺跡の範囲は、南に面 した傾斜地で高低差 も最大約 7mも あるため

当初に計画のある、ほ場整備の工事方法を変更するのは不可能なことや、地域住民のみなさんの強い要望

もあり、ほ場整備事業施行前に緊急発掘調査を実施 し、記録保存 を図ることとした。

この埋蔵文化財の保護協議に合せ、市教育委員会では昭和57年 5月 27日 付57教文第102号 で照会のあっ

た「昭和58年度文化財補助金事業計画について」により、市当局 と協議のうえ国庫並びに県費補助金を取

り入れ本事業を実施する計画で準備を進めるとともに、発掘調査着手前に提出を必要 とする関係書類の作

成作業に入った。

昭和59年 3月 25日 現在までの、各関係書類提出等の経過は次のとお りである。

1)保護協議 0委託関係

昭和57年 6月 24日  昭和58年度実施予定の農業基盤整備事業等に 昭和58年 4月 1日  県営ほ場整備事業に伴 う埋蔵文化財包蔵地発掘

係る埋蔵文化財について (通知)               調査委託について

6月 30日  昭和58年度実施予定の農業基盤整備事業等に     4月 18日  県営ほ場整備事業に伴 う埋蔵文化財包蔵地発掘

係る埋蔵文化財について (提出)               調査委託について 〔中信土地改良事務所〕(依 頼 )

7月 26日  埋蔵文化財保護協議の実施について (依 頼)     4月 22日  昭和58年度社地区ほ場整備事業に先きだつ埋蔵

9月 9日  五十畑遺跡保護協議                     文化財包蔵地の緊急発掘調査事業委託について

10月 6日  五十畑遺跡の保護について (通知)              〔市発掘調査団〕

2)国庫補助関係

昭和57年 5月 27日  昭和58年度文化財補助金事業計画について     12月 1日  昭和58年度文化財補助金の交付決定 につ いて

(照 会)                          (通 知 )

6月 5日  昭和58年度文化財補助金事業計画について 昭和59年 1月 10日  昭和58年度文化財関係補助事業にかかる状況報

(回 答)                          告について (通知 )

12月 20日  昭和58年度文化財関係補助事業計画について     1月 19日  昭和58年度文化財関係補助事業にかかる状況報

(照会)                          告提出について (提 出 )

昭和58年 1月 6日  昭和58年度文化財補助事業計画の提出につい     2月 1日  昭和58年度国庫補助事業に係る報告書刊行状況

て (提出)                         について (照会 )

4月 13日  昭和58年度文化財関係国庫補助事業の内定に     2月 3日  昭和58年度文化財保護事業の執行状況調査につ

ついて (通知)                       ぃて (通知 )

6月 22日  昭和58年度国宝重要文化財等保存整備費補助     2月 8日  昭和58年度文化財保護事業の執行状況調査書の

金交付申請書について                    提出について (提出 )

9月 27日  昭和58年度国宝重要文化財等保存整備費補助     2月 20日  埋蔵文化財発掘調査報告書の提出について (通

金交付申請書のさしかえについて (提出)           知 )

3)県費補助関係

昭和58年 9月 3日  昭和58年度文化財保護事業県費補助金の内示     11月 21日  昭和58年度文化財保護事業県費補助金の変更内

について (通知)                      示について (通知 )

9月 19日  昭和58年度文化財保護事業県費補助金交付申     12月 13日  昭和58年度文化財保護事業補助金の交付決定に

請書の提出について (提出)                 ついて (通知 )

4)発掘届等

昭和58年 3月 1日  埋蔵文化財包蔵地五十畑遺跡の発掘届 (提出)    9月 27日  埋蔵文化財保管証の提出について (提 出 )

9月 27日  埋蔵文化財の収得について (届 )          12月 14日  埋蔵文化財の認定について (通知 )
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第 1節 調査に至るまで

3 発掘調査委託契約

農業基盤整備事業対象地区内埋蔵文化財包蔵地の発掘調査は、「公共開発事業等に伴 う埋蔵文化財包蔵

地の取扱いについて (通達)」 のなかで、事業施行に際しての協議を県教育委員会と事業施行者の間で行

なわれることになっている。その結果、記録保存と決定、発掘調査が必要となった場合、事業施行者であ

る長野県中信土地改良事務所は、大町市教育委員会に委託して調査を実施することになっていぅ。そのた

め県教育委員会と大町市教育委員会は、中信土地改良事務所 と現地協議など度重なる事務折衝の上、調査

遺跡の発掘面積 。調査期間 。調査方法等を定めた。

その後、相互の委託 0受託の文書の往来があって、社地区五十畑遺跡については、つぎのような発掘調

査委託契約が締結された。

1)埋蔵文化財包蔵地発掘調査委託契約書

昭和58年度県営ほ場整備事業 社地区 における埋蔵文化財包蔵地発掘調査 (以下「発掘調査」 とい う)

の実施に関する業務 (以下「業務」 という)について委託者長野県中信土地改良事務所長 丸 山 仁 志

(以下「 甲」 という)と 、受託者 大町市長 高 橋 恭 男 (以 下「 乙」 とい う)と の間に、次のとお り

委託契約を締結する。

(総 則)

第 1条  乙は別紙の発掘調査実施計画書に

従って業務を実施するものとする。

2.乙 は業務の実施に必要な土地所有

者等の承諾 を取 りまとめ る もの と

し、かつ法令の規定に基づ く諸届等

を甲に代って行 うものとする。

(期 間)

第 2条   乙は昭和58年 9月 30日 までに、現

場における発掘調査を完了するもの

とする。

(費 用)

第 3条   甲は業務に要する費用として、乙

に支払 う金額は、金 9,425,000円 と

する。

2.前項の費用の支払方法について

は、乙の業務に支障のないように、

甲乙協議 して定める。

3.甲 は乙からの費用請求に対 し、す

みやかにこれを支払 うものとする。

(作業の実施 )

第 4条   乙は業務の実施にあたっては、甲の

の施行する事業の工程に支障のないよ

うに努めるものとする。

2.乙は業務の実施にあたっては、作業

表示旗を掲げ、関係者に腕章等を着用

させるものとする。

(作業 日誌 )

第 5条    乙は発掘の実施中、作業 日誌を作成

し、甲はその提示を求めることができ

るものとする。

(出土品の取扱い)

第 6条  発掘出土品の処理については、甲乙

協議のうえ乙が甲の名において法令の

定めるところにより処理するものとす

る。

(中間報告 )

第 7条  甲は必要のある場合は、乙に対 して

業務の進行状況について、報告を求め
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ることができるものとする。

(決算及び精算)

第 8条  乙は業務が完了 したときは、業務

に用 した費用について決算 を行 な

い、決算書を甲に提出するものとす

る。

2.甲 は前項の決算書の提出を受けた

ときは、当該決算書に基づき、第 3

条により約定 した金額の範囲内にお

いて、乙と協議 して精算を行 うもの

この契約締結の証として、契約書 2通を作成 し、

松本市城西 2丁 目5番 20号

長野県中信土地改良事務所

所 長  丸 山 仁 志

とする。

(発掘調査報告書)

第 9条   乙は業務が完了 したときは、発掘調

査報告書を添えて、発掘調査完了報告

書を甲に提出するものとする。

(協 議 )

第10条   この契約に定めていない事項、また

は契約の事項について疑義を生 じた場

合は、甲乙協議 して定めるものとする。

甲乙それぞれ署名押印の上、各 自 1通を保有する。

昭和58年 4月 28日

長野県大町市大字大町 3,887番地

長野県大町市長  高 橋 恭

2)発掘調査実施計画書

発掘調査実施計画 書

1 発掘調査場所  (図面に位置を表示する)    大町市 社

2 文化財名        五十畑遺跡

3 文化財の状況    (1)状  況   水田 。畑

(2)土地所有者

4 発掘調査の目的及び概要

開発事業県営ほ場整備事業に先立ち2,000m2以 上を発掘調査 し、記録保存 をはかる。

遺跡における発掘作業は、昭和58年 9月 30日 までに終了する。調査報告書は、昭和59

年 3月 31日 までに刊行するものとする。

5 発掘調査団の構成    大町市教育委員会

6 発掘調査の作業工程

発掘作業 53日   整理作業 53日   合計 106日

7 発掘調査委託費

発掘調査費全額            13,000,000
文化財農家負担軽減額     一)   3,575,000

計               9,425,000
(1)発掘調査委託費    9,425,000
(2)内 訳        別紙発掘調査予算書のとお り

8 報告書作成部数         300 部

9 その他 (作業要領等特記事項)
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第 1節 調査に至るまで

4 大町市埋蔵文化財緊急発掘調査団

大町市教育委員会では、直接発掘調査する組織を持っていないので、大町市内における埋蔵文化財包蔵

地の発掘調査は、発掘調査を実施する遺跡ごとに遺跡名を用い調査団を組織し、発掘調査に当ってきたが、

近年の開発事業の大規模化により単年度に複数の遺跡の発掘調査が進められるため、昭和56年度より、市

内の埋蔵文化財包蔵地に関係する各種調査等 も処理するため、「大町市埋蔵文化財緊急発掘調査団」を結

成し、同調査団に再委託し発掘調査に当ってきた。昭和58年度の発掘調査委託契約の締結と調査団組織は

つぎのとおりである。

1)大町市埋蔵文化財委託契約書

大町市埋蔵文化財包蔵地発掘 調査委託契約 書

長野県中信土地改良事務所長 三村敬一より委託のあった、昭和58年度県営ほ場整備事業 大町市社地

区内における、埋蔵文化財包蔵地発掘調査 (以下「発掘調査」 という。)の実施に関する業務 (以下「業

務」とい う。)について、委託者 大町市長 高 橋 恭 男 と、受託者、大町市埋蔵文化財緊急発掘調

査団長 原 田  吸 との間に、次のとお り委託契約を締結する。

第 1条 委託業務は、昭和58年 4月 1日 から昭和59年 3月 31日 までの間に、五十畑遺跡発掘調査計画

書 (以下「発掘調査計画書」という。)に基づき、実施するものとする。

第 2条 委託者は、業務に要する費用 (以下「 委託費」 とい う。)と して、受託者に支払 う金額は、

金13,000,000円 以内を、次のとおり支払 うものとする。

(1)委託費総額のうち、農政側負担額は、金 9,425,000円 、文化財保護側負担額

金 3,575,000円 である。

(2)委託費のうち、現地発掘調査に要する費用については概算払いとする。

4月    金  3,000,000 円也  6月    金  3,000,000 円也

5月   金  3,000,000 円也

(3)報告書作成に要する費用については、発掘調査終了以降に支払を始め、報告書印刷等の費

用については、事業完了時に支払 うものとする。

1月   金  1,000,000 円也  3月    金  3,000,000 円也

第 3条 委託者は、発掘調査計画書に関し変更 しようとする場合には、あらか じめ委託者の承認を受

けなければならない。

ただし、軽微な変更についてはこの限 りでない。

第 4条 委託金及び委託金から生 じた利息は、委託費以外の経費に使用 してはならない。

第 5条 委託業務に係る契約は、大町市が行 う契約の方式に準 じて行 うものとする。

第 6条  委託者は、委託費について、他の事業 と区分 して経理することとし委託費の収支に関する帳

簿を備えるほか、領収書その他収支の事実を明らかにする一切の証拠書類及びその関係書類を

随時提出できるよう整備 し、この契約が終了 した日の属する年度の翌年度から、 5年間保存 じ
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なければならない。

第 7条 委託者は、必要と認めるときは、委託業務の実施状況又は委託費の取扱い状況について調査

し、指導又は報告を求めることができる。

第 8条 受託者は、委託業務が完了したときは、すみやかに調査成果報告書及び別紙様式による委託

費に係る精算書を委託者に提出しなければならない。

第 9条 委託者は業務の実施にあたっては、委託者の施行する事業の工程に支障のないように努める

ものとする。

受託者は業務の実施にあたっては、作業表示旗を掲げ、関係者に腕章等を着用 させるものと

する。

第10条  受託者は発掘の実施中、作業 日誌を作製 し、委託者はその提示を求めることができるものと

する。

第H条 委託者は必要のある場合は、受託者に対 して業務の進行状況について、報告を求めることが

できるものとする。

第12条  受託者は、委託者により取得 した物件については、他の物件 と混同しないように記録整理の

上、善良な管理者の注意をもって管理 し、委託業務完了後、又は委託者が指示 したときは、委

託者に引渡 しするものとする。

第13条 受託者は業務が完了したときは、業務に要 した費用について決算を行ない、決算書を委託者

に提出するものとする。

第14条  受託者は業務が完了したときは、発掘調査報告書を添えて、発掘調査完了報告書を委託者に

提出するものとする。

第15条  この契約に定めていない事項、また契約の事項について疑義を生 じた場合は、委託者、受託

者協議 して定めるものとする。

この契約締結の証 として、契約書 2通を作成 し、委託者、受託者それぞれ署名押印の上、各 自 1通

を保有する。

昭和58年 4月 1日

委 託 者 大町市大字大町 3887番 地

大町市長  高 橋 恭 男

大町市埋蔵文化財発掘調査団

団  長  原 田   噴

受 託 者
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2)発掘調査計画書

発掘調査計画書

1 発掘調査地  大 町 市 社

2 遺 跡 名  五十畑遺跡  i市町村台帳番号 (40-6-1)

3 遺跡の状況  地目 (水田、畑)破壊状況 (部分的に破壊 )

4 発掘調査の目的及び概要

開発事業 県営ほ場整備 (社地区)に先立ち2,000m2以上を発掘調査 して記録保存 をはかる。

遺跡における発掘作業は、昭和58年 9月 30日 までに終了する。

調査報告書は、昭和59年 3月 31日 までに刊行するものとする。

5 調査の作業 日数

発掘作業 53日   整理作業 53日   合 計 106日

6 調査に要する費用   13,000,000 円

7 調査報告書作製部数    300 部

8 発掘調査の主体者及び委託先     大町市埋蔵文化財緊急発掘調査団

9そ の 他   農 政 側 負 担 額   9,425,000円

文化財保護側負担額    3,575,000 円

(備 考) 調査の結果、重要な遺構などが検出された時は、その保存について

改めて協議するよう配慮する。

3)昭和58年度 大町市埋蔵文化財緊急発掘調査団員名簿

総括 (発掘担当)篠  崎 健一郎  (日 本考古学協会員)

団     長 原 田   噴  (長野県考古学会員)

調 査 主 任 島 田 哲 男  (長野県考古学会員)

調  査  員 森   義 直  (大町高等学校教諭)    幅   具 義  Ctt」発
イ
撃彎珂

『
長)

臼井  潤 (炎町璽豪撃潔警曇)   荒井和比古 (全財 欝』覆雲諦
荒 沢   進  (大町市社会教育委鼻)   市 川 隆 之  (明治大学学生)

寺 島   仁  (会社員)

調 査 補 助 員 山 岸 洋 一  (奈良大学学生)      大 田 哲 夫  (宇都宮大学学生)

国 村 ゆかり (会社員)        小 林 宏 子  (団体職員)

伊 藤 真 治 (農 業)

川 上 伴 江助     手 島 田 つた子

事  務  局 一 志 開 平  (大町市教育委員会教育長) 宮 尾   幸  (大町市教育委員会次長)

伊 東 四 郎  (教育委員会社会教育係長) 大久保 隆 司  (社会教育係主事 異動により転出)

木 村 隆 ―  (社会教育係社会教育主事) 新 井 和 男  (社会教育係主事 異動により転入)

-9-



第 I章 調査状況

第 2節  発掘調査の実施 と経過

1 調査 の経過

大町市教育委員会より委託を受けた調査団は、発掘担当者 0団長 。調査主任 0調査員 。調査補助員など

が中心となり、現地作業は教育委員会の募集に応募された発掘作業員の方々と共に、 4月 当初の準備期間

を経て、 4月 上旬から現地での発掘調査に従事 し、秋季の 9月 下旬に終了 したもその経過については次の

項にくわしいが、予想を上回る遺跡の規模であることが判明 したため、金銭的、時間的制約の中で行なわ

れる発掘調査ではあるが、できるかぎり広範囲でかつ精度の高い調査に心がけ進めることとし、当初計画

のあった 2,000ご以上の発掘面積を大幅にうわまわる、約15,000ピ という大規模発掘 となった。また、発

掘区内に浸水地帯があったことや、一部の住民の方々の見解の相違などもあり発掘調査は難行 し、実働 日

数 168日 、のべ協力者 1,295名 に及んだ。

作業概 要一覧

ほ場整備面積

調査予定面積

実質調査面積

発掘調査作業

整理及び報告書作成作業

8.9 ha

2,000ぽ 以上

15,000rピ

4月 1日 ～ 9月 23日

9月 25日 ～ 3月 31日

1)作業 日誌

4月 1日 金曜日 天候 曇―雨

試掘を行う。住居址と思われる遺構が確認される。

灰釉陶器 。須恵器 0土師器等数片検出される。

4月 2日 土曜日 天候 晴

表土はぎを行なう (重機)。 結団式を行なう。

4月 3日  日曜日 天候 晴

バックフォーによる表土はぎ作業AlltFを行なう。

住居址 O PitO墓墳検出。順調に作業進行する。

4月 4日 月曜日 天候 曇―雨

表土はぎ。多数の遺構遺物検出、柱痕。

4月 5日 火曜日 天候 晴

表土はぎ。多数の遺物 。遺構検出。

2)調査 日誌

試掘調査、住居址 1軒検出。

重機を入れ試掘表土剥ぎ、住居址 2軒、Pi響●10ケ検出。

昨日に続き重機による表土剥ぎ。北側より始め、焼失住居址と

思われるもの 。墓墳と思われるPit O住居址 3軒 。Pit多数検

出。墓墳と思われるPitよ り灰釉陶器椀の略完形品出土。本日

検出遺物は10～ 12Cま でのものが多い。

昨日に続き表土剥ぎ。焼失住居址の全体検出、長方形の大形の

住居址である。灰釉陶器が出土し、おそらく12C頃 と考えられ

る。焼失住居址南 5mよ り住居址検出:これも焼失住居址と思

われ、炭化材と、 ドングリ状の炭化物検出。

昨日に続き表土剥ぎ。重複した住居雄検出、約 3軒の重複と思
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4月 6日 水曜日 天候 晴

表上はぎ。住居址不整形昭 。

4月 7日 木曜日 天候 晴

表土はぎ、遺構の確認。遺物の検出。

4月 8日 翻曜日 天候 晴

表土はぎ。好天続きで作業も順調。遺物・ 土器 (平

費時代と,思われる)。 遺構発掘。教育委員会より現

地進行状況の調査に来る。

4月 9日 土曜日 天候 晴

表土はぎ。

4月 10日  日曜日 天候 曇

表土はぎ。

4月 11日  月曜日 天候 曇

表上はぎ。遺物検出。

4月 12日  火曜日 天候 雨

重機による表上はぎ。雨のため事務整理。

4月 13日 水曜日 天候 晴

表上はぎ。14号住居JL群遺物実測と取上げ。山光測

舎と打合せ。多数の遺物とカマ ドあと検出。

4月 14日 木曜日 天候 晴

表上はき、遺物検出。山光測舎基準杭IIち。河川工

事。教育委員会より現地進行状況の調査に来る。

4月 15日  金曜日 天候 雨

雨のため重機による表上はぎ。

第 2節 発掘調査の実施と経過

われる。黒色土器 。灰釉陶器多し。

昨日に続き表土剥ぎ。奈良時代の住居址・墓墳と思われるPit

検出。他に住居力L3軒。奈良時代の住居址の北東コーナーより

小型のカメ出上。墓墳と思われるPitか らは、上師器・黒色土

器等の杯・甕が約 3個体出上。

昨日に続きA地区表七剥ぎ。西方向へ進む。住居址 2軒検出。

昨日に続きA地区表上剥ぎ。西方向へ進む。特記事項は無し。

表土剥ぎ、西方向へ進む。住居力L3軒検出。特記事項は特にな

し。

表土剥ぎ、A地区上段西端まで行く。本日住居址 2軒検出。現

在までで住居址18軒。

表土剥ぎ、A地区下段にうつり、西側～東へ進む。住居址 1軒、

下段は開田時にかなり削り取られているらしく住居の壁がほと

んどない。

雨であるが重機のみ表七剥ぎ、住居址 2軒検出。特記事項特に

なし。

表上剥ぎ。先日検出t主居力L再検出。4月 5日 検出住居ムLの南側

を検出、黒色・ 土師器等が多く出土っ

表土剥ぎ。Pitの みで住居址見られず。

雨天であるが電機のみ表土剥ぎ。特記事項特になし。

(重機によ
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4月 16日  土曜日 天候 雨

重機による表土はぎ。                 雨天であるが重機のみ表土剥ぎ。かなり重複していると考えら

れる住居址の一部を検出。特に特記事項なし。

4月 17日  日曜日 天候 雨

休み。                        雨天作業中止。

4月 18日 月曜日 天候 晴

午前中は連日の雨により増水したため排水溝作り。    表土剥ぎ。住居址群検出約 6軒位が重複していると考えられる。

ぬかるみにより難航。表土はぎ。            遺物多し (土師器・黒色 。須恵 。灰釉等)。

4月 19日 火曜日 天候 曇一雨

雨のため作業中止。黒よう石と石斧検出。        表土剥ぎ。先日、検出した住居址の再検出。住居址新たに2軒

確認。Pitよ り打製石斧出土。

4月 20日  水曜日 天候 雨

雨で作業中止されるが重機による表土はぎを行う。    重機により表土剥ぎ。 2～ 3軒重複した住居址と住居址 1軒確

認。

4月 21日 木曜日 天候 晴

表土はぎ。遺物の点取り。多数の遺物出上、緑釉陶    表土剥ぎ。4月 18日 検出の住居址群の出土遺物の地点を落す。

器出土。                       19020日 重機で確認した住居址の検出。19日 確認した住居址の

1軒 より略完形の緑釉陶器出土。新たに住居址 6軒確認。昨日

検出した重複した住居址は 2～ 3軒 と考えられる。Pit内 より

灰釉陶器椀の完形品出土、墓墳か ?

4月 22日 金曜日 天候 雨

雨のため作業中止。重機による表土はぎ。事務整    雨天であるが重機で表土剥ぎ。住居址 2軒検出。本日で重機で

理。                         のA地区表土剥ぎ終了。

4月 23日 土曜日 天候 晴

表土はぎ。遺物の点取り。               表土剥ぎ。重機は本日からB地区にはいる。A地区は遺構の検

出。B地区の地層は山からの押し出し層と押沢の洪水層とがあ

り、遺構検出はかなりむずかしい。B地区北側より剥ぎ始める。

住居址 2軒と住居址と思われるもの 2軒検出。

4月 24日  日曜日 天候 晴

表土はぎ。                      A地 区人力により遺構検出。B地区重機により表土剥ぎ。昨日

の住居址と思われるものは住居址となる。住居址 5軒 。建物址

1棟検出。B地区はA地区の新しい時期のものがほとんどであ

る。

4月 25日 月曜日 天候 晴

表土はぎ、遺物の点取り。遺物・遺構検出。       B枷 ヌ表土剥ぎ。A地区遺構検出終了し、B地区に入る。住居

址 2軒確認。

4月 26日 火曜日 天候 晴

遺物点取、レベ/L/測定、略図書き。表土はぎ。      A地 区遺物の地点を落す。B地区表土剥ぎ。住居址 3軒確認。

南側に来るにつれて黒土層が深くなり黒土層中より多く遺物が

出上しているが遺構が確認されない。

4月 27日  水曜日 天候 晴

表土はぎ。                      B訛 灰表土剥ぎ、遺構検出。住居址 4軒検出。遺物の集中地区

は3箇所あるが、住居址の輪郭はつかめないので遺物集中地区

はそのままとして再検出時にもう一度検出作業をすることとす

る。

4月 28日  木曜日 天候 雨一曇

表土はぎ.山光測舎によるメッシュ杭打ち。       B地 区表土剥ぎ。発掘区南端にかなり遺物が集中するが遺構つ

かめず。住居址 1軒・焼土のあるPit lケ検出。重機本日で終

了、ごくろうさまでした。住居址は約804T位 と予想される。B
訛ズは平安時代でも新しい時期のものが多い。

4月 29日 金曜日 天候 曇

表土はぎ。1住再検出。                B腑 ヌ遺構検出。A地区最西端住居址 1号住から掘 り始める。

BtlbFからは遺物は多いが本日の検出された住居址はない。 1

住からは平安時代でも古い方の土器 (土師・須恵が多い)。
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第 2節 発掘調査の実施と経過

轟  it,

1,1裏嘉■1螺

図 3 調査風景  (遺構検出作業)

4ナ 130日  li曜 日 入候 曇

表 11は き、 1住検出・掘 リトけて,1号住居址セク

5月 lH 日曜 [l 天候 晴一時 Fl・J

l住掘リトけ、Pi2′精査。 2住掘りFげ。

5月 2日  月曜日 天候 曇

1住掘 リドげ、2住掘 り下げ。遺物・鉄サイ

5月 3日 火曜日 天候 晴

5:ナイ誹油1洲 リトげ。 2住遺物実測。実測 5住、 1

:」は遺物実測。

5'」 4H 水曜日 入候 晴

2:;ヤ掛織ゝ、Lセ クション、 5住精査。 2号住居力L実猥1

図。 2住カマド実測図。

5り 15日  本曜日 入候 晴

2住の平面i実測図。大Pl～P～ 5｀
「

面 (∞6)。 7

イ11・ 3イト擁Jリ ドげ。

BIIby遺構検出。遺物集中区を主としたが何軒あるかはっきり

としないが約 8軒位あると考えられる。B地区の遺構検出は本

日をもって終了とし、遺物集中区は掘り下げ時に再検出するこ

ととする。A地区 1住の南側東隅にある焼十ははじめカマドと

と考えていたが鉄サイが多く出土し、製鉄址的遺構と考えられ、

1住よりは新しい時期のものと判明した。1住北側東隅よりは

完形の土師器甕が出土する。

1住床面まで掘 り下げ、P227(製鉄遺構)の精査。 2住再検

出・掘り下げ。P227には炉Li■・鉱津が見られ、製鉄遺構でも

製鉄址の範疇にはいるものと考えられる。

1住遺物精査、 2住掘 り下げ、5住再検出、P227精査。 2住

は平安時代後半の住居lll:で カマドは西tit北側にある。床由j東側

よりは鉄製品が2点 と鉄サイが5点出 Lし た。t器は少ない。

1住遺物実測、2住遺物実浪lP227精 査。 5住掘 り下げ、遺物

の実測。5住の埋土には礫が多く見られる。須恵器が多く見ら

れ、おそらく奈良時代の住居力Lと ,思われる。カマドは東側で、

石を少量利用した粘 11カ マドである。

2住床面・カマド精査、5住床面カマド精査、7fLHり 下げ、

P506(大 Pl)検出、 3住再検出掘 り下げ。P506は 長楕円

形のPitで 七器が5個体程度の上器が見られ、埋 L中 には小粒

の炭化物が見られる。 (P506は 4月 6日 に基積ではないか P

としたものである)7住内には礫が多く見られる。

2住平面図、P5“ (大Pl)平面図、5住精査、6住再検出、

7住礫精査、3住掘り下げ。特記事項なし。
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第 I章 調査状況

5月 6日 金曜日 天候 曇

3号住居址Pセ クション床面 。5住床疏 。

5月 7日 土曜日 天候 雨

雨のため作業中止。

5月 8日  日曜日 天候 曇―晴

3住カマ ド掘 り下げ、 3住平面図。 405号住、 7

号住掘り下げ。

5月 9日 月曜日 天候 晴―時雨

5住 ◆7住・ 3住カマ ド掘 り下げ。 7住遺物出土状

況平面図。 5住Pセ クション。7住平面図、4住集

石平面実測。P2η掘 り下げ。

5月 10日 火曜日 天候 晴一時雨

1住 03住 05住掘 り下げ、 3住 Pエ ンベーショ

ン、7住集石実測、4住集石掘り下げ、 l tLPセ ク

シ ョ ン 。

5月 11日  水曜日 天候 晴

10305住 居址の写真。 3住カマ ド平面、4住掘

り下げ、5住平面実潰1。 607・ 9住精査。

5月 12日 木曜日 天候 晴―雨

1住平面図、カマド平面実測。 8仁Pセ クション.

9住エレベーション、 9住平面図、 5住エレベー

ション、12住掘 り下げ Pit検 出。 6住 07住精

査。

5月 13日 金曜日 天候 曇一晴

1住完了、7住カマド精査、6住精査、6ぽ セク

ション、4住遺物実測、 4住平面実測、10住掘 り下

げ、12住平面図、8住平面図、 9住カマ ド実測 0ン

^ミ
ノン。

5月 14日 土曜日 天候 晴

7住カマド平面図・実測、13住掘 り下げ、 6住 。10

住精査、4住カマ ド精査。

5月 15日  日曜日 天候 晴

7住平面図・エレベーション、10住 カマ ドセクショ

ン、10住精査、13住平面図。

5月 16日  月曜日 天候 雨

雨のため作業中止。

5月 17日  火曜日 天候 晴

7住カマ ド実測、13住エレベーション、13住精査、

4住カマ ド実測、4住カマ ドセクション、10住平面

図、 11任J屈 りTげ、 8住』ヨリ
~Fげ

。

3住セクション、セクションをはずし、床面精査、5住床面精

査、7住礫精査。 3住は平安時代前期の住居址でカマドは東壁

中央にある。床面は良好で柱穴が割合とあさいが、壁柱穴がカ

マドの両側に見られる。カマド前より土製紡錘車出土。

雨天中止。

3号住平面図、5住精査、7住集石精査。4住検出掘り下げ、

3住周辺Pit検 出。 3住は4.8住 より古 く8住 と3住 は壁が

接っていたことがわかる。

5住カマドセクション、3住カマド掘り下げ、9住検出、7住

礫実測、4号住集石実測。P227精査し掘 り下げ。 4住 。7住

と集石が見られ、105住と埋土中に礫が多く見られるが住居

址廃絶後何らかの為に石がおかれるかそこに集められたものと

考えられる。

1住精査、Pitの断 5割 り、3住カマド・ 7住集石除去。 5住

精査、4住集石除去し掘 り下げ、9住掘り下げ。 1住はP227

を除去し、精査をした結果かなり良好な住居址で周溝がほぼ全

周し、主柱穴も4本検出された。カマドは石組粘土カマドであ

る。

3住カマド平面図、4住掘り下げ、5住平面実測。9住精査、

6住精査、7住精査。7号住カマドは、ほぼ原形をとどめてお

り、しっかりとしたもので丸い黒色土が見られおそらく甕をか

ける穴と′思われる。

1住実測、4住精査、5住エレベーション、6住精査、7住精

査、9住実測、12住掘 り下げ 周辺Pi撥出。 7住は平安時代

前半、4住は平安時代中葉、6住は平安時代後半、9住は平安

時代後半である。 9住は南東隅のカマドで石組み粘土カマドで

ある。

1住レベル、4住平面図、10住掘 り下げ、9住カマド実測、7

住精査、6住精査、12住実測。 4住は1/2が発掘区外である

が、方形と思われ、カマドは石組み粘土カマ ドでカマド南西横

に床下Pitを もつ。12住は平安後期の住居址である。

7住精査 。カマド実測、6住精査、4住カマド精査、10住精査、

13住掘り下げ。10住は遺物が少量でカマドの周辺に見られるの

みである。

4住カマド精査、6住カマド精査、7住実測、10住カマド精査、

13住実測。 6住は壁がほとんど検出されなかったが床面が堅く

良好であった。カマドは東壁南端に位置する石組み粘土カマド

であったと考えられる。

発掘作業雨天中止。

7住カマド実測、8住掘り下げ、10住実測、13住精査、4住カ

マド実測、11住掘 り下げ。13住は暗渠に東壁部分を破壊され、

壁 0西壁を水田の土手により壊されている。床面東側には集石
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5月 18日  水曜日 天候 晴

6住平面図・エレベーション・ カマ ド実測図、11住

平面図・エレベーション・精査、8住掘 り下げ・精

査。

5月 19日 木曜日 天候 晴

P503セ クシ ョン、x=50423,y=55884軸 周辺

Pitの エンベーション、14住掘 り下げ、8住精査。

5月 20日  金曜日 天候 晴

4.雛のセクション、T3周辺のPのエレベーショ

ン、13住平面図、8住の写真撮影、14住掘 り下げ・

遺物検出、18住掘 り下げ。教育委員会より現地進行

状況の調査に来る。

5月 21日  土曜日 天候 晴

4・ 8住の断面図、14住平面図、16・ 17e18・ 20住

の掘 り下げ。

5月 22日  日曜日 天候 晴

4.8住 断面図、21・ 22住検出、 8住 エレベーシ ョ

ン、14住 エンベーション、18住平面図遺出土平面

図、
"住

平面図・カマ ドセクション、19住掘 り下げ。

5月 23日  月曜日 天候 晴

19住の平面図、14住 カマ ド掘 り下げ、23住掘 り下

げ、23住 より銭出± 6枚、12世紀頃のものと思われ

る。

5月 24日  火曜日 天候 晴

14住カマド平面、19住平面図と遺物レベル、多数の

遺物の整理、18住平面図・ エレベーション、20住カ

マ ド実測図・ たきロセクション、21・ 22住掘 り下

げ 。

5月 25日  水曜日 天候 晴

14住カマド平面、23住 。21住平面、18住 カマ ドセク

ション 北側Pセ クション、16住・ 17住精査、20t

エレベーション、P387平面・セクション、25住掘

り下げ、多数の遺物出土。

5月 26日  木曜日 天候 晴

14住カマ ド実測、21023住土器・石ンベル、21住エ

レベーション、25住平面図沐 卜Pセ クション・ カマ

ドセクション、26・ 27住掘 り下げ、16・ 17住精査。

5月 27日  金曜日 天候 晴

14住カマ ド実測、21・ 25住平面実測、23住精査、16

住平面図・セクション・エンベーション、遺物出土

平面図、17住セクション、26住掘 り下げ。

5月 28日  土曜日 天候 晴

"住
の検出、21・ 23住 カマ ド平面実測、23住カマ ド

セクション、P397平面実測、2住掘 り下げ。

第 2節 発掘調査の実施と経過

が見られ、集石下よりは、炭化材が検出された。10C頃 の住居

址である。13住東側にはPi選手が見られる。10住床面下に10住

にすっばりはいり11住が検出された。

6住実測、8住掘り下げ・精査、11住精査・実測、14住検出、

溝 1検出。溝 1からは黒色土器・須恵器の杯等が検出され、お

そらく平安時代中期後半頃の溝と思われる。

11住実測、P503及び周辺Pi峡測、8住精査、14住掘 り下げ、

16017住検出。特記事項なし。

408住セクション及び実測、溝北部のPi破出 0掘 り下げ及

び実測、13住集石除去後の実測、14住掘り下げ・遺物の精査、

18住検出・掘り下げ。14住は良好に遺物が遺存していた。

8住実測、14住遺物出土状況実測、16・ 17住検出、掘り下げ、

18住・20住掘 り下げ。16・ 17住はほとんど壁が開田時に削り取

られてしまっている。18住は緑釉陶器の略完形品が表土剥ぎ時

に出土した住居址である。この住居址の遺物遺存状況は良好で

北壁沿い～東壁北側に集中している。

4.8住セクション、21・ 22住検出、14住実測、18住実測、20住

実測、19住掘り下げ。特記事項特になし。

14住カマド精査、18住遺物取上後の精査、20住床面精査、23住

掘り下げ。23住 より宋銭が6枚出土 (いずれも1lC代 に鋳造さ

れたもの)であるが本住居に関係あるか不明。

14住カマド平面、19住実測、18住実測、20t実測、23住精査、

21住掘り下げ、22住掘 り下げ。23住 には小粒な炭化物がプロッ

クをなして見られ、一種の焼失住居と考えられる。

14住カマド実測、21住・23住実測、18住カマド?セ クション、

"住
エレベーション、P3"掘 り下げ・断面図、25住掘 り下げ、

2住 1/2のみ掘り下げ、16住精査、17住精査。17住カマド南

側Pi訥 より遺物が多くみられた。

14住カマド実測、21住 023住遺物 石レベノン、25住実測、16住・

17住精査、26・ 27住掘 り下げ。21住はやや大型な住居址である

が柱穴が見あたらず平石が4ケ方形に見られる。礎石的な石で

あろうか? またカマド横に列石が見られる。

14住 カマド実測、21・ 25住実測、23住精査、26住 1/2部分掘

り下げ、27住遺物精査、17住精査。27住重複していると思われ

上部より12Ctの土器、下部より1lC代の土器が出土している。

カマドが検出されたが、おそらく上層の家のものと思われる。

上層の家を (仮称34住 )と する。

21・ 23住 カマド実測、25住カマド精査、P397実測、22住検出

掘り下げ、19住精査、27住遺物精査、31・ 32住検出、25住床下

Pi縫 、24住掘 り下げ、27住上方の小形の住居址 ?の部分掘
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第 I章 調査状況

5月 29日  日曜日 天候 晴

2住床面検出、23住集石平面実測、19住掃除写真・

カマ ド平面実測、24住掘 り下げ、27住遺部取上げ。

5月 30日  月曜日 天候 晴

8住平面図エレベーション、25住平面図エレベー

ション 0カ マ ド平面、27住平面エレベーション 0遺

物平面図、31住掘 り下げ。

5月 31日  火曜日 天候 晴

器住平面 0カ マ ド平面、29住 031住掘 り下げ、26住

縫 。

6月 1日 水曜日 天候 晴

19住平面図・エレベーション、22住実測、∞住掘 り

下げ。

6月 2日 木曜日 天候 晴

28029030住 の写真撮影、22住平面図・エレベー

ション、22住カマ ド平面図、24住平面図、28住平面

・エレベーション、29住平面・エレベーション、31

住遺物平面、30住掘 り下げ。

6月 3日 金曜日 天候 晴

22tのカマ ド実測、∞住平面実測、33住掘 り下げ、

31住実測、17住 。24住精査。

6月 4日 土曜日 天候 晴

31住の石のレベルと平面、25住の喉 測、17住セク

ション、A地区P341(大P8)掘 り下げ、Ю住精

査、25住エレベーション、26住平面、27住平面・遺

物平面。

6月 5日  日曜日 天候 晴

%住カマ ドセクション、30住カマ ドセクション、た

て穴 1平面エンベーション。A曖 341よ り多く

の遺物出土、お墓か ?

6月 6日 月曜日 天候 曇

A地区北ulPの掘り下げ、レベ/1/エ レベーション。

26tのエレベーション、31住清掃写真精査。大P7

・ 9の平面、お墓と思われるところより歯検出。17

住平面図。

6月 7日 火曜日 天候 晴

21住かまど実測とPの工L/ベーション、17住実測、

P341精査、A曖 のお墓確認、墨書土師器検出、

お焼香をあげる、多数の副葬品も検出、31住平面エ

レベ ー シ ョン。

り下げ。P397は 25住 と27住の中間にあり、表土剥ぎ時に略完

形の灰釉が出土したPitt・ある。埋土等には小炭化物が含まれ、

おそらく火葬墓的なPitと 思われる。

D住カマド実測、2住床面検出、23住集石実測、2住掘り下げ、

27住遺物取り上げ、31・ 32住検出。23住の集石ははっきりとし

ないが、23住埋没後掘られたものとも考えられる。

23住実測、25住実測、27住実測、2住 1/2部分精査、31032

住再検出、31住掘 り下げ。27住はおそらく上方へ広がるものと

考えられる。

27住上面の家 (仮称34住 )のカマドを一応27住のカマドとして

実測。29住掘 り下げ、31住掘り下げ、26住精査。31住には人為

的か、自然的かはっきりとしないが礫が多く見られる。

19住実測、22住実測、31住内石精査、あ住精査、Z住精査、仮

称33住掘 り下げ、30住検出 0掘 り下げ。22住はカマドが見られ

ず、カマド状の配石 0小Piφ 見`られるのみであるが一応実測

を現時点ですることにした。30住には多量の炭化物が見られ、

焼失住居と思われる。

22住実測、2住実測、29住実測、27倖 卜方の小形住居址 ?(仮

称28住 )実測、31住礫群実測、30住掘り下げ 。炭化材精査、32

住 1/2掘 り下げ。30住は焼失住居址で炭化材が床面に多く見

られた。また住居址内北西部には礫が多く見られた。30住は奈

良時代の住居址である。

22住 カマ ド状の遺構実測、30住炭化材精査後実測、31住礫群実

測、24住床面精査、17住精査、仮称33住掘 り下げ 。精査。仮称

33住はη住と同一の住居址であると思われ、27住部分は拡張部

と思われる。仮称33住にはカマドが2ケ所見られ、東側のカマ

ドが古く、北側が新しいカマドで、東側のものは拡張前のカマ

ド、北側が拡張後のカマドと考えられる。

31住礫群実測・ ンベ/L/を 取り除去、25住実測、17住精査、P

341(大P8)掘 り下げ、26住実測、仮称33住精査、30精査。

特記事項なし。

26住 カマド精査、30住 カマド精査、24住床面精査。竪穴 1集石

精査、後実測。A地区東側Pitの掘 り下げ。P341(大 P8)
の掘り下げ、P341よ り黒色土器 3、 灰釉 2、 須恵器長頸瓶 1

が出上、墓墳と考えられる。

26住エンベーション、31住精査、竪穴 1(大P7)実測、17住

実測。P341セ クション実測後掘 り下げ、歯と思われるもの出

土。

17住実測、31住カマド実測、P341精査、30住精査、35住掘 り

下げ、38住掘 り下げ。P341の黒色土器の杯の一ケに墨書「△

1し」 。
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6月 8日 水曜日 天候 曇 晴

17住 (大 P5・ 6)エ レベーション・土器・ L/ベ

ル、350平面図、21住側面図、38住掘り下げ精査、

atFカ マド平面、Ю住平面・エレベーション・カマ

ド平面。

6月 9日 木曜日 天候 晴一時雨

35住遺物とりあげ、40住の平面図・工L/ベーショ

ン。夕立が来る。38住平面エレベーション、竪穴 1

(P7)セ クション、32寝掘 り下げ、P341縦。

6月 10日  金曜日 天候 晴一時雨

40t平面、40住かまど実測 。遺物とりあげ、

“

住集

石平面、32住掘り下げ、41tFmり 下げ、24住床面精

査。お墓検出の記事が新聞掲載されたためか見学者

が増える。

6月 11日  土曜日 天候 晴

40住のレベ/1/、 15住・42住掘り下げ、33住のレベ

/t/、 41住精査、47住掘り下げ、41住 より多数の炭化

物出土骨検出。

6月 12日  日曜日 天候 曇 ―雨

雨作業中止。

6月 13日  月曜日 天候 雨―曇

雨のため作業中止。

6月 14日 火曜日 天候 晴

ヘ リコプターにて空中撮影。33住平面、お墓 (P

●1)よ り歯検出、28住平面図、41住 平面、47住エ

レベーション、P341平面 。セクション。エレベー

シ ョン

6月 15日 水曜日 天候 晴

32住掘り下げ、37住掘 り下げ、38住精査、41・ 2遺

物の出土状況実測、42住の平面、大P8(341)歯

の実測、15住カマ ドセクンョン、42住カマ ド平面、

43住カマ ドセクション。

第 2節 発掘調査の実施と経過

17住実測、21住 カマド・ カマド横列石実測、あ住カマド実測、

Ю住実測・カマ ド精査後実測、35住遺物実測、P341精査、40

住検出。掘り下げ、38住掘 り下げ集石精査、
"住

の中央に集石

が見られる。

%住遺物取り上げ、田住集石実測、40住実測、竪穴 1(大P7)

セクション実測、P341精査、15・ 41・ 42・ 51住検出、32住掘

り下げ。特記事項なし。

40住実測、38住集石実測、32住掘り下げ、41住掘り下げ、15住

掘り下げ、Z住床面精査。24住の床面下に多くのPitが検出さ

オ■る。

40住東側 。仮称33住のレベ/L/、 15・ 42住掘り下げ、41住精査、

仮称34住 の掘り下げ、47住の一部掘り下げ。41住は焼失住居址

で、表土剥ぎ時にドングリの炭化物等が検出された住居址であ

る。本住居址よりは炭化物の他にPit中 より動物の骨片等が検

出された。仮称34住は仮称28住 とつながりやや大形の住居址で

η住中にあったカマドが本住居址のカマドであったと判明、仮

称はやめ。仮称27・ 33住 を27イ た、仮称28。 34住 をお住とする。

47住 より緑釉陶器底部出上て,

雨天作業中止。

雨天作業中止。

中部電力の協力によリヘリコプターでA地区全景撮影。28住精

査後東側、28住東壁中央配石実測、42住精査、49住の一部掘 り

下げ部分実測、41住実測、15住精査、43住掘 り下げ、32住掘り

下げ、P341精査 。実測。15住カマド前よリトチの炭化物出土。

P譴 1からU字状に歯が検出される。

41・ 42住実測、P341の歯の状態実測、43住実測、15住 カマ ド

精査、32住掘 り下げ、37住掘 り下げ、38住精査、24住床下の

PitFrち割 り、P341実 測。24住床面下のPitは約15ケ 見られ

る。いわゆる床下土墳と同じ性格であろう。

零1顆 (1・4

ぶヽ ｀

穏ヽ ..=

―

図 4 調査風景  (竪穴住居址発掘作業 )

L
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第 I草 調査状況

6月 16日 木曜日 天候 曇

15住カマド内遺物とりあげ、32住掘り下げ、15住平    15住実測・遺物取り上げ、P274実測、32住掘 り下げ、24住床

面図・エレベーション・カマド平面図、P274平面     下Pi備査、41042住精査。15・ 2241・ 42住 とも12C代 の住居

エベーション、41042住精査、24住Pi髄 。       址である。

6月 17日 金曜日 天候 曇―雨

雨のため作業半日のみ。2床下Pit・ 32住・41住 。     2床 下Pit・ 32住・41住 042住 043住精査。作業は雨天で半日。

42住・43住精査。                   特記事項はなし。

6月 18日 土曜日 天候 雨

雨のため作業中止。                   雨天作業中止。

6月 19日  日曜日 天候 晴

"住
平面・32住のセクション、ク住床下P、 カマド    24住床下Pit・ カマド精査、32住実測、41・ 42・ 43住精査、P

精査、41042・ 43住精査。               341精 査、46住検出、建 102の Pi晰ち割 り。24住は拡張 ?

が見られ、カマドが作り直されている。

6月 20日  月曜日 天候 曇―雨

雨のため作業中止、半日。43住平面実測、P341精      43住実測、P341精査 0遺物取上げ・実測、46住検出 0掘 り下

査・遺物取上げ・実測、46住掘り下げ。         げ・建物址 1断ち割り。雨天となり半日で作業終了。特記事項

なし。

6月 21日 火曜日 天候 曇

昨日の雨と今日は大雨注意報がでていたためか人夫    A腑 灰中央のPi僕測、32住実測、43住実測、建 l・ 2の断面

1人 も来ず。7住横のPのエレベーション、32住平     図。32住にカヤの炭化物が見られた。

面、Pの掘り下げ、43住エレベーション、建1(T
l)の Pセ クション。

6月 22日 水曜日 天候 晴

7号横大Pのエレベーションと掘り下げ、32住遺物    32住遺物取上げ、42住実測、46住掘 り下げ、建 1実測、2住床

とり上げ・ カマ ド平面、42住平面とPの エンベー    下P精査。46住は良好な奈良時代の住居址である。

ション、Tl平面 。実預1、 24住床下朧 。

6月 23日 木曜日 天候 晴―曇

研修旅行・岡谷埋文センター・スワ考古資料館等。    調査員・作業員研修旅行の為作業中止。

6月 24日 金曜日 天候 曇―雨

雨のため半日で作業中止。建物址 2の平面実測、45    46住掘り下げ、24住床下Pi備査、建物址 2実測、仮称36住掘

・47住掘り下げ。46住カマドにあった須恵器蓋、盗    り下げ、45・ 47住掘り下げ。雨天になった為半日で作業中止。

難にあう。24住床下P精査。

6月 25日 土曜日 天候 晴一雨

Z住平面実測、46住平面 。遺物出土平面、45047住    Z住 床下Pi蒔実測、46住遺物状態実測、45・ 47住掘 り下げ。

掘り下げ。                      23035、 仮称36住精査。22住は先日掘った大きさより大きくな

ることが半」明する。

6月 26日  日曜日 天候 晴

46住精査、45住Pのエレベーション精査、22住拡    46住精査、45047住精査、22住広がる部分掘 り下げ、仮称36住

張、47住Pセ クション精査。              精査。まだはっきりとしないが仮称36住は22住と一諸になる可

台ヨ性あり。

6月 27日  月曜日 天候 晴

42住カマド実測、45住平面・カマド実測・セクショ    42住 カマド実測、45047住実測、46住精査、建物址 2エ レベー

ン、46住掃除写真撮影、47住平面、T2エ ンベー    ション、37住掘り下げ、38住精査、仮称36住精査、35住精査、

ション、37住掘り下げ、35住精査、38住精査、教育    特記事項なし。

委員会より現地進行状況調査。

6月 28日 火曜日 天候 晴―時雨

45住カマド実測、41住実測、37。 38住エンベーショ    45住カマド実測、41住実測、37・ 38住実測、22住 035。 仮称36

ン0カ マドセクション、51住掘り下げ、22住・35住    住精査、51住掘り下げ。22住と仮称36住は出土土器が同じで西

精査。                        カマドのやや長方形の住居になる可能性が大となる。

6月 29日  水曜日 天候 晴一時雨

28住平面、41住実測 。カマド実測、41住清掃、51住    28住実測、41住実測、22住 035住・仮称36住精査、51住掘り下

掘り下げ。雨のため作業半日。              げ。雨天の為作業は半日で終了。22住・仮称36住は同一である ?

と考えられる。明日の精査を待つ。
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第 2節 発掘調査の実施と経過

6月 30日  木曜日 天候 曇

50-54住掘 り下げ、2ぽ エレベーション、42住P     "住 、51住、53住 、54住掘 り下げ。24住残部床下Pit Oカ マ ド・

エレベーション・土器あげ、45住カマ ド実測、22住    実測、42住実測、45住カマ ド実測、22住精査、46住精査。仮称

精査、46住精査。                   36住 はカマ ド内土器が22住と同一であり、22住は西カマ ドの長

方形の住居址である。

7月 1日  金曜日 天候 晴―雨

49住平配 のエンベーション、2住カマ ド実測、22     49住実測、24住残部実測、22住 (仮称36住が同一となる)実測、

住実測、35住エンベーションとカマ ド実測、51住精    46住実測、35住実測、51住精査、39住一部掘 り下げ、50住・ 54

査、50・ 54住掘 り下げ、39住掘 り下げ。         住掘 り下げ。特記事項なし。

7月 2日 土曜日 天候 曇

休み。                         休日とする。

7月 3日  日曜日 天候 晴

休み。                         休日とする。

7月 4日 月曜日 晴一時雨

24住カマ ド実測、35住カマ ド実測、37038住平面・    2住 残部実測、35住カマ ド実測、370“住実測、39住掘 り下げ・

カマ ド平面、39住セクション、50住掘 り下げ、51・     断面図、51住精査、53精査、50住掘 り下げ、54住掘 り下げ。39

53住精査、54住掘 り下げ。               住は一辺 7mのやや大形の住居址で、焼失住居と考えられる。

7月 5日 火曜日 天候 雨

作業中止。                      雨天作業中止。

7月 6日 水曜日 天候 晴―曇

38住カマ ド実測、53住平面掃除写真撮影、45住カマ    38住 カマ ド実測、53住精査、50住精査ののち実測、45住Pi峡

ド酔 エレベーション・土器洗い、50住平面エレベ    測、51住 039住部精査、54住掘 り下げ、51住実測。特記事項な

―ション、51住 039住精査、54住掘 り下げ、51住実    し。

測。

7月 7日 木曜日 天候 晴―雨

53住平面、45住セクション・土器洗い、51住セク    53住 実測、45住Pi断面、51住断面・実測、52住 1/2を掘 り

ション、52住掘り下げ、47住セクション、47住カマ    下げ、47住精査、50住実測・カマ ド実測、39住精査。特記事項

ドセクション、50tカ マ ド平面、50住エレベーショ    なし。

ン、3蠅 。

7月 8日 金曜日 天候 晴―雨

51住セクション、45住写真、53住カマ ド実測、52住    51住床下Pitセ クション、45・ 47住精査、53住実測、52住掘 り

掘 り下げ、39048・ 54住精査。雨のため、作業中    下げ、39・ 48・ 54住精査。52住 からはやや赤色化 したオレンジ

止。                         色の須恵器が多い。雨天の為半日で作業中止。

7月 9日 土曜日 天候 曇―雨

51住実測、53住エレベーション 0カ マ ド実測・土器    51住精査後実測、53住実測・カマ ド実測、45・ 47住精査、52住

洗い、52住精査、39住 045・ 47054住精査。       精査、39住精査、54住精査、45・ 47住の床下よりPit検 出、51

住からも床下にPi験出。

7月 10日  日曜日 天候 曇

51住平面エレベーション、53住 カマ ド平面、x=    51住 実測、53住カマ ド実測、A地区中央部Pitの実測、A地区

50423,50432,y=-55857軸 周辺Pの実測。         北側Pi騨の掘 り下げ、45・ 47住床下Pi晴査。特記事項なし。

7月 11日  月曜日 天候 晴

45住カマ ドセクション、51住エレベーション、53住    45住カマ ドセクション、51住エレベーション、53住遺物取上げ、

レベ/L/、 49住のエレベーション・土器洗い、3(冶P    49住 エンベーション、39住精査・ Pitセ クション、47住 カマ ド

セクション、47住 カマ ド平面セクシ ョン・ x=    平面図及びセクション、A地区中央部のPi癬実測、54住精査、

50423,y=-55848,-55857周 辺呼 面・エンベー     52住 精査。特記事項なし。

ション、52054住精査。

7月 12日 火曜日 天候 晴

32住カマ ド実測、47住カマ ド・ エレベーション・平    32住 カマ ド実測、47住カマ ド実測、47住実測、48・ 54住実測、

面図、48住 平面、39住平面 。カマ ド平面、x=    39住 実測、52住全掘、A地区中央Pi癬掘 り下げ及び実測。39

50423,50432,y=-55886,-55884,-55893周 辺P     住のカマ ドの東側に大きな張出部が見られる。

平面・エレベーション、教育委員会より現地進行状

況調査。

7月 13日  水曜日 天候 晴

47住エレベーション、39住エレベーション、48住平    47住実測、39住実測、48・ 54住実測、52住遺物精査、A地区東
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第 I章 調査状況

面、x=50423,y=-55893周 辺Pエ レベーショ    側Pi群掘 り下げ、A地区中央部Pi鮮実測。特記事項なし。
ン、54住実測。

7月 14日 木曜日 天候 晴

P2X掘り下げ、47住エレベーション、T4掘り下     47住実測、39住カマド実測、P226住掘り下げ、建 4掘 り下げ、
げ、39住カマド平面、A地区Pi観:り 下げ。        39住 カマ ド張出し部断ち割 り、A地区東側Pi胡]り 下げ。39住

カマド張出し部は大きく、長軸約1.5m、 短軸約50cmである。
7月 15日 金曜日 天候 雨

雨のため作業中止。注記作業。             雨天中止。

7月 16日  土曜日 天候 雨

雨のため作業中止。土器注記。             雨天中止。

7月 17日  日曜日 天候 雨

雨のため作業中止。                   雨天中止。

7月 18日 月曜日 天候 晴

48住 Pエ レベーション、建1.3平面エレベーショ    48・ 54住エレベーション、建物址 1・ 3実測、52住精査、39住
ン、52住精査、T4Pi」屈り下げ。            張出部精査・実測・建物力L4Pi胡:り 下げ。39住張出部に小形

の杯、武蔵甕の完形品が見られる。
7月 19日 火曜日 天候 晴

瞬 の平面、x=50432,∞幽1,y=-55857,-55893    44住 掘 り下げ・精査 0実測、52住精査。A地区中央～東側Pit
周辺呼 面・エレベーション。44住掘り下げ、52住     群掘 り下げ、中央部Pi群実測。44住は北壁のみであるが遺物
精査。                        がゎずかながら残っている奈良時代の住居である。

7月 20日 水曜日 天候 雨

雨のため作業中止。六文銭盗難にあう。         雨天中止。23住宋銭 6枚盗難。
7月 21日 木曜日 天候 雨

雨のため作業中止。                   雨天中止。

7月 22日  金曜日 天候 雨

雨のため作業中止。                   雨天中止。

7月 23日  土曜日 天候 晴

"住
遺物実測、1イコ奪iP平面・エレベーション。     A地 区52住遺物状況実測、建 4実測、A地区中央Pi騨実測。

現場移動。x=50441,y=-55857周辺P平面・工     B地 区56住・57住検出。本日からA地区52住 とPitの調査を残
レベーション。                    し移動したが、調査区内に夏草が多くはえて、「夏草や つわ

ものどもが 夢の跡」といった感 じである。
7月 24日  日曜日 天候 雨―曇

52住のカマド実測、1住横呼 面実測、22住エレベ    52住遺物状況・カマド実測、1住周辺Pi僕測、22住残部実測、
―ション。事務局のみで作業、作業員 0名である。    56住検出。56住は小形の住居址であるが遺物多し。

7月 25日  月曜日 天候 雨

52住カマド実測・P群の平面。事務局及び調麿員補    A地 区52住 カマド実測、Pi躾報]。 B地区56住掘 り下げ。
助員のみで作業。56住掘り下げ。

7月 26日 火曜日 天候 晴―雨

52住かまど平面、畔 の平面 (掘立建物址)エ レベ    A地 区52住実測、A地区中央Pi畔実測。B地区56住・ 57住掘
―ション、x=50432,y=-55848周辺Pエ レベー      リ下げ、58住検出。特記事項なし。
ション平面、56057住掘り下げ。

7月 27日  水曜日 天候 雨

雨のため作業中止。                   雨天中止。

7月 28日 木曜日 天候 晴

P158(石 ぞく)平面・エレベーション、52住カマ     A地 区52住カマ ド実測、A地区中央～東側Pit実測。B地区56

ド平面、x=50432,y=-55893,-559悦 周辺P平      住 057住 058住掘 り下げ。52住のカマド内には多量の土器が見
面。エレベーション、56住・57住 058住掘り下げ。    られる。

7月 29日  金曜日 天候 晴

呼 面とエレベーション、52住エンベーションと清    A地 区52住エンベーション・精査、A地区中央～東側 。北側
掃写真。x=50450,50441,50432,y=-55857,    Pi僕 測.B地区56住精査、57住精査、58住掘 り下げ、59住検
-55785周 迎 平面・エンベーション。56住・57住     出。特記事項なし。

精査、58住掘り下げ。

7月 30日  土曜日 天候 晴

…

面とエレベーション、52住精査、55住掘    A地 区52住精査、55住掘り下げ・精査、A地区中央～北側 。東
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り下げ・精査、56t057住精査、58住掘 り下げ・精

査、59住掘 り下げ。

7月 31日  日曜日 天候 晴

57住カマ ド平面、52住平面、55住平面、56住精査。

8月 1日 月曜日 天候 雨

雨のため作業中止

8月 2日 火曜日 天候 晴

大P9(342).呼面、56住平面、57住エレベーショ

ン、56住カマ ド、58住平面・エレベーション、P

342平 面・ エレベーシ ョン (土 器 1コ )、 x=
50468,y=-55830周 辺P平 面x=50432,5044,

50423,y=-55803,-55812周 辺Pエ レベーション

平面、59・ 60061・ 64住掘 り下げ。

8月 3日
・
水曜日 天候 晴

大P9(342)の エレベーション、P郡のエ レベー

ション平面 x=50450,50414,y=-55839,-55830、

周辺P平面エレベーション、56住遺物 とり上げ精

査、59住精査、60住掘 り下げ、61住、62住掘 り下げ。

8月 4日 木曜日 天候 晴

P郡平面・エレベーション、60住カマ ド平面、x=

50414,50423,y=-55803,-55812周 辺P、 P369

平面エレベーション (打斧)、 59住60住精査、62住

掘 り下げ精査、64住精査。少年少女考古学教室開

催、教育委員会より現地進行状況調査

8月 5日  金曜日 天候 晴

鶴住平面、56住平面・ エンベーション、58住平面・

エレベーション 0カ マ ド平面、60062・ 64住平面・

エレベーション、63住精査。x=50414,50423,y=

-55767,-55776周辺呼 面・エレベーション。

8月 6日  土曜日 天候 晴

62住平面・エンベーション、63住平面、59住精査、

65住掘 り下げ、33住 (79住)掘 り下げ精査。

8月 7日  日曜日 天候 晴

61住カマド平面、62住カマ ド平面、63住平面・ カマ

ド平面、68住掘 り下げ。

8月 8日 月曜日 天候 晴

59住平面、67・ 69住・ 68住 の掘 り下げ、62住カマド

平面。x=50414,50423,y=-55848,-55830周 辺

呼 面・エレベーション。NHKで少年少女考古学

教室取材。

8月 9日 火 天候 晴

A地区の聯 の平面、63ぽエレベーション、62住

かまど実測・エレベーション、69住より宋銭出

土 (1枚X詔聖元宝)、 70住より鉄さい出土、59

住エンベーション 0カ マ ド実測、P493平面 0セ ク

ション (小カジDx=50396,50405,50387,50414,

y〒 -55839,-55803周 辺P平 面・ エレベーショ

ン 。

第 2節 発掘調査の実施と経過

側Pi僕測。B地区56住精査、57住精査、58住掘り下げ・精査。

59住掘 り下げ、60・ 64住検出。55住は完全に52住に掘り込まれ

て北・東壁しか残存していない住居址であるが北壁際より、鉄

製品 (鉄ゾク?)出土。56住は約∞～40の杯等を出土している。

A地区52055住実測。B地区57住実測、56住精査。

雨天中止

A地区 P342(大P9)実測、A地区中央～東側Pit実 測。B地

区 56住遺物状況実測、57住エレベーション、58住実測、590

∞ 061・ 64住掘り下げ。59住より緑釉陶器出土

A地区北側及び東側Pi硼「P342実測。B地区 56区 、56住 遺

物取上げ精査、59住精査、60住掘 り下げ、61住掘 り下げ、62住

掘 り下げ、63住検出、60東側のP437集石Pit検 出.60住 が一

番新しく64住 が次、集石P437が一番古い。

AtlbX東側南部分のPi鮮実測。B地区60住カマ ド実測、59住

精査、61住精査、62住掘 り下げ・精査、56住精査、64住精査。

61住よリピンセット状鉄製品出土。56・ 59 0 60tLは 12C代、570

58・ 61062064住は1lC代の住居址である。

A地区東側Pi癬実測。B地区 56住実測、58住実測、カマ ド

実測、60住実測、62住実測、64住実測、建物力L5検出、Pi翻

り下げ、59住精査、63住精査。特記事項なし。

B地区 62住実測、63住実測、59住精査、65住掘 り下げ、67・

68住検出掘 り下げ、33住 (79住)掘 り下げ、精査。B地区約半

分掘 り下げ検出 したが、B地区は新 しく1lC～ 12C代 の住居址

が多い。

B地区 61住実測、62住カマ ド実測、63住実測、68住掘 り下げ。

特記事項なし。

A地区中央南側 (下段)の Pit実測、B地区 59住実測、62住

カマ ド実測、67・ 68・ 69住掘 り下げ、67住 は西カマ ドで遺物が

割合と多い住居址である、68住は10C～ 1lC前半代の住居址と

考えられる。表土剥ぎの段階で遺物集中区とした上のプロンク

のものを再検出したところ、69070・ 78住の 3軒が検出できた。

A拗ヌ 中央南側 (下段)の Pi峡測。B地区63住エレベーショ

ン、62住エレベーション、カマ ド実測、59住エレベーション、

カマ ド実測、70住検出、70住南西隅より小鉄片、小鉄滓が出土

し、小カジ址と重複 していることが判明。小カジ址をP493と

する。

-21-



第 I章 調査状況

8月 10日  水曜日 天候 晴

A地区のP郡の平面、62住カマ ド実測 。エレベー    A地 区 南側 (下段)の Pit実 測、B地区 62住 カマ ド実測、

ション、動物の骨出土、P455平 面エンベーショ    建物址 5実測、

“

住掘 り下げ、67・ 68住掘 り下げ、南端の表土

ン、66住掘 り下げ。x=50387,50396,y=-55848,    剥ぎ時に遺物集中区とした部分より、71。 72073076077・ 34

-55857周 辺呼 面 。エレベーション、68・ 67住掘     (80)住 、タテ穴 1が検出された。72073住 間より動物の骨

り下げ考古学教室かまど作 り。             が出土する。

8月 11日 木曜日 天候 晴

A地区のP郡 の平面図x=50414,50405,y=一    A地 区 南側 (下段)の Pi騨実測、B地区 71住掘 り下げ、

55857,-55803,-55821,-55830周 辺P平面エンベ    67住 精査、68住精査、74住掘 り下げ、72・ 73住間から出土 した

―ション、67068住精査、74住掘 り下げ、考古学教    骨は馬の可能性が強 く、長楕円形のPitに なっており、馬の墓

室、作ったかまどでじゃがいもをゆでて食べる。     と予想される。これをP502と する。

8月 12日 金曜日 天候 晴

少年少女考古学教室で松本現場見学。現場中止。弘    研修旅行の為中止。

法山古墳ヘバス研修旅行。

8月 13日  土曜日 天候 晴

A地区P郡の平面 x=50396,50405,y=-55830,   A地 区 南側Pi群実測、B地区 P52掘 り下げ、74住精査実

-55839,-55821 71～ 73住掃除写真、68住精査、    測、71住一部、73住一部掘 り下げ、60tカ マ ド実測、67住実測、

60tのカマ ド実測、67住平面・エレベーション、71   68住 精査、P502骨 の一部実測、頭のみ取 り上げ。P502は馬

-73住 より検出の骨は馬の歯で掘 り下げれば胴体 も    墓墳で頭を西に向け体を折 り曲げて埋葬 してある。上層に高台

あるであろうと思われる。74住平面・ エレベーショ    付杯が見られ12C～13C頃のものと考えられる。

ン、P502平面 。エレベーション (馬)

8月 14日  日曜日 天候 晴

休み                         盆休み

8月 15日 月曜日 天候 晴―雨

午前中現場午後事務整理、67住 カマ ド平面、68住     B枷 灰 67住 カマ ド実測、68住精査、69住掘 り下げ。半日で作

精査、69住掘 り下げ。                 業中止。特記事項なし。

8月 16日 火曜日 天候 雨

雨のため作業中止。                   雨天中止。

8月 17日  水曜日 天候 雨

雨のため作業中止。                   雨天中止。

8月 18日 木曜日 天候 晴

69t、 70住の掘 り下げ精査、P5悦精査、67住カマ     B地 区 69070住掘 り下げ精査、P4930P502精 査 、67住 カ

ド実測、66住掘 り下げ、76住掘 り下げ。         マ ド実測、66住掘 り下げ、精査、76住検出、掘 り下げ。特記事

項なし。

8月 19日 金曜日 天候 晴

66住平面、75住セクション、67住 カマ ド実測69住精    B拗 灰 66住実測、75住掘 り下げ、67住カマ ド実測、69住精査、

査、P492・ 502実測、76住掘り下げ、          P492・ 502実測、76住掘 り下げ、68住精査。表層に時々中世

68住精査。                       陶器が見られる。

8月 20日  土曜日 天候 曇―雨

66tエ レベーション・ カマ ド平面、77住・ 78住掘 り    B備 ヌ 77住掘 り下げ、78住掘 り下げ、70住全掘、75住精査、

下げ。75住精査、70住全掘、67住カマ ド実測、68住    72住掘 り下げ、71住掘 り下げ、66住実測、67住カマ ド実測、68

実測。本日にて発掘終了。               住実測。本日にて作業員さん一応終了おなごりおしゅうござい

ますが御苦ろう様でした。またあう日まで。

8月 21日  日曜日 天候 雨一曇

67住かまど実測、68住実測、P502実測、74住かま     B地 区 67住カマ ド実測、68住実測、P502実測、74住 カマ ド

ど実測。                       実測。P502の胴体部分の骨は見られなく、他に残存 している

骨も弘ものであった。しっかりしているのは歯の部分だけであ

る。

8月 22日  月曜日 天候 曇

68住実測、72住精査、63住カマ ド実測、78住精査。    B地 区 68住実測、72住精査、63住カマ ド実測、78住精査。特

繰 なし。

8月 23日  火曜日 天候 晴

68住 カマ ド・ センクション、68住平面 0エ レベァ    B地 区 68住実測、72住精査、75住精査、36住 (81住)の西

ション、72住精査、75住精査、P455よ り鉄サイ出     側P455よ り小鉄洋出土、小カジ址と思われる。
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8月 24日  水曜日 天候 曇―雨

68-l、  7モ‖日じ蒲育日曹[。

8月 25日  木曜日 天候 曇

68tLか まど平面、78住精査、77住精査。

8月 26日  盆曜日 天候 晴

建物址5平面・エレベーンョン、75住平面、78住平

面。エレベーンョン、71住掘り下げ、69・ 78住実測。

8月 27日  土曜日 天候 晴―曇

作業中止。

8月 28日  日曜日 天候 晴

作業中止。

8月 29日  月曜日 天候 晴

建物址P工 L/ベ ーション、65・ 66住掃除写真・精

査、

“

住平面図、68住カマド実測、73住掘り下げ。

x=膨 ,y=-55758周辺P平面・エレベーンョ

8月 30日 火曜日 天候 晴

72tカ マド実測・建物址P工 L/ベーション、75住掃

除写真精査、69tL平面。P493のエレベーション、

72tLV面 。エレベーション、71住多数の遺物検出・

緑釉陶器・完型に近いもの検出。

8月 31日 水曜日 天候 晴

ゐ住カマド平面、71住カマド掘り下げ、69住エレベ

ーション、66tカ マド実測図71住より多数の遺物出

±。市教育委員会より現地進行状況調査。

9月 1日 木曜日 天候 雨

雨のため作業中止。

9月 2日 金曜日 天候 晴

61住カマド、76住平面図・写真、75住の掃除写真実

測、76住セクション・工L/ベ ーション、77住精査。

9月 3日 土曜日 天候 晴

61住かまど実測、66住かまど実測、77住精査。

9月 4日  日曜日 天候 晴一雨

81住検出、]題まPi胡 り下げ。図面整理。

第 2節 発掘調査の実施と経過

B地区 68住実測、78住精査。特―
なし。

駆 68tLカ マド実測、78住精査、77住精査。特記事項なし。

建物址 5実測、75住実測、69・ 78住実測、71住掘 り下げ。特記

朝 なし。

休日

休日

A地区 Pit残 部実測、B地区 建物址 50エ レベーション、

“

住精査、65住実測、68住 カマド実測、73住掘 り下げ、P493

掘り下げ。特諄 なし。

72住実測、建物址 5。 エレベーション、75住精査、09住実測、

P493エ レベーション、71住掘 り下げ、71住カマ ド前約 lmよ

り緑釉陶器椀略完形品出土。

75住カマド実測、71住カマド掘 り下げ、69住エレベーション、

66住カマド実測。71住には割合と多くの灰釉・土師器が見られ

る。特記事項特になし。

雨天中止。

61住カマ ド・精査、76住実測、75精査 。実測、77住精査。特記

朝 なし。

61住カマド実測、66住カマド実測、77住精査。特記事項なし。

81住の検出、B地区 内PitlEり 下げ。室内で図面整理.特記

事項なし。
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第 I章 調査状況

9月 5日 月曜日 天候 晴一雨

71～73住・77住掃除写真精査、75住 カマド実測。     73住 精査、77住精査、75住カマド実測、73・ 77住精査後写真。

特記事項なし。

9月 6日 火曜日 天候 晴

集石Pit(P437)の集石図、66住カマド実浪J、 65     P437(集 石PiDの実測、66住カマ ド実測、65住カマ ド実測、
住カマド実測、80t掘 り下げ、60住カマド内土器と    6住 カマド残存土器取上げ、80住 、P455掘 り下げ。P455は
りあげ。P455掘 り下げ。                小カジ址である。

9月 7日 水曜日 天候 晴―雨

75住カマド実測、住居らしいPの掘り下げ、36住掘     75住カマド実測、竪穴 2掘 り下げ、36住 (81住 )掘 り下げ、P
り下げ、たて穴 2掘 り下げ。途中雨により作業中   455精査。途中より雨となり作業中止。

止 。

9月 8日 木曜日 天候 晴一雨

P455(小 カジ址)精査、36住掘り下げ。途中雨のた    P455精 査、36住 (81住 )掘 り下げ、竪穴 2精査。途中より雨
め作業中止。                     の為作業中止。竪穴からは中世陶器が出土し、おそらく中世の

遺構と考えられる。
9月 9日 金曜日 天候 晴

住居址掘 り下げ。人数がいないので作業はかどら    36住 (81住)精査、竪穴 2精査、71・ 77住精査、B地区内Pit
ず。36住精査、たて穴2精査、71077住精査。B地    掘り下げ。

区 PiJ]り 下げ。

9月 10日 土曜日 天候 晴

81住 (36住 )平面、81住より管玉検出、73住精査。    36住 (81住)精査 。実預1、 81住東側床面より上製管玉出土、73

住精査。

9月 11日  日曜日 天候 雨

P455X/Jヽカジ址)精査。                小カジ址 (P455)精査。
9月 12日 月曜日 天候 雨

雨のため図面整理、土器注記。             雨天作業中止。

9月 13日 火曜日 天候 晴

71住平面とエンベーション、77住平面とエレベー    71住 。77住 036住・ 72住 。実測、竪穴 2精査、P455実測、P
ション・カマド実測、81住 (36住)平面 (小カジ址   455(小カジ址)に は、36住 を切ってP4530454の 2ケ のPit
2)72・ 73住平面とエレベーション、竪穴精査、73    とP42組み合さり簡単な上屋があったと予想される。P453に
住平面・エレベーション、P455実測。          は柱痕らしきものが見られる。

9月 14日 水曜日 天候 晴

69Eカ マド平面、70住の掘 り下げ、81住 (36住)平    A地 区 残部Pit実 測、Pit図 の見直し、B地区69住 カマ ド実
面、A地区の畔 の図面杭のみなおしとP群のエレ     測、70住精査、36住実測、竪穴 2実測。特記事項なし。
ベーション、竪穴址の平面。

9月 15日 木曜日 天候 曇

鋤 殴 郡のエンベーション、70住の平面・カマド    A地 区 残部Pit実 測、B地区 70号住精査・実測。特記事項
平面。 なし。

9月 16日 金曜日 天候 雨―晴

71住のカマド平面実測、78住写真、カマド実測、79   A地 区 残部Pit実 測、A地区のPitは 何の為のものか、何時
住 (33住)の平面 。エレベーション、81住 (36住)    代のものかはっきりしないものが多いが一応すべて実測する。
の掃除写真、P群のエレベーション (A地区)、 70     B地区 71住カマ ド実測、78住実測、33住 (79住 )実測、36住
70平面・エレベーション、カマド平面。         及び、小カジ址及び周辺Pi群の工 L/ベ ーション、70住実測。

9月 17日 土曜日 天候 晴

畔 の平面。エレベーション x=50396,50486,y=    A地区 残部Pitの 実測、B地区 B地区内Pit実 測、78住カ
ー55830,-55749周 辺呼 面。エレベーション、78    マド実測、69住カマド実測、竪穴 2実測。特記事項なし。
住のカマド実測、69住のカマド写真竪穴2の集石実

測 。エレベーション、69住のカマド実測 0エ レベー

ベーション、P459平面・エレベーション。

9月 18日  日曜日 天候 晴

x=50522,50504,y=-55758,-55740周 辺Ptt   A地 区 残部Pit実測、B地区 B地区内Pit実 測。特記事項
.  面・エレベーション.B地区Pi劇 。          なし。

9月 19日 月曜日 天候 晴

東全体の写真撮影、A地区大P群のエレベーション    B地 区 全体写真、A地区 残部Pit実 測建物址 4エ ンベー
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2 発掘調査、整理作業協力者

発掘作業には、地元の主婦のみなさんをはじめ、市民の多 くの方々や、中学生、高校生の皆さんなどの

協力をいただいた。この事業はこうした皆さんの熱心な御協力に負うところが大きい。 (順不同 敬称略)

と平面図 x=5441,50423,50396,50414,50495,I1540,

y==-55821,¨ -55884,―-55875,―-55767,― -55758,

-55740周 辺 P、 器材片づけ運搬、T4エ ンベー

シ ョン。

9月 20日 火曜日 天候 雨

雨のため作業中止。

9月 21日 水曜日 天候 雨

A仙ヌP―V面図・エレベーション x=50423,50414,

y=-55911,-55794周辺。器材かたずけ。

9月 22日 木曜日 天候 小雨

ALItXのP及び建物址のエレベーション x=50414,

50423,y=-55911周 辺P、 新郷古墳へ器材運搬。

1)発掘作業員

(1)一 般応募者

山岸 弘司  岩草三枝子  永田 重雄

降旗 芳人  横沢あや子  太田 一雄

青木 節子  橋本 聖子  小嶋 州子

高氏千与子  曽根原美智子 伊藤 信乃

関根 秀峰  田中 由江  金原 隆子

太田ひろ子  伝力 崇子  新井 裕子

上条 光則

(2)高 校生 0学生発掘作業員

大町高等学校社会科研究クラブ

石田 弘美  上野 美秋  降旗ゆか り

大町北高等学校社会科研究クラブ

津滝たか子  矢口あけみ  吉沢 直子

池田工業高等学校生徒

小嶋  潤  笠井 武彦  矢口 卓郎

宮沢 和明  渡辺 卓也  菅沢洋一郎

古畑 匡弘  赤羽  正  平林 利光

高橋 英三  手塚 勝英  細尾 伊織

桜井  学  松井  章  矢口 哲夫

第 2節 発掘調査の実施と経過

ション、器材の片ずけ、9/20から掘り始める新郷

1号古墳への器材運搬。

雨天中止。

A地区 Pit残部実測。器材片ずけ。

A地区 Pi遊賠6実測。器材を片ずけ、新郷古墳へ器材運搬。

本日で六ケ月間掘った五十畑遺跡終了。半年いた五十畑遺跡は

住居址78軒という大遺跡で墓拡、製鉄址など考えさせる遺構も

出たし、苦しいことも楽しいともあり愛着を感じ、本日をもっ

て別れをつげる。いつの日か未掘部分が掘られる日まで静かに

眠れ。

降幡 由子

矢口 通利

平林  直

山崎志津子

宮内 依子

中村 晋司

塩島 幸代

小林 健二

高橋 政之

西沢  徹

田中 久登

吉田 義和
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降旗 くに子

金原 重隆

中山 智春

松沢沙夜子

坂井志乃婦

酒井 正義

篠崎 里恵

奥原 勇衛

岡本 雪生

太田 伸一

峯村  均

西沢賢一郎

降旗美津子

小林けい子

北沢こず江

太田ちかみ

大沢 重子

福田  彰

飯島 大治

栗林 邦広

青柳 博光

平林 伸一

降幡 弘美

鳥羽 悦子

降幡 悦博

西沢利枝子

宮島 順子

前田 清彦

降幡  剛

遠藤 徳夫

田中 道夫

宮沢  宏
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大町高等学校生徒

永田  治  井沢 公一

田中 博美  三沢 邦江

大町北高等学校生徒

郷津  寛 筒井 和之 大西みゆ き

伏見 太志  松岡  淳  降旗 昌至

倉科かほり  大羽まゆみ  降幡  隆

内山 貴恵  平出いずみ  西山 直里

・
大町仁科台中学校郷土研究部

伊東  昇  請地 厚信  馬上 英俊

宮脇 祐子  堀資  幸  宇留賀 潔

2)遺構実測図等整理作業協力者

三原 穂積  西沢 桐恵

百瀬万亀雄

百瀬 清登

降幡 芳夫

松田  誠

松田 檀治

一志 節子

遠藤 浅夫

降幡  勇

山田竜三郎

松田 忠雄

降旗 章彦

朝日 啓之

丸山 真吾

降幡 英幸

降幡 敬蔵

牧野 正三

清水 正直

宮田美代子

原  順子

坂本 和典

馬上 純一

渡辺ひろみ

川村 政己

一志 五郎

降幡  巽

横沢健一郎

遠藤亀鶴雄

芝波田健一

保尊 崇史

高山  剛

川井 義弘

松田 定子

降幡 初野

横沢 克洋

内川 敬策

城倉 正博

堀  桂子

坂井 俊一

清水 浩道

牛越 恭男

降幡 幸利

降幡 玄英

松田 耕平

小西たまき

和田 育子

遠藤 吉久

降幡 弘美

松井 直見

柳沢 義人

竹下 三恵

3) 関係地主

ほ場整備対象地区にある遺跡の範囲内に土地を所有 しておられる地主のみなさんには、事業の主旨をご

理解いただき、快くご協力をいただいた。ご芳名を記し厚 くおネL申 しあげる。 (順 不同 。敬称略)

4)現地指導及び見学者、研究者 (順不同 0敬称略)

樋口 昇一  日田 武正  土屋  積  石上 周蔵  百瀬 長秀

唐木 孝雄  鈴木 道穂  小林  至  神沢昌二郎  直井 雅尚

小林 康男  平林 潤郎  市村 勝己  大町市史談会

原  明芳  田中正治郎

熊谷 康治  高桑 俊雄
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第 3節  発掘調査 と整理の方法

1 発掘 区の設定

社曽根原地籍についての資料は、仁科氏研究の中に若干取 り上げられているものの、発掘調査や遺跡の

範囲を知るためには参考とならなかった。また、大町市では、市内埋蔵文化財包蔵地の分布調査が行なわ

れていないため、ほとんどの場合事前に市単独の調査費によ り分布調査を実施 し、遺跡の範囲を限定 しな

ければならない。そこで、昭和58年度県営ほ場整備事業に先 き立ち、大町白塩町 と社曽根原につき過去に

遺物出土地点を記した若干の資料を基に、昭和57年 11月 に分布調査 (調査費 220,00o円 )を実施 した。

分布調査は、ほ場整備対象地区内の水田 0畑 を一筆ごとに遺物の採取に努め、その結果か ら、当初ほ場

整備対象地区内の20,000ぽ を予想される遺跡の範囲とした。 しか し、その中で南限付近は表採による遺物

の量も僅少で浸水地帯でもあり、高低差も相当あることから発掘調査が不可能となる事が予想されたため、

事前の試掘調査を試みた結果、遺物の出土が無いとともに、予想通 り試掘穴からは多量の浸水がみられた。

その後、県文化課、中信土地改良事務所、市教育委員会で保護協議のため現地を踏査 した結果、遺物の集

中し.て 採集できた地点につき、2000ぽ以上 を発掘調査することとした。 しか し事業開始に伴ない表土除

去作業を実施 した所、遺構の広がりが広範囲に及んでいることが判明 したため、当初計画の発掘区を大幅

に拡張する約15000ピ を発掘区とし調査に当った。

2 発掘調査の方法

農業基盤整備事業による緊急発掘調査では、ほとんどの遺跡が全面破壊からのがれないため、工事着工

前に記録保存を目的として行なうものであり、できるかぎり精密な記録化が望まれた。 しか し、契約段階

においては、遺跡の範囲の10分 の 1を調査予定面積 として トレンチ方式により試掘を行ない、調査予定地

区内の遺跡の広がりに合せて発掘区を広げてゆ く計画であったが、事前の分布調査結果により、ほぼ遺跡

の範囲が限定されたことから発掘調査団により再度検討を重ね、契約範囲内での農業基盤整備事業にかか

る遺跡の範囲内を全面発掘することとなった。しか し、この全面発掘については、時間的・金銭的制約や、

調査員 0発掘作業員の不足などの事情から、ブ/L/ド ーザーにより20～40cm前後の表土剥ぎ作業を行なった。

その後バ ックフォーにより遺構検出面直上までの表土剥 ぎ作業を実施 し、現在の生活面から最高ほぼ lm

を除去する地点もみられた。

遺構の検出作業は従来通 りの方法で、ジョンンにより上土を肖」り検出に努めている。遺構についてはで

きるかぎり断面図を作成することとし、土墳・集石土墳等は 2分割を原則 としたが、必要に応 じて多分割

による立ち割 りをおこなった。遺物を持つ土墳の一部については、見通 し図を作成 した。住居址の調査は

平面観察以外に土層観察を重視 して重複関係を明らかにした。土層観察は、統一性を持たせるため土層の

観察を担当する調査員を決め確認 した。従って住居址中央に幅50cm～ lmの サブ トレンチを入れ、土層観

察および床面の状況を一部確認 しながら、次第に全面発掘に切 り替えていった。床面で検出された主柱穴
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等については、 2分割を原貝Jと し立割を行ない、分層できるものについては土層図を作成 したが、 4号住

居址の床面下から、貼床された床下 ピットが検出されたため、それ以後は実測図を作成 した後床下 ピット

の検出に努めた。検出された床下 ピットについては 2分割を原則とし、必要に応 じて多分割による立ち割

をおこない、分層できるものについては土層図を作成 した。掘立柱建物址については、平面観察により柱

痕跡の確認できないものについては約10cm土墳内を掘 り下げ柱痕跡の確認につとめ、それで も確認できな

かったものについては分割を原則として立ち割 りをおこなった。遺物の出土状態の記録はすべての遺構ご

とにおこない、住居址内より出土 した遺物については分層された層位ごとにまとめ取 り上げることを原則

とし、床面直上のものと、完型 。半完型または計測復原が可能な遺物については必要に応 じて実測図と点

で記録した。遺構番号は遺構の種類ごとに検出順につけた。

3 測量 の方法

本遺跡の測量方法は、従前の磁北線を基準に方眼を設定する方法を踏襲 し、国家三角点より発掘調査区

付近に基準点 2点を設置するとともに、その基準点を保存することとした。このため、発掘調査作業の進

行に合せ、保存できそうな位置 2点を選択 し、約 lmの コンクリー ト杭をうめ込んだ。この 2点 につき 2,

500分 の 1の地図上での位置確定をするため、四等三角点白山に S et、 三等三角点仙人塚に B ackさ せ発

掘調査区付近に設置した基準点の 1つ を、 S58北原(1)と して設定 した。次に、 S58北原(1)に S et、 四等三

角点白山に B ackさ せ、もう一方の基準点を、 S58北 原唸)と して設定 した。引き続き、発掘調査区内に 9

m間隔のメッシュ杭の設置作業を行な うため、 S58北 原 (1)に S et、 四等三角点白山に B ackさ せ、Tl・

T2・ T3の各補助点 3点 を設置 し、表土除去作業が終了 した範囲から補助点より9m間隔のメッシュ杭を

設置した。

標高は水準測量により、四等三角点白山から各基準点杭 0補助点杭に移設した。

発掘調査区内における測量作業は、設置した 9m間隔の地区割用のメッシュ杭に基づき、簡易遣 り方実

測により測量し、一部の遺物につき点で記録するものはスタジア測量を用いた。遺構実測図にあっては、

遺物の出土状況や集石 。炭化物などを記録するものと、各遺構全体を記録するものとに分け、必要に応 じ

て部分的な実測図の作成をおこない、遺構の実測図は20分 の 1、 カマ ドの実測図や遺物の集中 して出土 し

た状況を記録するものについては10分 の 1を原則とした。カマ ドについて石組の遺存状態の良好なものは

できるかぎり10分 の 1の見通 し図を作成した。

多角測量座標計算簿

“

‖fl点 方向点 火  rrl 方 向 角 べ平崎i劇1 COS ハ  X Y Y X Y ,11籠 点
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0.m2 -0.7468411 -232.837 -26!.49: 50282.752 -55943.:" 2

43  :8  る ヨα5:5.589 ‐5568:.629 キタ′

' :
6  30  22 229 48  47 :96.844 Ю。64284 -0.763943 -127.0" ―:".378 50388.569 う田32.∞ 7

キタハラ : 22 39  10 245 57 35 !66。 93: ●.4"379 ‐0.9:3259 ‐
く58.004 ―i52.451 50447.585 細 4.080

キタハラ : 22 54  39 246  13  1M 227.529 ‐0.40326: Ю。9:506 -9:.754 -208."8 5“ 23.835 う5889837
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間接高低計算簿

既 知 点 白 山 S 58 Jヒ原 1 S58北原 1 S58北原 1 S58Jヒ原 1

求 占
い

S58 Jヒ原 1 S58Jヒ暖諏2 T l T 2 T 3

・
咲
　
Ⅸ -1   29   15

-3   21   28 -5  7 32 -5  31  15 -4  20  15

∝ =

S =

+ 1   29   15

2835.731

-3 21  28
350.151

一‐5   7  32

196.856

-5 31  15
166。 941

-4 20  15

227.543

h:Stand:
既知点 Hl

高底差 h

両 差 K

器機高 i

測標高  f

+  73.637

632.950

+ 73.637

-    0.550

-   1.495

+   1.210

-   20.544

705。 75

-   20.544

+  0。 010

+    1.495

-    1.225

- 17.657

705。 75

-  17.657

0

+    1.495

-    1.195

-  16.136

705。 75

-  16.136

0

+    1.495

-    1.290

-  17.259

705。 75

-   17.259

0

+    1.495

-    1.225

求 点 H2= 705。 75 685.49 688.39 689.82 688。 76

第 I章 調査状況

多角点成果簿

路 線 名 座標系 I Ⅷ 精 度 区 分 原 本

座 標 名 X Y H S平面距離 Ⅸ

キタハラ 1 50515。 589 - 55681.629 705,75
350。 129 228

キタハラ 2 50282.752 - 55943.120 685.49
153.438

Tl 50388.569 - 55832。 007 688.39
59.052 357   59   18

T2 50447.585 - 55834.080 689.82
60.605 246

T3 50423.835 -55889.837 688。 76
227.529 66   13   04

キ タハ ラ  1 50515.589 - 55681.629 705。 75

4 整理 の方法

遺構実測図等の整理方法は発掘調査時において、あらかじめ設定 した測量杭に基づき、 lmm方眼 (B3)

の実測用紙を用いて、遺構ごとに作成 した実測図を トレースし後、 4分の 1に 縮小 して、竪穴住居址 。掘

立柱建物址等は80分の 1、 カマ ド部分 0遺物の集中 して出土 した部分等は40分 の 1に して報告書の図版と

した。またピットの集中する地点においては、発掘調査時において作成 した20分の 1の 実測図を、縮小 コ

ピーにより40分の 1に したもので トレースを行ない、その後 3分の 1に 縮小 して120分 の 1と して報告書

の図版とした。平面実測図と土層図は発掘調査時に合せて作成 したが、断面図の一部は発掘後に作成 した

ものもある。遺構の全体図は、各実測図を縮小 コピーにより、100分 の 1の 第 2原図を作成 しトレース し

たものを、報告書の頁に合わせて縮小 し図版に用いている。
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第 1節  大町市の環境

この地方が、わが国の歴史の上に現われるようになったのは約∞0年前、伊勢の皇太神宮御領 としての、

仁科御厨が設定されてからである。早 くからこの地方に定着 していた仁科氏は、この御厨を預って神宮ヘ

の神役を果 していたことから、ようや く勢力を得、さらに、大町 。平・常盤の開発にも力を用いて、これ

を皇室御領仁科庄 とし、みずからはこれをも預って支配するようになった。

当初は、社の館の内に居館 し、平地区の森城を固めていたのであるが、鎌倉時代に入 ってから大町に居

館を移して広 く糸魚川方面にまで勢力を張るにいたった。この地方が仁科と呼ばれるようになったのはこ

のような歴史的事情があってのことである。仁科氏は、早 くから京都や伊勢と深いつなが りをもっていた

関係で、先方の進んだ文化をとり入れてこの地方の開発に意をそそぎ、また、仁科神明宮本殿及び中門

(国 宝)等のす ぐれた文化財をのこしている。 しか し今から約400年前戦国時代の終 り近 くにいたって武

田信玄のためその家系を絶っている。信玄は、その子盛信をつかわしてその名跡をつがせたが、天正 9年、

高速城に去ってからまもな く松本城を管轄 した小笠原氏の勢力下に入ることになり、この地方の支配関係

に一大変革をきたすこととなったのである。その後、江戸時代になってからは、歴代松本藩主の最 も有力

な領域として明治維新に及んで北安曇地域には大町 0池 田 0松川の 3組を置いて治めていた。大町市域で

は、大町平 (大町及び平地区11カ 村)と八郷 (社区 8カ 村)と が大町組に、常盤地区 5カ 村が松川組に、

山ノ寺村が池田組に属していた。仁科氏が領有 していた年時から、この地域は北方、日本海岸の北陸道ぞ

いの糸魚川方面と、南方、松本方面とを結ぶ千国道 (後の糸魚川街道)に 通 じてお り、海産物をは じめ多

くの物資が流通 していたのであるが、江戸時代に入 っては、信州における最 も重要な経済的交通路の一つ

として重視されるようになり、それらの物資や付近から多 く産出 した、麻類その他の集散地であった大町

は、かつての城下町的性格を基盤として商業都市 として栄えるにいたったのである。明治維新後大町市域

は、一時松本県に属したが明治 4年筑摩県の成立するに及んでその管下に入 り、同 9年筑摩県が長野県の

管下に移ることとなった。明治 8年村々の合併の議が進み大町地区の 2カ 村を大町村、社地区の 9カ 村を

社村、平地区の 9カ 村を平村、常盤地区の 5カ 村を常盤村とした。同22年町村制が実施され、その後多少

の推移を経て昭和29年 7月 1日 にいたって町村合併促進法により、 1町 3村の間に合併の議が成立 し大町

市が誕生 した。

大町市を自然環境の面からみてみると、大町市のある長野県北西部は、西にフォッサマグナの西緑、糸

魚川―静岡構造線上に発達 した飛騨山脈の槍ケ岳 (3,179m)・ 燕岳 (2,763m)、 北部のいわゆる後立

山連峰一蓮華岳 .(2,799m)0爺 ケ岳 (2,670m)・ 鹿島槍ケ岳 (2,890m)・ 五龍岳 (2,814m)な ど

3,000m級の山々が屏風のようにそそ り立ち、大町市街のある松本盆地北端の平地を隔てて、東には大峰

山地、鷹狩山 (1,149m)な どの中山山地が地塁の如き様相を呈 している。この東西の山地に狭まれて、

南北に平坦地が伸びている。その大部分は、西山からの扇状地によって形成されてお り、南から神明原乳

川扇状地、高瀬り|1扇状地、鹿島川扇状地が続いていて、大町市街地及び大町・平地区は、高瀬り|10鹿 島川
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の複合扇状地の扇央部に位置する。常盤地区は高瀬川の氾濫原及び神明原乳川扇状地上に立地 し、社地区

は東山山麓の段丘地形上に占地する。一方、平地区北部は、後立山連峰の前面に南北に伸びる仁科山地

(小熊山1,079mな ど)と 東山との間にできた地構湖 (断層湖)た る仁科三湖一木崎湖 (最大水深29m)。

中綱湖 (12m)。 青木湖 (62m)一 の周辺の山狭な地域に集落が散在する。

大町市の地形的特徴で地域を大別してみると、以下の如 くである。

① 西部山岳地帯

② 西部山麓地帯二常盤清水から平鹿島にかけての地域

③ 中部平坦地一常盤沓掛から平木崎にかけての地域

④ 東山山麓地帯及び段丘地帯二社宮本から大町三 日町にかけての地域

⑤ 東部低山地帯二 中山山地・大峰山地

⑥ 北部山間地帯二平稲尾から白浜 0数沢にかけての地域

これらの地形的特徴が、遺跡や集落の立地や時代的な分布に大きな影響を与えていることは言 うまでも

ないであろう。    ・

これらの地域を、概 して北から南へ河り||が 流れる。いずれ も北ア/1/プスの峰々に源を発する、鹿島川 。

篭り||は、野口付近で高瀬川と落合い、さらに青島付近で、青木湖北佐野坂山 (887m)を 姫川 との分水嶺

として、仁科三湖を源とする農具川が合流し、明科町押野崎付近で犀川に流れ込む。農具川は鹿島川扇状

地末端部、東山山麓を流れ、沿岸には低湿地をつ くるが、高瀬川は、急峻な西山から流れ出 し、上流部の

河川の姿を明瞭に表わしている。なお、この高瀬川の豊富な水量が注目され、高瀬ダム・ 七倉ダム 。大町

ダム等が建造され、電力開発が進みつつある。また、豊富な電源は大町市の工業 0産業の発達にも一役買っ

ている。

大町市の位置は、内陸部から海浜部へ出る時、必ず通らなければならない交通上の重要な地点であり、

その重要性は古代までさか上る可能性 もある。そして現在 も国鉄大糸線、国道 147・ 148号線が通 じてい

るように、その重要性は変わりない。この交通条件に、豊かな自然環境が結びついて、観光が新 しい産業

として発展しつつあり、今後 も発達が期待されている。

(山 岸 洋 一 )
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第 2節 大町市の遺跡

大町市は、古代 。中世の伊勢神宮領である仁科御厨 と皇室にゆか りのある荘園の仁科庄で古 くから知 ら

れた地である。さらにさかのばれば、青木湖周辺に分布するクマンバ遺跡をみることができる。 しか し、

それに反 して長野県下では最も考古学的調査に立ち遅れた地域であり、今後の分布調査など詳細な調査研

究が期待されるところである。

このような状況の中で、長野県中信土地改良事務所により施行 された、平 0社地区のほ場整備事業が、

仁科三湖から平地区を通 り南流する農具川流域の遺跡と、社地区の段丘上に数多 く分布する遺跡地帯にか

かるため、次のように緊急発掘調査がなされた。

昭和52年度   平地区   来見原 (28_6‐ 1)

昭和53年度   平地区   分水  (中途工事変更のため性格不明 )

昭和54年度   平地区   借馬 I(18‐ 8-1)

借馬  (18-8‐ 1試掘調査) 表 1 大町市内時代別遺跡数一覧

昭和55年度   平地区   借馬 I(18‐ 8_1)

トチガ原

(18-4-4立 ち合い調査 )

昭和56年度   平地区   借馬Ⅲ (18‐ 8-1)

社地区   追分  (18-6‐ 1)

前田  (44_4-2)

南原  (44_1_1)

昭和58年度   社地区   五十畑 (40‐ 6-1)

これらの 7遺跡を地域区分すると、平地区の遺跡として、来

見原・分水 。借馬 。トチガ原 0追分の 5遺跡、社地区の遺跡と

して、前田 0南原五十畑の 3遺跡がある。付近にはまだ未調査

遺跡が点々と連続 している。

大町市の遺跡数は表 1に示 してあるが、表にみられる如 く、

縄文 054、 弥生 。5、 古墳 0奈良 。平安 。14、 古墳 。17、 中近

世・ 35、 の順になっていて、やはり、縄文時代の遺跡が多数を

占めている。縄文時代でも中期が多いことは、中部高地でごく

普通にみられる現象であるが、それにもまして前期遺跡の占め

る割合が大きいというのは、この大町・北安曇地方の特徴であ

ると考えられる。また、早期の遺跡は、少ないながらも遺跡立

(昭和 58年 12月 現在 )

時 代 遺跡数
一一一一“

縄

文

時

代

草  創  期

54(19)

早 期

一別 期 16(1)

中 期

後 期 (7)

晩 期 1(6)

不 明

弥

生

時

代

中 期

5(7)後 期

不 明

評
賊
翡
酢
・

土  師  器 11(H)

14(33)須  恵  器 3(13)

灰 釉 陶 器 ( 9)

古 墳

中

近
　
世

城址 。居館址

社  寺  址

そ  の  他 1(2)

合 計

地を考える上で貴重な存在である。ここで、大町市内を平 。大町 O社 0常盤の各地区に分け比較すると、

平地区では、青木・中綱 。木崎の仁科三湖周辺には縄文時代の遺跡が圧到的多数を占めてお り、仁科三湖

から流れ出 し、鹿島川扇状地の東端を南流する農具川の両岸には古墳時代から平安時代にかけての遺跡が
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多 くみられる。また、今まで平地区で弥生時代の遺跡がほとんど見られなかったが、昭和54年より調査の

始まった借馬遺跡からは、弥生時代の後期から平安にわたるまでの大集落が確認された。木崎湖の南より

始まる断丘の上には数多 くの古墳造築がみられ、東山から流れ出る沢などにより形成された小 さな扇状地

や崖錐上には小規模ではあるが遺物の散布地が確認されている。灰釉陶器などは、段丘 と鹿島川扇状地の

接するこのような付近から過去において点々と出土 していることから、鹿島川の氾濫の影響により、集落

の中心が扇状地の中央部より山際などの小高い場所に移動 したものと考えられる。大町地区は中世以後、

仁科氏に開発された地域であるため、中近世の遺跡がほとんどを占めているが、周辺部や段丘上には縄文

時代や、少数ではあるが平安時代の遺跡がみられる。社地区では縄文時代をは じめ、各時代の遺跡がみら

れる。中でも大町市内では数少ない弥生時代の ものが集中 している。このように各地域により時代の異な

る遺跡が確認されていることは、これらの地域性の違いが各時代の人々を定着させ、各時代により移 り住

んでいたのか、又は分布調査が進んでいないことから、各時代の遺跡の確認がなされていないのかは、大

きな課題の一つでもある。

以前より、学術調査は上原遺跡など数例にすぎず、それがかえって遺跡の保存を助長 していた ものの、

近年の大規模開発の波の中で、今度は逆に調査の遅れが裏目に出てお り、ほ場整備事業に伴 う埋蔵文化財

の緊急発掘調査は、時間的、金銭的な制約の中で緊急度を増 し続けられ、広範囲にわた り遺跡が消え去 っ

てい く中で、従来このような遺跡の調査が殆ど行なわれたことはな く、遺跡のあり方を知ることに合せ、

文化財を保護するうえにも、ある程度成果を上げることはできたのではないかと考えるものである。今後

の研究の一助となれば幸いである。

(事 務 局 )
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(0印は古墳 )

m 遺 跡 名 所 在 地

1日

石

器

縄 文 弥 生
吉

墳

奈良・平安
中

・
近
世

備 考
草 早 一制 中後 晩 中 後 士 須 天

1-3-1 工必 マ原追跡 大町市大字平エビスマ原(湖岸 ) ○ ? 1-8128

1-4-1 湖西北 遺跡 〃            (消 駆工) ○ ?

1-6-1 青 木 I遺 跡 〃 平青木    (湖底 ) 憫 鯖
2-4-1 クマン Iヾ遺跡 〃 平自痴争櫛則脳<肛 )

2-4-2 クマンミI遺跡 〃    〃  (〃 ) ○

2-4-3 クマンミⅢ遺跡 tltl(,r) ○ ?

2-5-1 白浜 I遺跡 〃 平 飯    (〃 ) ○? 4-8125(1)

2-5-2 白浜 Ⅱ遺跡 〃   〃  (〃卜) l 19? 5-8129(2)

2-5-3 白浜 皿遺 跡 〃   〃  (〃 り ○ 6-8127(3)

2-5-4 一軒 家遺跡 〃
平 加 蔵   (〃 )

:O?
10-8129(13)

2-6-1 薮 沢 遺 跡 〃 平力用      (湖棚 )｀

2-8-1 家の下 遺跡 〃  〃 家の下  (湖医 ) C C 11-8131(12)

2-8-2 サ ン ミ跡 〃  〃 ささなんば(〃 ) 12-7573(11)

5-4-1 神 谷 遺 跡 〃 ]々■紳申悩酔20090 Э 16-7571(16)

6-1-1 青 木 I遺 跡 〃 可辱争オ(       (消駆玉) C D 14-8123(8)

6-1-2 大 行 原 遺 跡 〃 渤 職 ○ ? 9-5365(9)

6-1-3 後 山 遺 跡 〃 評甲郷鵜 〇

10-1-1 猿 ケ 城 跡 // ffi7p ○

10-4-1 中 道 遺 跡 〃 平海ノロゴ跡引曜室14342他 18

11-2-1 南入日向遺跡 〃 平師 入日向1752イ号他 C 19-(18)

11-3-1 下海道遺跡 ″ 5予華銅畔譲室12988の 1他 C Э

13-1-1 一 津 遺 跡 〃 可帝

“

Эロー義講 ⊂ 00 ⊂ ○

13-2-1 上 の山遺跡 〃 平稲尾上の山台地 Oゲ

17-2-1 森  城  跡 〃 総 〇|○
ヽ
ノ C ○

17-2-2 森 湖 底遺跡 Э

17-2-3 下 畑 遺 跡 〃   〃Ⅷ
ヽ
ノ

17-2-4 ガ マ 遺 跡 〃 藩 C Э

17-4-1 鬼 穴 古 墳 〃  〃     (山 腹 ) C

17-4-2 狐 穴 古 墳 〃   〃
獣 C 93-5368

17-6-1 新郷 2号古墳 〃 評粥彰郎 C 25-(26)

17-6-2 新郷 3号古墳 C

17-6-3 新郷 4号古墳 C
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第Ⅱ章 大町市の概況

(○印は古墳 )

m 遺 跡 名 所 在 地

旧

石

器

縄   文 弥 畳
古

墳

奈良。平安
中

。
近

陛

備 考
草 甲 一刑 中 後 晩 中 後 土 須 灰

18-1-1 山崎神社境内

…

醐 25-(26)

18-1-2 クえコ1号古墳 ②

18-1-3 クス赳J2号古墳 0

18-4-1 コボレ沢遺跡 ○

‐

18-4-2 狐怨 嬌箔墳 Э

18-4-3 膨 喉 場 韻 Э

18-4-4 トチケ原遺跡 大町市教委
35

18-4-5 茶 臼 山遺跡 〃 黙 崎

18-5-1 借 馬山城跡 〃  1鷲昔罵訓辟中 ○

18-6-1 追 分 遺 跡 〃  喘 馬 大町市教委

18-7-2 とどめき遺跡

18-8-1 借 馬 遺 跡 喫出破許委

18-8-2 大 林 遺 跡

18-8-3 あれ ば遺 跡 〃  プJ圧三日町飯》κ Э
I

18-8-4 かしわくずれ遺跡 〃

23-2-1 尻無し1号古墳 〃  可硫序郎

23-2-2 尻無し時 古墳

26-3-1 上 原 遺 跡 〃  平止原(台地 ) 査黎 助
26-3-2 石 仏 遺 跡 〃 玉剛齢還敷石仏 1640他 ○? 麟
28-3-1 来見原 1号墳 〃  秋J正三日貫E終販 Э

28-3-2 来_見原 2号墳 Э

28-3-3 来見原 3号墳 Э 107

28-3-4 山 ノ神 古 墳 104

28-3-5 山 ノ神 遺跡 〃   ″ 大 笹 50-5354(36)

28-6-1 来 見 原 遺 跡 〃    〃 来販 D Э 荼町市教委

28-6-2 大 笹 古 墳 〃   〃 大 笹 Э 102-5355(37)

28-6■3 あ ま池古 墳 Э 103-5356(37)

28-8-1 若一王子神社 〃 大町俵 町 ○

30-1-1 北 原 城 跡 〃   刑 厠 Э

30-2-1 天 正 寺 跡 〃  汰J■十日町 ○

30-卜2 弾 誓 寺 跡 〃  メJL九 日町 ○

30-3-1 霊松寺山遺跡 〃  汰調い山剛 Э 51-5361(38)
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第 2節 大町市の遺跡

(O印は古墳 )

血 遺 跡 名 所 在 地

1日

石

器

縄 文 祢生
自
　
　
　
噴

奈良・平安
中

。
近
世

備 考
草早 ユ別 キ後 晩 中 後 土 客 灰

30-3-2 妙 喜 庵 跡 天晴慟疇駄町九日町 Э

30-3-3 花 見 遺 跡 上自塩町 Э

30-5-2 大 念 寺 跡 〃     掘六 日町

30-5-3 青 龍 寺 跡 Э

30‐5-4 長 松 寺 跡 酬 Э

30-6-1 西 頼 寺 跡 〃   八日町 Э

30-6-2 松

―

鄭 丁 Э

30-6-3 伊勢御他屋跡 ″   八日町 Э

30-8-1 南 原 城 跡 剌 Э

30-9-1 北 堀 遺 跡 〃  利螺即奇 ヽ
）

31-3-1 長 平 遺跡 |
〃  大町長平(台地 ) ○

31-3-2 丑 館 遺 跡 社松崎 (台地 ) Э D Э

31-3-3 カニガ沢遺跡 〃  大山防 ニカ沢 ○

31-5-1 長平 遺跡 I 〃   長平 (台地 )

31-5-2 長 平 遺跡 Ⅲ 〃    〃 (台地 ) ○ ?

32-5-1 西 の原遺跡 〃  需錮鵬泉

32-8-1 長 畑 遺 跡 〃 臥 ( C 61-5379(62)

32-8-2 がにあらし遺跡 〃

33-3-1 松 崎 古城跡 〃  祖潔脚奇 C ○ ○ 70-5385(43)

33-3-2 道 端 遺 跡 〃  館ノ内 01 D ○ D 76-(44)

33-3・3 中城 原遺跡 ⊂ 73-5387(45)

33-6-1 古 町 遺 跡 ○

34-1-1 常 光 寺 跡 勝 D

34-3-1 館ノ内居館址 〃 〃 D

34-3-2 館ノ内山城址 Э

34-3-3 山 下神社 跡 山下 Э

34-3-4 常 福 寺 跡 Э

35-1-1 大 崎 遺 跡 〃  常盤晴水大崎

35-1-2 九 津 遺 跡

35-1-3 長 畑 城 跡 ○

35-1-4 北 山 平遺跡 〃     〃    ゴ晰

35-3-1 神 明原遺 跡 〃    〃 神明原
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第Ⅱ章 大町市の概況

(10印は古墳 )

甑 遺 跡 名 所 在 地

旧

石

器

縄   文 弥 生
古

　

　

噴

奈良。平安
中

ｏ
丘

陛

備 考

草 早 ユ削 中 後 暁 中 後 土 須 天

37-2-1 前 畑 遺 跡 大町市

…

子
Ｌ″
」
Ｔ

37-2-2 堂平 廃 寺跡 〃  社閏田 ○

37-2-3 丹生 子 城跡 ″ 社丹生子 ○

37-2-4 丹生子関所跡 ○

37-4-1 北 谷 遺 跡 〃 社閏田 ⊂

37-6-1 二本松 遺跡 〃 社関岬

37-6-2 峙 廃 寺 跡 〃 社閏田 ○

39-1-1 イボ岩 遺跡 〃  常盤神明原

39-7-1 菅の沢 遺 跡 〃 常盤西山 66-5381(71)

39-8-1 西 山居館跡 ○

40-1-1 須沼居館跡 I 〃  常脚 ○

40-3-1 域の 峯域 跡 〃  社聞田 ○

40-3-2 寺 畑 遺 跡 〃 社醐

40-4-1 須沼居館跡 I
〃   脚 ○

40-4-2 中 屋 遺 跡 ○

40-6-1 五十畑遺 跡 〃 社曽1艮原 C ○
大町市教委
87-(50)

40-9-1 洞  遺  跡 〃  社宮本

40-9-2 神 宮 寺 跡 ○

40-9-3 仁科 神 明宮 ○

41-3-1 洞 中 遺 跡

42-3-1 西 山 域 跡 〃  常脚 | ○

43-1-1 スズリ岩遺跡 〃  辮 水

44-1-1 南 原 遺 跡 〃   椰
/~ C 90～ (54)

44-1-2 豊 の上遺 跡 〃 社山の寺 C

44-1-3 社 口 遺 跡 ″ 社宮本

44-2-1 榎 畑 遺 跡 〃  社山の寺 ○

44-4-1 押 出 遺 跡 〃   たし上1岬

44-4-2 前 田 遺 跡 〃  ネ」山時 Э 太町市教委
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大町市内遺跡分布図 (1:50,000)





第 1節 遺跡の立地と範囲

第 III章 遺跡の概観
|

第 1節  遺跡の立地 と範囲

五十畑遺跡のある曽根原集落は社地区でも南部に位置 している。社地区の遺跡の多 くは松崎から山の寺

集落に至って延々とみられる段丘上に立地する。この段丘上には北から、松崎 。館の内 P山 下・木舟 0丹

生子・閏田・ 曽根原 0宮本 。原・ 山の寺の集落がありtな かには現在の集落ど遺跡が重複 しているところ

もある。五十畑遺跡付近は段丘上の平坦面が東西巾300m程あ り、段丘の比高は高瀬川氾濫原から30m程

ある。遺跡の東側には大峰山地が迫ってお り、この山地から流れ出る押沢が集落の北側に比高差10轟 程の

谷をつ くる。このような南北に延びる段丘を、山地から流れ出る沢が東西方向の谷をつ くる、いわゆる

“田切 り"様の地形が社地区ではよく見られ、丹生子の思沢・宮本の宮け沢と曽根原の押沢が好例である。

また押沢はもと扇状地をつ くっていたようであり、遺跡 もこの段丘上にさらに発達 した扇状地上に立地す

るものである。.こ の扇状地末端と宮本集落の間の段丘上には低湿地が広がる。

本遺跡は押沢扇状地のうちでも南西方向に傾斜する緩斜面上にあり、扇状地の扇央部に当たることにな

・
る。一方、扇頂部付近から現盛蓮寺付近にかけて寺畑遺跡があり、縄文前 。中・後期・弥生後期の遺物と

須恵器片 0青磁片・近世陶器片などが出土 している。この寺畑遺跡と本遺跡とは、もともと一体の遺跡と

考えられ、扇状地の南半分はほとんどが包蔵地となるわけである。従って、現曽根原集落とも重複する部

分があると思われ、おそらく集落の下に埋れていることであろう。

遺跡付近の地字・地名について、発掘調査に入いる前に調べ、地図上に記入 し、遺構との関連性がある

か否か試みた。.本遺跡は、周辺の呼称を総称 し“五十畑 "と したが、本遺跡名は遺物の集中 して採収でき

た “五十畑 "を代表名とし周辺の各呼称 も総称 して「 五十畑遺跡」としたが細か く見ていくと、長畑・ 前

畑 0戸畑 。十二木・荒神・矢塚 0茶畑などがあり、この中で前畑 0戸 畑・ 荒神などは中世武士の館などに

よく伴 う地名でありご本遺跡も“ごしょ"ま たは “ごじょ "と 呼びならわされてお り、この地籍から北東

にあたる方角に “荒神 "地名があり、ここには杉の古木下に荒神社が残されており、沿革は不詳であるが、

享保年間にはすでに存在 していたようである。館の鬼門 (北東 もしくは南西)に 荒神社 (カ マ ド神社 とも

言 う)を置 くことは当地方にはよく見られることで、市内館の内 (南西にカマ ド神社)、 天正寺 (北東に

カマ ド神社)な どがよく知られている。これらの例から、本遺跡付近には中世武士の居館があったのでは

ないかと当初予想していた。この他、 “五十畑 "の北西の方角、現集落の中に “下畑 "地名があり、この

地籍を取 り囲むように屋敷添・十王海道・ 前畑 0戸 畑・ 門前屋敷などの地名があり、 “下畑 "付近をも居

館址の候補地としてあげてみた。調査の結果、 “五十畑 "の地籍からも中世遺物と中世に属すると思われ

る遺構は見つかったが、居館址と断定するにはやや根拠が薄弱であった。

結局、本遺跡は寺畑遺跡を含めると、南北400m、 東西300m程の範囲の中に各時代の遺跡が重複 して

いると考えられる。                      ｀

(山  岸 洋 一 )
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第 2節 周辺の遺跡

第 2節  周辺の遺跡

1 城の峯城跡  (40-3-1)

五十畑遺跡の北方約700mの ところにある、間田集落の鎮守佐々屋幾神社の裏山にある中世の山城あと

である。標高807mの 山頂を削平し、間に深い空濠を掘り、その南と北にそれぞれ郭を設けている。南の

郭は東西約18m。 南北約 22m、 北の郭は東西約13m。 南北約22mの 規模である。この山城は北方の木舟

集落の東にもうけられた仁科氏の中心的防御地点である南城 0北城の、前衛的処点として置かれたものと

考えられ、その創始の年代はおそらく鎌倉時代までさかのぼるとみてよい。

2 寺畑遺跡  (40-3-2)

五十畑遺跡は曽根原集落の南方に展開する遺跡であるが、集落の背後を流下する押沢の左岸の段丘上に

あるのが寺畑遺跡である。五十畑遺跡が押沢の扇状地の下部に位置するのに対 し、寺畑遺跡は扇状地の最

高処を占めている。しかし両遺跡の距離はいくらもなく、間に集落をはさむため別の遺跡としているが、

調査が進めばあるいはつながって同一遺跡となる可能性が大きい。

表面採集によってみられる遺物は、縄文前期中葉から中期・後期、弥生式土器・石器、須恵器に及んで

い る 。

3 洞遺跡  (40-9-1)

五十畑遺跡の東南約500mの 地点、洞沢にそった段丘上を開田 した折、縄文時代の石棒が出土 し、現在

山岳博物館に所蔵されている。伴出遺物の有無についてはわからない。

4 神宮寺跡  (40-9-2)

五十畑遺跡の南の宮本にある仁科神明宮に隣接 して、明治はじめまで存在 した真言宗寺院である。その

創始はおそらく鎌倉時代末にさかのぼると考えられる。明治 4年松本藩の廃仏棄釈によって廃寺とされた。

本尊十一面観音像の行方はわからないが、不動明王立像 (鎌倉末)薬師如来坐像 (室町中期)は 、曽根原

の盛蓮寺に移され、本堂は池田町の浄念寺の本堂となっている。従って現在旧寺地は空地となり、遺構を

残 していない。

5 洞 中遺跡  (41-3-1)

仁科神明宮宮山の東の谷にある縄文中期の遺跡である。出土 した遺物の所在は明かでない。大町市の社

地区は、東山から流れ出る沢の奥が袋状に開けた、いわゆる洞地形になっている所が多 く、そこには古来

人の住んだ跡がしばしば見られ、所によっては古い寺院のあともある。まわ りに山にかこまれ、一方だけ

谷の開けたこのような場所は、さして広 くはなくとも暖 くて水 もあり、人が住むにはよい環境であったか

と考えられる。
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第Ⅲ章 遺跡の概観

6 山寺廃寺跡  (37-6-2)

社地区閏田集落に流れ落ちる山寺沢を、谷の日からおよそ500mほ どさかのぼったところにある、南向

きの洞地形のところで、中世ここに現在曽根原にある盛蓮寺があったと伝える。山ふところの緩傾斜地の

ところどころに、鐘楼あととか別当寺あとと言われる人為的な平坦地や、石垣や池のあとが残されている。

そのような寺院の遺構の他に、さまざまな遺物 も出土 しているが、その中で寺あとの背後から出土 した古

瀬戸瓶子 2点、古瀬戸四耳壼 1点、宋景徳鎮窯青白磁水注 1点はいずれも蔵骨器として使用されているが、

ここは鎌倉時代における仁科氏関係のものの墓地とみ られ、その歴史的・ 美術的な価値からして、伴出の

法華経を墨書した写経石 とともに特筆すべきものである。なおこの付近には室町時代の作 とみられる形の

いい五輪塔 もある。

堂平廃寺址  (37-2-2)

曽根原集落に流下する押沢をさかのぼる山道は、やがて右岸の尾根へ移 り、大峯山の北の肩を越えて八

坂村の相川集落から藤尾の覚音寺へと通 じる古道であるが、道がやがて大峯山にかかろうとするあたりの

少し南にあるテラスが堂平である。ここにはかつて寺があったとの伝承があり、はんまい場や上 。中 0下

の在家の地名 も途中に残っている。ここが盛蓮寺が山寺へ移る前の所在地であったとい う伝承 もある。

8 北谷遺跡  (37-4-1)

山寺廃寺跡から背後の西五輪山の肩を北に越えた道は、ゆるやかな下 りになる。このあたりは、中世に

は館の内方面からの裏参道か、あるいは女坂であったと考えられ、北大門があったとい う伝承 もある。そ

の道がす ぐ北の丹生子沢へのぞむあたりが北谷である。ここに別荘団地の施設工事をおこなったとき、深

さ約1.2mの ところから遺物の出土をみた。土層をみると4cm～ 50cmの 黒褐色耕土の下はロームと黒色土

や、さらに礫のまじった層が互層になっており、さらにその下部は30cmほ どの厚さの黒土層となっており、

黒土層の下はかなり大きな礫を含んだローム層であるが、その上面がたたきになっていた。おそらく住居

址あるいは何らかの建物址であろう。また、主としてその下部に遺物を包合 していた黒土層 も、その上の

層も流入したものとみてよい。従って遺物を持っていた複数の建物は、この凹地をとりまくようにして上

方にあったものと考えられる。

遺物は土師器の杯破片約 3箇体分、須恵器大甕破片約 3箇体分、灰釉壼 2箇体分、杯 3箇体分、青磁片

1、 緑釉陶器片 1、 鉄滓炭化木材相当量 炭化 ドングリ1で ある。このうち土師器の杯は内黒の付高台で、

内面の暗文に法相華らしい文様を描いている。また炭化木材片は焼失家屋の存在をうかがわせるし、鉄

は鍛冶職の存在を裏づける。時代は12世紀であろう。

この遺跡名となっている北谷は、その南方の山寺から見ての北谷であろうが、出土 した遺物が少量ずつ

ながら質の高いものが多いことや、杯の暗文などからみて山寺関係の者の住居一例えば坊一の存在を想定

できるのではあるまいか。
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第Ⅲ章 遺跡の概観

第 3節 遺跡の歴史的背景

五十畑遺跡の立地については、本章第 1節に述べ られたところであるが、本遺跡のある現大町市および

北安曇 。南安曇の両郡にまたがるいわゆる松本盆地の北半は、かつて「仁科」 と古称されていた。 しかし、

原初的には現大町市大字社の南半分、集落でいえば、宮本・ 曽根原 0閏 田の 3つの集落が「仁科」の地名

の発祥の地であろうと考えられている。「 にしな」の「 に」は「 丹」すなわち赤味を帯びた地質の粘土質

のところをいい、「 しな」は段丘 もしくは岡がかうた地形のところをいうと考えられ、宮本 。曽根原 0閏

田の各集落は正にこの地名に合致すると考えられるからである。このことについては、さらに歴史的な考

証が裏付けられねばならないが、文献上「 仁科」の初見は平安時代末期を遡 り得ない。すなわち平安時代

末期の治承 3年 (1179)11月 28日 にところの領主仁科盛家が現北安曇郡八坂村の藤尾覚音寺に木造千手観

音像を造立 した際の造像墨書銘に、同寺のある場所については「 仁科御厨」 と記されてあり、このことは

後述のように伊勢神宮の領地である。仁科御厨の庄域がここに及んでいたことを示す ものである。 しかし、

この仁科御厨についてはその創立をうかがい知る史料として、伊勢神宮の建久己下古文書に

仁科御厨 (中略)

件御厨往古建立也、度々被下 宣旨、所停止御厨内濫行也、

供祭物上分料布十端、

とあり、さらに神鳳紗には

内宮 布十段 仁科御厨 四十町 イ本甘五町

とあるところから総合 して考えるのに、当初の御厨の面積が信濃の他の御厨に比べて極小であることは、

御厨発生の平安時代中期ごろまで遡ってよいと考えられる。なおこの面積からすれば、「仁科」の範囲は、

漸 くにして宮本 0曽根原 。閏田の 3つ の部落と限定するのが妥当と考えられる。

仁科御厨 を鎮護する神社として、五十畑遺跡の南東方約800mの 地点に仁科神明宮があるが、この神社

の南を東から西へ流下する沢を「 宮け沢」 と呼んでいる。この呼称からして、古代の大和朝廷によって各

地に屯倉と称 した国の直轄領地が設けられたことが日本書紀に記されているが、その屯倉のひとつが仁科

神明宮付近に設けられていたろうことが推測される。このことは、古代の国の重要な道路の各所に設けら

れたという「 沓掛」が、この仁科神明宮から真西の方向2.5km、 高瀬川を越えた位置に存在することはこ

れを裏付けているように考えられ、仁科の地は屯倉→新神戸→御厨 と変遷 して中世に及んだ ものと推定す

る。

五十畑遺跡のある曽根原集落の「 曽根」の語源は、礫石混 りの土地を指すことは所々の同地名力ヽら推 し

ていえるところであるが、そのようなところは一般に非肥沃地で農業の好適地とはいえないが、現曽根原

集落の人家群およびその周辺をみてもこの語義に該当するような土地はそれほど多 くはない。ただ古代に

あっては、住居面および畑作面が高瀬り|1段丘上のこの五十畑遺跡あた りと考えられ、自然流を利用 した水

田面は段丘下の押沢による天丼川によって確保される地域であったろうことが考えられ、さきの屯倉～御

厨の成立 も、現宮本 。曽根原 。閏田の 3つ の集落共通 してこのような自然流水の灌慨に依存することが原

初的形態かと考えられる。
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第 3節 遺跡の歴史的背景

「 五十畑」の「 ごしょ」は、その呼び方からして「 御所」に由来 していると考えられる。これは曽根原

集落から北の間田集落にかけて、仁科地方を支配していた豪族仁科氏の重臣である曽根原氏が居館 してい

たと伝えられていることから、その居館を「 御所」 と称 したことが想定される。そのことは、仁科氏が鎌

倉時代以後居館したと伝える現大町市大字大町天正寺の位置に、その堀の用水 として導水されている川を

「 表御所り||・ 裏御所川」と呼び、「 御所」は仁科氏の館を指していると考えられることと軌を一つにする。

また、五十畑遺跡に南接 して、「庁田」と称する宮本集落北端の一つの地名があるが、これは仁科御厨 を

管掌する役所である検校庁があった場所と推定されているが、この「 検校庁」 と「 御所」 とが何 らかの関

連をもつことも考えなくてはなるまい。 (一説に古代の村上郷の郷庁の説 もある。)

現曽根原集落の中に真言宗源華山盛蓮寺がある。江戸時代中期の盛蓮寺観音堂縁起によれば、曽根原集

落の北限を流れる押沢の上流にある堂平に創建された古寺が、一旦閏田山中の山寺の地に遷 り、さらにこ

の曽根原集落へ移されたとする 3転説があるが、そのうちの下在家が現盛蓮寺を囲んで展開する現曽根原

集落となったのであり、その成立以前の曽根原の古集落が五十畑遺跡の住居址群と考えたい。

(幅   具 義)
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第Ⅲ章 遺跡の概観

第 4節  地形 と地質

遺跡の位置

本遺跡は長野県大町市社・ 曽根原地区にあり、北安曇郡のいわゆる安曇平の東端で、高瀬川によって形

成された左岸の館の内段丘に、東山の崖錐や沢による洪水性扇状地堆積物が覆ってできた緩い斜面上にあ

る。付近の地形は、糸魚川す静岡構造線 (大断層帯)の 南北に走る複数の大断層と、それを横切る断層に

より幾つ もの盆地や湖沼が南北に並んで形成されたうちの一つ、松本盆地北部の南北方向に開けた断層地

形が基本である。 したがって、安曇平は南北方向に高瀬川に沿って開けており、西は飛弾山地の3,000m

級の後立山連峰にさえぎられている。東はフォッサマグナの第三紀層よりなる中山山脈の1,000m前 後の

東山と接 している。

高瀬川と段丘について

北安曇の平を作った高瀬川は、源を槍ケ岳の北側に発 して東筑摩郡の明科付近で合流するまで、全長は

70k島以上、流域面積は400断を越し、河り||の 勾配は旧第三発電所付近で急に変 り、それより上流は 1/20

の急勾配である。 したがって安曇平に出ると急に緩やかになるので、土砂の運搬力が衰ろえ広い扇状地を

形成している。高洞 ||は多 くの支流を合 しているが、いずれ も急流で浸食力は流速の二乗に比例 して大、

さらに水量の変化 も屈指で、そのため、大洪水と冬期の渇水 とを繰 り返 し、膨大な土砂 を運び出 して、前

述した断層地形の上に、安曇平を形成した。この高瀬り|1水 系によって作 られた段丘は、本遺跡のある東部

山地に二段あり、上から海抜800m前後の所に一部残っている大町公園面と、その下 の750m前後の所に

よく残っている館の内面とである。大町公園面は乗越沢から大町公園、松崎を通 り南へ伸びているが現在

では所々しか残っていない。ロームの状態から洪積世末頃の形成 と推定されている。館の内面は大町公園

より50～60m下位にあり、大町霊園付近から松崎、館の内を通 り南に行 くにしたがって段丘面は広が り、

社地区の集落の多 くはこの段丘面上にある。本遺跡を始め、昭和56年 度発掘の前田遺跡や57年度発掘の長

平遺跡は皆この館の内段丘面にある。現在の高瀬り||の 河床と館の内面との比高は、大町市の東側で20m、

南に行 くに従って低 くなり本遺跡付近では10数 mと なっている。この段丘面が形成された時期は、段丘面

上にロームが乗っていないことから沖積世 (約 1万 年以降)に なってできたものとみられる。高瀬り||に よ

る堆積物の岩質は、火成岩では花嵐岩が一番多 く石英斑岩、流紋岩、安山岩、玲岩などとなってお り、堆

積岩は火成岩の 1/3～ 1/4程 度でチャー ト、硬砂岩、粘板岩などと熱変成岩のホ/L/ン フェ/L/ス などで

ある。しかし、流入する支流付近の地質の違いにより場所毎に多少変化 している。この段丘面の東側はフォ

ッサマグナ西縁の新生代三紀層よりなる中山山脈が、南北に連なってさえぎり、段丘面上に崖錐 として、

また、小扇状地として押し出している。この中山山脈の地質は、中央を南北に走る中山断層によりその東

と西では異なり、本遺跡に関係する西側は、大峯累層と呼ばれ礫岩を主体とし、東側に約30度傾斜 した単

斜構造を形成 し、その間に火成活動による石英安山岩と凝灰岩をはさんでいる。この中山山脈には所々旧
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第Ⅲ章 遺跡の概観

河床である平坦面が残ってお り、その上に西山から運ばれた花こう岩を主体とする旧河床礫の「1供が乗り、

更にその上をロームが覆っている。この旧河床礫の分布は鷹狩山、南鷹狩山付近に多 く人峯山付近には少

ない。したがって館の内段丘面に押 し出した土石の うち、礫の径が大 きなものは石英安山の角礫と旧河床

礫で、径の小さなものは大峯累層中に含まれていた円礫と石英安山岩の礫である。砂及び粘土は、大峯

層の風化物とロームが混合 した黄褐色の砂+シ /L/卜 +粘土 となってお り、上層のものは有機物を多 く合み

黒色を呈 している。これ等風化物の主体はン/L/卜 質の粘土で乾けばカンカンに堅 く水を含めば崩れて移動

し易い。

3 遺跡の地形 と地質

発掘地点の東端は、館の内段丘面上を東山 (中 山山脈)の崖錐が覆い、それより西は東山から西流する

押沢の影響が加わって扇状地となっており、海抜は670m前後で西方向に緩く傾斜 している。現在この扇

状地を形成 した押沢は、遺跡の北約150m付 近で段丘面を切 り、深い谷をつくりながら西流し高瀬川の河

床面に微小な扇状地を形成しつ あゝる。遺跡付近の堆積物は、ベースが高瀬り||の 段丘堆積物の合大礫砂礫

層であり、その上に、前述した中山山脈の主体をなす大峯累層と、その中に貫入している石英安山岩より

なる礫と、それ等の風化物及び大峯累層上に乗っている旧河床礫やロームが混成したものが乗るが、東の

山際では混成状態の所が多く、西に行 くにつれ飾分けられ黄褐色のシ/L/卜 質粘土の層と黄褐色の砂礫層が

レンズ状または塊状に互層をなして堆積している。この上を安山岩の風化の進んだ黄褐色の小礫を含む黒

褐色土が覆い、更にその上を押沢の大洪れによる安山岩の大礫と、有機物を多量に合んだ黒色土の混成堆

積物が竪穴住居址や遺構を覆っている。洪水堆積物の上は礫の少ない黒色土で水田化されている。

4 調査地区内の土層

遺跡東側の竪穴住居址は黒褐色土層中に掘られているものが多いが、西に行 く程黒褐色土は薄 く、その

ため黄褐色土層まで掘 り込まれている。したがって住居が営まれていた頃は、黒褐色土層が生活面であっ

て堅 くしまっている所もみられる。時代の異なる竪穴住居址中の堆積土は、大別 して 2つに分けられる。

灰釉陶器を伴わない古い竪穴住居址中の堆積物は黒褐色土で雨水などによる堆積と推定されるが、灰釉陶

器を伴なう12C前半頃と推定される住居址の多 くは、床面又は中程から安山岩の大角礫を含む黒色土が堆

積 しており、押沢から見てS20° Wを 東限 (56住 ,59住付近)と し、それより西を覆っている。これは伝

承にもあるように古代末～中世初頭の頃の長雨による押沢からの押 し出しで埋没したことを物語っている。

の洪水後作 られたと堆定される竪穴住居址 (22住 ,72住 ,28住…)は 、灰釉陶器を伴ない、洪水堆積物を

掘って竪穴としたり、住居址内に洪水特有の堆積物が流入 していないなどの特徴がみられる。伝承にある

ように洪水後集落の移転が一せいに行なわれたのではな く、少なくとも12C中は、ある程度存在 した可能

性が強い。
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図 11 五十畑遺跡発掘調査A地区全景 (1:400)
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第 1節 竪穴住居址

第Ⅳ章 遺

第 1節 竪穴住居址

五十畑遺跡からは、奈良、平安時代全般の竪穴住居llLが 、A地区51軒 (45047号 住居址を 1軒で数える)

B地区26軒 、計77軒、いずれ も小扇状地の南斜面の扇央部、標高688～ 695mに 検出された(A地区は南

側の調査部分で標高688～690m、 B地区は北東部の調査部分で標高692～ 695mで ある)。 各竪穴住居

址の検出土層と保有された遺物等から判断 し、各住居址の営なまれた時期は大まかに 7期に大別できるこ

とが明らかになった (57年度の借馬遺跡Ⅲ、前田遺跡報告書Ⅷ～畑期。以下 〈〉の括弧付で記す )。 I期

は 8世紀代 〈Ⅷ期 〉にあたり、5,16,26,30,36,44,46,73号住居址が該当する。 Ⅱ期は 8世紀終末

～ 9世紀中葉を前後する時期 〈Ⅸ期 〉にあたり、 1,3,7,38,39,43号 住居址が該当する。Ⅲ期は、

9世紀後半～10世 紀前半を前後する時期 くX期 〉にあた り、 8,11,13,20,21,24(旧 ),31,48,50,

51,55,75号 住居址が該当する。Ⅳ期は10世紀中葉～10世紀後半を前後する時期 〈測期 〉にあた り、10,

14,17,24(新 ),35,49,52,68,78号 住居址が該当する。V期は10世紀終末～11世紀前半を前後する

臨計只月〈Xll期 〉|こ あらブヒリ、 4 ,23 ,25 ,27 (来斤・ 1日 ),34 ,40 ,45・ 47 ,57 ,58 ,61 ,62 ,64fテ 仁ヒ涯]力止力`言亥さ彗

する。Ⅵ期は11世紀後半～12世紀前半を前後する時期 〈畑期 〉にあたり、12,15,18,19,2932,45047,

53,54,56,60,63,65,66,67,69,70,71,74,76,77号 住居址が該当する。Ⅶ期は12紀中葉～12世

紀後半を前後する時期 くⅢ期 〉にあたり、2,6,9,22,28,33,41,42,59,72号 住居址が該当する。

37号住居 l」Lは 時期がはっきりせず38号住居址に切 られているので、Ⅱ期またはⅡ期以前と考えられる。

22,24,27,45047号 住居址には建て直し及び拡張が見られ、24,45047号住居址は 2時期に渡って営

なまれていたと考えられ、また、30,39,23,15,18,32,22,41,42号 住居 llLは 火災に遭った、焼失住

居址である。A地区の調査区内がほぼ集落南限と予想され、A地区南側発掘区外の所々に確認のグ リット

を入れたが何 も検出されなかった。集落は時期が新 しくなるにつれて北へ拡大 していったと見られ、 I～

Ⅳ期にかけてはA地区に集中し、B地区でも南側に見られるのみであるが、V期からは B地区の北側にも

住居址が多 く見られるようになる。

住居址は、検出面までの表土を、機械力に頼 り除去 した為、壁高が低 くなった り、住居址が上層のどの

部分から掘 り込んでいったかを確認できないものが大半に出てしまった。また、A地区南側は開田時に壁

を削平されてしまったのか、検出面は床面直上であった (16,17号住居址)。

住居班Lに ついての記述は、位置、プラン 〔平面形〕及び規模、埋土 〔堆積土〕の状況、壁、床面及びそ

の状態、その他の施設 〔周溝等〕、ピット 〔主柱穴、支柱穴、補助柱穴、貯蔵穴、その他 ピット (床下 ピッ

ト等)〕 、カマ ド 〔主体部、煙道等〕の順で概述 した。また、住居址埋土の土層 〔セクション〕図で埋土

が単層のものは、実測図の土層図を割愛し、文章中への記述のみとした。住居内 ピット土層断面図、カマ

ド土層断面図は、極力断ち割 り、図示するよう努めたが、発掘作業での時間的制約等から、図示 しないも

のも出てしまった。住居址内より検出されたピットはすべて、その大 きさ、深さの測定値を一覧表とし、
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第1節 竪穴住居址

各図の末尾に記載 した。また、住居址断面図の標高水準線は、住居址毎に統一 し、その標高を記 した。

住居班L内 から出土 した遺物等の出土状況、及び遺物については、「 遺物編」に記述することに し、ここ

では遺構のみの状態を主流に、出土状態等は簡単に触れ られるにとどめ、その詳細は記述 しないことにし

た。また、前記した様に埋十及び出土遺物等から、57年 度報告書「借馬遺跡Ⅲ、前田遺跡」と同様の時期

区分を提示 したが、住居llL出 土遺物を詳細に検討 しておらず所属時期などについて誤まりが見られた場合

には、「遺物編」で'訂正する。またこの時期区分は、細分できる可能性があり、細分できた場合には前者

と同様に「遺物編」に記載する。

(島 田 哲 男 )

1)5号 住居址  (図 3,写 真11)

本 l」Lは 、調査A地区中央やや西寄 りに検出された竪穴住居址である。西約 7mに 408・ 3号住居址、

南約2.5mに 6号住居址、南東約 6mに建物址 2、 東約12mに建物址 103が ある。プランは南北 5m、

東西4.7mの 隅丸方形を呈 し、主軸方向は、N61° Eを 、長軸方向は N30° Wを指向する。埋土は炭混 り

の黒褐色土の単層で、ほぼ床面上及び床面上から5cmの範囲に礫の散乱がみられた。壁は東壁 8cm、 西壁・

南壁とも10cm、 北壁12cmを 残 してお・り、ほぼ垂直に掘 り込まれてある。床面はほぼ平坦で、全体的に堅 く

良好である。周溝は北壁 。東壁の一部を除き、全周 している。幅10～ 20cm、 深さ 5～ 12cmを 測る。ピット

は11ケ検出された。P2・ P llは壁柱穴である。主柱穴はP30P4・ P6・ P8が本目当す る。これは、

典型的な 4本柱の配列を示す。P2は P3、 P7は P6の補助的な柱穴と考えられる。この他、P50P

llも 補助的な柱穴と推定される。 P10は カマ ド横にあり、ピット内より遺物の出土がかなりみ られ、貯蔵

穴的な性格をそなえている。Plも 位置、規模等から貯蔵穴と考えられる。P9は 、67× 68cm、 深さ14cm

を測り、おそらく、貯蔵穴か、または床面中央に位置することから、表面に貼床が見られなかったが、床

下 ピット的性格と考えられる。カマ ドは、東壁のほぼ中央に設けられ、主軸方向はN78° Eを 指向する

103× 85cmの規模をもつ粘土カマ ドである。両袖の粘土は、 9cmの 高さで残存 している。カマ ド内は床面

より、10cm程掘 り込まれ、床面には焼土塊を含む赤黄褐色土や焼± 0炭粒を含む暗褐色土の堆積がみられ

た。この上には焼土 。炭粒 。自黄色粘土粒を多 く含む暗褐色土が覆っていた。煙道は主体部より緩傾斜で、

43cm外へ延びている。 (国 村 ゆか り)

2)16号 住居址  (図 4,写 真17)

本址は、調査A地区の西部のやや南側に確認された竪穴住居址で、8m東 に17号住居址、10m北西に 1

号住居址があり、14号住居址の西側に検出された。形状は、斜面上に位置するため、北壁側が削られて遺

存 しないが、東西2.6m、 南北2.7mの 隅丸方形を呈するものと考えられる。主軸の示す方位は、 N82°

Eで ある。理十は単層であり、黄褐色土粒・砂礫をわずかに合む黒褐色土が認められ、おそらく自然堆積

と思われる。

壁高は、南壁では 6cmを 測るが、東壁 0西壁 0北壁ともに開田時の削平のため、 lcmを測るに過ぎない。

また、東壁から、南壁にかけて、幅25cm、 深さ 5cmを有する「 L」 の字状の壁溝を検出 した。床面は、カ

マ ドの前面をのぞき、砂礫質で軟弱であった。主柱穴は検出されず、中央部北よりに P、 南東隅に P

55-一                         .

期第



第Ⅳ章 遺 構

5住 カマ ド
l層 ′‖鶴色土(焼土粒・炭粒わずかに含む )

‖解糖摘鞣亡讐tl講撃暮,地
世粒を多く含0

V層 騨撰急と讐熾:儀1年
餓帥‖tをわず洲こ含ω

鼎 驚箱乞1肌粒.腱粒.餓卸上粒をわずかに含0

0゛
ゞ

0 ・゙
・

Ⅲ菜蕃 イ vu7▼ ―ゴ γ U鵞 じ

5住内P
I層  黒褐色土(責褐色土粒・炭粒をわずかに含む )

H層  黒褐色土(責 褐色土粒を多く含む,炭粒をわずかに含む )

Ⅲ層 暗褐色土(賞 褐色土粒を多く含む)

Ⅳ層 黒褐色土(責 褐色土粒をわずかに,炭粒を多く含む )

5`|:

図3 5号 住居址 (1:80)

聰
I I

(蜘 xlm)

深   さ
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第1節 竪穴住居址

が検出されたのみである。カマ ドは、東壁中央部

に設けられた、粘土カマ ドである。66× 58cm程の

掘り込みが認められ、この内部の埋土中には、中

央部に厚さ8cmの焼土層がある他、炭粒や焼土が

含まれていた。袖部には壁に接して、少量の粘土

も認められた。

(寺 嶋 仁 )

瞑     'γ Ⅲ__

m

1611i
!6 住
I層

H層
‖I層

図 4

炭化物含む褐色土

焼上(炭 化物 ・I層やや含む )

ベースの‖

“

責褐色土に少11焼上含む )

16号 住居址 (1:80)
い は
(閾 Xl鋤

"X昴
出 X勤

深   さ

3)26号 住居址  (図 5,写 真27)

調査A地区東部の南寄 りに検出された竪穴住居址であり、25号 住居址に北西隅を切られる重複関係にあ

る。周辺には2.5m北 に20号住居址、北東 lmほ どのところに隣接する23024号 住居址、1.5m程南に310

32号住居五L、 西に25号住居址と隣接する19号住居址などが位置する。主軸方向 N65° Eを 向け、長軸 (東

西)5。 27× 短軸 (南北)4.8mの規模をもつ隅丸方形プランを呈する。埋土は暗褐色土で、上部が削平 さ

れていた為、この上に更に別の土層がのっていたのかは不明であり、また壁 も残存高が、東壁llcm、 西壁

5cm、 南壁 8cm、 北壁 7cmと かなり低いものの、ほぼ垂直に立つ。床面は全体的によく叩き締られており

良好な状態であった。10ケ のピットが認められるが、そのうち主柱穴は Pl・ 2・ 708で あろう。典型

的な方形配列とはならず、台形状となる。またPl・ 207は 掘 り方のような落ち込みがみ られるのも特

徴的である。この他のものはP405を 除いて、小規模なもので、P609な どは位置的に補助柱穴的な

性格を考えたい。な。お、周溝は検出されなかった。カマ ドは東壁のやや南寄 りだが、ほぼ中央にある僅か

の石 と粘土で築いた粘土カマ ドで主体部の規模は1。 1× 0.6mで ある:カ マ ド断面には袖部に粘土が認め

られる他、カマ ド内部底面に炭・焼土粒をわずかに含む暗黄褐色土が積 り、その上に焼土がのる。なお、

この焼土は厚さ2cmで 、カマ ド内のほぼ中央部に見られる。

(篠 崎 健一郎 )

4)30号 住居址  (図 607,写 真30031)

本址は調査A区、東部中央やや南よりで検出された竪穴住居址である。本址は溝址 2を切 り、本址の北

北東約9.6mに 27号住居址、北西約1l mに 18号住居 t」L、 南東約2.8mに 19号住居址、東南東約 5mに 25号

住居址、北東約 9。4mに 20号住居址が位置 している。平面プランは隅丸方形を呈 し、その規模は長軸 (南

北)5.lm、 短軸 (東西)4.6mで ある。主軸方向は N74° Eを指向する。埋土は 2層 に分層 され、上層

は多 くの砂礫と僅かな黄褐色土粒 0炭粒を含む黒褐色土であり、下層は砂礫 0炭粒・黄色焼土を多 く含む

黒褐色土層である。壁はほぼ垂直に掘 り込まれており、東壁25cm、 西壁26 cm、 南壁14 cm、 北壁44 cm

を計測する。本址が緩斜面に構築されている為に南壁が低 くなっている。床面は平坦で中央部が堅い他は、

一-57-―
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26住カマ ド
I層  暗褐色土(焼土粒・資褐色lll土粒多く,炭ttわ ずかに含む )

H層 黄褐色枯土(暗 褐色土f■iを わずかに含む )

Ⅲ層 赤褐色土(焼土 )

Ⅳ層 暗安褐色上(炭・明責掲色t占 土til・ 焼土粒をわずかに含む )

25 住
I層 黒褐色土(炭 粒・黄褐色土粒わずかに含む )

H層 略褐色土(炭 粒・黄褐色土粒多く含む )

Q缶
""

Prr Prr 
-

ヘ

十

25住内P
I層  嗜寅褐色土(明 賞褐色土粒多く混じる。かたい貼床 )

H層 暗賞褐色土(砂礫・炭粒・黒褐色土・明賞褐色土を多く含む)

:1層  黒褐色土 (明責褐色土多く混じる,かたい貼床 )

‖l掘  熱褐色土 (明責褐色土粒・炭粒を多く含む)

I:J層  黒褐色土 (明寅褐色土粒・炭粒を多く含む,■ :層 より鳳い )

Ⅳ層 黒褐色土(明 責褐色土粒・炭粒を含む,砂礫質)

V層  明賞褐色土 (明 褐色土をわずかに含む,かたい貼床 )

V層 明寅褐色土 (口F褐 色土・Oi黄褐色土・炭粒を多く含む)

Ⅵ層 嗜賞褐色土 (明 賞褐色土・暗黄褐色土・炭Iurを 多く含む )

Ⅶ層 略褐色土 (明貴褐色土粒を多く含む,かたい貼床 )

Ⅷ層 暗褐色土砂 環 。明寅褐色土・炭粒をわずかに含む)

Ⅸ層 01褐 色上〈り〕責褐色
=L粒

を多く・炭粒をわずかに含む,やわらかい)

IX.層  晴褐色上 (り 1黄 褐色上粒を多く・炭粒をわずかに含む,やわらいい)

Ⅸ¶  n青褐色土(明資褐色上粒・睛黄褐色上を多く含む )

X層 喘褐色土 (責 褐色1ltil多 く含む )

( ) rrJ#ft l$firm * .6ap
口tL

朧
P3 P4 P6 P8 ,{P t0 *Pr I r.Pn +Pt 3

IP 14

(封眸出X帥 66X58 40X32 65× Ю

“

X" 48X43 8× 27 64× 63 58X54 53X 47 83X78 1∞× 94 127× 93 l"X101 16X(95)

深   さ 田

あ14・

pit性

朧
{》 :5 f16 +Pt? ●P18 P19

(蟹眸出X鋤 (132)X7

“

X58 71X38 (υ XC45D 40× 2

深   さ a

P2 P3 :

郷 X17 62X37 η X 73 47 X ′ 7,● η

25。 26号住居址 (1:80)

-58-
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第 1節 竪穴住居址

亘
““

m

I層 熟褐色土(責 褐色土・炭粒をわすかに含む。砂瞑多し)

H層 鳳褐色土 (賞 褐色土粒・炭粒・責橙色焼土を多く含む )

Ⅲ層 晴褐色帖土 (黒 褐色土粒をわずかに含む )

Ⅳ層 黒褐色土(責 褐色土をわずかに含む )

0             2m

図 6 30号住居址  (1180)

全体的に軟弱である。周溝は北東

隅から、北・ 西 0南壁際をめ ぐり、

東南隅に到っており、幅10cm前後、

深さ4～ 8cmを 測る。ピットは床面

中央部南西よりにPl、 中央南より

にP2、 中央部北東よりにP3の 3

ケ検出された。いづれも浅いが、位

置、及び形状により主柱穴と考えら

れる。カマ ドは東壁中央に位置 して

おり、主体部は100× 93cmの 規模を

有す石組粘土カマ ドである。袖部は

袖石 と粘土が検出され、カマ ド構築

時と近い状態で残存 していると思わ

れるが、天丼部は、石がカマ ド周辺

や火床部に散舌Lし 、現状をとどめていない。火床は少し掘 り窪められてお り、約 6cm前後の焼土が形成さ

れていた。煙道は東壁に対し垂直に56cm、 緩やかな傾斜で延びており、その平面形は鋭角三角形を呈す。

尚、本址中央部で多量の炭化材が散乱した状態で、床面上～埋上下層上面で出土 した。炭化材の最大のも

④

●゙3・

`
′  ▼

平
ｔ
ｂ
っ
　
　
′

30住カマド                          L――一_____――――Jm
I層  黒褐色土(白黄褐色・11賞褐色帖土粒・炭粒を多く,焼土粒を

わずかに含む,粘性あり)

I層  熱褐色上(炭粒を多く含む,砂磯多し,やや‖i‖:)

H層 暗黄褐色枯土(白責褐色粘土粒をわずかに含む)

lI.F」 嗜賞褐色粘土(白安褐色枯土を多く.炭粒 焼土粒・黒|.S色土
粒をわずかに含む)

‖l層 晴褐色土(白賛褐色・晴責褐色帖土粒・焼上位・炭粒をわずか
に含む )

Ⅳ層 赤褐色上(茂 粒をわずかに合む,焼土 )

図 7 30号住居址カマ ド (1:40)

Ｄ
一

腺

(ぷ釉 X短llD mx3) 33X%

深     さ

―-59-



第Ⅳ章 遺 構

のは長さ28cm、 幅12cm、 厚さ12cmを 測る。これらの炭化材や埋土の土層観察より、本址が焼失住居である

と考えられる。床面西北部に集中する拳大～人頭大の礫は木炭と同様の検出状態であることから焼失時に

投げ込まれた礫と考えられる。

(市 川 隆 之 )

5)36号住居址  (図 8,写 真35)

本遺跡は調査 B地区南東隅に検出された竪穴住居址である。 P531,535,534,533(小 鍛冶建物 t」 L)

に切られる重複関係にあり、付近には 4m程に67号住居址、北西3.5mに 68号住居址、西 7mに 74号住居

址がそれぞれ位置する。平面形は東西 (長軸)3.7m、 南北 (短軸)3.4mの 規模をもつ方形 プランで、

主軸はN8° Wを 向 く。なお、長軸方向はN82° Eで ある。埋土は風化安山岩を含む黒褐色土の 1層 のみ

で、地山とほとんど見分けがつかず、住居址の輪郭や壁の検出を困難にさせた。このような状況の中で壁

の残存高は、東壁Ocm、 西壁17cm、 南壁45cm、 北壁38cmが認められ、ほぼ垂直に立ち上がる状態であった。

床面は全面に渡って堅 く、良好な状態で検出できた。周溝は全周 しないが、北西隅から南西隅を通って南

側でいったん終わり、再び掘られるが南西隅までは延びない。また、東壁中央直下から北東隅を通 り、北

側のカマ ド横でなくなるものもある。 2ケ検出されたピットのうちPlは主柱穴と考えられ、西側に少々

ざ・.l=“

住３６
輌
嘲
晰
晰
　
唖
咄
嘲
咽

+|:_総

#繊li鍮朧‖塁1::II[11粒 お加鞠
黒褐色Ц

答:世
餓 褐鶴 土粒・邸崚山岩粒・炭粒をわずかに

自責色帖土

昇薔世呈離!芦

褐色土粒をわずかに含む)

粘性熟褐色土 (白 黄褐色粘土粒 焼土粒を多く含む,炭粒わずかに含む )

m

“

tt(81住 ) )内推定
`,1佐

m

図 8 36号住居址 0小 鍛冶建物址 (1:80)

¬ 0-

Ｌ
ｒ
・〓

pit L

聰

(蜘 XI」lltD m XK45) 《0)X 47

深     さ



第 1節 竪穴住居址

張 り出 し部分があり、掘 りかたと思われる。P2は小鍛冶建物址の柱穴に切られていて、正確な大 きさ等

不明である。カマ ドは、粘土カマ ドで小鍛冶建物址の柱穴に東側のほぼ半分を切られているが、北壁中央

よりやや東に長さ20cm程 の煙道があり、左袖部分は12cmの高さで残存 し、芯部を自黄褐色粘土で囲め、そ

の上部に粘性の黒褐色土を覆い被ぶせている。主体部は85× 70cmの範囲と推定される。焚口と思われる付

近に焼土が、 2～ 3cmの厚さで散布 していた。

(山  岸 洋 一 )

6)44号 住居址  (図 9,写 真34・ 41)

本址は調査A地区中央やや東寄 りに検出された 6軒 (22,35,39,44,46,51号住居址)の重複 した住

居llL群中の北東側に検出された、竪穴住居址である。ほとんどを39号住居址に切られ、北壁のみ全体の

程度が残るのみである。プランは北壁のみではっきりしないが39号住居址の北壁東隅までの一辺約3.2m

の方形を呈したと考えられる。埋土は単層で、黄褐色土塊、粒、砂粒を多 く含む暗褐色土が堆積 していた。

壁は残存 している北壁を見るかぎり、ほぼ垂直で、壁高50cmを 測る。床面は軟弱で、ピットは見られない

が39号住居址のP7が本址に付随するピットと考えられる。カマ ド等の施設は39号住居址に壊されてしまっ

ているのか検出されなかった。

(島 田 哲 男 )

7)46号 住居址  (図 9,写真 6。 43)

本址は調査A地区中央やや東寄 り
'ご

検出された 6軒 (22,35,39,44,46,51号住居址)の重複 した住

居llL群中の南西側に検出された竪穴住居址である。南西に向って降 りる緩傾斜に掘られ、22号住居址に東

壁南側を切 られてお り、西 lmに 37,38号住居左し、北側1.5mに 39号住居址がある。プランは、東西 5.8

m、 南北5。 7mの隅丸方形を呈 し、主軸方向は N48° Eを指向する。埋土は 3分層され、床面上を、黄褐

色土粒を多 く合み、砂礫、炭粒をわずかに含む黒褐色土 (Ⅲ 層)が覆い、その上層の東半分には、砂礫を

多 く合み、黄褐色土粒、炭粒をわずかに含む黒褐色土 (Ⅱ 層)が東壁より中央部に傾斜をもって堆積 し、

最上層には、 2～ 3cmの礫及び、砂礫を多 く合み、黄褐色土粒をわずかに含む暗褐色土 (I層 )・が東側中

央部より、西側のⅢ層土に堆積 してお り、東側からの傾斜に沿った自然流入の堆積を示す。壁はほぼ垂直

に掘り込まれ、最高部で東壁6■m、 西壁20cm、 南壁38cm、 北壁64cmを測り、緩傾斜に掘られている為、東、

北壁は高 く、南、西壁は低い。底面は褐色砂礫層まで掘 り下げ、カマ ド前及び床面東側を自黄褐色土を入

れて貼床 してお り、堅 く良好であるが、西側には貼床は見られず、砂礫層のままで、軟弱である。貼床は

2～ 10cmの 厚さで埋め戻されている。周溝等の施設は検出されなかった。ピットはPl～ P5の 5ケ が検

出された。 Pl、 P3～ 5の 4本は、配置等から方形に並ぶ 4本柱の主柱穴 と思われる。 P2は Plと ヵ

マ ドの中間に有 り、87× 47cm、 深さ18cmの楕円形を呈 し、貯蔵穴と推定される。カマ ドは、東壁中央やや

南寄 りに位置 し、120× 160cmの 規模を有す粘土カマ ドである。中央部には壁面にU字形の掘 り込みが見

られ、深さ10cmを 測る。カマ ドの粘土は潰れて崩れ落ちており、右袖の一部が残存するのみである。掘 り

込み内部には 8cm前後で焼土の堆積が見られ、焼土塊等 も多 く見られた。また、カマ ド内V,Ⅵ ,Ⅵ ,層

の表面及び内部からは多 くの骨片が検出された。煙道の遺存状態は良好で壁面から90cm凸出 し、深さ10～

20cmを測り、緩傾斜で外へ延びている。

¬61-
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第Ⅳ章 遺 構

8)73号住居址  (図 10,写真58)

本址は調査B地区南側中央やや西寄 りに暗褐色砂礫土層と風化安山岩粒を多 く含む褐色土層が交互する

地点で検出された。南側部分は72号住居址、P502に 切 り込まれている。東 4mに 74号住居址、北 6mに

④

“““
,5

73住・

I層 暴褐色土 (灰 白色粘Jl粒・炭Flを わすかに含む )

H層 赤褐色土 (灰 Fi色 枯11粒を多く含む.llli‖ :あ り,焼上 )

器:船齢贅1趙蠅1曇織と綜It[鮮ぁ、さIき世
あ` 焼幻

+11_瑞

W"・
'`コ          百

嗅
・・
ξ

+11_翼

0            2m

41ttm

●tL
順

l

(閾 Xl脚 (淋 X“

深   さ

)内推定 ′Httm

E]10

--62-―

口tL
腺

P

(ぶ綱 X榊 laX 87 (la)xla) m X 41

深   さ

72。 73号住居址、竪穴2、 P502(1:80)
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51住 内カマ ド IL““

VL“ _

39・ 5:住

1層  001S色土(砂曖を多く含む,耕作
=L)

H層  嗜赤13色土(1層の Fe,01浸 透 )

lu層  鳳18色土(責18色土粒・炭粒わずか,砂曖饉微量含む )

m婦 熱椰色土(賞椰色土拉わずか,砂磯 多く,炭粒やゃ多く含む )

Ⅳ層 熟掲色土(資IS色土粒多く,炭粒わすかに含む )

Ⅳη  鳳掲色土(責褐色土粒わずか,炭粒多く含む )

r層  愚褐色土(資13色土粒わずかに含む )

V層 嗜78色土(責掲色土粒多く含む )

V.層  嗜褐色土(賛18色土塊・粒多く含む。かたい貼床 )

Ⅵ層 カマ ド
Ⅷ層 嗜賞掲色土(明賞掲色土塊・粒 を多く含む。かたい貼床 )

VIl層  貫掲色土(略 13色 土粒わずか,自灰色土塊・ブロックを

多く含む,p3床 )

馴 :省彦鮮

色土粒・燈土粒わずかに含む｀

ol~     lQ

m

H   r

- 
Prr 

- 
o,l-

I:~l:[:|う言:i::::[:iliI[床 )

田婦 凰18色土露織[圭駐をう1客r'ぁ畠:キ

マ 型

ln_バ

暗掲色上(砂躍 12-3-環 多く。黄掲色土粒わずかに含む )

黒掲色土(砂確・ lC口 内外の確 多く,黄褐色土・

炭粒わずか含む,晴掲色に近い )

綿色Iζ露議竺璽li多 l署竃I`rti守貯耳
か・

爆掲色土(帖土粒・焼土わずかにましる)

口i褐 色土(砂曖少ない,r―l黄 色枯土tt・ 黄褐色帖土iセ 多く含む
・

黒褐色土(炭 粒わすかにましる)

黒褐色土(焼土塊・ it・ 粘土tこが 多い )

赤掲色土(炭 tt・ 塁褐色土粒わずかに含む,焼土 )

晴赤褐色土ψ 環 多い.燈土粒・塊 多く含む )

朧 帥 蟄 量圭|:多学f鵠 猪8聴堂短専競 Lずかに含0
向黄褐色土(床面)                 ~
砂黄掲色土(“礫 多し

層

層

Ⅷ

Ⅸ
9<e|J, we'v)

V Ⅷ

7[[1:ヨ黎iil:量
選雷:ヤ曇憾ビ

:量 ::菫|[1:il:;1:[子
曖多し)

)内梅セ
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イ優m

51住内 P
I層 黒褐色土(貫褐色土粒わずかに含む )

I′ 層 黒褐色土(責 43色土粒・炭粒わすかに含む )

H層 黒褐色土(責褐色土粒多く含む )

II'層  黒褐色土(責掲色土粒・砂粒 を多く含む )

Ⅲ層 暗褐色土(責掲色土粒多く含む )

Ⅲ層 暗褐色土(責褐色土粒多く, 自灰色粘土粒わずかに含む )

Ⅳ層 暗褐色土(明黄褐色土粒・塊を多く含む。貼床 )

Ⅳ層 暗18色土(寅掲色土粒・塊を多く含む )

V層  暗黄褐色土(黒褐色土粒・明責褐色土塊・白色枯土塊わずかに含む,か
たい貼床 )

Ⅵ層 暗褐色土
Ⅵ層 暗褐色土(貫褐色土塊・白灰色粘土塊を多く含む,かたい貼床 )

Ⅶ層 暗賞褐色土(明 責褐色土粒・塊多く,焼土粒わずかに含む )

Ⅶ層 暗責褐色土(暗褐色土粒・黒掲色土粒を多く,明責褐色土粘わずかに含

く )帷 戦 m美 :―

嘔
咽
嘔

趾 V｀y
Px 

- 
F.€i

Pn 
- 

o,€a

層
層
層
層

Ⅷ
Ⅷ
Ⅸ

Ｘ

暗責褐色土(黒掲色土粒・明責褐色ェ粒わずかに含む )

暗責褐色■ (明費鶴色土墟・塊を多く含む。かたい貼床 )

賞褐色土 (暗褐色粒わすかに含む)

自灰色粘土 (暗褐色土帖わずかに含む )

直 L
顧
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46 住
I層
H層

m層

田壻
Ⅳ層
V層
V・層
Ⅵ層
Ⅵ層
Ⅶ層
面層
Ⅸ層
X層

浮`憾轟

諄 L
鮨

Pl P2 P3 P4 P5 P6 P7 P9 P:。 PH P,3

は Xm 6X● 72X“ 0)X74 (42)X0
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54 16
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N'日 ●●

I層  黒褐色土 (黄褐色土粒・炭粒わずかに含む )

H層  黒褐色土 (責褐色土粒・砂粒 を多く,炭粒わずかに含む )

皿層 暗褐色土(黄褐色土粒・砂粒・炭泣わずかに含む )

Ⅳ層 暗褐色土 (炭粒多く含む )
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第 1節 竪穴住居址

75号住居址、北北西 5。 5mに 78号住居力上、西 2.5mに70号住居址がある。プランは、東西 4.5mを測 り、

南側は72号住居址に切られておりはっきりしないが同等の長さの方形を呈すると考えられる。主軸方向は

N71° Eを指向する。埋土は砂礫、黄褐色土粒、風化安山岩粒をわずかに合み、炭粒 を多 く合む黒褐色土

の単一層である。壁は、北 0西壁が砂礫を多 く含む暗褐色土層、一部褐色砂礫層、東壁が風化安山岩粒 を

多 く含む褐色土層を掘 り込み、ほぼ垂直に立ち上がっている。床面は、地山の褐色砂礫層であるが、東側

一部は褐色土層であり、カマ ド周辺～中央部は堅 く良好であるが、全体的にはやや軟弱である。周溝等の

施設は検出されなかった。ピットはPl～ P6の 6ケ が検出された。 P3,P4,P5,P6は 形状、位

置から主柱穴で方形に並ぶ。P3は P4～ P6に位べて浅い。 Pl,P2は 両者共に大 ピットで、位置等

から貯蔵穴と考えられる。カマ ドは、東壁ほぼ中央に位置し、90× 90cmの 規模を もつ、粘土カマ ドで、礫

が 1ケ左袖上に見られることから部分的に礫を使用 したと考えられる。カマ ド主軸は N78° Eを指す。カ

マ ドの掘 り込みは、深さ4cmと 浅い。両袖には、灰白色粘土が高さ6cm残存 していた。カマ ド内には上層

3cmに 粘性をもつ、灰白色粘土粒を多 く含む赤褐色土、下層 (火床)に は 5cmの厚さでやや粘性を もつ、

灰白色粘土粒、炭粒をわずかに含む赤褐色土 (焼土)が堆積 している。煙道はわずかに10cm外 へ残存 して

いる。

(島 田 哲 男 )

第 1期

1)1号 住居址  (図 11・ 12,写真 6)

本址は調査A地区西端緩斜面上の砂礫を混入する黄褐色土上に検出された竪穴住居址である。南東隅の

本址埋土中にはP227(製 鉄遺構)が重複 してあり、北東 2mに は12号住居址、北西 4mに は建物址 4が

ある。 プランは、東西4.9m、 南北 5。 2mの隅丸方形を呈 し、主軸方向はN63° E、 長軸方向はN27° E

を指す。埋土は 4層 に分層され、大部分は砂礫をわずかに合む暗褐色土で、西壁際には黒褐色土、南、北

壁際には黒色土が堆積する、自然堆積を示す。埋土中には、床面より10～ 25cm浮 き、10～ 40cmの礫が散在

していた。これらの礫の中にはカマ ド石 と思われる もの も見 られるが、前者は人為的として も、他の礫は

人為的かどうかははっきりしない。壁は、ほぼ垂直で、緩斜面であるので西側が低 く、東壁 39cm、 西壁 15

cm、 南壁2■ m、 北壁25cmを測る。床面はほぼ平坦で全体的に良好であるが、東壁側を除 く、周囲はやや軟

弱である。壁際には、周溝がほぼ全周している。周溝は幅14～ 20cm、 深さ8～ 10cmで 、北壁側がやや狭 く、

南壁側がやや広い。西壁側は不揃いで凹凸が有 り、広い部分で25cmを 測る。 ピットはPl～ P8ま で 8ケ

検出された。P2,3,6,7は 主柱穴 と考えられ方形に並ぶ。P8は P7に接 しているのでおそらくP

7の補助的な柱穴であり、P4は位置、大 きさ等から支柱穴 と考えられる。Pl,P5は 、大 ピットでお

そらく貯蔵穴的性格のピットと考えられる。P7の東側には、31× 20cm、 厚 さ10cmの平石が床面上に置か

れた状態で検出された。これは使用痕は観察されなかったが作業台的性格の石 と考えられる。カマ ドは、

東壁やや南寄 りにあり、N65° Wを向き、120× 90cmの 規模を もつ石組み粘土カマ ドである。カマ ドは壁

際に長さ14∝ m、 幅25cmの 段を造 り出 し、その手前に140× 115cmの楕円形の掘 り込みをし、石を組んで

いる。現状では天丼石が手前に 1ケ落ち、両袖石が 2～ 3枚残存するのみであるが両袖の粘土が袖石 と壁

間にかなり残存 していることから焚口部分を石で組み、その上に粘土をかぶせ、後方は粘土のみで構築 し

たカマ ドと考えられる。カマ ドの掘 り込みは、深さ10cmで 、火床には焼土塊、粒を多 く含む暗赤褐色土が
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第Ⅳ章 遺 構

7～ 13cm堆積 しており、手前に落ちた天丼石は、赤 く焼けている。

状をした花商岩で、他は安山岩である。煙道は良好な残存状態で、

ざ゙

'

ぶS・ マ

Fe203暗 褐色土

暗褐色土

黒色土

黒色上にベースの賞褐色上を含む
黒褐色土
黒褐色上にベースの賞褐色土を含む
1・にカマ ドの粘土粒含む
帖土 (カ マ ド)

1住内P

i唇 量織量壼饗織量圭母多骨暮暮F州
こ含ω

図12 1号住居址カマ ド (1:40)
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カマ ド石は手前に落ちた天丼石が、

H6cm外に延びている。

(島 田 哲 男 )
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図12 1号住居址カマ ド (1:40)

第 1節 竪穴住居址

2)3号 住 居 址

(図 13014,写 真 9)

本址は調査A地区中

央やや西寄 りに検出さ

れた竪穴住居址である。

8号住居址に北壁の 1

部を切 られ、東 7mに

5号住居址、北60cmに

4号住居址、西10mに

9,10,H号 住居址が

ある。本址のプランは、

東西 5.Om、 南 北 5。 9

mの隅丸方形を呈 し、

主軒方向はN84° Eを

lm 指す。埋土は 2層 に分

層 され、上層は小指大

～親指大の小礫を合み、

炭粒 を含む暗褐色土、

下層は小礫をわずかに合み、黄

褐色土粒、炭粒を含む黒褐色土

層の自然堆積を示す。壁は小指

大～親指大の小礫 を多 く含む暗

褐色土上より掘 り込み、ほぼ垂

直で、東壁37cm、 西壁34cm、 南

壁37cm、 北壁22cmを測 り北側の

検出面が低 くなってしまった為、

北壁が低い。床面はほぼ平坦で、

カマ ド前～中央部が堅 く、周辺

部はやや軟弱である。周溝は北

東隅、北西隅に検出され、幅 19

cm、 深さ6～ 1∝mを測る。 ピッ

トは12ケ検出された。Pl,5,

9は壁柱穴である。主柱穴はP

l,3,5,6,8,9の 6本

柱 と考えられ、方形に並んでい

る。Pl,5,9は 深 く良好で

あるが、P3,6,8は 浅い。

P4,7は 位置的に補助柱穴 と

フ
ｔ
‘っ

3住 カマ ド

|| |∫:ll::|1髯ilil爵 iili]ll含む)
図13 3号住居址カマ ド ( 1 :40)
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第1節 竪穴住居址

思われる。P10,Hは やや大型の浅いピットで貯蔵穴的な性格 と思われる。P4の東半分上には35× 23cm、

厚さ12cmの平石が置かれた様な状態で検出された。カマ ドは東壁中央部に位置 し、122× 85cmの 規模を も

つ石組み粘土カマ ドである。煙道はやや広 く82cmの長さが残存する。天丼石はカマ ド前に崩れ落ちている

もの もあるが大部分は持ち去 られてしまったのか見 られない。左右の袖石は 2～ 3枚床面に立てられ遺存

していた。底部には焼土粒、炭粒をわずかに含む褐色土が堆積 している。粘土は袖石周辺に残 るのみで、

カマ ド内堆積土中に粒 る及び塊状に散っていた。

(篠 崎 建一郎 )

3)7号 住居址  (図 15。 16,写真 12,13)

本遺跡は調査A地区中央部やや北寄 りの地点に検出された竪穴住居址である。本址周辺には北側に 6居

住居llL、 2号建物址が位置する。主軸をN87° Eに向ける方形 プランで、規模は南北 (長軸)3.7m、 東

西 (短軸)3.4m、 長軸方向は N10° Wで ある。埋土は 2層 が堆積 してお り、床面及び南・ 西・北壁 を埋

める厚 さ10cm程 の黄褐色土粒を多 く含む黒褐色土は西壁直下の床面でやや厚 く、その上に小石をわずかに

+|:_職

12、 炭粒 も含む黒褐色土がのる。

また、住居カヒ北東隅から中央部の

床面にかけて、挙大から人頭大に

至る多量の礫が集積 してお り、こ

の中には土器片 もかな り混在 して

いた。礫の分布を見ると、あたか

も北東から流れ込んだ如 く見える

が、先の埋土の堆積状況に もやや

疑間が残 り、自然堆積 とは考え難

い。む しろ、住居址廃絶後に何 ら

かの理由によって人為的に投げ込

まれた ものと解 したい。同様の例

が、本遺跡 4,38号 住居址で も示

摘できる。壁は東壁32cm、 西壁40

cm、 南壁22cm、 北壁24cmの 高さを

もって、ほぼ垂直に立ち上がる。

床面はほぼ平坦でカマ ド周辺 と中

央部分、特にピットに囲まれた内

側は固 くしまってお り際めて良好

な状態であった。それ以外の周辺

部はやや軟弱である。周溝は南東

隅部分に認められた他、東壁直下、

カマ ド北側に痕跡的に存在 し、と

もに床面を10cm程掘 り下げており、

住居址 を全周するものではない。

Pt 
- o.o.

図15 7号住居址 (1:80)
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第Ⅳ章 遺 構

ピッ トは 5ケ検出 されている う

ち、Pl(深 さ30cm),P2(14

cm),P4(14cm)は 柱穴に比定

できる。P3(5cm)は 深さに問

題が残 る ものの位置的な観点か

ら、ほぼ柱穴 と考 えたい。 P5

(6cm)は P4の掘 りかたもしく

は補助柱穴的な性格が考 えられ

る。カマ ドは本遺跡中で も極めて

良好な状態で検出された。東壁中

央に構築されており、主体部77×

62cm、 煙道が84cm住居址外へ延び

る石組み粘土カマ ドで、石の量が

少なく、粘土が大量に使われてい

た。袖石 6ケ 、天丼石は最深部の

ものと思わるるのが 1ケ 旧状 を

保っていた。天丼石のうち焚口近

くの ものは前述 した礫群中に紛れ

7住 カマ ド

|| |ll:爆 ||:i[::l::|:[iむ

)

V層  暗黄褐色土(焼土粒をわずかに,

‐黒褐色土粒を多く含む)

Ⅵ層 嗜褐色土(責 褐色粘土粒を多く含む )

Ⅶ層 赤褐色土(焼 土)

ン

Q           Jm

図16 7号住居址カマ ド (1:40)

込んでいる可能性 もある。なお、カマ ドに掛けられた土器の "さ し込み穴 “の痕跡が明瞭に認められた。

袖石の外側には黄褐色粘土 。塊を多 く含む暗黄褐土や、黄褐色粘土を多 く含む暗褐色土があり、これが石

組みを包んでいたのであろう。カマ ド内の埋土のうち、焚日付近の底面上には 5cmの厚 をを もって焼土が

堆積 していた他、その上に 8cm程の厚さで焼± 0炭粒を多 く含む黒褐色土層がのっていた。煙道部 も良好

に残存 しており、煙出しの部分とみられるところには人為的に置いた ものと思われる20× 25cm程の石がみ

られた。西側には本址によって切 られ西半分のみ検出された 2ケ のピットがあるが、この 2ケ の重複関係

は明らかではない。

(山  岸 洋 一)

4)38号住居址  (図 17,写真36)

本隅は調査A地区ほぼ中央に検出された竪穴住居址である。南側は38号住居址を切 り、貼床 し、東50cm

に46号住居址、北東 5mに 39号住居址、北 4mに 45。 47・ 52055号住居址、西 6mに建物址 103が ある。

本llLの プランは、東西 4。 lm、 南北3.6mの方形を呈 し、主軸方向はN67° Eを 指す。埋土は 1層 のみで、

砂礫が多 く混入する、黄褐色土粒、炭粒をわずかに合む暗褐色土である。壁はほぼ垂直で、東壁 6cm、 西

壁 9cm、 南壁 9cm、 北壁 10cmを 測る。床面はほぼ平坦で、カマ ド周辺は堅 く良好であるが西壁側、北壁側

の周囲はやや軟弱である。周溝等の施設は、検出されなかった。床面上からピットが 4ケ 検出された。主

柱穴ははっきりとしないが、P3・ 4は柱穴 と考えられる。Plは カマ ド横にあり、大きさ等より貯蔵穴

的性格の ものと推定される。P2は 、貼床が見 られなかったがおそらく、位置等から床下 ピット (床下土

墳)的性格の ピットと考えられる。カマ ドは東壁南側に位置 し、1.6× 1.lcmの 規模を もつ粘土カマ ドで

ある。カマ ドの主軸方向はN71° Eを 向 く。カマ ドはやや屋内にはい り、カマ ドの掘 り方は楕円形でやや
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長い。煙道は、検出されなかった。カマ ドの焚口部分には掘 り方中に自黄色粘土を混入した暗褐色土を貼っ

ている。カマ ドは粘土の他に礫を少量使用 している。カマ ド底部には焼土 (赤褐色土)が 8cm堆積 してい

る。カマ ド前の床面上には住居址廃絶後、構築 した集石が1.7× 1.2mの広 さで見 られた。集石には、挙

大～人頭大の礫が70余箇の石が集積され、縄文時代石皿片 も使用されている。また、須恵器大甕片 も見 ら

L―
― ― ―
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37・ 38住 カマ ド
I層  鳳色土(白賞色粘土粒をわずかに含む )

H層  白寅色粘土 (嗜褐色土粒をわずかに含む)

Ⅲ層 暗褐色土(白賞色粘土粒・塊を多く含む)

Ⅲ
.層
 暗褐色土(白責色粘土粒をわずかに含む )

Ⅳ層 黒褐色土(細粒の炭粒・焼土粒を極撤■含む)

Ⅳ
′
層 黒褐色上(自 賞色粘土粒・炭粒・焼土粒をわずかに含む )

V層  暗褐色土〈砂礫をわずかに含む)

Ⅵ層 赤褐色土(白 賞色粘土粒・炭粒・焼土粒をわずかに含む)

図17 38号住居址  (1:80)
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第Ⅳ章 遺 構

れた。集石下には掘 り込みは見られず、住居址 とほぼ同時期の遺物が周辺及び集石内より検出され、おそ

らく、住居llL廃絶直後、構築されたと思われる。

(篠 崎 健一郎 )

5)39号住居址  (図 9018,写 真37)

本址は調査A地区中央やや東寄 りに検出された 6軒 (22035039044046・ 51号住居址)の重復 した住

居址群中の中央に検出された竪穴住居 l」Lで ある。44号住居址の大半を切 り込み、22号住居址に南壁東側を、

35号住居址に東壁南側半分を、51号住居址に北壁東側半分を切 られ、貼床 された住居址である。プランは

東西7.lm、 南北6。 8mの方形を呈 し、主軸方向は、 N81° Eを指す。埋土は 2層 に分層 された。床面上

は、黄褐色土粒をわずかに、炭粒を多 く含む黒褐色土が14cmの厚 さで覆い、その上層に、黄褐色土をわず

かに、炭粒をやや多 く、砂粒を多 く含む黒褐色土が堆積 してお り、自然堆積を示す。床面及び下層の黒褐

色土には多 くの炭、炭粒が散乱 しており、焼土 。炭化材 も所々に見られることから焼失住居 と考えられる。

炭化材で最大の ものは、長さ20cm、 幅1∝ m、 厚 さ 3cmを測る。壁はほぼ垂直に掘 り込まれ、壁高は、最高

部で東壁50cm、 西壁30cm、 南壁30cm、 北壁40cmを測る。床面は、褐色砂礫層まで掘 り下げ、床面東側は暗

褐色土粒をわずかに、自灰色粘土塊 。粒を多 く混入 した黄褐色土を入れて貼床 してお り、堅 く良好である

m

口

〓
雪

39住 カマ ド
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図18 39号住居址  カマ ド
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第1節 竪穴住居址

が、西側には貼床は見られず、砂礫層のままで軟弱である。貼床は、 4～ 6cmの厚 さで埋め戻されている。

周溝は検出されなかった。ピットはPl～ P9の 9ケが検出された。 P7はおそらく44号住居址のピット

と考えられるが、貼床等は見られずはっきりとしない。 P6を 除 く7ケ はすべて柱穴 と考えられ、P3,

5,9が 位置等より主柱穴で 3本柱 と考えられる。 Pl,2,4,8は 支柱穴 と考えられ、 Pl,2,4

は西壁際に並び、P8は カマ ド横、東壁際に掘 られている。 P6は上面に、遺物が多 く見 られ、貯蔵穴的

性格 と思われる。カマ ドは東壁中央部に位置 し、主軸方向は N86° Eを向 く。壁 を2.4m幅で lm切 り込

んだ張 り出し部が見られ、張 り出し部前には150× 80cm、 深さ14cmの 不整楕円形の掘 り込みが見 られ、こ

れがカマ ド主体部と考えられる。カマ ドの規模ははっきりとしないが、掘 り込み～張 り出 し部 までと推定

して、240× HOcmの範囲であったと考えられ、張出し部の両側から遺物が多 く中央部からは少ないこと、

両側の土層 (V層 )が同じことから推定 して、中央部を除 く両側は空いていたと思われる。張 り出 し部の

埋土には多 くの炭化物 (炭化材及びカヤ状炭化物が細か くなった もの)が多 く見 られ、土層堆積層が (Ⅳ

層)が住居址埋土下層 とほぼ同じこと等から、この部分まで上屋が及んでいたことは確実であろう。カマ

ド掘 り込みには礫が13ケ見られ、中には立てられた状態の もの も見 られ、張出部に も2ケ のカマ ド石の抜

痕 と思われる小 ピットが見られた。また掘 り込みの周辺には、両袖の粘土が15cmの 高さで残存 してお り、

石をあまり多用 していない石組粘土カマ ドであったと考えられ、かな り大型なカマ ドであったと推定され

る。掘 り込み底面には暗褐色粘土粒をわずかに混入 した白黄褐色粘土を貼っており、その上部には焼土が、

2～ 10cm張 り出し中央部まで堆積 している。また、焼土内からは骨片が検出された。煙道は35号住居址を

掘る際に削られてしまったのか検出されなかった。カマ ド前南西 lmの床面上には13ケ の礫の小集石が検

出され、集石下はやや床面に凹が見 られたが、この集石は当初編み物用石  (こ も編み石)を予想 したが

やや不揃いで何の為の集石かはっきりとしない。

(島 田 哲 男 )

6)43号住居址  (図 19,写真38040)

本址は、40号住居址に北半分を貼床されて検出された。北側には、15。 41048049053054号住居址の

一群がある。プランは、東西 3。 9m、 南北4。 lmの 隅丸方形で主軸方向はNO° を指す。埋土は黄褐色土

粒をわずかに、砂礫を多 く合む黒褐色土であるが、40号住居址に貼床 されている部分は、黄褐色土粒をや

や多 く合み 2～ 4cmの厚さで堅 くなっている。壁高は、東壁 9cm、 西壁15cm、 北壁 8cmで あるが南壁は流

失 しているため、わずかな立ち上が りを残すのみである。壁溝は検出されていない。床面は、砂礫質で軟

弱であり、貼床は認められなかった。 ピットは、南壁中央部際にPlが検出された。おそらくこれ主柱穴

に相当するものであろう。カマ ドは、北壁中央部に検出されている。遺存状態が悪 く、わずかに石が 1つ

検出されたのみである。カマ ド周辺より焼土が検出されている。 1ケ の石は本址の ものか、40号住居址の

ものが判断 し難いが、40居住居址、床面上にほぼ全体が出ていることから、当然ここの位置に置かれた も

のと考えられる。

―=73-―
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1)8号 住居址  (図 14,写 真 8)

本址は調査A区中央、やや西よりの調査区北際で検出された住居址であり、約 1/2が 調査区外へ延び

ている。本住居址は 3号住居址を隣接するように切 り、 4号住居址に東側を切 られている。確認できた長

さは6.5mを 計測 し、平面プランは長軸N80° Eを 指向する形を呈すと推定される。
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第1節 竪穴住居力L

埋土は 2層に分層され、上層は 4号住居址上層よりも黄褐色土を多 く合み、砂礫は少ない暗褐色土層で

あり、下層は多 くの黄褐色土粒と少量の砂礫を含む暗褐色土層である。

壁はほぼ垂直に掘 り込まれ、検出面より西壁で15cm、 南壁で23cmを 計測する。床は地山を床面とし、ほ

ぼ水平であるが、僅かに中央部が窪んでいる。周溝は南東部と南東隅から南・西壁際をめ ぐる半周を検出

し、幅は12～ 20ch、 深さは 8～ 12cmを 計測する。ピットは壁際のPl,2,4と 中央部やや南よりのP3

の 4ケ 検出 した。P3が 他のピットよりもやや大き目であり、Plの ピッ トが浅いが、いずれ とも柱穴 と

考えられる。カマ ドは 4号住居力Lに切られた為か、検出されなかった。

(市 川 隆 之 )

2)11号住居址  (図 20,写 真13・ 14)

本遺構は調査A地区の西部のうち北端に検出された。周辺には東 5mの ところに 3・ 4・ 8号住居力上、

南東10mに 13号住居址、南6.5mに 2号住居址、西10mに は12号住居址がある。また、 9号住居址に切ら
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第Ⅳ章 遺 構

れる10号住居址に貼床される重複関係にある。形状は東西 3m、 南北2.9mの隅丸方形を呈する。中軸の

示す方位はN8° Wで ある。埋没土は、自然堆積であり、 3層 に大別できる。下層のものは炭 。黄褐色土

粒を多 く含む暗褐色土層で、床面と東壁を覆う。この上に炭粒を多 く含む黒褐色土層が堆積 し、最上層の

ものは黄褐色粒 0塊 。炭粒を多 く合む暗褐色土で、10号 住居址を構築する際、貼床された部分である。壁

高は住居址上部を10号住居址に切られている為、東壁10cm、 西壁26cm、 南壁28cm、 北壁12cmを 測るに過ぎ

ない。壁ははぼ垂直に立ち上がる。床面は、カマ ド周辺をのぞき、砂礫質で軟弱であった。カマ ド周辺は

良好である。主柱穴は検出されなかった。南壁際 (P2)、 東南隅 (Pl)に それぞれ小 さなピットが検出

されている。カマ ドは、北壁中央部に設けられた、粘土カマ ドである。ほぼ完全な遺存状態で、主体部は

80× 92cmの規模が確認され、北壁上部に焼土が 2cmの厚さで認められる他、壁直下の床面上に炭粒をわず

かに含む暗黄褐色土層が 2～ 4cmあ り、その上に焼土粒 。塊 0炭粒の多 く含まれる 4～ 5cmの土層がのり、

さらにその上にも焼土塊が認められた。

(寺 嶋 仁 )

3)13号住居址  (図 21,写真15)

本址は、調査A地区中央やや南西に検出された竪穴住居址である。北東12mに 607号 住居址、北13m

に 3号住居址、西12mに 2014号 住居址、南16mに 17号住居址がある。西側には重複 したPitttP228～

238が 隣接する。本址は東壁を暗渠によって切 られ南側を土手により削り取られ破壊されている。現存部

分は全体の 1/2程 度であるが、プランは方形を呈すると考えられ、主軸方向はN90° Eを 指す。埋土は、

黄褐色土粒、炭粒を多 く含む黒褐色± 1層のみである。壁は残存部分の東壁、北壁ともに最高値は31cmを

測る。床面はほぼ平坦で堅 く良好である。周溝は北壁～東壁北側に検出され、幅10～ 14cm、 深さ 3～ 10cm

を測る。床面上にはピットが 1ケ 検出され、おそらく主柱穴 と思われる。カマ ドは暗渠により切 られてい

るらしく見られないが、床面東側には人頭大の石が14ケ 見られ、おそらくこの石は本址のカマ ド石であっ

たと考えられる。石の下よりは、40× 20cm、 厚さ 5cmの炭化材が検出された。

(篠 崎 健一郎 )

4)20号住居址  (図 22・ 23,写 真20)

本址は調査A区の東部中央やや東よりで検出された住居址であり、北北西約 5mに 28号住居址、北西約

4.4mlこ27号住居址、 南南西約 4 mOこ 25号住居址、 南約4.6mlこ 26号住居址、 南東イ●2.2mlこ 23号住居址

が位置する。平面プランは長軸 (東西)4.8m、 短軸 (南北)約4.2mを 計測する。少 し東西に長い長方

形を呈 し、主軸方向はN82° Eを指向する。本址は掘 り込みが浅 く、開田時の土手の構築の際、南 。西壁

の一部が削平されていた。埋土は単層で、黄褐色土粒を僅かに合む暗褐色土層である。壁は垂直に掘 り込

まれているが、東壁中央部で 7cm、 北壁中央部で10cm残存するのみ
・
である。床は地山を床面とし、カマ ド

付近が堅 く、周辺部が軟弱である。そして、床面はほぼ平坦であるが、中央部が僅かに窪んでいる。この

床面上では中央部JL壁よりにP4、 北西隅にPl、 西壁上でP2,P3が 検出された。 P4は掘 り方内に

礫が詰められており、P2,P3共 に主柱穴と考えられる。尚、床面中央部南壁脇の主柱穴が位置すると

思われる所に平石が検出された。Plは 、その形状及び、位置より柱穴とは考えに くく、貯蔵穴的な性格

のものと考えられる。これらのピットの他に、カマ ド焚口前庭で上部が貼り床されたピットが検出された。

このP5は長径118cm、 短径88cmの 垂直に掘 り込まれた楕円形のピッ トであるが、遺物を伴なわず、性格

-76-
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13住付近 P
l層  黒色土

H層 黒褐色土(炭 粒わずか,砂礫多Jitに 含む )

II'層  黒褐色土(炭 粒わずかに含む )

‖l層  黒褐色土 (賞 褐色粒多く含む )

11・ 層 黒掲色土(賞 褐色粒少flt含 む )

lr層  黒褐色土(資 褐色粒・炭粒多く含む,焼土粒含む)

Ⅳ層 暗褐色土(寅 褐色土粒を多く含む)

Ⅳ
.層
 口

=褐
色上 (賞褐色上粒わずか,砂礫多く含む)

V層  暗責褐色土(炭粒わずか。明責褐色土粒を多く含む)
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◎
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図21 15号住居址 (1:80)

及び、その時期については不明である。カマ ドは東壁中央部で、壁を60cm程、突出させて構築している。

主体部はその規模116× 11lcmを 計測 し、袖石を立てて構築する石組粘土カマ ドである。本址のものは一

部の袖石を除き、人為的に石が運びさられたと推定 され、大半は石の抜痕の小 ピットが残存するのみであ
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20住 カマ ド
I層 暗褐色上〈炭粒・白責色枯土粒 焼土粒を

わずかに含む)

H層 暗褐色土 (白責色粘土粒を多く含む)

Ⅲ層 明褐色土 (焼土粒・白賞色粘土粒を多く含む )

Ⅳ層 赤褐色上 (炭 をわずかに含む,焼土 )

V層  13褐 色土〈賞褐色砂粒をわずかに含む)

図23 20号 住居址カマ ド (1:40)
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る。火床は少し掘 り窪められたもの

で、2 cm前後、炭化物を僅かに合

む焼土層が形成されていた。この焼

土層の上には白黄色粘土粒、焼土粒

を多 く混入する明褐色土層、自黄色

粘土粒を多 く混入する暗褐色土層が

のっている。煙道は検出されなかっ

た。     (市  川 隆 之)
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図22 20号住居址
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第1節 竪穴住居址

5)21号 住居址  (図 24025。 26 写真21)

本址は調査A地区東北端で黄褐色砂土上に検出された竪穴住居址で、北約 1/4は 発掘区外に有 り未発

掘である。西23mに は22035039044。 46・ 51号 住居址の一群、南10mに は27028・ 29号住居址の一群が

ある。プランは、東西6.15mで 、南北は、北側の一部が未発掘であるのではっきりしないが東西と同様な

方形を呈すると考えられ、主軸方向は、N82° Eを 指向する。埋土は 2分層され、埋土中、北側には幅60

cm、 長さ4mの 暗渠が掘 り込んでいる。全面に、砂礫を多 く合み、炭粒、黄褐色土粒をわずかに含む暗褐

色土が覆い、壁際には黄褐色土粒を多 く含む暗褐色土が堆積 してお り、自然堆積を示す。壁はほぼ垂直に

掘 り込まれ、東壁19cm、 南壁llcm、 西壁15cmを 測る。床面はほぼ平坦で、カマ ド～中央部周辺、及び西壁

中央は堅 く良好であるが、カマ ド北側、西壁中央部分を除 く、西壁、南壁際は、やや軟弱である。周溝検

出されなかった。ピットは西壁中央70～ 100cm前 で 2ケ (P102)、 東壁際カマ ド横で 2ケ (P3,4)検出さ

れた。また、ピットではないが主柱穴のある位置に平な面を上にして扁平な石が 4ケ 、西壁中央80cm前に

lmの間隔でやや小さめな扁平の石が平な面を上に して 2ケ 、床面直上に置かれたと思われる状態で検出

された。検出された 4ケ のピットはすべて柱穴 と考えられるが、主柱穴とは断定されない。おそらく主柱

穴の位置と思われる所にある 4ケ の扁平な石が礎石的な用途で、主柱が立てられていたと考えられる。 4

ケの下の下からは何の施設も検出されなかった。また検出されたピットは、それを支える支柱と推定され

る。また西壁中央部に並んだやや小 さめの扁平な石は、石の間の床面が、他の壁際の床面の状態に位べて

堅く良好であったことから、この 2ケ の石 も礎石的な目的で出入口部を造っていたと考えられる。北側の

3

キ11.競

Δ

:1_11+
▲
′
.""

( )醜  単flrm

④

Ｑ
３
言

０

１
言

2: 住
I層
H層
Ⅲ層

哺褐色土 (耕作J=)

暗褐色土(砂映を多く,賞褐色土粒・炭粒をわずかに含む )

睛褐色土(責褐色上粒を多く含む )

図24 21号住居址 (1:80)
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第Ⅳ章 遺 構

石の西隣からは石にやや

懸 って柱穴Plが検出 さ

れた。カマ ドと南東の扁

平な石の間には、 4ケ の

礫が、平な面を上にして

列石状 に並べ られてい

た。この列石状の遺構の

性格はは っき りと しな

い。カマ ドは、東壁ほぼ

中央に位置 し、主体部は

140× 98cmの 規模 を有

す、石組み粘土カマ ドで

ある。主軸方向はN89°

Eを 向 く東壁中央部に内

側に張り出す、84× 60cm

の張 り出部を造 り出し、

その前に不整方形の掘 り

込みを掘 り、石を並ベカ

マ ドを構築しており、主

体部は、東壁際にはな

く、張 り出し部の長さ分 (60cm)内 側に

入 っている。張 り出部は煙道が予想され

たので断ち割って見たが、黄褐色砂土の

地山のみで、地山を造 り出し、煙道は、

張 り出 し上に作 られていたと考えられ

る。カマ ド石は掘 り込み前に散乱 してお

り、粘土はカマ ド上に潰れた状態で上部

を覆っている。以上のことから、カマ ド

焚口部分附近に石 と粘土を用いて、後の

部分は、粘土のみを使用した石組み粘土

カマ ドであったと考えられる。また、石

がカマ ド前に散乱 していることから、住

居廃絶時に壊 し、一部の石を持ち去った

と推定される。カマ ドの掘 り込みは深さ

14cmを測り、火床には、10cmの厚さで焼

土が堆積している。煙道施設は検出され

なかった。

21住カマ ド
I層 略褐色土(炭 粒・ III賞 褐色帖土粒・白賞褐色帖上粒 )

H層 暗責褐色粘土 (晴 褐色土を多く含む )

11層  賞褐色土焼土(白 賞色帖土を多く含む )

Ⅳ層 赤褐色焼土・責褐色焼土を含む,嗜褐色J,(炭粒を多く含む )

V層  赤褐色焼土 (炭 粒を多く含む )

Ⅵ層 晴賞褐色土(砂質 )

図25 21号住居址カマ ド (1:40)

図26 21号住居址扁平石出土状況 (1:40)
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第1節 竪穴住居址

6)31号住居址  (図 27・ 28,写 真31032)

本遺構は調査A地区南東隅寄 りの南端に発見された竪穴住居 llLで ある。本址は西隣 りの32号住居址に北

西隅と西壁の北半分を切 られるとい う重複関係にある他、2.5m程北側には19025026号 住居址の一群が

位置する。主軸をN87° Eに 向け、規模は南北 (長軸)3.8m、 東西 (短軸)3.8mの ほぼ方形を呈する

プランで長軸方向はN3° Wで ある。埋土は黒褐色土で、黄褐色土粒 を多 く含む下層 (厚 さ 8cm程)と 、

わずかに合む上層 (厚 さ12cm程)と に分けられる。また埋土中には礫が多量に混入 してお り、散布範囲は

北 0東壁から中央部にかけて広が り、南 0西壁際には稀薄で、特に中央部が密であった。この埋土は自然

堆積と思われる。東壁18cm、 西壁2∝m、 南壁17cm、 北壁20cmが残存 していて、ほぼ壁は垂直に立ち上がる。

床面はカマ ド周辺では堅 くしまっていたが、湧水が多かった為に全体的な状態をとらえることはできなかっ

た。周構・ ピット等の施設は検出されていない。カマ ドは東壁中央に、主体部1.1× 0.9mの 規模 で石組

み粘土カマ ドが構築されている。床面を掘 り込んで礫を敷いてあ り、その上に袖石 と思われる石が折 り重

なるように倒れていた。この中には天丼石 と思われるもの も含まれてお り、前述 した多量の礫のうち、カ

マ ド周辺の ものについては天丼石が紛れ込んでいる可能性 もある。カマ ド内の埋土は上 0下 の 2層 で、と

もに黒褐色土であるが、下層のものには自黄褐色土粒 0塊が多 く、炭 0焼土粒が極微量含まれ、上層の も

のには黄褐色土 。炭粒がわずかに含まれている。また、断面図には、図示 しなかったが、カマ ド精査時に

薄い堆積であったが多量の炭化物を敷石上で検出した。焚口及び火床に敷石をもつ ものはあまり知られず、

この様なカマ ドの例は市内借馬遺跡 103号 住居址に も見 られる。

(山 岸 洋 一 )

3:。 32住

|| |∫ [:||∫[:lli〔::illiむ
)                 m

図 27 31・ 32号住居址
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図28 31号住居址 カマ ド (1:40)

7)48号 住居址  (図 29,写真38044)

本址は調査A地区北側の張 り出した部分の西端寄 りに検出された住居址である。54号住居址に南西部分

を掘 り込まれる重複関係がある他、東に22cm間隔を置いて54号 を貼床する41号住居址、50cm北 に49号住居

址、50cm程南に43号住居址を貼床する40号住居址が密集する。長軸方向 N68° E、 規模は東西 (長軸)5.

2m、 南北 (短軸)5.Omの隅丸方形のプランである。埋土は砂礫が多 く、黄褐色土粒を多 く、炭粒をわ

ずかに合む黒褐色土の 1層 のみが認められ、おそらく自然堆積 したのであろう。東壁 16cm、 西壁 10cm、 南

壁Hcm、 北壁31cmの高さで、ほぼ垂直に立ち上がる。全体的に床面は堅い傾向にあったが、特に中央は良

好な状態であった。周溝は検出されなかったが、ピットは 6ケ確認され、このうち深さ22cmの P2,12cm

のP4・ 5、 10cmの P6は柱穴と考えられるが配列等に問題があり、ここで主柱穴を決定するのは避けた

い。Pl(深 さ8cm)、 P3(4cm)は 補助柱穴的な性格が考えられるが、南東隅が失われて全体像がと

らえられないので、断定できるものではない。カマ ドは、おそらく54号住居址に掘 り込まれ失われた東壁

にあった ものと思われる。

(山 岸 洋 一 )

8)50号 住居llL (図 30031,写 真38045)

本遺構は調査A地区北側の張り出し部分のほぼ中央部やや東寄 りの地点に検出された。41号住居址 。53

号住居址にそれぞれ北西 。南西隅のほんの一部を切られる重複関係にある。この他、 lmぁ まり東に15号

住居址、西2.5mに は41号住居址に部られる54号住居址、40041号住居址などがある。長軸方向N5° W、

南北 (長軸)3.7× 東西 (短軸)3.6mの規模の方形を呈し々主軸はN8° Wに向ける。住居址内埋土は

ほぼ 3層 に分けられており、カマ ド付近の北壁際に黄褐色砂粒をわずかに含む黒色土が見られる以外は、

黒褐色土の自然堆積によって埋め尽されていり。この黒褐色土は炭粒をわずかに合む下層と、礫を多 く含
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54住 カマ ド
工:":∴

γv

1層 鼻織量姜賠
組粒を多く含0

111層  鳳褐色土 (炭粒・砂粒多く。焼土拉をわずかに含む)

4:住内 P・ カマ ド

I層 黒褐色土 (炭粒・塊を多く含む)

H層 黒褐色土 (炭粒・責褐色土粒をわずかに含む )

Ⅲ層 嗜褐色土(砂粒を多く。炭粒をわずかに含む)

Ⅳ層 黒褐色土(砂礫・炭化物を多く含む)

V層  黒褐色土〈炭化物を多く,jt褐色土をわずかに含む )

Ⅵ層 爪褐色土(砂礫・賞褐色土・炭化物を多く含む)

Ⅶ層 黒褐色土 (炭粒・焼土粒を多く含む )

Ⅷ層 赤褐色土(焼土 )

Ⅸ層 鳳褐色土 (炭粒を多〈.焼土tiを わずかに含む,砂粒多し)

54住内 P・ カマ ド

|| ||∫:瀾ilililll[:[[il「
ill

V層  晴褐色土 (貴褐色土粒わずかに含む )

Ⅵ層 暗赤褐色土(明赤褐色上をわずかに含む,焼土 )

艦層 母総と圭1要総2圭避:農通省:享ふ|こ客詈Fし
)

警用 機黛E圭渡理:士撃ふ僣暮暮夕革奪魔望し)
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o             2m

50住 カマ ド
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50 住
I層  黒褐色土(賞 褐色土粒・賞褐色砂粒を多く含む)

H層 黒褐色土 (寅 褐色土粒・賞褐色砂粒を多く,炭粒をわずかに
含むやや嗜18色的 )

m層 黒色土(黄褐色砂粒をわすかに含む,漆黒色)

Ⅳ層 白安色粘土(黒褐色土をわずかに含む )

V層 黒褐色土 (白賞色枯土粒.炭粒をわずかに含む )

Ⅵ層 暗褐色土(礫・賞褐色砂を多く含む)

Ⅶ層 黒褐色土 (寅褐色土粒を多く含む )

Vlll層 資褐色砂層(地山)

腺 ヾビ I Pl P・3

蜘 X鰤 65X36 76× 64 32X∞ 31Xる
“

X38 27Xる 35X30 36X8

深   さ
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第 1節 竪穴住居址

む止1層 とにさらに分けられる。壁は東壁30cm、 西壁20cm、 南壁 8cm、 JL壁 40cmの高さがあり'tF側 の残存

状態が悪 く、礫が少々露出しているところもある。床面 も周辺部は礫が出ており、中央部のみが堅 くしまっ

て良好であった。周溝は西側に一部検出されたのみで、しか も北西隅近 くに長さ80cm、 深さ 6cm程度の規

模であった。 ピットは12ケ検出されたが、主柱穴 と考えられるP3,7,8,12以 外は小 さな ものや浅い

ものが多 く、主柱穴と思われるピットのまわりに集中 していて、補助柱穴的性格が与えられるぶきだろう

か。Plは P12の掘 りかたとみる向きもあるが、やや大きすぎる感があり、性格は良 くわからない。北壁

ほぼ中央にカマ ドの痕跡があり、この右側に石組みの石材 と思われる礫群がみられる。カマ ド内の底面上

には焼土・ 炭粒を含む土層があって、使用が認められる。袖部には粘土の堆積があって、石組み粘土カマ

ドが想定できる。なお、カマ ド右横の礫群は、流された ものとは考え難 く、人為的に積 まれたと考えるの

が妥当と思われる。

(篠 崎 健一郎 )

9)51号住居址  (図 9,写 真34045)

本llLは 調査A地区中央やや東寄 りに検出された 6軒 (22035039044046051号住居址)の重複 した住

居址群中の北側に検出された竪穴住居址で、北半分は発掘区外で未発掘である。南側 2/3は 39号住居址

を切 り、貼床 している。プランは北半分未発掘であるが、一辺 5。 8mの 方形を呈すると思われる。主軸方

向はN87° Eを指向する。埋土は、 2分層され、床面上には黄褐色土粒を多 く合み、炭粒 をわずかに合む

黒褐色土が覆い、その上層には黄褐色土粒、炭粒をわずかに、砂礫を微量に合む黒褐色土が堆積 しており、

自然堆積を示す。壁は、ほぼ垂直に掘 り込まれ、壁高部で、東壁37cm、 西壁34cm、 南壁20cmを測る。床面

は、褐色砂礫土層まで掘 り下げ、その上面に明黄褐色土塊、粒を混入した暗褐色土を埋め戻 し全面に貼床

してお り、全体的に堅 く良好な床面である。床面、掘 り方は中央部に向ってやや傾斜を もち、所々に凹凸

が見られ、 5～ 10cm埋め戻 している。周溝は東壁カマ ド南側～南壁東端に見られ、幅12～ 20cm、 深さ 3～

6cmを測る。ピットは床面上から掘 られたPl～ 7と 貼床されたP8～ P15の計15ケ が検出された。床面

上から掘 られているPl,2,4,5,16は 柱穴でPl,P2が 位置等から主柱穴 と考えられる。 P2,

4は おそらく支柱穴 と考えられる。 P16は Plの柱の建て替え前の ものか、Plの補助的な柱穴 と予想 さ

れる。P6は さほど大 きくなくP2に 隣接 してお り、Plの掘 り方 と考えられる。 P7は 100× 60と 大 き

く、貯蔵穴的な用途と推定される。 P3は中央部に位置 し、掘 り込みはタライ状を示す。他に貼床下に床

下 ピット (床下土墳)が 8ケ検出された。 P12を 除いた 7ケ のピットは確実に貼床面上から掘 り込みが見

られ貼床を掘 り込み再度貼床 した ものである。 P9,P8,P12で 最 も新 しい ものはP8で ある。 P10,

Hで は P10が新 しい。 P llに は、焼土粒をわずかに含む層が、 P13に は10ケ 余 りの礫が埋土に見 ら
'れ

た。

形状は、P9,10が楕円形、P8,13,14,15は ほぼ円形、 P10は 、円形に近い不整形、P2は溝状の不

整形を呈する。カマ ドは東壁ほぼ中央に位置すると考えられ、粘土カマ ドで長さ95cm、 を測 り、中央部～

右袖の 1/2部 分が検出された。主軸方向はN87° Eを指向する。右袖は、10cmの 高さで残存 し、芯部を

粘質の暗褐色土で固め、その上に黄褐色粘土を覆い被せている。火床は床面より10cm掘 り込 まれている。

天丼部粘土はカマ ド内に潰れ落ち、火床には 7cmの焼土が堆積 している。煙道は緩傾斜で50cm外 まで延び

て検出された。

-85-―
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第Ⅳ章 遺 構

10)55号 住居址  (図 33,写 真41046)

本遺構は調査A地区中央部やや北寄 りに検出された竪穴住居址で、北壁と東壁の一部とその直下の床面

の一部を除 く大半の部分を52号住居址に掘 り込まれ失われるとい う重複関係にある。西には隣接 して45。

47号住居址がある他、 103号 建物址がさらに西に位置する。南側 4m付近には37・ 38号住居址、東 3m

のところには22・ 35。 39044046・ 51号住居址の一群、北 5m程のところには15040。 41・ 43048050。

53号住居址などの一群がそれぞれ位置する。平面プランは前記 したように住居址の大半を52号住居址構築

の際失われていて、判然 としないが、おそらく東西 (長 軸)4.4m、 南北 (短軸 )4。 lm程のほぼ方形を

呈すると思われる。埋土は 1層 としてとらえられており、黄褐色土粒を多 く含む黒褐色土層であった。壁

はやや傾斜 して立ち上がるがほぼ垂直とみてよいだろう。高さは東壁で28cm、 北壁で38cmを 測る。床面は

やや軟弱である。その他、周溝、ピット、ヵマ ド等の諸施設は住居址の全貌を推測することはできないが、

残された遺構からは認められなかった。

(山  岸 洋 一 )

11)75号 住居址  (図 32・ 34,写 真61)

本址は調査 B地区の南寄 り中央部より検出された遺構である。単独で検出され、付近には北西に66号住

居址、西に69。 78号住居址、南に72・ 73074号住居址、東に68号住居址がある地点に位置する。東西 (短

軸)、 南北 (長軸)と もにほぼ 3.4mの方形で、長軸はNO° を向 く。主軸方向は N90・ Eで ある。埋土

・は 2層に分けられ、床面と、北 。東壁を風化安山岩粒を多 く含む黒褐色土が覆い、その上に風化安山岩 。

炭粒を含む黒褐色土が重なる。なお、黄褐色土粒が下層で多 く、上層でわずかに含まれてい りのが認めら

れた。また、住居址が掘 り込まれている地山は風化安山岩を含んでいる。ほぼ垂直に立ち上がる壁は東で

□   ④

直立したまま検出された他、天

井石 5が カマ ド内へ落ち込んで
75 住

いた。また、カマドの石組みに 1層

+11_器

ざ3011口

"

°
                         II

曇織言圭1量指婁出喜薔馨サt姜福習里急昔多ヤ暮暮F含
む)                m

20cm、 醗 m、 南17cm、 1レcm

の高さを測 り、床面はカマ ド周

辺の固くしまっていた部分を除

いて、他はやや軟弱であった。

ピット、周溝等の施設は認めら

れなかった。カマ ドの施設は東

壁のほぼ中央に設け られてお

り、両側の袖石 6が旧状を保ち

使われたと思われる石材が、カ

マ ドゴL丹務に10ほ どかたまってい

た。焚日付近から住居址中央部

にかけても10ケ ほど礫が散乱し

てお り、この礫は、ほとんどカマ

ド石 と別のものと考えられる。

カマ ド内部の埋土は底面に炭 0

pit L

線
P: P2 P3

(鍮 X帥 41X38 55× 49

深   さ あ

図32 75号 住居址 (1:80)
2住 単ftrm 4rl。 471,  ( )内 推こ

`lll優

in ■:床下P、

(14rD)x(η ) (liセ )Xくだり)

昴

嫌 贅1)6 や 7 IP8 姜P9 ■P:: 姜P:3
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第Ⅳ章 遺 構

焼土粒を多 く含む黒褐色土

(厚さ5cm)、 白黄色粘土

粒・ 塊を多 くt炭粒をわず

かに含む暗褐色土がその上

に堆積 していた。また、風

化安山岩粒は下層に多 く、

上層にはわずかに含まれて

いた。このカマ ドには1.0

×0.8mの平面楕円形 、深

さ8cm程の掘 り込みがみら

れ、40cm程外へ張り出す。

張 り出 し部には支脚石が直

立 したまま残っていた他、

底面より5cm程浮いたとこ

ろから数個体の須恵器不な

どが出土 している。そ し

て、付随するように左右一

対の小 ピッ ト (深 さ 7cm

程)が壁際に認められた。

なお、カマ ド主体部は掘 り

込み、張 り出し部を含めた

1.0× 1.Omの 規模である。

(山 岸 洋 一)

,5住 カマ ド
I層  嗜褐色土(白 黄色粘土L・ 塊を多く,炭粒・

風化安山岩粒をわずかに含む)

H層 黒褐色土 (炭粒・焼土粒・風化安山岩粒 多く

０

ご

さ                    ごllt"ぃ

H

O             m

図34 75号 住居址カマ ド (1:40)

第 Ⅳ 期

1) 10fテ t主 月]t止    (図 20035 , 1妻 5隷 13・ 14)

‐
本址は調査A地区西側の北端に検出された竪穴住居址で、 9号住居址に切 られ、11号住居址を切るとい

う重複関係にある以外は、やや離れるが、 5m程東に 304号 住居址、10m南東には 13号住居址、6.5

m南には 2号住居址、10m西には 12号住居址などが位置する。形状のうち、東西は、 9号住居址に切 ら

れている為、不明であるが、南北4.lmの 隅丸方形を呈とすると思われる。主軸の示す方位は、N88° E

である。埋没土は、自然堆積であり、 2層 に大別でき、下層は炭 。黄褐色土粒をわずかに含む暗褐色土層

で、上層はほとんどが 9号住居址によって掘 り込まれ、カマ ド上に残るのみであるが、黄褐色土粒をわず

かに、砂礫を含む黒褐色土でやや暗褐色的な色調であった。壁高は、東壁18cmで あり、西 。南 0北壁は不

明である。北壁から東壁にかけて、深さ7cmを有する壁溝が検出されている。床面は、11号住居址を貼床

している床面のみ、良好で、周辺部分は砂礫質である。カマ ド前面は、粘土が少量貼ってあった。主柱穴

は検出されず、ピットも検出できなかった。カマ ドは、東壁中央部に設けられた、石組粘土カマ ドである。

-88-



粘土部は、石組
~F部

に残存するのみ

であったが、石組の遺存状態はよ

く、僅かに天丼石が持ち去られたの

みで、両袖石はほぼ完全な状態で遺

存 していた。主体部の規模は105×

95cmで 、掘り込みも認められ、この

底面上に6～ 8cmの 焼土層があり、

その上部の暗褐色土層にも焼土 。炭

粒が多 く含まれていた。

(寺 嶋   仁 )

2)14号 住居址

(図 36・ 37,写真16)

調査A地区中央部から西

へ寄った地点に検出された

竪穴住居址である。溝状遺

構3と 重複関係 (新旧は関

係は開田時の土手構築時に

削られてお り、明確でな

い)に ある他、この溝状遺

構 3を切る2号住居址が 2

m程北に、少々離れるが

10住カマ ド
I層  黒褐色土(炭 粒・焼土粒・白賞褐色粘土粒を

わずかに含む)

H層  自責褐色llJ土 (熱 褐色土粒を多く含む)

‖:層  嗜褐色土(焼上粒・炭粒を多く含む )

Ⅳ層 喘赤褐色土(焼土粒・塊,炭粒を多く含む)

V層  熟褐色土 (白黄色枯土粒を多く含む)

― 一

図 35 10号 住 居 址 力 7ヽド (1 :40)

第 1節 竪穴住居址

図36 14号 住居址 (1:80)

―-89-―
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第Ⅳ章 遺 構

6.5m北 東に13号住居址、5.5m程南東に

17号住居址、3.5m北西に16号住居址が、

位置する。主軸方向N90'E、 規模は東西

(長軸)4.5× 南北 (短軸)4.2mの 隅丸

方形プランとなり、長軸方向は主軸と一致

する。埋土は炭粒を多 く、黄褐色土粒をわ

ずかに合む黒褐色土で自然堆積 ど思われ

る。また上部が削平されている為に、掘 り

込み面が削られて壁高は低 く、東壁 8cm、

西壁14cm、 南盤 3cm、 北壁 4cmを測る。

床面はほぼ全面にわたって堅 くよ くし

まって良好な状態であった。周溝はなく、

ピットは 5ケ検出されてお り、この うちP

l,2,3が 主柱穴と考えられ、それぞれ

壁際にあPて 、典型的な三角形の配列を示

す。P4は補助柱穴 と考えられ、カマ ド左

横のP5は内部から土器の出土があり、貯

蔵穴と思われる。カマ ドは東壁中央よりや

や南側に設けられてお り、石組みの袖石は

カマ ドのまわりに倒れるように遺存 してお

り、天丼石 と思われるものはカマ ド前面に

並ぶように散舌Lし ている。カマ ドの断面に

は袖部に自黄色 0褐色粘土粒を多量に含む

暗褐色土層の堆積が見られ、石組み粘土カ

マ ドを呈する。カマ ド内には深さ6cmの掘

14住 カマ ド

I層 暗褐色土(白賞色粘土粒・褐色粘土粒を含む,

炭粒・焼土粒をわずかに含む )

H層 嗜褐色土 (焼 土粒・炭粒を多く, 自寅色粘土粒

をわすかに含む)

Ⅲ層 暗赤褐色土(炭粒をわずかに含む,焼土)

Ⅳ層 暗褐色土(白寅色粘土粒・褐色粘土粒を多く含
む)

V層 暗褐色土(白安色粘土粒・褐色粘土粒をわずか
に含む)

」

薔

３
３

0_____…
……～――――――…ユ

m

図37 14号住居址カマ ド (1:40)

り込みがあり、底面には、炭粒を含む焼土層が 6cmの厚さをもって堆積 していて、さらにその上にも炭 。

焼土粒を含む層がある。また、カマ ド内部からは土器片が多量に出土 した。なお、カマ ドの左右には対称

の位置に礫が並んでいるが、これが何を意味するのか不明である。

(篠 崎 健一郎 )

3)17号 住居址  (図 38,写 真18)

本址は調査A地区中央やや西寄 り南側でカマ ド及びピット、床面が検出された竪穴住居址である。西15

mに 16号住居址、北東1l mに 14号住居址、北15mに 13号住居址がある。プランは、壁がないのではっきり

しないが床面で想定すると、4.5m程度の方形を呈すると考えられ、主軸方向は、N60° Eを 示す。壁は

開田時に削 り取られて しまったらしく見られない。床面はやや西側に向かって傾斜をもち、カマ ド及びP

it周辺がやや堅いのみで、総 じて軟弱である。周溝は見られない。床面よリピットが 4ケ検出された。P

3は 位置か ら考えて主柱穴 と考えられる。P2は 柱穴状であるが主柱穴かどうかは不明である。Plは須

恵器杯、黒色土器杯等の土器が多 く出土 してお り、カマ ド横の貯蔵的性格のビットと思われる。P4は貼

●r輌
′目

―-90-



第1節 竪穴住居址

床が見られず、黄褐色土を多 く含む暗褐色土のみの土層であったがおそらく、大きさ、位置、同時期の遺

物が出土 したこと等より床下 ピット的性格のものと思われる。カマ ドは東壁中央やや南寄 り位置する。焼

土の入った100× 94cm、 深さ16cmの ほぼ円形の掘 り込みが検出されたのみであるが、掘 り込み中に自色粘

土ブロックが見られること、石を立てた痕跡が見られないこと、Pl内にカマ ドより崩れ落ちたと思われ

る自色粘土ブロックが見られること等から想定すると粘土カマ ドであったと考えられる。

(島 田 哲 男 )

17住カマ ド
I層 暗褐C土 (炭粒・焼土粒をわずかに含む )

H層 黄赤褐色土(晴 褐色土,炭粒をわずかに含む。焼土 )

Ⅲ層 E書赤褐色土(炭粒を多く含む,焼土 )

Ⅳ層 B音褐色上 (焼土粒・炭粒・寅褐色土粒を多く含む )

V層  白色粘土プロック

「
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イ
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／

④
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Ｓ

｀
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Ξ 》

、

ヽ
」

ク

rl(む m

Ｐ‐
　

Ｈ

:7住内P
I層 暗褐色土(焼 上位・塊.炭粒を多く含む,粘質 )

H層 晴褐色土 (炭粒を多く,焼土粒・黄褐色土粒をわずかに含む,粘質)

m層 晴褐色土 (責褐色土粒を多く,焼土粒・炭粒・白責褐色帖土粒をわずか :

に含む,砂質 )

Ⅳ層 晴賞褐色
=(炭

拉をわずかに含む,砂質)

V層  黒褐色土(責褐色土r■・炭粒をわずかに含む)

17号 住居址

-91-
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23住 P

―23住内P
I層 晴褐色土

I'層  嗜褐色土(黄 褐色土粒を多く含む)

H層 ハ褐色土

23住 カマ ド
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明褐色土
0賞褐色土粒・IJL,焼土粒を多く,黒褐色土粒・炭粒をわ

すかに含む

②賞褐色土粒 焼土粒を多く含む,①よりやや赤い
③熟褐色土r■・炭粒・焼土粒を多く含む
口者赤褐色11(■褐色土粒・黒褐色土粒・焼土粒を多く含む
白賞褐色格土 (暗褐色土わすかに含む
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Ｉ①I層  嗜黄褐色粘土 (黒褐色土粒含む )

II層  自寅褐色t3土

Ⅲ層 赤褐色土 (口i褐 色土含む,粘土が焼けゴロゴロした層 )

Ⅳ層 赤褐色土(焼土 )

V鳳  暗褐色土(I層・Ⅳ層粒を含む)

Ⅵ層 嗜黄褐色土(明 責褐色土・暗黄褐色土lll含む,やわらかい )

24住内P
I層

6婁億き土粒をわずかに 炭粒・焼土粒を多く含む

§桑i:li甘含l:鴛 |夕 :た讐讐
床

§曇1:il:':i〔 ::Iぶ 1根藻鼎
§曇::圭[驚菫:lil:;1:各ずかli含む

H層 暗褐色上

①安褐色上粒・炭IIIを 多く含む

§曇1:11:そlitり :F‖‖:[;1,111を
ゎ

ず力1こ 含む
⑦明資褐色土粒・塊を多く,炭粒わずかに含む
⑥黄褐色上粒・炭粒・焼土粒を多く含む
⑨明責褐色土tt・ 塊を多く,炭粒をわずかに含む

①武褐色上粒をわずかに含む

①黄褐色土粒をわずかに,炭事t・ 焼土粒を多く含む
⑫責褐色上粒・焼土粒を多く含む
①責褐色土粒多くit入

①IVlttltS色 Jギ :・ 塊を多く含む
〇

"l織
褐色土||わずかに含む,かたい貼床

‖l層  B,世褐色土

① ulil卜:色 土ホ立をわずかに含む,かたい貼床
つ黒IAl色土tt・ 炭春11を わずかに含む.かたい床|“

①りl資 N色 Jitl・ ‖辛褐色J:塊を多く,炭11を わずかに含む
①叫職 褐色ttι・熱褐色Jttと を多く含む,かたい貼′ヽ
∩ I｀ 褐色■1す こを多く含む,かたいpll床

⑥黙禍色土tilを わずかに,炭粒を多く含む
0り l武 褐色Jl泣をわずかに含む

忠‖熱世十1り ::農乱舞午禁た:懲↑ヵttt V層
1,ltN色 上ホt・ 炭1立 多く,む

Ⅳ層 黄褐色土

①熟褐色土粒・焼土粒を多く,炭粒をわずかに含む
②熱褐色土粒を含む                Ⅵ層
③■ヽ褐色上位・炭粒を多く含む            Ⅶ層

Z住

H⑪

I③

―
I Cl

I③ Ⅲ⑦ Ⅳ①

六 枷
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第 1節 竪穴住居址

4)24号 住居址  (図 3904 ,写 真 23・ 24。 25)

本址は調査A地区、東側中央やや南寄 りの北～南への緩傾斜で検出された竪穴住居址である。西側を23

号住居址に切 り込まれ、南側東寄 りには P389が掘 られている。西側には、19,20,25,26,30,31,32

号住居址の一群がある。黄褐色土層を掘 り込んでお り、西側は23号住居址に掘 り込まれ、南壁は、緩斜面

に掘 られている為か検出されず、はっきりとしないが、東西4.9m、 南北56mの 隅丸方形 を呈 し主軸方

向はN83・ Eを指す。本址は東側を拡張 してお リカマ ドも造 り変えてお り、カマ ドの南西隣には旧カマ ド

が検出され、旧住居址は、東西4.4m、 南北5.6mの 隅丸長方形を呈 したと思われる。埋土は、炭粒 をわ

ずかに、黄褐色土を多 く含む黒褐色土の単層である。住居址内北東部に集中 して、5～20cmの礫の散布が、

床面上及び床面より10cm浮 き見られたが自然的要因か、人為的要因かは、はっきりしなかった。カマ ドの

周囲に散布する礫はカマ ド石に使用 したと思われるものがほとんどである。壁はほぼ垂直に掘 り込まれ、

東壁28cm、 北壁26cmを測る。床面は全体的に竪 く良好である。新住居址と旧住居址の床面は同 じレベ/L/で

あったと考えられる。周溝等の施設は検出されなかった。ピットは床面上に検出されたPl,P4,P27,

23号住居址に上部を削 り取られた P17 P20、 床面下に検出されたP2,P3,P5～ P16,P18 P19,

P21,P22,P24～ 26,P28の 27ケ が検出された。P4,17,20 27は規模、位置等から方形に並ぶ 4本

柱穴と考えられる。柱穴は他には見られず、おそらく拡張前及び拡張後 も主柱穴は変更されず、同 じ位置

のままであったか、旧住

居址のものは新住居址の

床下のピットを掘った際

に削 り取られてしまった

と推定される (旧 住居力L

の支柱穴と思われるもの

は残っている。 )。 Pl

は遺物が多 く内部に見ら

れ、規模 も大きく、カマ

ド横にあることから貯蔵

穴と考えられる。床面下

に検出された22ケ のピッ

トのうち、P8,10,15,

25は規模等より旧住居址

の支柱穴と考えられ、P

3,12は旧住居址の貯蔵

穴と考えられる。P3は

Plと 新カマ ドとの位置

関係 と同じく旧カマ ドの

北隣に有 り、拡張時埋め

られ、東へずらしてPl

が掘 り直されたと考えら

I層  暗褐色土(黄褐色土多く含む,かたい貼床 )

H層  熟色土(炭多く含む)

Ⅲ層 白黄褐色粘上 (|=褐 色土わすかに含む )

Ⅳ層 赤渦色土(炭粒・暗褐色上粒わずかに含む・ 焼土 )

Vtt ni褐 色土 (炭粒・焼」1粒わずかに含む)

V.層  暗褐色土 (炭粒多く,焼土粒わずかに含む)

Ⅵ層 嗜褐色土 (白賞褐色土粒多く含む )

Ⅵ
.層
 暗褐色土(炭 f」|・ 焼土粒・白賞褐色土粒わずかに含む ,

Ⅶ層 暗褐色上 (焼土粒・塊多く含む )

Ⅷ層 嗜褐色上(明黄褐色上粒・塊多く含む)

Ⅸ層 暗褐色土(炭粒・黄褐色土粒わずかに含む)

dt""

図40 24号 住居址 カマ

ー93-

ド (1:40)



第Ⅳ章 遺 構

れる。 P llは 上部北側2/3に貼床が見 られたが、壁側が袋状になっていること等から考えて新住居 llLの

貯蔵穴と推定される。他の床面下の ピットは何の為のものかは、はっきりしないが、所謂「 床下土墳」と

呼ばれるものであろう。これらが新住居 llL、 旧住居址 どれがどちらに付随 して構築されたかは、はっきり

しないが、ピット間の切 り合い関係により、前後関係が区別される。床下 ピットの埋土は、まちまちであ

るが、黒褐色土、暗褐色土、暗黄褐色土、明褐色土に大別され、含有物の違いによって細分される。合有

物には炭粒、焼土塊粒、前記大別上の粒子がある。また、礫を含むものも見られ、約半数には遺物 (破片

及び半完形)の合有が見 られた。これらの床下 ピットはすべて、埋土は自然堆積のものは観察されず、す

べて掘 り込まれた後に埋められ、新たに貼床されてお り、新、旧住居址使用時に掘 られ、埋められたと考

えられる。カマ ドは、新カマ ドが東壁中央やや北寄 りに位置 し、120× 110cmの規模 をもつ石組み粘土カ

マ ドである。主軸方向は、N74° Eを向 く。天丼石は奥の 1ケ が左側がカマ ド内に落ち、傾いて遺存 して

いる。袖石は、右袖 1ケ 、左袖 2ケが立てられた状態で遺存 している。カマ ド周辺には、カマ ド石 と思わ

れるものが散乱 しており、おそらく遺存 しているものを除いたカマ ド石は、住居址廃絶時に抜き取 られて

しまったと考えられる。粘土は、自黄褐色粘土が遺存 した袖石周辺に遺存 している。カマ ドの掘 り込みは

12cmの 深さで、底面には炭粒、焼土粒をわずかに合む暗褐色土が堆積 し、その土層に赤褐色土 (焼土)が

4cmの厚さで堆積 している。煙道は掘 り込み端から緩傾斜で、30cm外 へ延びて検出された。東壁はほぼ中

央部に位置 したと考えられ、130× 100cmの規模の石組み粘土カマ ドと考えられる。上層には新住居址の

貼床が見られ、掘 り込みは西～東へ傾斜をもってお り、最深部で15cmを測る。埋土は焚 口部はきれいに分

層 されるが奥の部分の土層は乱れている。掘 り込みの所々には、カマ ド石の抜痕 と思われる、 6～ 30cmの

浅い小 ピットが見 られた。掘 り込み底面には最厚 8cmの焼土が堆積 してお り、奥の部分の乱れた土層中に

は粘土と思われる、白黄褐色土粒を含む土層が観察 された。

(島  田 哲 男 )

5)35号 住居址  (図 9041,写 真44)

本址は調査A地区中央やや東寄 りに検出された 6軒 (22035。 39044046・ 51号住居 L「_)の 重複 した住

居址群中の東側に検出された竪穴住居址である。西側は39号址を切 り、貼床 し、南側は22号住居址に切 り

込まれ貼床されている。プランは南側が22号住居址によって切 られているのではっきりしないが、北側東

西44m、 カマ ド南側で東西4.9m、 南北は、南側 、貼床 された P6の 端までの5.3mの やや長い台形状

の方形 を呈 した と考 え られ る。主軸方向は 、N80° Eを 指向 す る。埋土 は炭粒 、黄 褐色 土粒 をわず か に含

む黒褐色土の単一層である。壁は、ほぼ垂直に掘り込まれており、東壁15cm、 西壁18cm、 北壁17cmを 測る。

床面は、ほぼ平坦で、カマド前～中央部は堅く良好であるが、北壁際約 lmは ゃゃ軟弱である。周溝等の

施設は検出されなかった。ピットはPl～ P6の 6ケ が検出された。P6を除いた 5ケ は柱穴と思われる。

主柱穴 Pl,P2,P3,P4の 方形に並ぶ 4本柱 と思われる。 4本 の総てに柱痕状の黒褐色土が見 られ

た。P5は規模等がPl～ P4と 同様で深さも28cmと ある程度の深さをもち、主柱穴の一部 とも考えられ

る。P6は 、22号住居 l」「_の ピットに切られているが、皿状の掘 り込みの楕円形の大 ピットで内部より完形

の杯等が出土 していること等から貯蔵穴的性格 と推定 される。カマ ドは160× 100cmの 規模をもつ石組み

粘土カマ ドである。主軸方向は、N70° Eを指す。天丼石は内部に落ち、両袖石 も内側に倒れかけている。

粘土はカマ ド内上層の黒褐色粘土、自黄色粘土粒が多 く観察された。中層には、やや粘性を もつ褐色土

が見 られ、カマ ド石には、粘土の他にこの層の土を被せていたと考 えられる。カマ ドの掘 り方は140×

-94-



第 1節 竪穴住居址

35住カマ ド
l層  黒褐色土〈褐色粘土粒・白色粘土粒を多く含む)

H層 褐色土(焼土粒・炭粒をわずかに含む,やや粘性 )

III層  暗褐色土(焼土粒・炭粒を多く含む)

Ⅳ層 赤褐色土 (焼土 )

V層 嗜褐色土 (焼土粒・炭粒をわずかに含む )

図41 35号住居址カマ ド (1:40)

100cmの 長楕円形を呈し、掘 り込みの西端から、カマ ド石残存部分までが lmの間隔がある。床面～火床

までの深さは 7cmで 、カマ ドの奥には、焼土粒、炭粒を多 く含む暗褐色土が 6cm堆積 している。煙道は70

cm外 まで残存 していた。煙道は掘 り込み端から30° の傾斜で40cm外へ出、立ち上がり、そこからは緩傾斜

で、50cm外へ延びる。

(島 田 哲 男 )

6)49号住居址  (図 42,写 真38044)

A地区北部にある住居址群のうち最西端に位置する竪穴住居址である。長軸の方向をN71° Eに 向け、

規模は北壁4.75m、 南壁3.49m、 西壁3.6mの北が広がった隅丸長方形であるが、壁の線はかなり入 り組

んでいるので、形状はやや不規貝Jな 感じである。埋土は、砂礫を含む暗褐色土の単一層であった。壁の高

さは東 6cm、 西20cm、 南 9cm、 北17cmで ある。床面にはピットが 3つあるがP2,P3が 主柱穴であろう。

なお住居址内には、大は径30cmか ら小は挙大まで、数十箇の礫が中心部に集中 して入 っていた。これらの

礫は、人為的かどうかは不明である。Pl内 よりはわずかな小炭粒、小骨片が検出され、柱穴とは用途を

異にすると考えられる。カマ ドは検出されなかった。

-95-―
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7)52号 住 居 址

(図 32・ 43,

写真41046)

本址は、調査A

地区のほぼ中央北

寄 り辺 りに確認さ

れた遺構で、55号

住居址の北、東壁

を除 くほとんどを

切 り、一方45047

号住居址に南西隅

と西壁の一部を切

られるという重複

関係にある他、そ

の西に 1・ 3号建

物址が、南 4m程

のところには37・

38号住居址が、東

4m程のところに

は22035039044。

46。 51号 住居址の

図42 49号住居址 (1:80)

一群が、北 5m程のところには15040041043048050053号 住居址の一群があるという位置関係にある。

本址の平面プランはほぼ方形で、規模は東西 (短軸)4.Om、 南北 (長 軸)4.lmを 測 り、主軸方向はS

89° E、 長軸方向はN12° Wで ある。本址に堆積 していた埋土は 3層 に分層され、北壁側から3段階の埋

没過程が想定できる。北壁とその直下の床面に、黄褐色土粒を多 く含む黒褐色土の堆積が認められ、この

土層の一部と住居址床面を覆 うように下層の黄褐色土粒 。砂粒を多 く、炭粒をわずかに合む暗黄褐色土層

と、上層の黄褐色土粒 。砂粒を多 く合む暗褐色土層が堆積 してお り、自然堆積 と考えられる。また、上、

下層の境界付近には数個の礫が見られた。壁はほぼ垂直に立ち上がり、東壁54cm、 南 。西壁36cm、 北壁51

cmの高さを測る。北・東壁に比べて南 P西壁がやや低いのは、北東から南西にかけて緩やかな傾斜面上に

掘 り込まれている為であろうと思われる。床面の状態はほぼ平坦で中央部は固くしまってお り、特にカマ

ド周辺は良好で、壁際はやや軟弱であった。周溝は検出されなかった。 5本のピットが検出されたが、こ

の うちPl(深 さ16c m)、 P2(26cω 、P3(23cO Iま主柱穴 と思われ る。 これに対 してP4(12c m)、

からは土器が、P5(15caか らは骨片を含む焼土が出土 し、特にP5は カマ ド南側に隣接 してお り、

両者は柱穴 とは別の性格が考えられる。Pl,2,3は 三角形状に並ぶが、P2と 対角線上にある南東隅

には方形に並ぶようなピットは検出されなかった。よって、この住居は 3本の柱によって上屋が構築され

たと考えるのが妥当であろう。カマ ドは東壁のほぼ中央部に構築されてお り、主体部は87× 69cm規模の石

組み粘土カマ ドで、煙道が45cm住 居l■外へ延びる。カマ ドをつ くる石組みは、袖石が両側とも3個が柱状

に直立 したままの状態で、また天丼石のうち奥の 1個が残っていた他は焚日付近にかたまって出土 した。

颯
(蜘 Xl詢 56X“ 3X37 SX:,2

深   さ
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図43 52号住居址カマ ド (1:40)

カマ ド内には支脚石 と思われるものが旧状を保 ったまま見つかった他、多量の土器が折 り重なるように検

出された。カマ ド内の埋土の堆積状況は底部から焼土を多 く合む暗赤褐色土層 (厚 さ8cm)0暗 褐色土層

(5cm)が重なり、その上に自黄褐色粘土粒を多 く、炭 。焼土粒をわずかに含む暗褐色土層が認められる。

底部のうち焚日付近では粘土塊を多 く、炭粒をわずかに含む暗褐色土の堆積がみられる。石組みを覆 って

いた粘土は袖石外側に若干残るのみだった。 (山 岸 洋 一 )

8)68号住居址  (図 44・ 45,写 真54)

本班Lは調査B地区中央部より南東に位置 している竪穴住居址である。北東約 4mに 67号住居址、西 6m

に75号住居址、南西約 5mに 74号住居址、南東約 6mに 36号 住居址がある。プランは、南北4.26m、 東西

4.21m、 壁高20mの 方形を呈 している。主軸方向はN90° Eを さす。

ノ /
Íノ
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第Ⅳ章 遺 構

埋没状態は風化安山岩粒を

多 く合む黒褐色土層の自然堆

積とみられる。壁は垂直に近

く、東壁15cm、 西壁18cm、 南

壁Юcm、 1し壁19cmを測る。床

面はほぼ平坦で、カマ ド前か

ら中央部にかけては自色粘土

を混入 した黒褐色土の貼床が

残存 じ堅 く良好で、周辺部は

風化安山岩粒を含む黒褐色土

で地山のままでやや軟弱であ

る。周溝は検出 されなか っ

た。床面上には、ピットが 6

ケ検出された。この内Pl,

P2 ,P4 ,P5は ラケテレに 遊ゞ

んでおり主柱穴と思われる。

P3は位置的に考えて、補助

柱穴と考えられる。カマ ド南

側に位置するP6は 、黒色土

器杯が検出されていることか

ら貯蔵穴的な性格を持つもの

と思われる。東壁中央部に設

けられているカマ ドは、周辺

及び両袖に見られる礫 (人頭

大 3、 挙大 2)を一部に使用

した、粘土カマ ドと考えられ

る。煙道はわずかに残存す

る。カマ ドの両袖は、自色粘

土粒をわずかに合み砂粒を多

く含む黒褐色土の上に、黒褐

色土粒をわずかに含む白色粘

土で覆われている。底部は焼

土が 8cm堆積 している。P6

内にある礫は天丼石の一部と

考えられる。

(国 村 ゆか り)

ビ

ビ.I.m

図44 68号住居址 (1:80)
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図45 68号 住居址カマ ド
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第 1節 竪穴住居址

9)78号住居址  (図 46047,写 真62)

本址は調査 B区南西部で検出された竪穴住居址である。本址は69号 住居址に北西隅を切 られてお り、本

址の北北東約 9mに 66号住居址、東北約 7mに 75号住居址、南東約5.7mに 73号住居址、南約 7mに 71号

十1:_1場
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第Ⅳ章 遺 構

住居址、南西約10mに 77号住居址が位置 している。平面プ

ランは南北長4.lm、 東西長3.73mの 規模 を有する方形で

あり、主軸方向はN88° Eを指向する。埋土は単層で、砂

礫を多 く合む黒褐色土層である。壁はほぼ垂直に掘 り込ま

れてお り、検出面より東壁40cm、 西壁23cm、 南壁14cm、 北

壁30cmを測る。本址が緩斜面に構築されている為に、西壁

と南壁が低 くなっている。床面は地山の砂礫層を床 とし、

中央部からカマ ド前にかけて堅 くなっていた。この床面上

では 7ケ のピットが検出された。 この うち、北西隅の P

l、 北東隅の P2、 南西隅のP3、 南東隅のP5は位置、

形状、規模より主柱穴 と考えられる。P4は P5を切って

カマ ド脇に位置すリピットであり、貯蔵穴と考えられる。

P6,P7は 南壁寄 りに位置するピットであり、補助主穴

と考えられる。カマ ドは東壁中央部に位置 し、その主体部

は100× 75cmの規模を有す石組粘土カマ ドである。袖部は

袖粘土の上に数個の石が遺存 しているものであり、右袖は

P4の隅の上に一部かかって構築されている。これ らの袖

石は壁際ほど高い位置で遺存 しており、本カマ ドが若干の

傾斜をもって構築されていたと推定される。カマ ドの掘 り込みは丸味を帯びた方形に掘 り込まれてお り、

この奥のたちあがり部分で支脚 と思われる石が立ったまま遺存 していた。この掘 り込み上 5～ 20cm浮 いた

ところで数個のカマ ド石が検出され、焼土は焚田部分で顕著に遺存 していた。煙道は10cm前後の僅かな部

分が検出されたにすぎないが、掘 り込みが立ちあがる部分から緩やかな傾斜を有 して設けられていた。

(篠 崎 健一郎)

第 V 期

1)4号 住居址  (図 13048,写 真 9。 10)

本址は調査A区の中央やや西よりの調査区北際で約 1/2部 分が検出された住居址である。 8号住居 l■L

を切 って、 3号住居址の北約 0。 6mに 位置する。本住居址の北半分が調査区外に延び、東辺で約 2.6m、

西辺で約2.5m分の南半分を調査するにとどまったが、南辺は約4.6mを計測 し、平面 プランは主軸方向

N14° Eを指向する隅丸方形を呈すと推定される。埋土は 2層 に分層 され、上層は多量の砂礫 と僅かな黄

褐色土粒、炭粒を含有する黒褐色土層であり、下層は黄褐色土粒、炭粒を多 く合有する暗褐色土層である。

この上層下面で、直径約 5～ 13cmの 石が集中する集石が検出された。壁は垂直に掘 り込まれ、検出面より

東壁で30cm、 西壁で24cmを計測する。床面は、ほぼ平坦で緩やかに西へ傾斜 し、地山を床 とするが、 8号

住居址のP3を貼 り床 している。本住居址のピットはPl、 2、 3の 3ケ 検出 された。 Pl、 2は 主柱穴

と考えられる。P3は 、長径約2.lm、 短径約1.3m、 深さ約26cmの 規模 を有 し、上面を貼 り床 とするピッ

トである。P2は P3の南側 を掘 り込んで設けられていた。P3内 の貼床下 よ り多 くの遺物が出土 した。

カマ ドは住居址東辺中央部に構築されている。95× 90cmの規模を有す石組粘土カマ ドであり、両袖部の石

0    -m

図47 78号 住居址 カマ ド (1:40)
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第 1節 竪穴住居址

と、右袖の粘上の一部が残存 す

る。煙道は東辺に対 し垂直に設け

られており、平面形は 2等辺三角

形を呈 して、東壁より約4∝m、 緩

やかに傾斜 して延びる。カマ ド内

底部には焼土が 5cm、 その下層に

炭粒を多 く含む明褐色土が 5cm堆

積 している。

(市 川 隆 之)

2)23号住居址

(図 39,写真23024)

本l」 Lは調査A地区、東側端中央

やや南寄 りの北～南への緩傾斜で

検出された竪穴住居址である。東

側24号住居址の西側を切 り込み、

P507が 南西部に掘 られている。

西側には、 19020025026・ 300

31032号住居址の一群 が隣接す

堕           lm   ~

嗅

〓
ξ

l用 躙稔と翻品穂と為普オ撃ふせよ志√
かに含む)

‖用罪省営豊灘里避争走譜i筆黄壮を多T響急1占

:L粒を多く含む)

V層  明褐色土(炭ネiを 多く含む )

図48 4号住居址カマ ド (1:40)

る。黄褐色砂土層を掘 り込んでお り、プランは、東西3.9m、 南北4.3mの隅丸方形を呈 し、主軸方向は、

N75° Eを指向 し、長軸方向は N12° Wを向 く。埋土は、炭粒、黄褐土粒 を多 く含む黒褐色土の単層であ

る。床面上には粉状になった小粒の炭化物のプロックが見 られ、埋土中に も多 くの炭粒が見 られることか

ら焼失住居と推定される。壁はほぼ垂直に掘 り込まれ、北壁22cm、 南壁 8cm、 東壁12cm、 西壁1■mを測 り、

緩傾斜面に掘られている為、南壁が低い。床面は全体的に堅 く良好である。周溝等の施設は検出されなかっ

た。ピットはPl～ P3の 5ケが検出された。すべて規模等より柱穴と考えられ、P2,3,5が 主柱穴、

Pl,4が 支柱穴と考えられる。主柱穴は 3本であるが24号住居 llLの P20が位置的に考えて、本址の柱穴

とだぶってお り、壁際に方形に並ぶ主柱穴であったとも考えられる。床面、南西部には小集石が見 られ、

長細い小礫は編物用石錘 (こ も石)と 考えられ、大 きい礫は作業に使用 した台石的性格 と考えられる。ま

た P507の 20cm東 で宋銭が 6枚検出されたが、これはおそらくP507の遺物 と考えられる。カマ ドは、東

壁中央に構築されており、80× 80 cmの 規模をもつ、石組み粘土カマ ドと考えられ、カマ ド石はカマ ド北

横に散乱 していた。また粘土はカマ ド上及び周辺に残存 している。おそらく住居址廃絶時にすべてのカマ

ド石を抜き壊 した ものと考えられる。カマ ドの掘 り込みは、主体部よりやや南へ大 きく掘 られ、120× 90

cmの不整楕円形を呈する。掘 り込み底部には暗黄褐色土が埋め戻 されてお り、その上部には 6 cmの厚 さ

で焼土が検出された。煙道は、北側にややずれて検出され、20 cm外 まで延びていた。

-101-
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第Ⅳ章 遺 構

3)25号住居址  (図 5。 49 写真26)

本址は、調査A地区東側の北寄 りに検出された一群の住居址 (19。 20。 23・ 24。 本址 。26。 30。 31・ 32

号住居址)の 中央に検出された、竪穴住居址である。プランは、東西4.5m、 南北4.9mの やや南北に長

い隅丸方形を呈 し、主軸方向は、N84° Eを 指向する。埋土は 2分層され、床面上を炭粒、黄褐色土粒を

多 く含む暗褐色土が覆い、上層には、炭紀、黄褐色土粒をわずかに含む黒褐色土が堆積する、自然堆積を

示す。埋土中には、礫が散在 していたが、自然的要因か、人為的要因かはっきりとしない。散存する礫中

にはカマ ド石 と思われる石 も見られた、壁はほぼ垂直に掘 り込まれ、東壁20cm、 西壁1lcm、 南壁 8cm、 北

壁12mを測る。底面は全体的に堅く良好であるが西壁際、北壁際はやや軟弱である。周溝は検出されなかっ

た。 ピットは、床面上に掘 られたP3～ 9、 壁に掘 られたP10P2・ P17、 貼床の見られたP10～ 18の

計19ケ が検出された。Pl～ 6、 P19は 柱穴で、P30P5。 P6が 主柱穴、P10P2・ P40P8。

P9。 P19は 支柱穴 と考えられ、P6は床下 ピット15を P9は床下 ピッ ト、P18を 掘 り込み、P2と P19

は隣接 していることから建て直しが考えられる。P7は位置、規模等から貯蔵穴 と思われる、P10～ P18

は床下ピットで、所謂「床下土墳」である。性格ははっきりしないが、P17を 除いたいずれも新たに貼床

されており、住居址使用中に行なわれた行為と考えられる。埋土は、黒褐色土、暗褐色土、暗黄褐色土、

明黄褐色土に大別され、合有物の違いによって細分される。含有物には炭粒、前記大別土粒子がある。ま

た遺物 。礫が入ったものも見られた。埋土は自然堆積と考えられるものは観察されず、P17を 除 く、すべ

ては掘り込まれた直後に埋められ貼床されたと考えられる。P17はカマ ドの掘 り込みと同一で、カマ ド構

築時に掘られ、埋められたと考えられる。床下 ピットP13んP16。 P18は 、P13・ P16が 一番新 しく、P

15-P14の順で古 くなり、P18が最初に掘られ埋められた、床下 ピットである。カマ ドは東壁ほぼ中央に

位置し、128cm× 83cmの 規模を呈す、石組み粘土カマ ドである。主軸方向はN82・ Eを 向く。壁際に壁高

より、7cm低い、長さ40cm、 幅∞cmの 段を造り出し、その前に、95× 65cmの隅丸方形の掘り込みを掘り、

掘り込み周辺に石を並べてカマ ドを構築している。カマ ド石は、袖石が、右袖 2ケ が内側へ傾き、左袖 1

ケが立てられた状態で遺

存 し、カマ ド内に落ちて

いるものも見られた。カ

マ ド石の大部分は住居址

廃絶時に壊され抜き取ら

れ、持ち去られたのか見

られないが、埋土中に見

られた礫中にカマ ド石に

使用 していたと思われる

石が、 6ケ 見られた。ま

た、カマ ド石の抜根と思

われる小 ピットが 1ケ検

出された。カマ ド内には

支脚石に使用 したと思わ

れる長円礫が倒れて遺存

していた。粘土は暗黄褐

ざ.1.“

25住カマ ド

|| :∫::鸞 []|:I:::l[]llil)く
て三てここ営I:j三

[ラ
ン・

二三二三 一́

図49 25号住居址 カマ ド (1:40)
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第1節 竪穴住居址

色粘土が、カマ ド内の上部の一部、・遺存する袖石の外側及び、袖の床面上に、残存 している。カマ ドの掘

り込みは深さ10cmを測 り、火床には、 3cmの厚さで、焼土粒、炭粒を多 く合む暗褐色土が堆積 していた。

またカマ ド内からは、土師器、黒色土器、灰釉陶器の杯及び皿が約 6個体、完形及び半完形で出土 した。

煙道は30cm、 外へ延びて検出された。また、段部上の中央両側にはわずかであるが粘土が残 ってお り、お

そらく主体部～煙道まで、 トンネ/L/状 に粘土で構築 していたものと推定される。

(篠 崎 健一郎 )

4)27号住居址  (図 50097,写 真28・ 29)

本址は、調査A地区東側中央の緩斜面で検出された竪穴住居址で、北側東部分を28号住居址に切 られて

貼床されている。北1.5mに 29号住居址、南東 4mに 20号 住居址、南西 9mに 30号住居址、西13mに 18号

住居址がある。本址は拡張が見られ、旧住居址に貼床 し、カマ ドを造 り替え、住居址を拡張 してお り前段

階の住居址の形状 もはっきりしている。以下新・ 旧に分けて記述する。

① 27号新住居址

プランは、東西3.9m、 南北5。 lmの 隅丸長方形を呈 し、主軸方向はN5° Wを 指す。本址は旧住居址

に貼床 し1.5m南側拡張 している。埋土は 2層に分層され、上層は、砂礫、黄褐色土粒、炭粒を多 く含む

黒褐色土で、下層床面上 4cmは 、砂礫、炭粒をわずかに合み、黄褐色土を多 く含む黒褐色土であり、自然

堆積と考えられる。壁は緩斜面に掘 り込まれている為か、南壁は見られず、東・ 北壁は28号住居址に上部

を切られているが、どれ もほぼ垂直で東壁残存部18cm、 北壁残存部18cm、 西壁最高部26cmを測る。床面は

平坦であるが南側～北側へ緩やかな傾斜をもつ。北壁側1.3m程度は旧住居址の床面を併用 している。拡

張部分の南壁前 lmはゃゃ軟弱であるが全体的には堅く良好な床面である。周溝等の施設は検出されなかっ

た。ピットはPl,P2,P3,P4,P8,P9,P10の 7ケ が検出された。P9は壁柱穴である。主

柱穴はPl,P2,P3,P4の 4本柱で方形に並ぶ。 P3,P4の 主柱穴は旧住居址と併用 していると

考えられる。P9はおそらく支柱穴と思われる。P8は 、遺物が内部に見られること他のものより浅いこ

とから、貯蔵穴的なもので、P10は大きさ、深さ等からカマ ドに関係するピットと思われる。カマ ドは北

壁中央部に位置 し、90× 73cmの規模を持つ、石組み粘土カマ ドである。両袖石及び天丼石はすべて持ち去

られてしまったらしく、石を建てた痕跡の小 ピットが袖の位置に残っているのみである。カマ ド中央部に

は、支脚晒 を立てたと思われる小 ピットも残存 している。カマ ドの掘 り込みは58× 76cm、 深さ10cmで ある。

カマ ド内は 2層 で、焼土粒、炭粒、自黄色粘土粒を多 く含む暗褐色土 と、中央底部に焼土粒、炭粒をわず

かに含む暗黄褐色土が堆積 している。煙道は28号住居址によって削られ、貼床されているが20cm外 まで残存

している。

② 27号旧住居址

住居拡張によリカマ ド (東 カマ ド)を 壊 し、南半分に貼床 されていた。 プランは、東西3.9m、 南北

3.5mの 隅丸方形を呈 し、主軸方向は N80° Eを 指す。壁は東、西、北壁は新住居址と同じであるが、南

壁が貼床下に 4cmの立ち上が りが残存 していた。床面の、全体的に堅 く良好であるが、南壁側はやや軟弱

である。周溝等の施設は検出されなかった。ピットはP5,P6,P7の 3ケ が検出された。新住居址に

併用されているP3,P4を 含めて 5ケ のピットである。主柱穴は、P3、 P4,P5,P6と 考えられ

る。P5,P6は P3,P4に 位べて残い掘 り方である。P7は大きさ等から考えて貯蔵穴と推定される。

カマ ドは東壁中央やや南寄りに位置し、93× 73cm、 深さ10cmの規模をもつ。拡張時に破壊されて しまった
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嗜褐色土(炭 粒・燒土粒・白責色粘土粒

ゎすかに混入)

赤褐色土(炭 粒・帖土粒わずかに含む,焼土)

嗜褐色土(砂質賞褐負土・白責色粘土・焼土多く,

炭粒わずかに含む)

|=赤櫓色土(砂質地山が焼けたもの,炭粒わずかに含む)

暗責褐色土(焼 土粒・炭粒わずかに混入 )

27住内 P

―R―

V

器 11

憚嬰嬰 ず囀
V層 晴褐色土(炭粒・焼土粒・自責色帖土粒多く含む,

ややかたい)
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図50  27。 28号住居址 (1:80)
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第1節 竪穴住居址

のか掘 り込みが見られるのみではっきりしないがおそらく石組み粘土カマ ドであったと考えられる。掘 り

込み上には焼土粒、自黄色粘土粒、炭粒を多 く含む暗赤褐色土が堆積 し、掘 り込み内には炭粒、自黄色粘

土粒をわずかに含む赤褐色土 (焼土)が堆積 している。火床は地山が深さ 4cmま で焼け、砂質の赤褐色土

となりわずかに小炭粒が混入 している。煙道下部には、黄褐色土粒、自黄色粘土粒、焼土粒を多 く合み、

炭粒をわずかに含む暗褐色土が掘 り込み内にやや懸 り堆積 している。煙道は28号住居址によって削られて

いるが14cm外 まで残存 している。

(島 田 哲 男 )

5)34号 住居 llL (図 510写 真33)

本遺構は調査B地区の南西隅寄 りの南端に検出された竪穴住居址である。南側の一部が調査区域からは

ずれ、しかも北東隅を除 く東壁の大半を76号住居址に掘 り込まれ、全貌はとらえ難い。76号住居址と重複

関係にある他、周辺には北東1.5mの 地点に77号住居址、北 lmに は71号 住居 l」 L、 北東2.5mに は72073

号住居址がある。プランは、完全に残 っていた北壁から推定 して、一辺3.4m程の隅丸方形の住居址にな

ると思われる。埋土は砂礫を含む黒褐色土の 1層 で、重複 してある76号住居址の埋土 とほとんどかわ りな

く、識別を困難にさせた。東壁35cm、 西・北壁30cmの残存高をもつ壁はほぼ垂直に立ち上がる。床面は凹

凸力ゞありやや軟弱であった。周溝、カマ ド等は検出された遺構面では確認されず、カマ ドは壁に存在 しな

0            2m

)雌 単

`帷

m

図51 34076号 住居址 (1:80)

一-105-―

口tL
帥

(麟山Xttω 〈l“ )XIЮ

深   さ

朧

(長軸X短輸 43× 41 53X49 ∞ X" 33X31 51X"

深   さ



第Ⅳ章 遺 構

いことだけが明白である。調査できなかった南部分にあるのか、76号住居址に切 られた東部分にあったの

かは定かでない。ピットは76号住居址に切られた 1ケ のみが検出されたが、深さ18cm、 残った部分だけで

1.3× 0.9m程 の大 きさで性格は不明である。

(山  岸 洋 一 )

6)40号 住居址  (図 19・ 52,写 真38)

本址は調査A地区北側の突出した部分に確認された竪穴住居址で、北側に41048054号住居址、東側に

50053号住居址が隣接 し、43号住居址を切 っている状態で検出された。形状は、東西4.3mの 隅丸方形を

呈する。中軸の示す方位は、N8° Wで ある。埋没土は自然堆積であり、黄褐色土粒をわずかに、砂礫を

多 く含む、黒褐色土のみが認められた。

壁高は、東壁10cm、 西壁 7cm、 北壁12cmで あるが、南壁は流出のため遺存 しない。壁はなだらかに立ち

上がる。壁溝は検出されていない。床面は、43号住居址と切 り合い関係にある床面だけ貼床されているが、

北半分は、砂礫質で軟弱である。また、住居址中央部に、1.5m× lmの 焼土が検出されている。主柱穴

はPl,P2,P3の 3本が検出されている。また南壁際中央には P4が検出されている。カマ ドは、北

壁中央部に設けられた、石組粘土カマ ドである。

粘土部は、ほとんど崩れ落ちており、石組も遺存

状態は悪かったが、東側の袖石が残存 していた。

なお主体部の規模は77× 100cm程で、深さ10cmの

掘 り込みもみられる。掘 り込みの底面には炭粒を

わずかに合む焼土層が 3～ 4cmの厚さで堆積 して

おり、その上部にも焼土 。炭粒を多 く含む暗褐色

土層の堆積が見られた。なお、右袖石外側には暗

黄褐色粘土が残っていた。煙道 も15cm程住居址外

へ延びているのが確認されている。
m

40住 カマ ド

(寺 嶋 仁 )

サ骨[1:当ま:lili}itti鱗幡脅
ずかに含0

1層 より明るい色
Ⅵ層 晴黄褐色Jl(熟褐色土をわずかに含む)

図52 40号 住居址力=7ド (1 :40)

7)57号住居址  (図 53054,写 真49)

本址は調査 B地区西北部で検出された住居址である。本址の北約 lmに 56号住居址、北東約 5mに 59号

住居址、東約1l mに 建物址、南約4.8mに 58号住居址、北西約5.8mに 60号住居址が位置 している。平面

プランは南北4.7m、 東西4。 38mの 規模を有す方形であり、主軸方向は N83・ Eを指向する。埋土は単層

であり、砂礫を多 く合み、黄褐色土粒 。炭粒を僅かに合む黒褐色土層である。壁はほぼ垂直に掘 り込まり

ており、東壁18cm、 西壁19cm、 南壁14cm、 北壁38cmを 測る。本址が緩斜面に構築されている為に北壁が高

くなっている。床面は中央部が僅かに窪むが、ほぼ平担であり、カマ ド周辺部から床中央部にかけて堅 く、

その周辺は軟弱であった。この床面上ではピットが12ケ 検出された。このうち、P2,P5,P10が 主柱

穴と考えられる。P2は浅いピットでぁるが、位置的に主柱穴と考えたい。P5と P10は同様の形状を呈
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57住内 P
l層  爪掲色土(炭 粒・責褐色土粒をわずかに含む)

H層 黒褐色土(炭 粒をわずかに,賞褐色土粒を多く含む )

‖l層  黒褐色土(砂礫を多く,責褐色土粒をわずかに含む )

IV層  熱褐色上 (寅 褐色土粒・塊を多く含む,やや砂質 )

V層  暗褐色上(賞褐色土粒を多く含む )

V.層  暗褐色上(黄褐色土粒を多く含む,貼床 )

Vl層  口
=褐

色土(砂環を多く,安褐色土粒・炭粒をわずかに含む )

)内推定

腺
* PrJ

(蜘 X鋤 46X% 64X“ (l18)X薇
"X72

〈鉄〕)X53 42X“ (‖ 5)X斃 〕)X26 (lυ ) 54 43 X 4: 166X14rD

深   さ

図53 57号住居址 (1:80)

し、それぞれ、 2つ の細長いピットが直交するように接続 している。 P5の 場合はP4,P6を 切 り、P

10は P8,P llを 切って構築されていた。この他の Pl,P7,P9,P12は 補助柱穴と考えられる。こ

れらのピット以外に床中央部で、上面が貼 り床されるP13が検出された。 P13は 長径170cm、 短径 122cm、

深さ19cmの 規模を有するが、その性格を明らかにすることはできなかった。カマ ドは東壁中央部に位置 し

てお り、その主体部は123× 95cmの 規模を有す、石組粘土カマ ドである。この主体部は袖と天丼石の一部

が遺存 しており、右袖の 1ケ は立てられた状態で残っている。カマ ド前部には、カマ ド石 と思われる石が

散舌Lし た状態で検出され、人為的にカマ ドが破壊された可能性が認められた。カマ ドの掘 り込みは方形に、
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第Ⅳ章 遺 構

床面よりほぼ垂直に12

cm程掘 り込 まれてお

り、焼土層が 3cm前後

形成されていた。煙道

は僅かに17cm検出され

た。この煙道は火床よ

り緩やかな傾斜で立ち

上がるものである。

(市 川 隆 之)

57 住

I層  熟褐色土(賛 褐色中よ土l17・ 焼土粒・炭粒・砂環をわずかに含む
む,やや粘性 )

r層  黒褐色土(砂
町隻落lL∬ ド

色土をわずかに,炭粒を微量に合

H層  熟褐色土 (賞 褐色粘土粒・焼土粒を多く.炭粒をわずかに含
む,絆 i性 )

‖骨 f‖:1偽為繕滞1意!;鶴菫Itiiliっ lill,
やや粘性 )

‖[ [‖ [11〕瑾:;Ililヒ聟li番 [:iIIこ :II性

)

0                1m

図54 57号 住居 l」Lカ マ ド (1:40)

8)58号住居址  (図 55056,写 真49)

本遺構は調査 B地区中央部よりやや北西寄りのところに検出された。北2.5mに は56057号 住居址、南

西 4mに 65号住居址がある地点

に位置する。南北 (長軸)3.8

m× 東西 (短軸)3.7m規模の

ほぼ方形プランを呈する。長軸

は N10° Wを指 し、主軸はN83°

Eを 向 く。 埋土は上 。下 2層

に分けられ、上層の砂礫 。黄褐

色土粒を多 く、炭粒をわずかに

含む暗褐色土は北壁と床面に14

cm程の厚さで堆積していて、北

側から自然堆積 していった様子

が うかがえる。この層の上に砂

礫を多 く、黄褐色土粒をわずか

に、炭粒を微量に合む黒褐色土

がのる。壁はほぼ垂直で、壁高

は東でな m、 西20cm、 南15cm、

JL20cmで あった。礫の多い暗褐

色土の地山に掘 り込まれた為に、

m

58住カマ ド

ll ll::|lli:i:〔 |:::[::]li11[ililliむ

)

図55 58号 住居址 カマ ド (1
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第 1節 竪穴住居址

0-一 一―一二m

58住内P       .
I層 暗褐色土(責 褐色砂粒 をわずかに含む )

H層 暗褐色土〈寅褐色砂粒・炭粒をわずかに含む )

Ⅲ層 嗜褐色土(責褐色砂粒を多く,炭粒をわずかに含む )

ど
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ヽ
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漱
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深   さ 27

図56 58号住居址 (1:80)

壁・床面ともに礫が露出 してお り、カマ ド周辺のやや固 くしまった部分を除 くと、床面は平坦だがやや軟

弱である。周溝は検出されなかったが、ピットは 5ケ 確認され、Pl(深 さ10cm)、 P2(22cm)、 P3

(16cm)の 3ケ は、Plがやや浅めであるが、主柱穴と考えられる。P4(40cm)は Pl,2,3と とも

に方形に並ぶが、 2分される埋土中に炭粒をわずかながら含んだり、形がやや袋状を呈する・ カマ ド北横

にあるなど貯蔵的性格を示 している。また典型的な方形にはならないものの、P5(28cm)が あり、やや

小規模であるが、主柱穴とは言わないまでも補助的な支柱穴 として考えることもできる。カマ ドは東壁ほ

01

―◎:蕊 (

S―⌒ごg

―-109-―



第Ⅳ章 遺 構

ぼ中央に設けられた1.0× 1.Omの 主体部を持つ石組み粘土カマ ドである。石組みの うち袖石の 5ケ が旧

状を保ち直立 していた他、支脚石様のものも検出された。天丼石は認められなかったが、カマ ド南脇に38

×32cm程 の平石と数ケの拳大ほどの礫の集石がみられる。この平石 を天丼石の うちの 1つ と考えることも

できるが、茅野市構井 。阿弥陀堂遺跡の 4軒の竪穴住居 ll「_か ら同様の配石例  まL)が 報告されてお り、検

討を要する遺構で、今後の類例の増加に期待 して、ここであえて性格を述べるのは避けたい。カマ ド内の

埋土は下層の炭 。焼土粒を多 く合む、砂礫の少ない暗褐色土層 と、砂礫を多 く合み、炭 0焼土 。白黄褐色

粘土粒をわずかに合む黒褐色土の上層とに 2分 され、袖石の外側には白黄褐色粘土粒を多 く合む暗褐色土

がはりついていた。なお、カマ ド横の配石を、砂礫を多 く、黄褐色土粒を微量に含む黒褐色土が覆ってい

た。                (山 岸 洋 一 )

註) 宮坂虎次 0守矢昌文、『構井・阿弥陀堂遺跡―茅野有料道路内埋蔵文化財発掘調査報告一』

1983 茅野市教育委員会

9)61号住居 t」L(図 57・ 58,写 真51)

本址は調査 B区の北端東よりで検出された竪穴住居址である。本 t「_の 北北東約10.6hに 63号住居址、西

約2.6mに 建物址 5、 南東約5.4mに は62号住居址が位置 している。平面プランは方形を呈 し、その規模

は南北長5.51m、 東西長5.43mを 計る。主軸方向は N75° Eを 指向する。埋土は 2層 に分層され、上層は

風化安山岩 。炭粒 0黄褐色土粒を多 く含む黒褐色土層であり、下層は風化安山岩粒 0炭粒 。黄褐色土粒を

多 く合む暗褐色土層である。壁はほぼ垂直に掘 り込まれてお り、検出面より東壁36cm、 西壁28cm、 南壁21

cm、 北壁35cmを 計測する。本址を検出する際に、南部を削 りすぎた為、南壁が低 くなってしまった。床面

は北部が僅″ヽに高 くなっているが、全体的に平坦で堅い。ピットは床面上で12ケ 検出された。その うち、

床中央南東部に位置するP6、 西北部に位置するP7、 北東部に位置するP9は、形状 0規模及び、位置

より、主柱穴と考えられる。位置的にややずれるが、P5も 規模 0形状より、その可能性がある。この他

のピットは、Pl,P2,P llが 補助的な壁柱穴、床の南壁よりに位置するP3,P4と 床中央北よりの

P8が補助柱穴と考えられる。 P10は床を僅かに掘 り窪められたピットであるが、その性格は明らかにす

ることができなかった。カマ ドは東壁中央部に位置 してお り、その主体部は92× 81cmの 規模を有す、石組

粘土カマ ドである。主体部の右袖は、わ りと遺存状態が良好で、石が立 ったまま粘土 とともに遺存 してい

たが、左袖及び、天丼部の石は火床内にも、あまり残存 しておらず、それと思われる石がカマ ド前に散乱

する状態で検出された。従って本カマ ドは人為的に破壊 された可能性 も認められる。カマ ドの掘 り込みは

床面より僅か
`1掘

り下げられたものであり、 8cm前後の焼土層が形成されていた。煙道は28cm程 、残存 じ

ており、緩やかな傾斜で壁外へ延びている。

(篠 崎 健一郎 )

10)62号 住居址  (図 59・ 60,写 真51)

本址は調査 B区中央やや北よりの東壁際で検出された竪穴住居址である。本址の北西約5.4mに は61号

住居址が位置する。平面プランは方形を呈 し、その規模は長軸 (南北)4.88m、 短軸 (東西)4.7mを 計

測する。主軸方向はN78° Eを指向する。埋土は 2層に分層 され、上層はやや大きめの風 化安山岩 粒 、

炭粒、黄褐色土粒を多 く含む黒褐色土層であり、下層は風化安山岩粒、炭粒、黄褐色土粒を多 く含む暗褐
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図57 61号住居址 (1:80)

61 住
1層 A褐 色土(炭 粒・賞褐色土粒.やや大きめの風化安山岩粒を多く含む )

II層  嗜褐色土(炭 粒・責褐色土粒.やや大きめの風化安山岩粒を多く含む )

lll層  白責褐色粘土(嗜 褐色土粒をわずかに含む)

31住内 P
I層 黒13色土(賞褐色土粒をわずかに含む)

II層  爪褐色土(賞褐色土粒・風化安山岩粒を多く含む)

Ⅲ層 暗褐色土(賞褐色土粒・風化安山岩粒を多く含む)

Ⅳ層 暗褐色土 (焼土粒・大粒な炭粒を多く含む)

順

I)

(蜘 X脚 1卜 :型 怪 υ 58X9 34X31 46X37 恥 X42 71X“ 4()ヽ :働 71X64J :卜 :郎

深
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だぃo"

61住 カマ ド
1層 暗灰褐色土(白黄褐色粘土粒・

I層 鳳栂色土て白責褐占詰里注勝 1山
岩粒を多く含む )

炭粒・焼土粒をわずかに含む )

11層  暗赤褐色土 (炭粒をわずかに含む )

Ⅳ層 嗜褐色土 (暗黄褐色粘土粒・塊,

自責色粘上粒を多く含む)

V層  自責色粘土 (黒 褐色土粒をわずかに含む,やや砂質 )

Ⅵ層 灰褐色帖土(燒土粒を多く含む )

0-一 ――一―――一―Jm

図58 61号住居址カマ ド (1 :40)

色土層である。これらの上層はレンズ状に自然堆積 したものである。壁はほぼ垂直に掘 り込まれてお り、

検出面より東壁で36cm、 西壁で10cm、 南壁で 9cm、 北壁で20cmを 測る。本住居址が緩斜面に構築されてい

る為に東 0北壁が高 く、西南壁が浅 くなっている。床面は平坦で中央部が堅 くなってお り、周辺部は軟弱

である。周溝は北壁から西壁北隅にかけてと西壁中央部で検出され、溝幅は10～20cm、 深さは 3～ 8cmを

計測する。ピットは床面中央部北壁よりにP3,中 央部南壁よりにP8、 北東隅にP2西壁脇にP4,P

5、 南西隅にP7、 カマ ド北側の壁にPl、 西壁中央部北よりに P6の 8ケ 検出された。P5を除 く他の

ピットの平面形は、ほぼ円形を呈 し、なかでもPl,P3,P6,P8は 規模 も大 きく深い。主柱穴 と認

ヽ
地
了

口
■
‥
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図59 62号住居址 (1:40)

められるものはPl,P3,P8で あり、P6も その可能性がある。P2,P4,P5,P7は 位置及び

規模・形状より補助的な柱穴と考えられる。P40P7は 位置的に主柱穴の可能性 もあるが、規模が他の

主柱穴より小さい為、積極的なは認めにくい。これ らのピットの他、本址の南辺で床下 ピットが 3ケ 検出

された。P9は長径128cm、 短径85cm、 深さ14cm、 P10は 長径136cm、 短径 105cm、 深さ14cm、 PHは長

径6∝ m、 短径69cm、 深さ6cmを測る。 P10は P9に切られていたが、P9,P10,P ll共 に貼 り床されて

62 住

|| ||[:|[‡ :|∫[il:llる[!ililiili!|)

62住内P
I層 黒褐色土(賞褐色土粒をわずかに含む)

11層  黒褐色土(寅 褐色土粒を多く含む)

‖l層  安褐色土(ハ lll色土粒をわずかに含む)

γ儒 息週81議 1俺嬰講 1'.賞総:歩 :暮『「

かに含む)

V・層 鳳褐色土(風化安山岩粒・炭粒を多く含む, V層 より硬い層)
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じ゙
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62住 カマ ド
I層 黒褐色土(風化安山岩粒を多く, 白責褐色粘上粒・炭粒をわずかに含む )

H層 嗜白黄褐色枯土 (暗 灰褐色粘土粒・爪褐色土粒を多く含む)

II・ 層 暗白黄褐色粘土 (口音灰褐色枯土粒・黒褐色土粒をわずかに含む )

Ⅲ層 嗜赤褐色土(炭 粒をわずかに含む.焼土 )

Ⅳ層 鳳褐色土(焼土粒・暗白黄褐色帖土粒・炭粒をわずかに含む )

V層  嗜灰褐色枯土 (鳳褐色粘土・焼土粒をわずかに含む)

Ⅵ層 黒褐色土 (暗 白責褐色粘土粒・炭粒・風化安山岩粒をわすかに含む)

Ⅶ層 黒褐色土 (焼土粒・炭粒をわすかに含む)

Hll層 責褐色土(黒 褐色土粒・炭粒をわずかに含む )

Ⅸ層 嗜責褐色土 (暗 自責褐色粘土粒・暗灰褐色粘上粒を多く,焼土粒・

炭粒をわずかに含む )

図60 62号住居址カマ ド (1:40)

いた。その性格等について明確に把めなかった。ヵマ ドは東壁中央部に位置し、その主体部は石組粘土カ

マ ドである。主体部は火床と散乱したカマ ド石を検出したが、同カマ ドの石と思われるものが床面中央部

にも散乱しており、人為的にカマ ドが破壊されたと推定される。従って、規模も仔細を欠くが、約 lm×

lm前後のものと思われる。火床は床よりも僅かに窪む程度のもので、約 7cm前後の厚さで焼土層が形成

されていた。煙道は検出されなかった。

(篠 崎 健一郎)

11)64号 住居址  (図61,写 真50052)

本住居址は調査B地区北西隅よりやや南の調査区域最西端のところに検出された遺構である。本址の東

側には56・ 57058059号 住居llLの 一群が “L"字状に並んで隣接する。60号住居址と重複関係にあり、60

号住居址に掘り込まれている為に、南東部分を失っている。また、西半分が調査区域外へはずれた為、全

貌は明らかではないが、一辺3.7m程の方形プランになると思われる。長軸方向はNO° 、ほぼ真北を指

す。埋土は砂礫を多く合む黒褐色土で、60号住居址の上部の埋土とほとんど識別がつかず、重複関係を明

らかにするのを難しくざせた。遺構検出面からの壁の高さは北壁で16cm、 西壁で28cm程である。床面はほ

―-114-―
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 袋欄燿::讐封等ち鞣む)

I'喘  ‖褐色土(砂礫を多く含む ,

64住埋土 I層 とほとんど

区別つかす )

H層 明褐色土(砂理・責褐色土F12を

多く含む)

旦
′
.コ n

堕       2m

ぼ平坦であるが、軟弱で礫の多い黒褐色上の地山に掘 り込 まれている為に礫が露出 してお り、壁 も崩れ易

く、壁が垂直に立ち上がらず傾斜を持 っている。ピット・周溝等の諸施設は検出された遺構では確認され

なかった。北壁と東壁に礫の散布が見られたが、これをカマ ドの石組みを構成する石の一部であると断定

するには不十分であり、調査の及ばなかった西部分にあるのか、もしくは60号住居址によって失われた南

東部分にあったのかも明らかではない。

０
、
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第 Ⅵ 期

1)12号住居址  (図 62,写 真 15)

本遺構は調査A地区北西隅、 1号住居址の北隣りに検出された竪穴住居址である。 4m西 には 4号建物

址がある他、東10mと ゃや離れて 9010011号 住居址などが位置する。形状は、西壁側が流出して遺存 じ

ないため、明確に捉えることは困難であるが、一辺31mの方形プランが推定される。埋没土は砂いる為、

+l:_轟 +|:_議

45R
0

十1:_1量

t

12号住居址 (1:80)
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第1節 竪穴住居址

礫を多 く含む黒褐色土の自然堆積による単層のみであった。住居址は、東～西へ降 りる緩斜面に掘 られて

壁高は、南壁で1lcmを 測るのをピークに、西側に近づ くにつれ漸次ンベ/1/を 下げ、西壁付近では、床面と

の識別は困難である。壁溝は検出されていない。床面は、地山をそのまま使用 し、貼床の痕跡は認め られ

ない。主柱穴は、P3,P4,P5の 3本が検出された。南東隅より貯蔵穴 らしきピット (Pl)が 検出

されている。カマ ドは、わずかに焼土粒が散った所が、東壁中央やや南寄 りに見 られ、この部分がカマ ド

であったと考えられる。周辺には礫が散布 しているが、カマ ド石かどうか、はっきりと断定 されるものは

見られなかった。

(寺 嶋 仁 )

2)15号 住居址  (図 63・ 64,写 真17)

本址は調査A区北部東端際で検出された竪穴住居址である。本住居址の西約2.4mに は50号住居址が位

置 している。平面プランは方形を呈すが、北東隅が大きく内湾 した不規貝Jな形 となっている。その規模は、

南北3.15m、 東西2.8mを計測 し、南北長が僅かに長い。主軸方向はN82・ E(長軸 NO° )を指向する。

埋土は単層であり、炭粒を多 く合む黒褐色土層である。壁はほぼ垂直に掘 り込まれているが、本住居址か

緩斜面に構築されている為に西壁 0南壁が低 くなっている。東壁・北壁で31cmを測るが、南壁 10cm、 西壁

4cm残存するのみである。床面は平坦だが、緩やかに西へ傾斜 してお り、南辺がやや軟弱である他は全面

的に硬い。ピットは 4ケ検出され、そのうち主柱穴は床面中央南よりのP2と 北壁に設けられているP3

と考えられる。Plは ピット内か

ら多数の土器を出土 してお り、そ

の位置及び、形状を考えあわせる

と貯蔵穴的な性格のものと考えら

れる。P4も 位置及び、形状より

P3同様の性格を有するものと考

えられる。カマ ドは東壁中央部に

構築されてお り、主体部は長 さ

120cm、 幅110cmの 規模を有す、

石組粘土カマ ドである。この主体

部は一部の袖石と袖粘土が原位置

のままで検出されたが、カマ ドに

使用された石の多 くは火床に散乱

した状態で検出された。火床は10

cm程、掘り窪められており、そこ

に厚さ10cmの 焼土層が形成されて

いた。この火床内に、支脚石 とし

て使用 されたと思われ る砥石が

立ったまま遺存 していた。煙道は

長さ20cmを 計測 し、平面形は三角

形を呈 して、火床から一段あがっ

単1経 m

図63 15号 住居址 (1:80)
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第Ⅳ章 遺 構

たテラス状に造 り出されている。

また、カマ ド前、床面、約80cmの

範囲で炭化 した トチの実 (皮のみ

残存)が一合程、散乱 した状態で

出土 した。

(篠 崎 健一郎 )

3)18号 住居址

(図65,写真19)

本址は調査A区の中央部、南よ

りに検出された住居址である。本

址の北西約11.6mに 46号住居址、

北約 1l mに 6号住居址、東約12.6

mに 27号住居址、南東約10mに溝

址 2、 約1l mに 30号住居址が位置

してお り、本址は周囲の住居址よ

りやや離れて位置する。本址は緩

斜面に構築されており、又、掘 り

込みが浅い為、検出時に西辺の一

部を削平 してしまった。平面プラ

15住カマ ド
I層  黒褐色土
H層 黄褐色土(砂粒多く含む)

m層  暗褐色土
Ⅳ層 暗赤褐色土 (燒 土 )

V層  黒褐色土(砂粒多く含む )

Ⅵ層 黒褐色土 (炭 粒やや含む )

Ⅶ層 暗安褐色土

0            1m

図64 15号 住居址カマ ド (1:40)

ンは形を呈 し、その規模は南北4.15m、 東西3.85mを 計測する。主軸方向はN17・ Eを指向する。埋土は

単層であり、炭粒を多 く合み、黄褐色土粒を僅かに含む黒褐色土層である。壁は僅かに残存するのみであ

るが、東壁で 6cm、 南壁で 9cm、 北壁で 7cmを計測 し、残存部より壁はほぼ垂直に立ちあがると推定され

る。床面は平坦であるが、やや中央部が窪んでお り、中央部が堅 く、周辺部は軟弱になっている。床面上

ではピットが 8ケ と平石が 1ケ検出された。ピットは中央部北東よりにP3、 南西よりに P2、 北西より

にP4,P5、 北東隅にP7、 南東隅にP8、 隣接 して Pl、 北西隅にP6が位置 している。Pl～ P6

は規模 も形状 も類似 してお り、やや小さく浅いピットでぁるが、位置的にPl～ P4が主柱穴 と考えられ

り。P5は柱穴と考えられるピットであるが、具体的に性格を明らかにできなかった。P6は補助柱穴と

考えられる。P7,P8は 他のピットに比 して規模 も大 きく、貯蔵的な性格のものと考えられる。平石は

床中央部に置かれた状態で検出された。カマ ドは北壁中央東寄 りに構築されている。主体部は火床 と袖石

が 1個検出されただけであるが、構造は石組粘土カマ ドと推定され、その規模は82× 50cmを 測る。おそら

く、本カマ ドは人為的に破壊され、石は運びさられたと推定 される。火床は床面から垂直に掘 り込まれ、

深さ13cmを 計測するが、焼土粒、炭粒が僅か残存するのみであった。煙道は検出されなかった。尚、僅か

ながら床面中央床直上で炭化材が検出され、埋土中及び床面上に炭粒が多 く見 られたことから、本址は焼

失住居である可能性がある。                             `

―-118-―

(市 川 隆 之 )



０ヽ

第 1節 竪穴住居址

今 ..、

Jo

0/ 
。l´

少

1層
H層
‖I層
Ⅳ層

181主

住

臆樹烏若螢贅荘警ま,警:∫
責褐色土粒をわずかに含む)

路総E圭藩総8圭艦:農違し骨摯ふだ暮31うまうし)

図65 18号住居址  (1:80)

4)19号住居llL (図 66067,写 真20)

本址は調査A区東部南よりで検出された住居址であり、北東約40cmに 25号住居址、北北西約2.8mに 30

号住居址、南東約1.2mに 32号住居址が位置する。平面プランは長軸南北 4。 lm、 短軸東西3.88mの方形

を呈 し、主軸方向はN79° Wを指向する。埋土単層であり、黄褐色土粒、炭粒を僅かに合む暗褐色土層で

ある。壁は検出面まで下げた際、上部をかなり削平 してしまい、東壁 1lcm、 西壁1lcm、 南壁 5cm、 北壁 7

cm残存するのみであった。床面は地山を床 とし、ほぼ平坦であるが、僅かに中央部が窪み、北西隅が高 く

なっており、全体的に軟弱である。 ピットは 6ケ検出された。床面中央やや北壁 よりにP2、 それに隣接

してP3、 中央やや南壁 よ りにP5、 東壁脇北 よ りにPl、 東壁 際 にP6、 西壁上 にP4が 位 置す る。柱

穴 と考 え られ るのはPl、 P2、 P3、 P4、 P5で あ り、その うち明確 に主柱穴 と認め られ るのは Pl、

一…119-―
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第Ⅳ章 遺 構

P2,P5で ある。P3は P2に

付随するものであると考えられる。

P6は不定形な浅い ピットでぁる

が、その性格は把めなかった。P

455は 本住居址に隣接 し、規模、

平面形などよ り本址 に付属する

ピットとも考えられるが、確証を

得るに至らなかった。カマ ドは西

壁中央部に位置 した石組粘土カマ

ドである。その主体部は片側の袖

の粘土 と数個の石が残存するのみ

である。石はカマ ド内に落ちた状

態で検出され、おそらく、粘土を

盛って袖基礎部分とし、その上に

石を組んでカマ ド主体部を構築 し

ていたと推定される。火床部は少

し掘 り窪め られ炭化物・ 焼土が

4cm堆積 している。焚口部に炭化

物が多 く残存 していた。煙道は削

平された為、検出されなかった。

う
"・゙ p +l:_鶏   .

+|:_摺

m

図66 19号 住居址  (1:80)

(市川 隆之)

L__   lm

図67 19号 住居址 カマ ド (1:40)

5)29号住居址  (図 68,写 真30)

本llLは 、28号 住居址の北隣 りに検出された。形状は、東西3.3m、 南北4.5mの 隅丸方形を呈する。主

軸の示す方位はN45° Eで ある。壁高は、東壁20cm、 西壁24cm、 南壁16cm、 北壁12cmで あり、南壁、北壁

はほぼ垂直に立ち上がるが、東壁、西壁はなだらかに立ち上がる。周溝は検出されていない。床面は、砂

礫質で軟弱であった。主柱穴及びピットは検出されなかった。カマ ドも検出されていない。埋土は単層で

ある。

劇

目

働

翻

Ｗ

朧
Pl R P4 P5

く躙 ×菊き側D 35X31 57 × 57 ax"
"X8

36× 喘

“
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図68 29号住居址  (1:80)

32住 カマ ド

1層  Di褐 色土(賞褐色粘土粒・白色粘土粒を多く。炭粒をわずかに含む )

H層 賞褐色粘土 (白 色粘土を多く含む )

田層 fll褐 色土(自 色粘土粒・責褐色粘土粒・炭粒を多く,焼土粒をわずかに

含む)                .
Ⅳ層 黒褐色

=L(炭
粒・焼土粒を多く,自 色・賞褐色粘土粒をわずかに含む )

V層  嗜赤褐色土(責 色帖土粒・赤褐色焼土粒を多く,炭粒をわずかに含む)

Ⅵ層 炭
Л層 赤褐色土 (炭粒をわずかに含む,焼土 )

IE層  |=褐 色上(炭粒を多く,焼上粒・白色・責褐色粘土粒をわずかに含む)

1層  嗜褐色土(賞褐色粘止粒・炭粒・焼土粒を多く含む )

第 1節 竪穴住居址

6)32号 住 居 址

(図27069,写真32・ 33)

本址は調査A地区南端、南東隅近

くに検出された竪穴住居址である。

31号住居址の西側一部を切る重複関

係にあり、 lm程北側には19号住居

址、25026号 住居址などの一群が隣

接する。本址の場合、東西 (長軸 )

5.3m、 南北 (短 軸)4.6mの規模

で、長軸がやや長すぎるが、ほぼ方

形 プランとしてよいであろう。主軸

は N7° Wを 向 き、長軸方向 は N

84° Eで ある。埋土は暗褐色土で、

黄褐色土粒 と炭粒の合有量によって

さらに 2分され、下層 (厚 さ6cm程 )

中に多く含まれ、上層 (厚 さ2∝m程 )

にはわずかに合まれる。住居址中央

・④

っ

Ｏ
Ｌ

図69 32号 住居址 カマ ド

0               2m
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からやや北側にかけて床面に 4cmの厚さをもつ焼± 0炭 の堆積があり、また北西隅近 くの床面からは長さ

20cm、 巾18cmの炭化 した茅塊 も検出され、一種の焼失家屋 とも考えられる。壁は東 。西壁で23cm、 南壁20

cm、 北壁34cmの残存高をもって、ほぼ垂直に掘 り込まれている。31号住居址 とともに湧水の多い住居址で、

本址の場合は時にひどく床面の状態を把握するのは不可能であった。周溝・ ピット等は検出されず、カマ

ドは住居址の中心線からやや東へ寄 ったところの北壁ほぼ中央付近に確認 された。1.2× 0。 6m、 深 さ 8

cm程 の掘 り込みがあり、煙道 も35cm程住居址外へ延びる。石組みのうち袖石が 4ケ 、直立 して残 っていた

他、支脚石 も火床中央に立っており、原位置を保 っていた。天丼石 と思われる ものは、焚日前や付近に散

乱 していた。カマ ド内の埋土にには炭 0焼土粒の混入が見 られ、最下層の ものは黄色焼土粒 0赤褐色焼土

粒を多 く、炭粒をわずかに合む暗赤褐色土であり、焚日付近には 5cm程にわたって炭層の堆積がみられ、

使用の痕跡が認められた。袖石の根元にはかな りの量の粘土が堆積 してお り、石組み粘土カマ ドの形態を

呈する。壁際の袖石が見あたらず、粘土を多用 したカマ ドであろ うか、それ とも西側に見 られる 2ケ の直

立した石が本カマ ドの袖石にあたるのであろうか。この 2ケ の石 と壁から張 り出した石などの一群は位置

的には北壁のほとんど中央にあり、当初は新旧 2基 のカマ ドを想定 したが、煙道 も認められず、カマ ドと

断定するには疑間が残 り、本遺跡58号住居址で検出された配石 とは位置が反対になるものの、同 じ類例 と

考えた方が適切か もしれない。いづれにしろ、この在 り方は今後検討される必要があろう。

(山 岸 洋 一 )

7)45047号 住居址  (図 32070071,写 真41042043)

本址は調査A地区中央やや北寄 りの褐色砂土層の北東～南西への緩斜面で検出された竪穴住居址である。

北壁西側は52号住居址を切 り、東側は建物址 3の P80,97を 切 り貼床 している。北側10mには、15。 41。

40043048049・ 50・ 53・ 54号住居址の一群、東側 9mに は22035。 39。 44・ 46・ 51号住居 llLの 一群があ

る。本址は、検出時に 2軒 の重複 した住居址を予想 し、45047号 住居址 としたが、再検出時及び、掘 り下

げ時、土層で も切 り合い関係は認められず、遺物 もほぼ同時期及び連続する時期の もので 2軒 にする根拠

は見 られない。カマ ドが 2ケ良好な状態で検出されているが、住居址の大 きさ等から考えて、 1軒 の家の

改築及び、 1ケ のカマ ドはカマ ドとしての機能でなく、別用途であったとも考えられ、 2軒 とははっきり

と断定できず、検出状能からも判断が難かしいので、住居址番号は、45。 47号住居址 とするが、ここでは

一軒と考えたい。1プ ランは、東西5。 lm、 南北6。 9mの長方形を呈し、主軸方向はN80° E(東カマドを

基準)と N8° W(北 カマ ド基準)を指 向す る。埋 土 は単層 で 、黄 褐 色土粒 、砂粒 、炭粒 をわず か に含 む

黒褐色土である。壁はほぼ垂直に掘 られており、南壁は緩傾斜に構築 された為か検出されなかった。壁高

は最高部で、東壁30cm、 西壁13cm、 北壁30cmを測る。床面は、ほぼ平坦で、全体的に堅 く良好である。周

溝等の施設は検出されなかった。ピットは床面上に検出された、 Pl,P20,025,P26,P29,P31,

P32,P33,P34,P35、 北カマ ドの掘 り込みが懸 り検出された P22,P23、 床面 (貼床)下 に検出され

たP2～ P19,P24,P27,P28,P30の 35グ が検出された。また、北西隣にあるP349は 、柱穴状で本

址に伴なうピットと考えられる。 P20,P22,P23,P25,P26,P29,P31,P32,P33,P34,P35

貼床下にあるP7,P24,P27,P28,P30、 外に出ているピットの P349は 柱穴 と考えられる。主柱穴

は中央部にあるP22,P23,P24,P25,P28,P29,P30,P33,P35と 考えられ、貼床が見 られる も

のがあること、重複するものがあること等から建て直 しが考えられ、 P22,P23が 北カマ ドの掘 り込みに

接すること等から考えて、約 2回 の建て直 しはあった ものと予想 され、P22,P24,P28,P30(主 柱穴
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配置 1)、 P23,P

25, P29, P33, P35

(主柱穴配置 2)、 北

カマ ドに懸るP23が取

り除かれ た P25,P

29,P33,P35(主 1主

穴配置 3)の 3組が考

えられ、主柱穴配置 1

は長方形状、主柱穴配

置 2は五角形状、主柱

穴配置 3は三角形状に

中央に細長 く並ぶ。主

柱穴 配置 1の 4ケ の

ピッ トはすべ て貼床

か、他のピットが上部

を掘 り込んでおり、最

初 に建 て られた柱穴

で、主柱穴配置 2が 1

0           」  m

回目の建て直 し、主柱穴配置 3が 2回 目の建て直 しの主柱穴 と考えられ、主柱穴配置 3は 、柱のみの建て

変えと推定される。他の柱穴 P7,P20,P26,P27,P31,P32,P34,P349は 主柱穴を補助する支

柱穴と考えられる (中央部分の主柱穴と一諸に結ばれ、主柱穴 とも呼べるが、一応 ここでは支柱穴とする。)

P7,P27に は、貼床が見られ、主柱穴配置 1の支柱穴 と考えられ、貼床は見られなかうたが、P31に切

られるP32も この支柱穴と考えられ、最初に建てられた柱は台形状に並んでいた ものと考えられる。

P26,P31,P34は 主柱穴配置 2、 3の支柱穴 と考えられる。 P20及 び外 ピットP349は ややずれるが、

南北の相対する位置にあり、住居址拡張時に掘 られた支柱穴 と推定される。住居拡張はおそらく主柱穴配

置 2の頃と思われるが、拡張前の住居の規模を知 る手がか りはない。 Pl,P21は 遺物が多 く見 られるこ

と及び規模から貯蔵穴で、位置等から、Plは東カマ ドに伴ない、 P21は 、北カマ ドに供な うものと考え

られる。床面下に検出されたP2～ P6、 P8～ P19の 17ケ のピットは、何の為の ものかは、はっきりし

ないが、所謂「床下土墳」と呼ばれる、貼床の見 られる床下 ピットである。これらが本址のどの時期に掘

り込まれたかははっきりしないが、ピット間の切 り合い関係により前後関係が区別 され、一部は前後関係

から本址のどの頃掘 られたか判断される。 P13は柱穴 P34,P35に 東西両端を切られており、建て直 し前、

P18,19は拡張部分の床下 ピットと考えられ、拡張後、 P14は柱穴 P28を 切 ってお り、P6は P7を切 っ

てお り建て直 し後、P5は P21に切 られており、一回目の建て直 し後か、建て直 し前、 P17は P26に 切 ら

れてお り、建て直し前、P17は P16を切ってお り建て直 し前、P3は P4,P2を 切 リー番新 しく建て直

し後、P2,P4の 切 り合い関係ははっきりしないが、P2は柱穴 P24を 切 っているので建直 し後 と判断

される。いずれにして も17ケ の床下 ピットは、新たに貼床 されていることから、本址の最初の使用時か、

1回 目の建て直し後の使用時、 2回 目の建て直 し後の使用時に掘 られ、埋められたと考えられる。また建

て直 し時に掘 られて埋められたもの もある可能性 もある。床下 ピットの埋土は、まちまちであるが、黒褐

ｆ
薔

司

45住 カマド
I層  |=lll色 土(焼土粒 。白賞色粘土粒を多く含む)

H層 嗜褐色土(焼土粒多く,炭粒をわずかに含む)

Ⅲ層 白賞色粘土(喘 褐色土粒を多く含む)                              、

輝鶯‖:1爛勝littiil鐸難客ご1嗜0

図70 45号 住居llL カマ ド (1:40)
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図71 47号住居 llL カマ ド (1 :40)

色土、暗褐色土、暗黄褐色土に大別され、合有物により細分される。合有物には炭粒、焼土粒、黄褐色土

粒、砂粒、前記大別土の粒子がある。また、礫が入った もの、遺物 (破片及び半完形、完形品)の入った

もの も見られた。これら床下 ピットの埋土は自然堆積 と考えられるものは観察 されず、すべて掘 り込んだ

直後に埋められ、新たに貼床されており、前記 した様に住居址使用時及び、建て直 し時になされた行為 と

考えられる。

カマ ドは前記 したが、東壁北寄 りと北壁中央やや西寄 りの 2ケ所で検出された。北カマ ドの掘 り込みは、

柱穴 P22,23に懸ってお り、東カマ ドが最初に構築 され、北カマ ドが後に構築 されたと考えられる。東カ

マ ドは、150× 105cmの 規模を もつ石組み粘土カマ ドである。主軸方向は N76° Eを向 く。カマ ド石は、

天丼石が 2枚内部に落ちており、袖石は、左右両袖石共、 4ケ の石がやや内側に傾むいていたが立てられ
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そ状態で遺存 し、後方の煙道部に も袖石の続きの石が据えられた状態で残存 している。カマ ド周辺に見 ら

れる礫はカマ ド石が崩れ落ちた石 と考えられる。粘土は黄褐色粘土が両袖石の両側に、10～ 15cm残存 し、

外側に崩れ落ちた状態である。カマ ドの掘 り込みは、15cmの深さで、焚口～火床には 5cmの厚 さで焼土が

堆積 している。煙道は掘 り込み端から緩傾斜で、50cm外へ延びて険出された。北カマ ドは10× 78cmの 規模

をもつ石組粘土カマ ドである。カマ ドの掘 り込みは125× 78cm、 深さ15cmの 長楕円形を呈す。主軸方向は

N8° Wを向 く。カマ ド石は天丼石が 4枚内部に落ち、袖石は、左袖が大礫 3ケ 、小礫 3ケ 、右袖が大礫

3ケが立てられそ状態で遺存 している。本カマ ド周辺に、見 られる礫は、カマ ド石に使用 された礫 と考え

られる。粘土はあまり残存 していなかったが、両袖石の基部及び、カマ ド内にブロック状に残存 していた。

火床には 5cmの厚さで焼土が堆積 している。本カマ ドと北壁間は40cmの間隔で開いてお り、その開いた部

分からは石、粘土、焼土等は検出されず、どの様な施設が構築されていたかは不明であるが、煙道的な施

設が壁外まで続いていたとも考えられる。北カマ ド内からは、煮沸 。貯蔵形態の土師器甕、羽釜の破片、

須恵器大甕の破片、周辺からは供膳形態の土師器、黒色土器の杯が出土 し、 P21内 に見 られた多量の遺物

と接合するもの もあり、前記 したが P21は北カマ ドに附属する貯蔵穴 と考えられる。東カマ ド内、周辺か

らは、煮沸形態の遺物は見られず、供膳形態、土師器、灰釉陶器等の杯、皿等のみで、 Pl内 より出土 し

た遺物と接合するもの も見られ、前記 したが、Plは東カマ ドに附属する貯蔵穴 と考えられる。前述 した

様に北カマ ドは東カマ ドより新 しいカマ ドで、柱穴 P22,23を 切 ってお り、建て直 しの 2回 目に築かれた

カマ ドであると考えられるが、北カマ ドと北壁間には40cmの間隔があり、その間には何 も検出されず、北

カマ ドがカマ ドとは区別されるものであったとも考えられるが、煮沸形態の遺物を出土 していること、 P

21が付属すると考えられることからカマ ドと判断されるものである。東カマ ドと北カマ ドが、北カマ ドが、

北カマ ド構築後、同時に使用されたか、異なるかは、はっきりしないが、東カマ ド及びこれに伴なうPl

から煮沸形態の遺物が見られないこと等から考えて、北カマ ドにカマ ドを移築 したが、東カマ ドは壊 さず

に残されたか、または、北カマ ド周辺に見 られる供膳形態は、良質な黒色土器が多 く、土師器が少な く、

東カマ ド周辺には黒色土器が少なく、一搬的な土師器が多いことから、北カヤ ドは特別な時に使用された

カマ ドであったとも推定される。本址はいずれにして も、拡張、改築をして、V・ Ⅵ期の 2時期に渡 り、

長期間使用された住居と考えられる。 (図版及び表等では、東カマ ドを47号住居址カマ ド、北カマ ドを45

号住居址カマ ドとした。)

(島 田 哲 男 )

8)53号住居址  (図 72073,写 真38047)

本五Lは調査A区の北部中央に位置する竪穴住居址である。本址は50号住居址の南東隅を切 り、本址の北

約2.2mに 41号住居址、北西約80cmに 54号住居址、西約50cmに 40号住居址、西南約1.2mに は43号住居址

が位置する。検出面が床面直上であった為、上部をかな り削平 してしまい、検出時の遺存状態はあまり良

好でない。平面 プランは長軸 (南北)約4.7m、 短軸 (東西)約4.lmの規模 を有す、長方形 と推定 され

る。主軸方向はN90° E(長軸 NO° )を指向すると推定される。埋土は残存 した部分より、黄褐色土粒

を多 く合む黒褐色土層が確認された。壁は残存せず不明である。床面はほぼ平坦で中央部が堅 く、周辺部

が軟弱である。床面上の本址所属と思われるピットは 7ケ検出された。床面中央北西よりに P2、 南西よ

りにP3、 南よりにP7、 推定北壁脇にPl、 東壁カマ ド脇にP5、 推定東壁上にP60P4が 位置する。

このうち P6を除 く他のピットでは柱痕が確認され、いづれ も柱穴と認められる。主柱穴は位置的にP2,
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P3,P4,P6が 比定されると思われる。Pl,P7は 補助的な柱穴 と考えられるが、P4に隣接する

P5の性格は柱穴であること以外、明確にできなかった。これらのピットの他、P7に 隣接 して床下に P

8が検出された。P8は長径86cm、 短径72cm、 深さ15cmの規模を有 し、上面が貼 り床 されている。その

性格については不明である。カマ ドは袖粘土が一部残存 し、火床内及び、カマ ド周辺に石が散乱する状態

で検出された。その位置は東壁中央部南よりにあたると考えられ、主体部は推定約 160× HOcmの 規模 を

有す、石組粘土カマ ドである。カマ ド北側に見られた方形の砂岩には撃の痕跡が見られ、削って形を整え、
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カマ ドに使用 した石 と考え

られる。火床は床よりも僅

かに掘 り窪められ、焼土層

は火床奥の一部に 8cm前後

の厚 さで残存 していた。煙

道は検出されなかった。本

カマ ドは人為的に破壊され

た可能性がある。

(篠 崎 健一郎)

9)54号 住居址

(図 29,写真38044048)

本遺構は調査A地区の北

側の突出した区域のほぼ中

央やや西寄 り付近に検出さ

れた竪穴住居班Lで ある。48

号住居五Lの南東部を掘 り込

み、41号住居址に北東隅を

ほんのわずかに貼床 される

という重複関係にあり、48

号住居址・ 54号住居址 041

第 1節 竪穴住居址
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図73 53号 住居址 カマ ド (1:40)

号住居五Lの新旧関係が考えられる。その他付近には南に43号住居址を貼床する40号住居址 と壁 を並べ、南

東に0。 8m程離れて53号住居址、2.5m東 に50号 住居址が隣接する。東西 (長軸)3.3m、 南北 (短軸 )

3.2mの規模のほぼ方形プランを呈 し、長軸 (N80° E)と 主軸 (N86° E)の方向はほとんど一致する。

埋土は東壁から緩やかに傾斜 して床面を覆 う砂礫 0黄褐色土粒 を多 く、炭粒をわずかに含む黒褐色土 と砂

礫・黄褐色土粒を多 く含む暗褐色土の上層 とに区分され、自然堆積 と考えられる。壁はほぼ垂直に立ち上

がり、壁高は東・ 西壁 15cm、 南壁27cm、 北壁53cmを測る。床面上には礫の露出が見 られたが、だいたい全

面的に堅めであった。周溝は東を除いて北・西 0南壁直下を巡ってお り、南北東隅から始まり、南東隅の

ピット手前で終わっている。深さはおよそ10cm程、巾は16cm程 である。ピットは主柱穴 と考えられる南西

隅のPl(深 さ12cm)と 、土器の出土を見る貯蔵穴的な要素をもつ南東隅、カマ ド横のP2(深 さ16cm)

の 2ケ が検出された。東壁、南端に90× 70cmの範囲で石組み粘土カマ ドが検出された。主体部は原型をほ

とんどとどめず壊れている。カマ ドの断面で石組みの袖石が立っていたと思われる位置に粘性を もつ暗黄

褐色土が見られたり、使用された石材 とおぼしき 2ケ の石が横たわっていたのみである6住居址中央部に

散布する礫の中には、天丼石や袖石に使用されたと思われる石 も見 られる。カマ ド内には12cm程 の深 さの

掘 り込みが穿たれていて、この埋土中には焼± 0炭粒などがわずかに含まれていた。この他カマ ド内の埋

土には、底面上に 2cmの厚さで焼土の堆積がみられ、その上にのる土層中に もわずかではあるが、炭粒の

混入がみられる。煙道は24cm外 まで残存 していた。

バ
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第Ⅳ章 遺 構

10)56号住居址  (74,写 真48)

本址は調査 B地区北側やや西寄 りに検出された竪穴住居址である。東2.5mに 59号住居址 、1l mに 建物

址 5、 南東 6mに P463～ 477の ピット群 (柱穴群 7)、 南 2mに 57号住居址、西 5mに P437,60,64

号住居址がある。プランは、東西3.5m、 南北2.9mの 隅丸長方形を呈 し、主軸方向はN90° Eを 指す小

型な住居址である。埋土は砂礫を多

く含む黒褐色土の単一層であるが、

埋土中には10～30cmの 礫の散乱が見

られた。これらの礫は自然流入と考

えられ、遺物の遺存状態 も良好で押

沢の洪水を受けた家と推測される。

壁は、ほぼ垂直で、東壁 16cm、 西

壁、北壁10cm、 南壁 5cmと 、緩斜面

に掘 り込まれている為か、西側 。南

側がやや低 く、検出面が下部であっ

たのか全体的に壁高が低い。西壁南

側には、地山の安山岩の自然石が露

出 しており、この部分は壁がやや西

へ張 り出 している。床面はほぼ平坦

であるが、中央部が堅いのみで全体

的には軟弱である。周溝等の施設は

検出されなかった。ピットはPl～

P5の 5ケ が検出された。ピットは 図74 56号 住居址 (1:80)

P5を除きすべて西南部に集中している。Pl,3,3は 形状等より住穴 と考えられ、Pl,4が 主住穴

と考えられる。P3,P5は 大きさ、形状等より貯蔵穴的性格のものであろう。カマ ドは北壁中央にわず

かに焼土粒、炭粒が見られたのみで掘 り込み、粘土等は検出されず、右側に20× 15cm、 厚さ 5cmの 平石が

見られるのみで、これがカマ ドかどうか判断 し難 く、遺物が良好に遺存 していること等から、本址にはカ

マ ドは存在 しなかったとも考えられる。

(島  田 哲 男 )

11)60号住居址  (図 61075,写 真50)

本住居址は調査B地区北西隅付近に検出された遺構である。調査区の西端にほぼ半分程検出された64号

住居址の南東を掘 り込んでつ くられている他、P437の 西側一部を切 るとい う重複関係にある。東側35

mの ところに56号住居址、その南に57号住居llLが 並ぶ。南東 7m程のところには58号住居址 、南 10m程の

ところには65号住居址さらに33号住居址がある。東西 (長軸)40m、 南北 (短軸)36mの 規模の方形

プランを呈 し、主軸方向はN25° W、 長軸方向はN90° Eで ある。埋土は東壁 。西壁から住居址中央部に

向って流れ込んだ様相を示す、砂礫・黄褐色土粒を多 く合む暗褐色土層 と、その土層上にの り、床面中央

部を覆 う砂礫を多 く、黄褐色土粒をわずかに含む黒褐色土層 との 2層 に分けられる。壁の高さは検出面か

ら東41cm、 西30cm、 南35cm、 北39cmを測 り、東 0北に比べ南・西が低い。これは、北東から南西に向って
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第1節 竪穴住居址

緩やかな傾斜地に住居址が掘 り込まれている為と思われる。床はほぼ平坦だが、礫の多い黒褐色土中に構

築されているので、壁とともに礫が露出 している。ピットが 1個検出されたが、深さが10cm程 と浅 く、ま

たカマ ド焚口付近にあり、主柱穴 もしくは柱穴か否か判断 しかねる。このピット以外にはピットも周溝 も

発見されなかった。西壁の南西隅寄 りのところに石組み粘土カマ ドが設けられている。主体部が 165× 79

cmの 規模で、煙道は30cm程確認されているが、少々調査区域外へ延びると思われる。カマ ドの石組みは天

井石がカマ ド内や焚口前へ落ち込んでいる以外は旧状を保 って出土 した。袖石 もほとんどが直立 したまま

で堅固な構造がである。主体 となる石は袖石 8、 天丼石 5が考えられる。粘土は、わずかに見 られるのみ

でほとんど残っておらず、

おそらく石組み粘土カマ

ドの中でも、一部に粘土

を使用 したのみの石組カ

マ ドと考えられる。カマ

ド内には掘 り込みは、ほ

とんど見られず、焼土 も

残存 しておらず、炭粒が

わずかに見られるのみで

あった。また、カマ ド直

前にわずかながら焼土粒

が散っているの力`観察さ

れた。

(山 岸 洋 一)

図75 60号住居址カマ ド (1:40)

12)63号住居址  (図 76077,写 真52)

本址は調査 B区北端で検出された住居址であり、約 1/2が 調査区外へ延びている。本址の南西約52

mに 59号住居五し、南南東約10mに 61号住居址が位置 している。平面プランは、約 1/2が 未調査の為に仔

細を欠 くが、方形を呈すと堆定される。その規模は東西長4.32mを 計測 し、主軸方向はN82・ Eを指向す

る。埋土は 2層 に分層され、上層は風化安山岩粒を多 く合む暗褐色土層であり、下層は風化安山岩粒を僅

かに含む黒褐色土層である。壁は風化安山岩粒を多 く含む暗褐色土層をほぼ垂直に掘 り込み、東壁で50cm、

西壁で26cmを測る。本址が緩斜面に構築されている為に東壁が高 くなっている。南壁は検出面が南辺床上

であった為に削平 してしまった。床面は平坦であり、地山の砂礫層上面を床 としている。南辺は軟弱であ

るが、それ以外は堅くなっている。床面上ではピットが検出されなかったが、床中央部南よりで上面が貼

り床されたピットが 1ケ検出された。このピットは長径推定150cm前後、短径 140ch、 深さ14cmの 規模を

有するが、その性格は明らかにすることができなかった。カマ ドは東壁ほぼ中央部に構築されている。主

体部は206× 169cmの 規模を有す石組粘土カマ ドであり、袖部の僅かな部分 と火床上に残存する数個の石

―-129-―
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第Ⅳ章 遺 構

を検出 した。遺存状態

は非常に悪 く、本カマ

ドには、あまり石が残

存 しておらず、左袖石

が 3ケ立てられた状態

で遺存するのみで、人

為的に石は運びさられ

たものと推定される。

火床には 2cm程度焼土

が堆積 していた。煙道

は、検 出 され なか っ

た。

(市 川 隆 之 )

13)65号 住居址

(図 78・ 79,写真52)

本址は調査B区 中央、西壁近 くで

検出された住居址である。南約 2m

に33号 住居址 、7.4mに 70号 住居

址、東南東約 8mに 66号住居址、北

北東に58号住居址が、それぞれ位置

する。本住居址は長軸4.3m、 短軸

3.65mを 計測 し、平面プランは方形

を呈す。主軸方向はN-90° 一E

を指向する。埋土は単層であり、砂

礫を多 く含む黒褐色土である。壁

は、ほぼ垂直に掘 り込まれ、検出面

より東壁及び北壁で20cm、 南壁で19

cm、 西壁で16cmを 測る。床面は地山

を床 とし、ほぼ水平であるが、全体

的に軟弱である。ピットは 2ケ検出

60 住

|||:::!l麒
:il:::lll:[li含

む)

図76 63号住居址 (1:80)

OR
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図77 63号 住居址カマ ド (1:40)

され、南東隅のPlと 北西隅に位置するP2で ある。両者共に平面形は直径40cm前後の円形 を呈 し、掘 り

込みはPlが 10cm、 P2が 14cmと 浅いが、おそらく両者共、位置等から主柱穴と考えられる。

カマ ドは住居址の東壁、中央部に構築されている石組粘土カマ ドである。主体部は125cm× 90cmの 規模

を有 し、両袖の石、及び天丼石が崩壊 した状態で検出された。袖石の根元には、自色粘土、黄褐色粘土が

わずかではあるが残存 していた6カ マ ド主体部の掘 り込みは浅 く、床面より、僅かに窪む程度である。底

口
、ロ

ロ
ヨ

0            1m
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面には、焼土が 2～ 3cm堆積 してい

た。また多 くの小炭粒がカマ ド内に

散って観察された。

(市 川 隆 之 )

14)66号住居址

(図 80・ 81,写真53)

本 t」 Lは 調査B地区ほぼ中央南西寄

りに検出された竪穴住居である。西

約7.5mに 65033号 住居址 、南西約

64mに70069078号住居址、南東

9mに 75号住居五Lがある。プランは

南北4、 55m、 東西4、 10mを測る方形

プランである。主軸方向はN90° E

を示す。埋土はI層 ととらえられ、

砂礫を多 く含む暗褐色土が堆積 して

いる。壁は垂直に近 く、東壁20cm、

.西
壁10cm、 南壁 6cm、 北壁19cmを測

る。緩斜面に構築されているため、

南壁が浅 くなっている。周溝はみら

れず、床面はほぼ平坦であるが、砂

礫が多い地山の為軟弱である。ピッ

トはPl、 P2の 2ケ が検出 され

た。形状等より、柱穴と考えられる

が、どちらが主柱穴となるかは不明

である。本遺跡の他の住居址より考

えてみると、壁際に主柱穴があるも

のが多いこと、P2がやや中央部に

寄ていること等 より推測 して、Pl

が主柱穴であったとも想定される。

カマ ドは住居址の東壁中央部よりや

o             2m

図78 65号住居址 (1:80)

0            1m

図79 65号 住居址カマ ド (1:4の

回
Ｆ
曽
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4′Ⅲ
“
m

や南寄 りに位置 し、92cm× 71cmの規模をもつ石組み粘土カマ ドである。現状はカマ ド右袖石の 2枚が残存

しているのみである。石の根元には、わずかではあるが自黄褐色粘土がみられる。カマ ド右横の 3ケ の石

は、遺物が下から出土 していることにより、カマ ドに使用されたものと思われ、カマ ドは住居址廃棄時に

壊され、大部分は持ち去 られてしまったが、一部がここに残されたと推定 される。カマ ド焚口部後方には

焼土が 6cm堆積 して見られ、周辺には焼土粒、炭粒が散っていた。

“

住

颯 助

(鰤 ×鋤 43X42 40X田

深   さ
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+|:_器

日
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Ct“m

plt L

規模

(蜘 X鋤 田 文

“

35X3:

深   さ

0             2m

図80  66号住居址  (1 :80)

15)67号住居址  (図 82・ 83,写真53)

本址は調査B地区の東端やや南寄 りのところに検出された竪穴住居址である。付近には西に68号住居址、

南に36号住居址があり、東側背後には東山の傾斜面が迫る位置にある。南北 (長軸)4.5m、 東西 (短軸 )

4.4mの規模を有 し、主軸はS75° Wを指 し、長軸をN45° Wの方角へ向けるほぼ方形のプランである。

埋土はI層 としてとらえられてお り、風化安山岩粒を多 く含む黒褐色土であった。壁はほぼ垂直で、高さ

は東・西壁17cm、 南壁13cm、 北壁28cmと 低 く、上部は検出が困難であった為か削平されたのであろう。床

面は全面的に堅 くよくしまっており、良好な状態であった。周溝は確認されなかったが、ビットは 5ケ 検

出され、この うちP103・ 4・ 5は ほぼ方形に並ぶ ものの、カマ ド横に穿たれているP5の 埋土中には

炭粒が多 く、焼土粒がわずか |ご 含まれてお り、同 じくカマ ド横のPlの埋土中にもわずかであるが炭粒が

Ｌ

Ｆ

・ヨ
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図81 66号住居址カマ ド

第 1節 竪穴住居址

含まれていて柱穴的な性格を考えるには

やや疑問 も残 される。また、P2の 土層

も焼土・炭粒を多 く含んでお り、これ も

柱穴 と断定するのは難 しい。各 ピットの

深さを見るとPl(16cm)、 P2(8cm)、

P3 (20cm)、 P4 (22cm)、 P5 (12

cm)で 、柱穴と考えられるP304に 比

べると浅い。カマ ドは西壁のほぼ中央に

構築されてお り、石組み粘土カマ ドであ

る。主体部は1.3× 1 lmの 規模で、床

面下 5cm程の掘 り込み も見 られる。石組

みは直立 していた袖石 2以外は倒れたり、

カマ ド前面に散乱 している石が多 く、原

位置を保つ ものは少なかった。カマ ド内

の埋土は炭・焼土・黄褐色粘土・風化安

山岩などの粒子を多 く含む黒褐色土 と主

に煙道内に堆積 し、先に流れ込んだとみ

られる炭粒をわずかに、風化安山岩粒を

多 く (前 者よりも多い)含む黒褐色土 と

ll l∫ :き ,こ il花
婁岳暑暑をすツF難皇慮13事ふに合む)

ct.“ m

④

‥
ｊ

「

ｎ
ｔ
ｔ
，

●

５
●
っ

図82 67号住居址 (1:80)

帥
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に分けられる。また共に風

化安山岩 0炭 粒 を多 く合

み、やや粘性を持つ暗黄褐

色土 。黒褐色土が上 。下に

重なって、袖石の外側に貼

り付 くように見られる。そ

のうえ、黒褐色土は袖石の

内側にもあり、カマ ドの石

組みを包んでいた粘土であ

ろうと思われる。なお、カ

マ ド内の埋土中には土器片

も混入していた。煙道は30

cm程住居址外へ延びる。

(山 岸 洋 一 )

´ ∠ ≦ z`≡
憂 蔓 三 :甕 藤 要

「

_。

.゛ β゙

L            lm

図84 69号住居址 カマ ド (1:40)

メ
鮎
儘
ヽ

媚褥{癬隕製恣葛Jトーーコm

図83 67号 住居址カマ ド (1:40)

16)69号 住居址  (図 46084,写 真54055)

本llLは 調査 B地区の西南部で検出された竪穴住居

址である。本址は78号 住居址の北西隅を切 ってお

り、本址の北東約6.3mに は66号住居址 、西北約 1

mには70号住居址が位置 している。平面プランは方

形であり、その規模は南北4.58m、 東西4:01mを測

り、主軸方向はN75° Eを指向する。埋土は単層で

あり、砂礫を多 く含む黒褐色土層である。壁はほぼ

垂直に掘 り込まれてお り、検出面より東壁北部で31

cm、 西壁南部で19cm、 南壁東部で31cm、 北壁西部で

28cmを計測する。本址が緩斜面に構築されている為

に西壁が低 くなっている。床面は全体的に堅いが、地山の礫が床面上に出てお り、細かな凸凹がある。こ

の床面上では 3ケのピットが検出され、形状及び、位置よりPl,P2が 主柱穴であり、P3は補助的な

柱穴であると考えられた。カマ ドは東壁中央部に位置しており、主体部は90× 66cmの 規模を有す石組粘土

カマ ドで、カマ ド主軸方向はN58° Eで ある。この主体部はほ り現状をとどめてお り、袖部では袖石が床

面上に立ったまま遺存 しており、袖石基部には粘土が残存 していた。天丼部の石は焚日、及び火床内で検

出された。火床は床面より少 し掘 り窪められており、薄 く焼土層が形成されていた。煙道は検出されなかっ

た。

―-134-―
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第1節 竪穴住居址

17)70号住居址  (図 85086,写 真55)

本址は調査 B区西南部の西壁で検出された竪穴住居址であり、本址の西壁のごく一部が調査区外へ延び

ている。本址は 、P522,523.(小鍛冶址 1)に切られ、南東約 lmに 69号住居 llL、 北東約8.8血 に66号

住居址、北約7.4mに 65号住居址、北北西約3.8mに 33号住居址が位置 している。平面 プランは南北長

4.5m、 推定東西長4.5mの規模を有す方形であり、主軸方向はN90° Eを 指向する。埋土は単層であり、

炭粒・砂礫を多 く合む黒褐色土層である。壁はほぼ垂直に掘 り込まれてお り、東壁 14cm、 検出された西壁

で15cm、 南壁14cm、 北壁で24cmを測る。床面は地山の砂礫層を床 とし、床中央部からカマ ド前にかけて堅

い。そ して、北西部が僅かに底 くなっている。ピットは西壁より中央でPl、 床中央部南よりでP2の 2

ケ検出された。Plは規模及び、形状より主柱穴とも考えられるが、P2は床より僅かに窪む程度の ピッ

トで、その性格は明らかにできなかった。カマ ドは東壁中央部で検出され、主体部は135× 110cmの 規模

を有す石組粘土カマ ドである。この主体部の遺存状態はあまり良好でな く、壁際に僅かな袖粘土 と袖部及

び、火床内に少数の石が残存するのみである。本カマ ドの石 と思われるものは、む しろ、カマ ド前と床面

に散乱する状態で検出され、人為的にカマ ドが破壊 された可能性 も考えられた。カマ ドの掘 り込みは方形

に15 cm前後掘 り込まれ、煙道へ緩やかな傾斜を有 してたち上げる。煙道は僅かに1lcm程 、残存 していた。

(市 川 隆 之 )

図85 70号住居址 (1:80)

18)71号住居址  (図87088,写真57)

O           Jm

図86 70号 住居址カマ ド (1:40)

調査 B地区南西隅に検出された竪穴住居址である。 3m北に78号住居址 、 lm東に72,73号 住居址、 1

m南 に34,76号住居址、2m西77号住居址が位置する。本址は主軸をN6° Wに向け、長軸方向N85° E

と、やや東西に長いが、東西4.8m、 南北4.7mの隅丸方形 プランとなる。砂礫を含む黒褐色土の自然堆

積によって埋め尽されている。礫を多 く合む暗褐色土に埋 り込まれている為、ゃや検出が困難で、壁は東

メt鮎
聰

(lⅢ軸X'11111) 51 XぐЮ)

深   さ
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壁30cm、 西壁31cm、 南壁 8cm、

北壁24cmを測る。南側は北～南

への緩斜面に掘られている為低

くなっている。床面も地山の関

係で、所々に礫の露出が見 ら

れ、所々に堅い部分が見られた

が、全体的にやや軟弱である。

周溝は検出されず、ピットは主

柱穴となるものはな く、カマ ド

左脇のPlのみであった。Pl

は、規模、位置等から貯蔵穴と

考えられる。カマ ドは北壁ほぼ

中央に構築された石組み粘土カ

マ ドで、石組みのうち袖石の 6

ケが直立 していた他、カマ ド右

横には火を受け焼けただれた礫

が散乱 してお り、天丼石 と思わ

れるものも認められた。煙道は

50cm程の長さが確認され、主体

部は90× 90cmの 規模で、カマ ド

内の掘 り込みは 5cmの 深さを測

る。火床には焼土が 4cm堆積 し

ていた。また、袖石周辺には白

黄色粘土が残存 していた。

(山 岸 洋 一)

19)74号 住居址

(図89090,写真60)

本址は調査B区 の南、ほぼ中

央で検出された住居址であり、

北北西約36mに 75号 住居址、

北東約5.6mに 68号住居 l」L、 西

南西約3.6mに 73号住居址が位

十1:_3懲

0       2m

図87 71号 住居址 (1:80)

図88 71号住居址カマ ド (1:40)

置する。本住居址は長軸315m、 短軸2.4mの 方形プランを呈 し、長軸はN18° Wを指向する。埋土は単

層であり、風化安山岩粒を含む暗褐色土層である。壁はほぼ垂直に掘 り込まれているが、床から緩やかに

立ち上がり、検出面から東壁中央部36cm、 北壁中央部21cm、 西壁中央部16cm、 南壁中央部で10cmを 計測す

る。検出面とした土層が北東部から南西部へ傾斜している為、東壁と北壁がそれぞれ高 くなっている。床

面は地山を床とし、ほぼ平坦であるが、全体的に軟弱である。ピットは床面上では検出されなかったが、

北東隅に長径80cm、 短径約50cmの規模のものが 1ケ接続している。土層の観察より、本住居址と切 り合い

―-136-―



関係が認められず、本址所属の張 り出 し

ピットと考えたい。カマ ドは北西隅に位

置する石組粘土カマ ドであり、その主軸

はN53° Wを指向する。カマ ド主体部は

粘土を盛って袖の基礎部分とし、その上

に石を載せて構築されている。この主体

部にはあまり石が残存 しておらず、又、

カマ ド石 と思われる石が床に散在するの

で、人為的に破壊されたと考えられる。

火床は少 し掘 り窪められてお り、10cm前

後に焼土粒、炭化物が堆積 していた。煙

道はカマ ドの軸線上に延びると考えられ

るが、上部削平の為、検出されなか っ

た。右袖上の一部の石の表面に煤と思わ

れるカーボンの付着が見られた。

(市 川 隆 之 )

20)76号 住居址

(図50,写真33・ 61)

本址は調査 B地区南端の南西隅近 くに

検出された竪穴住居址で、南側の一部が

調査区域からはずれた為完掘できなかっ

た。34号住居 l」Lの 一部を掘 り込んでつ く

られており、付近には北側 lmの ところ

に71号住居址、25mJヒ 西に77号 住居

址、1.5m北 東に72・ 73号住居址が位置

する。主軸・長軸方向は明らかにできな

かったが、一辺 3.5cmほ どの方形プラン

を呈すると思われる。埋土は砂礫を含む

黒褐色土で、自然堆積によリー気に埋没

した様子がうかがえる。壁高は北壁で44

cm、 東盤 ∝m、 西壁43cm、 南壁は検出で

きなかったので不明である。全体的に床

第 1節 竪穴住居址

ざ

0/

0/

図89 74号 住居址 (1:80)

0_____… ___―一―――‐ m

や
、

‖i力 itと壼晨至急サ黄忌:多 1●馨響
・炭粒をわずかに含0

図90 74号 住居址カマ ド (1:40)

面はやや軟弱であったが、南側にはやや固 くしまった部分がみられた。周溝は認められず、ピットは 4ケ

確認され、このうち西壁寄 りのP3(深 さ30cm)と 北西隅にあるP4(深 さ20cm)が 主柱穴 と思われる。

P3に付随するようなP2(深 さ10cm)は補助柱穴と考えられる。深さ14 cm程 のPlは北半分 しか掘れ
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ず、しかもす ぐ東側にはカマ ドに使われたような礫群がみられ、柱穴 と即断するのは避けたい。なお、カ

マ ドは北壁にはな く、東 。西壁にも見あたらず、南壁か東壁 。西壁で も極めて隅際か、もしくは南東 。南

西隅にあったことになる。調査区域最南端でPlと 東壁のほぼ中間に検出されたこの 9ケ の礫を仮 りにカ

マ ドの石材 と考えた場合 、カマ ドは東壁南隅のところに設けられていたことになる。礫群の周囲には多 く

の炭粒が見られた。

(山 岸 洋

財

一 )

21)77号 住居址  (図 91092,写 真62)

本遺構は調査A地区の西端、南西隅寄 りの地点に確認

された竪穴住居址である。東側と南東に1.5m程 の間を

置いて71号住居址、34。 76号住居址が隣接する他、北側

の69070078号 住居址群とは 5m程離れた位置にある。

主軸 N84° E、 西側の一部が調査区域をはずれた為 、住

居址全体像を把握するには至らなかったが、規模は一辺

3.9m程 の方形 プランになると思われ 、長軸方向はN

5° Wか 、N85° Eと なるであろう。埋土は砂礫を含む

黒褐色土が住居址内に自然堆積 していた。北側埋土中に

は後に廃棄されたと思われる鉄滓が集中 して見 られた。

礫を多 く含む暗褐色土の地山に掘 り込まれてお り、壁に

礫が顔をのぞかせ、少々崩れかけていたものの、残存状

態では北壁40cm、 南壁32cm、 東壁33cmの 高さをもって、

ほぼ垂直に立ち上がる。西壁は調査区域外で検出できな

かったので不明である。床面は褐色砂礫層で、カマ ド周

辺や中央部が固 くしまっていた以外はやや軟弱であった。

周溝 。ピット等の施設は検出されなかっ

た。カマ ドは東壁中央に設けられた石組

み粘土カマ ドで、石組のうち袖石が 4ケ 、

原位置で検出された以外は天丼石が焚口

手前まで崩れ落ちていた。カマ ド内は 7

cm程の掘 り込みに焼土が充満 しており、

石 も焼けた痕跡が明瞭で、使用のあとが

うかがえる。なお、袖石の根元には粘土

がわずかにみられた。カマ ドの規模は主

体部で1.0× 0.8mの範囲、煙道は20cm

の長さが認められる。

図92 77号 住居址 カマ

ーー138……

o       2m

図91 77号 住居址 (1:80)

0_________――一―――-lm

ド (1 :40)

(山 岸 洋 一)



第 1節 竪穴住居址

第 Ⅶ 期

1)2号 住居址  (図 93・ 94,写 真 8)

本址は調査A区の西部に位置する竪穴住居址である。本住居址は北西方向から入る溝 1の ほぼ直角に南

へ折れる部分を切っている。平面プランは隅丸方形を呈 し、その規模は長軸 (東西)5。 2m、 短軸 (南 北 )

4。 8mを計測する。主軸方向は N90° Wを指向する。埋土は単層であり、炭粒・ 黄褐色土粒を含む暗褐色

土層である。本址は掘 り込みが浅 く、四壁共、僅かに残存するのみであり、東壁H cm、 西壁10 cm、 南

壁 4 cm、 北壁12 cmを計る。壁は残存部より、ほぼ垂直に立ちあがると確定される。床面は、ほぼ平担

+|:_議 +|:_器
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…
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焼 土

焼土少量含むベースの責IS色土
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Ⅳ層に炭化物含む

図93 2号住居址  (1:80)
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第Ⅳ章 遺 構

であり、中央部が堅 く、周辺は軟弱

である。この床面上では 6ケ のピッ

トと 1ケ の平石が検出された。検出

されたピットのうち、Pl,P4,

P6は主柱穴 と認められる。 P3も

位置的に主柱穴 と考えられるが、位

置が少 し南西隅に寄 っていること

や、他の主柱穴よりも規模が大きい

ことなどより、積極的な手がかりは

なかった。平石は西壁際のP3脇で

床面に置かれた状態で検出された。

カマ ドは西壁の北端よりに位置する

石組粘土カマ ドである。主体部は

84cm× 72cmの規模を有 し、火床 と袖

石の痕跡のみが検出された。袖石は

人為的に運びさられたと考えられ、

その圧痕より、袖石の配置は左右両

|′層 黛黛と圭1籍士:燈1?=春青を少量含む)

I:層  焼土
Ⅲ層 貴褐色土 (焼上を少量含む )

Ⅳ層 賞褐色土(粘 質をもつ )

Ⅳη  責褐色土(粘 質をもち,炭化物を含む )

．．〓「中‐‐‐‐‐ハ∽ヽ
＼、、‐‐′′′ノ′ヽ
′‥‐‐‐‐‐　　‐

‐ヽ一
　

　

≧

　

≧ 。

図94 2号住居址 カマ ド (1:40)

袖が対称になっており、それぞれ焚口に細長い石を立て、その奥に細長い石 を置き、壁際に小 さな石 を配

置していると推定される。火床はわずかに掘 り窪められており、 3cmの焼土層が形成 されている。その焼

土層の上には炭化材が残存 していた。煙道は西壁に対 し垂直に40cmほ ど延び、平面形は三角形を呈 して緩

やかに掘 り込み火床から立ち上がる。

(篠 崎 健一郎 )

2)6号 住居址  (図 95096,写 真12)

本遺構は調査 B地区中央部やや北寄 りのところに検出された竪穴住居址で、北に 5号住居址、南に 7号

住居址、東に 2号建物址が隣接する。南北 (長軸)3.6m、 東西 (短軸)3.lmの 規模 で、長軸 方向 N

O° と真北を指すほぼ方形のプランであ り、主軸は N90° Eの方角を向 く。埋土は床面を覆 う黒褐色土

(黄褐色土粒をわずかに合む)が認められたのみで、壁 も残存高が東で6cm、 南 4cm、 西 。北 5cmを測 り

住居址の輪郭が確認された時点には一部の床面 も露出するほど、住居址上部をほとんど削平 されていた。

床面は堅くよくしまっており、良好な状態であった。周溝は認められず、カマ ドは東壁の南隅近 くに設け

られていて、1.3× 1。 lmの 主体部掘 り込みと27cmの 煙道が認められたが、石組みに使われていたと思わ

れる礫が数ケ、掘 り込みの底面から10cm程浮上 して散乱 しているのと、カマ ド内の埋土のうち下層の もの

は炭 。焼土粒 をわずかに含む明褐色土で、上層の炭 。焼土粒を多 く含む暗褐色土との境界に焼土ブロック

を狭むことが確認されたのみである。なお、カマ ド脇の南東隅には土器片を混入 し、黄褐色土粒を多 く、

炭粒をわずかに含む暗褐色土がぁる。カマ ド内埋土 とは異なる土層の堆積のP2がある。このピットは深

さが床面から10cm程 と浅 く、柱穴 むよ性格を異にすると考えられる。柱穴 としては南壁際の Pl(深 さ

18cm)が見られる。他に見られるピット (P16,270,271)は 本址を切る形で掘 り込まれる建物址 6ピ ッ

卜である。
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3)9号 住居址

(図 20035,写 真13014)

本址は調査A地区西側の北端部に

10号住居址を切っている状態で検出

された。100H号住居址を貼床する

重複関係にある他、付近には 5m程

東に 30408号 住居址、南6.5m

程には 2号住居址、溝 1が、10m西

には12号住居址、10m南東には13号

住居址が、それぞれ位置する。「形

状は東西4.5m、 南北4.3mの 隅丸

方形を呈する。中軸の示す方位は、

N13° Eで ある。埋没土は、砂礫・

炭・黄褐色土粒をわずかに含む黒褐

色土の自然堆積による単層のみが確

認された。

壁高は、東壁2∝ m、 西壁40cm、 南

壁2“ m、 北壁28cm程であり、北壁は

ほぼ垂直に立ち上がっている。周溝

は検出されていない。床面は軟弱で

あった。主柱穴は検出されず、中央部西よ

りにPl、 南西隅壁際にP2が検出された

のみである。カマ ドは、南東隅に設けられ

た、石組粘土カマ ドである。粘上部はほと

んど崩れ落ちていたが、石組の遺存状態は

よく、僅かに天丼石が持ち去 られたの み

で、両袖石はほぼ完全な状態で遺存 してい

た。主体部の規模は75× 4詭m、 煙道は3詭m

の長さが確認され、カマ ド内の埋土のうち

底面上に炭 0焼土粒をわずかに合む暗黄褐

色土が 8 cmの厚さで堆積 しており、その

上に 2～ 3 cmの厚さの焼土層があり、さ

らに上部の暗褐色土層中に も炭粒が多 く、

焼土粒がわずかに含まれていた。
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図95 6号住居址 (1 :80)

6住 カマ ド                    :
1層  暗褐色土(炭粒・焼土粒を多く含む )

H層 明褐色土(炭粒・焼土粒をわずかに含む)

m層 焼土プロック
‐Ⅳ層 暗褐色土(責 褐色土粒を多く,炭粒をわずかに含む )

バ

6*,. *

0             2m

0      1m
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pit跳

規模
Pl

(鰤 Xm 25Xる 98 X O

深   さ 0

(寺 嶋   仁)
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図96 6号住居址 カマ ド (1:40)



第Ⅳ章 遺 構

4)22号住居址

(図 9098,写 真22)

本址は調査A地区中央やや東寄 りに検

出された 6軒の住居址群 (22・ 350390

44046051号 住居址)中の南東に検出さ

れた。住居五L群中、最 も新 しい時期の住

居址で、南西部のコーナーは46号住居址

東壁上に懸 り、北西部コーナーは39号住

居址南壁上に懸 り、北壁は35号住居址南

側を切 り込み、貼床 してある大型な竪穴

住居址である。プランは東西 8m、 南北

5。 9mの隅丸長方形を呈 し、主軸方向は

N100° Wを指す。埋土は炭粒、砂礫を

多 く合み、焼土粒をわずかに合む黒褐色

土の単一層である。床面には、小粒な炭

が多 く散 らばって見 られ、中にはカヤ状

の炭化物 も見られ、炭化材 も所々に見ら

れ、埋土中に も多 くの炭粒が見られるこ

と等から焼失住居 と考えられる。炭化材

で最大のものは、15× 5cm、 厚さ3cmで

ある。壁は、砂礫層であるので崩壊 しや

すく、壁高 もかなり低 く、西壁は南西側

へ下る緩斜面であるので南壁、西壁大半

の壁は検出されなかった。壁高は、東壁

13cm、 西壁1∝m、 南壁 5cm、 北壁1∝mを

測 り、ほぼ垂直に立ち上る。床面はほぼ

平坦で、カマ ド前ん東側は堅 く良好であ

るが、東壁際、南西側四半部分はやや軟

弱である。周溝は検出されなかった。

ピットは、Pl～ o23ま で大 0小 ピット

が23ケ 検出された。P2,3,4,5,

6 , 8 , 9 , 10, 11 , 12, 13, 16, 17,

18の 14ケ は形状等か ら柱穴 と考えられ

る。主柱穴は中央部に方形に並ぶ、 P

3,5,8,9,13,17,18と 考 えら

れ、 1ケ だけ外に出て西壁側に寄ってい

るが P2も 形状、深さ等より主柱穴と推

定される。 P13を 除いた、P2,50P

O     lm

9住 カマ ド
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図97 9号住居址 カマ ド (1:40)
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Ⅳ層 喘賞褐色粘土(略褐色土を多く含む )

V層  褐色粘土〈略褐色上をわずかに含む )

Ⅵ層 暗褐色土(炭 粒・褐色粘Jl粒・安褐色土わずかに含む)

Ⅶ層 暗褐色土(褐 色粘土・炭粒を多く,焼土粒をわずかに含む )

図98 22号 住居址  カマ ド (1:40)
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焼土粒をわずかに含む)

爪褐色土粒を多く含む)

1層 暗褐色土 (褐 色土多く.炭粒・焼」1粒わずかに含む)

lI層  褐色粘土 (炭粒・焼土粒・嗜褐色土粒多く含む)

Ⅲ層 赤褐色土 (Π

=褐
色土・炭粒をわずかに含む,焼土 )



第1節 竪穴住居址

8,90P17,18は 2ケ が並んでお り、建て直 しが考えられる。おそらく建て直 し前は、 P5-P8-P

13-P17-P2の 組み合わせで、建て直 し後は、P2,13は併用 され、P3-P9-P13-P18-P2の

組み合わせであったと考えられる。 P4は P3の補助的な柱穴、 P6は P5の補助的な柱穴 と考えられ、

P10,H,12,16は 支柱穴と推定される。Pl,P7は 大 ピットで、位置、規模等、Plは 内部に完形の

黒色土器が見られること等より貯蔵穴的性格の ものと考えられる。 P14,P15に は表面が堅 く、貼床状に

なっており、おそらく床下 ピットと同様なピットと考えられる。 P19～ P23は 、小 ピットであるが東壁中

央北寄 りに 1× lmの範囲で弧状に検出された。この部分はやや壁が張 り出 してお り、 3ケ の自然石が見

られ、扁平な 1夕 の石は平な面を上にして置かれた状態であった。また完形の土師器高台付杯が P20の横

から出土 した。この遺構ははっきりとは断定できないが、カマ ドと反対方向にあること、人口部 とは思え

ないこと、小 ピットが弧状に囲み、壁がやや張 り出すこと等から、祭祖的な遺構 とも推定されるが、結論

は今後の資料の増加を待ちたい。カマ ドは、西壁北端に位置 し、130× 105cmの規模を もつ石組み粘土カ

マ ドである。主軸方向はN95° Wを指向する。カマ ド石はカマ ド内に落ち込み、散乱 した状態であるが、

袖石が右袖 1ケ 、左袖 2ケが立てられ遺存 していた。袖石は床面上に立てられておらず、下部を粘土で固

めその上に載せられ、立てられていた。遺存する袖石の外側に も良好に被せた粘土が残 っている。カマ ド

の掘 り込みは、130× 75cmの楕円形で、深さ10cmを 測る。火床には、暗褐色土、炭粒をわずかに含む赤褐

色土 (焼土)が厚さ 5cm堆積 している。煙道は浅いが30cm外 まで残存 している。

(島 田 哲 男 )

5)28号 住涛]五L  (図 50099, 写真 28・ 29)

本址は調査A地区東側中央部の緩斜面上で検出され竪穴住居址である。南西部は27号住居址を切 り、貼

床 している。北50cmに 29号住居址、南4.5mに 20号住居址、12mに 25号住居址、南西13mに 30号住居址、

西14mに 18号住居班Lが ある。本址のプランは、東西6.5m、 東側南北5.4m、 西側南北5.2mの 台形状の

隅丸方形を呈 し、主軸方向はN90° W、 長軸方向は N85° Wを向 く。埋土は、 1層 のみで、やや大きめな

礫、砂礫、黄褐色土粒、炭粒をわずかに合む黒褐色土である。壁は、ほぼ垂直で、東壁18cm、 西壁20cm、

南壁15cm、 北壁25cmを測る。壁面、特に東、北壁には自然石の礫が所々に露出しやや凹凸が見 られる。床

面はほぼ平坦で、やや凹凸を持つ。全体的には地山

の褐色土及び、黄褐色砂層部は堅 く良好であるが、

27号住居址貼床部分及び、壁際はやや軟弱である。

周溝等の施設は検出されなかった。 ピットはPl～

P5の 5ケ が検出された。P2,P3,P4,P5

は、規模等から柱穴で、P4,P5が 位置等から主

柱穴と考えられる。 P4は 40cmと 深いが、P5は 20

cmと浅い。P2,P3は 10-12cmと 浅 く、規模が小

さいことから支柱穴 と思われる。Plは大 ピットで

規模等から貯蔵穴と考えられる。カマ ドは西壁南端

に位置 し、主軸方向が N95° Wを 向 く、133× 103c

mの規模をもつ石組み粘土カマ ドである。カマ ドは

崩れており、カマ ド石は、散乱 している。カマ ド部

ざ
“
Jm

28住カマ ド
I層  11栂 色土(砂質安褐色土多く混入 )

H層 01褐 色土(黄褐色fl上粒多く,焼土粒・炭粒わずかに含む )

Ⅲ層 暗褐色土(賞 褐色帖上粒・焼土粒・炭粒わずかに含む )

Ⅳ層 暗褐色土(焼 土粒・炭粒 を多く含む )

V層  明赤褐色土(焼土 )

図99 28号 住居址 カマ ド  (1:40)
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第Ⅳ章 遺 構

分にははっきりした掘 り込みは検出されなかったが、カマ ド部分は10cm程 低 くなっている。カマ ド内は、

上部に黄褐色粘土粒を多 く含む暗褐色土が見られ、その下層には焼土粒、炭粒 を多 く含む暗褐色土が見ちヽ

れた。火床には上部に明赤褐色土の焼土が見られ、下部に炭粒を多 く含む暗赤褐色土が堆積 している。煙

道は検出されなかった。本址には他の施設として東壁中央壁際に140× 7tlcm範囲で、11ケ の礫を並べた配

石が見られた。どれ もほぼ平坦な部分を上にして配置され、土師器完形の杯が中央部やや前より出土 した。

配石周辺の上層は埋土とわずかに異なり、焼土粒、炭粒、粘土粒をわずかに合む暗褐色土層であった。何

の為の ものかはっきりしないが、おそらくこの配石は、壁際にあること、カマ ドの対面にあることから、

祭壇的要素の ものか、 もしくは何 らかの作業をする作業台的配石 と推定される。

(島 田 哲 男 )

6)33号 住居址

(図 100,写 真 33)

本址は調査B地区中央西端に北東

1/4部 分を検出された堅穴住居址

である。東 9mに 66号住居址、南 3

mに 70号住居址、北 2mに65号住居

址が存在する。本址のプランは方形

を呈すると考えられる。埋土は、礫

を多 く合む黒褐色± 1層 のみであ

る。壁は、暗褐色砂礫層を掘 り込ん

でお り、やや傾斜をもち、東、北壁

とも14cmを測る。床面は砂礫層の為

か軟弱であり、床面よりはピット、

周溝等の施設及び、カマ ドは検出さ

れなかった。

(篠 崎 健一郎) 図100 33号住居址  (1:80)

7)41号 住居址  (図 29,写真38039)

本址は調査A地区北側の凸出した調査区中央部の砂礫を多 く含む、暗褐色土層の北～南への緩斜面で検

出された竪穴住居址である。本址は50号住居址北西 コーナ■、54号住居北東 コーナー部分上をわずかに切

る形で重複 している。西側には48,49号住居址が隣接 し、北 5mに 42号住居址、南 3mに 40,43,53号住

居址がある。本址のプランは、北側東西7.2m、 南側東西6.4m、 南北4.9mの やや台形状の隅丸長方形

を呈 し、主軸方向はN15° W、 長軸方向はN77° Wを向 く。埋土は、炭、砂礫を多 く含む黒褐色土の単層

である。本址は、焼失住居址で、床面上には多 くの炭粒の散布が見 られ、埋土中に も炭粒が多 く、北西側

には炭化材が集中し、P5周辺からは、木の実 (ハ ンバ ミ、 ドングリ、桃の実等)の炭化物が集中 して検‐

出された。炭化材は10-30cmの長さの小さい ものが多いが、最大なものは、長さ40cm、 幅 8cm、 厚さ4cm

を測る。壁は、ほぼ垂直であるが、緩傾斜に掘 り込まれている為、南に向 うにつれて低 くな り、南壁は検

出できなかった。壁面の所々には掘 り込み層の礫が露出して見られ、壁高は、東壁 8cm、 西壁 26cm、 北壁
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第 1節 竪穴住居址

15cmを 測る。床面は褐色砂礫層でほぼ平坦で、カマ ド前 P5,8,9に 囲まれた部分は、堅 く良好である

が、他はやや軟弱である。周溝等の施設は検出されなかった。 ピットはPl～ 9の 9ケ が検出された。 P

6,7,8,9は 規模等から、柱穴と考えられ、P8,9は 主柱穴、P6,7は 支柱穴 と考えられる。 P

2,3,4は 規模が大きく、貯蔵穴的性格と考えられる。 P2内部からは獣骨 と思われる骨片が検出され

た。P5は貯蔵穴で、内部に多量の木の実の炭化物が内部に認められ、床面には、20× 20cm、 厚 さ17cmの

礫が入っており、炭化物の量は底に近 くなるにつれて、少なくなる。埋土は黒褐土層あるが、合有物の多

少の違いによって、 3層 に分層 された。表面に もかなりの量の炭化物が150× 100cmの範囲で見られ、内

部、表面を合計 して木の実の炭化物が約 1升近 く出土 した。カマ ドは北壁西端やや中央寄 りに位置 し、主

体部は90× 90cmの規模をもつ石組み粘土カマ ドである。主体部と壁間には60cmの距離があり、この間がど

のような構造であったかは不明であるが、 lcm程度の厚さの焼土の散布が見 られた。カマ ド石は、大部分

持ち去 られてしまった ものか右袖石が 1ケ 立ったまま残存 し、他に 2ケ の石が見られるのみであった。掘

り込みの深さは20cmを測 り、内部には、炭粒砂粒を多 く、焼土粒をわずかに合む黒褐色土が大部分に堆積

し、その表面に焼土層の堆積が 2～ 6cm見 られたざカマ ド内からは骨片がわずかに検出された。

(島 田 哲 男 )

8)42号住居址  (図 101・ 102,写 真38040)

本llLは 調査A区北部中央、北よりで検出された住居址である。本tlLの 西南約2.8mに 49号住居址、南東

約4.2mに 41号住居址が位置している。平面プランは長方形を呈 し、規模は長軸 (東 西)6.6m、 短軸

(南北)5。 06mを計測

する。長軸方向はN90

°Wを指向する。埋土

は単層で、炭粒、黄褐

色土粒を多 く合む黒褐

色土層である。壁はほ

ぼ僅かに残存するのみ

である。床面はほぼ平

坦であるが、西辺が若

干低 くなっている。

ピットは床面上で10ケ

検出された。床面中央

音5Jヒ 西よりにP8、 南

西よりにP2、 南より

にP10P6、 北東よ

りにP5、 カマ ド脇に

P9、 カマ ド前に P

10、 西壁脇南よりに P

3、 南壁脇に P7、 東

壁際にP4が位置 して

ヽ
Ｌ

図101 42号住居力L カマ ド

ーー145-―
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+|:_器

lQ /O

γ  V
42住内 P
I層 黒褐色土(炭粒・小砂礫を多く,贅褐色土粒をわずかに含む )

H層 嗜褐色土 (炭・黄褐色土粒を多く含む )

Ⅲ層 暗賞褐色土 (炭粒を多く含む)

図102 42号住居址 (1 :80)

いる。形状及び位置より主柱穴と認められるものは P2,P5,P8で あるが、P8はカマ ド前の位置に

あた り、主柱穴 と考えるには検討の余地を残 してぃる。又、位置的に Plも 不定形なピットながら、一段

深いところが主柱穴 として使用されていた可能性があり、P2に近接するP3と P8に 近接するP10も 主

柱穴、若しくは補助柱穴と考えられる。残 りのP6。 P7は補助柱穴 と思われるが、 P4。 P9はその性

格を明確にすることはできなかった。カマ ドは北西隅に構築されている。主体部は石組粘土カマ ドであり、

160× HOcmの規模を有 し、カマ ドの主軸方向は N54° Wを指向する。この主体部は石が火床に散乱する

状態で検出され、特に火床奥には大きな石が 3個遺存 してお り、石の周辺には粘土の飛散が観察 された。

火床は床面より僅かに掘 り窪められている。火床には、焼土、炭の堆積が薄 く見られた。煙道は検出され

I

V

pit L

朧

(蜘 X帥 lmxlω お XК〕 l ЮX ltXl ムDX 2 Ю X" 42X37 セ X42 78× 65 郎 X36 100× m

深   さ あ a υ ら
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第 1節 竪穴住居址

なかった。尚、本址周辺部の床面上で放射状に多 くの炭化材が検出された。炭化材は最大の もので長さ40

cm、 幅20cm、 厚さ lcmを 計測する。これらの炭化材より本址は焼失住居 と考えられる。

(市 川 隆 之 )

9)59号住居址  (図 103,写 真50)

本址は調査B地区北側に検出された竪穴住居址である。西 lmの ところに56号住居址、南西2.5mに は

57号住居址、南東 2mに 5号建物址さらにその東に61号住居址、北東 3mに は63号住居址が位置する。主

長

３一「

―  R   ―

戸
59住カマ ド
I FM 爪褐色上(炭粒・焼土粒をわずかに,砂礫・砂質責褐色上粒,t褐色土

llを 多く含む )

1'層  黒褐色土(砂礫を多く,責褐色土粒わずかに含む)

‖層 赤褐色:L(焼土 )

Ⅲ層 BI褐 色土妙 礫・貧褐色Jl粒を多く含む )

“"tlこ

図103 59号住居址
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Ⅲ層 砂質賞褐色土(瓜 褐色土粒を多く含む )

P5  ~"“m

59住内 P
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第Ⅳ草 遺 構

軸はN2° Wを向き、規模は5.63× 4.85mで 、ゃゃ長方形ぎみの方形 プランとなる。長軸方向は N85° E

である。埋土は北側から自然堆積 していった様子が うかがえ、傾斜を もつ 3層 が確認された。黒褐色土粒

を多 く含む砂質黄褐色土が南側の床面を覆い、床面上の大半は砂礫 。黄褐色土粒を多 く合む暗褐色土が覆

う。上層は砂礫を多 く、黄褐色土粒をわずかに合む黒褐色土が堆積する。下層の ものは 3～ 10cmと 薄 く、

上層はかなり削平されており、壁 も東壁18cm、 南壁12cmの 高さをもっていた他は、北壁 4cm、 西壁 3cmと

低い。床面は、ほぼ平坦であるが、中央部に向ってゃゃ傾斜 を もつ。黄褐色砂礫土層を床面 としている為

か、カマ ド前及び、中央部が堅 く良好であるのみで全体的には軟弱である。周溝はなく、ピットは 6ケ あ

るが、このうちPl・ 4・ 6が主柱穴であろう。 P5は P6の掘 りかたと見るべきであろ う。 P2(深 さ

12cm)、 P3(15cm)は 位置を考えなければ、P106と ほぼ台形に配列することになり、P4を補助柱

穴とすれば、典型的な配列になるが、深さが他の ものとやや異なる為、少々疑間が残る。上部をかな り削

平されていたので、カマ ドの遺存状態はよくなく、ほとんど原型 をとどめていないが、石組み粘土カマ ド

と考えられ1.5× 1.lm程の掘 り込みの中には石組みの石材 と思われる ものがみ られた。カマ ド内埋土中

の土層には焼土の浮層 もみられ、利用された痕跡 も明瞭であった。また、黄褐色粘土粒を多 く含む層が見

られた。カマ ドは住居址内部にやや入って構築されていたらしく、壁 とカマ ド石及び焼土残存部の間隔が

80cm開 いていた。

(山  岸 洋 一 )

10)72号住居址

(図 100104,写 真 58)

本址は調査 B地区南側中央やや西

寄 り、暗褐色砂礫土層 と風化安山岩

粒を多 く含む褐色土層が交差する地

点で検出された。南壁中央部は竪穴

2に切 られ、北壁西側は P502(馬墓

墳)に切られ、北壁は73号住居址を

切 り込んでいる。北東5.5mに 74号

住居址、西 2mに 71号住居址、北10

mに 75号住居址、北北西 9mに 78号

住居址、南西 3mに 34076号住居址

がある。プランは、東西5.6m、 南

北4.9mの隅丸長方形を呈 し、主軸

(長軸)方向はN94° Wを指す。埋

土は、砂礫t炭粒を多 く含み、風化

安山岩粒、黄褐色土粒をわずかに合

む黒褐色土層の単一層である。壁は

西、南壁が、砂礫を多 く含む暗褐色

土層、北壁 が73号住居址埋土の砂

礫、黄褐色土粒、風化安山岩粒、を 図104 72号住居址カマ
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第1節 竪穴住居址

わずかに合み、炭粒を多 く含む黒褐色土層、東壁が風化安山岩粒 を多 く含む褐色土層を掘 り込み、ほぼ垂

直に立ち上がっている。壁高は、東壁23cm、 西壁24cm、 南壁12cm、 北壁32cmを測る。床面は、褐色砂礫層

と褐色土層の地山を床面としてお り、ほぼ平坦である。全体的には堅 く良好であるが、壁際はやや軟弱で

ある。周溝等の施設は検出されなかった。ピットは Pl～ P5の 5ケ が検出された。 Pl,P2,P4は

形状、位置等から主柱穴と思われ、 3本柱であったと考えられる。 P4か らは崩落 したと思われる土師器

杯が出土した。P3はやや大きめのピットで形状等より貯蔵穴であったと考えられる。東壁際中央部、東

壁際南端に 1ケ ずつ、北壁際東四半部分に 2ケ 、扁平な礫が床面上に置かれた状態で検出された。何の為

の石かはっきりしないが、均等に壁際に見られることから礎石的要素を もつ石 とも考えられる。カマ ドは

西壁北隅に位置 し、HO× 65cmの 規模を もつ、石組み粘土カマ ドである。カマ ドの右袖の大半は、 P502

を掘 り込んだ際に壊されてお り、壊 された部分の一部の石は P502内 に入れられている。右袖石が 1枚、

左袖石は 3枚床面に立てられた状態で遺存 してお り、根元にはわずかであるが粘土が残存 していた。壁 と

残存する袖石の間が60cmあ いているが、この部分の石は住居址廃絶時に石を取 り除いたと考えられる。カ

マ ド左側に見られる礫 5ケ はおそらくこの部分にあった石の一部 と考えられる。掘 り込みは見 られずやや

凹む程度で、火床、中央部には支脚石が立ったまま遺存 している。床面には支脚石周辺に焼土が 2～ 3cm

の厚さで堆積 していた。火床の地山 も焼けて赤褐色化 している。煙道は検出されなかった。

(島 田 哲 男 )

時 期 不 詳

1)37号住居址  (図 17,写真36)

本址は調査A地区ほぼ中央に検出された竪穴住居址である。北側を38号住居址に貼床 され、東 lmに 46

号住居址、北 8mに 45047052055号 住居址、北西 7mに建物址 103が ある。本址のプランは、東西

3。 9m、 南北4.5mのやや長方形的な方形を呈 し、主軸方向はN15.5° Wを指す。埋土は 2層 に分層 され、

上層は、黄褐色土粒、砂礫、炭粒をわずかに含む黒褐色土、下層は、黄褐色土粒を微量に合み、炭粒 をわ

ずかに含む黒褐色土で黒褐色土がわずかな差で分層 された自然堆積をなす。壁はやや傾斜を持 ってお り、

東壁15cm、 西壁20cm、 南壁10cm、 北壁15cmを 測る。床面は、ほぼ平坦であるが軟弱である。周溝等の施設

は検出されなかった。床面上か らピットが 6ケ検出され、P10304の 3本が柱穴 と考えられ、Pl・

3が主柱穴であろう。P205は 、おそらく大 きさ等から考え、貯蔵穴 と思われる。カマ ドは、北壁中央

部に位置 し、100× 100cmの規模を もつ粘土カマ ドである。カマ ド内は自黄色粘土が多 く見 られるが、わ

ずかに炭粒を含むのみで、焼土は見られず使用期間が短かったと推定される。本址 よりの出土遺物は何 も

見られなかった。

(篠 崎 健一郎 )
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第 2節 竪 穴

1 竪  穴 1 (図 105。 106,写 真66)

本址は、A地区北の凸出した調査区の北東端の褐色砂礫土層上で約 1/4が検出された。西側を暗渠に

壊されており、3/4は店調査区外に有 り未発掘である。西約 2mに P341(墓墳 )、 1l mに 42号住居址、

南西4mに柱列状遺構 1が ある。形状ははっきりしないが方形を呈すると考えられ、掘り込みは二重になら

ている。主軸方向はおそらくN69° Eで 、内側の掘 り込みは、方向をやや異にし、N55'Wを 指向する。

埋土は、砂礫を含み、わずかに炭を含む暗褐色土の単層である。外側の底面はほぼ平坦で、南側には、64

×44cm、 深さ6cmの皿状のピットが見られた。壁高は、西壁 6cm、 南壁20cmを測る。内側の掘り込みは外

側底面より5cm掘 り下げられており、底面は多少の凹凸が見られたがほぼ平坦であった。内側の掘 り込み

の底面上には 5～3∝mの礫の集石が見られた。集石内よりは、須恵器長頸瓶、高杯の脚部が検出された。

集石下には、西側底面に63× 55cm、 深さ35cmの ピットが検出され、内部には、長さ56cm、 幅17cmの 柱状の

安山岩、と底面に長さ20cm、 幅 7cmの扁平な柱状の砂岩がはいっていた。柱状の安山岩は、ピットの北側

壁面に傾めに倒れ掛っており、ピット内に立てられていたとも予想される。ピット内の埋土は、砂礫を多

く合み、炭をわずかに含む黒褐色土であった。本址の性格は3/4が未発掘でありはっきりしないが、長

頸瓶及び高杯が出土していることから、集石墓的性格が考えらられる。また内側の掘 り込み底面のピット

内の柱状の石は何の為のものかは不明である。

ゞ゙ J｀
゛

晴褐色土(F0203浸 透.耕作土 )

嗜褐色土崚 混 じる,炭わずかに混 じる)

黒褐色土(砂礫多く,炭わずかに含む )

1=果 (5 Cm～ 20Cm大 の曖が諮まる)

図105 竪穴 1(1
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第 2節 竪 穴

図106 竪穴 1集石 (1:40)

2 竪  穴 2 (図 100107,写 真 60)

本五Lは 、B地区北端中央やや西側の、礫、砂礫を多 く

含む暗褐色土上で、72号住居址の南壁を切る形で検出さ

れた。プランは東西2.9m× 南北2.5mの 隅丸方形を呈

する。埋土は、砂礫を多 く含む黒褐色土の単層である。

壁は傾斜をもって掘られ、地山下層の褐色砂礫層まで掘

られている。東盤 ∝m、 西壁28cm、 北壁36cm、 南壁18cm

を測る。底面は中央が深 く、中央に向って傾斜をもって

おり、底面は褐色砂礫層で軟弱である。ピット等の施設

は検出されなかった。東壁南側には、100× 70cmの 範囲

で、10～30cmの 礫の集石が見られた。この集石は、何の

為のものかはっきりしない。当初カマ ドとも予想された

が、焼土及び炭等が検出されず、焼けたと思われる石 も

検出されず、カマ ドとは異なるものであった。本址から

は中世陶器片が検出されており、72号住居址を切ってい

ることから中世の遺構と考られる。

(島 田 哲 男 )

m

一
L          lm
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第 2節 建 物

五十畑遺跡からは、A地区 5棟、B地区 1棟、計 5棟の建物址が検出された。建物址の時期のはっきり

するものはないが、住居址等の切 り合い関係・埋没± 0建物の形態等から、建物址 1・ 30405は 平安

時代、建物址 2・ 6は中世の可能性が強い。建物址 103。 405は 棟方向が近似てお り、N7° W～N
18° Wで ある。また、建物址 3の遺物と思われる円面硯の脚部の破片が45.47号 住居址の埋土中より出土

している。

住居址と同じく、表土剥ぎに検出面まで、重機を使用 したために、柱穴がどの層より掘られていたかはっ

きりとせず、検出面も部分的に低 くなってしまった所がでて しまった。

建物址についての記述は、位置・形態 0規模 0柱穴検出土層 0柱穴の形状 0規模 0柱痕の有無の順で概

述 した。また、柱穴について、大きさ 。深さについての測定値を一覧表とし、各図の末尾に記載 した。建

物llL断 面図の標高水準線は、建物址毎に統一 し、その標高を記 した。

建物址 3 (図 108,写 真63)

本址は、調査A地区ほぼ中央に位置 し、建物址 1と 重複 して検出された。P90は建物址 1と だぶってい

ると考えられ、またt本址は、建物址 1に 切 られていると考えられるが、はっきりとは断定できない。P

800P97は 、45047号住居址に切 られ、東側 5mに 52号住居址、南東側 7mに 37・ 38号住居址、東側12m

には 506。 7号住居址がある。形態は、桁行 2間 ×梁行 2間で、中央部に柱穴が入る、長方形に近い方

形を呈 し、桁行方向は、N8.5° Wを 指向する。規模は、桁行全長5.9m、 梁行全長5.7mで 、柱間寸法

は、桁行一間2.0～ 2.9m、 梁行一間4.6m、 中央梁行 一間2.4mを 測 り、平面積は、34.3ぽ である。柱

穴は、褐色砂礫層で検出されてお り、掘 り方は、ほぼ円形 1(P95)で 他のピットは楕円形で、規模は、

最大160× 84cm、 最小70× 65cmを 深さ20～54cmを測る。柱穴はどれ もほぼU字形に掘られている。柱穴内

の埋土は、どれも黒褐色土が主体である。P82に は、礫が混入されていた。柱痕は、検出されなかった。

45047号住居址の理十中より、本址に伴なうと思われる円面硯の脚部片が出土 しているが、本址のものか

どうかははっきりしない。

建物址 1 (図 108,写 真63)

本址は、P90が建物址 3と だぶ り、P93・ P81が建物址 3と 重複 し、北側約50cmが 建物址 3と 重なって

いる。形態は、桁行 3間 ×梁行 2間の長方形で、桁行方向は、N16° Wを 指向する。規模は、桁行全長

7.Om、 梁行全長4.9mで 、柱間寸法は、桁行―間1.8～ 1.9m、 梁行一間2.Omを 測 り、平面積は、34.

3ぽである。柱穴は褐色砂礫層及び黄褐色砂土層で検出され、掘 り方は、方形 2ケ 、ほぼ円形 4ケ 、楕円

形 4ケ で、規模は、最大 111× 79cm、 最小79× 65cm、 深さ30～ 50cmを 測る。柱穴はどれ もほぼU字形に掘

られている。柱穴内の埋土は、建物llL 3と 同様、黒褐色土が主体である。P860P87に は、 5～ 20cmの 礫

が混入されていた。柱痕は検出されなかった。

址
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第Ⅳ章 遺 構

建物址 4 (図 109,写 真65)

本址は調査A地区西端に検出され、南東約 2mに 1号住居址、東 7mに 12号住居址がある。形態は、桁

行 3間 ×南側梁行 2間、北側梁行 1間の長方形で、桁行方向は、N18° Wを指向する。規模は、桁行全長

6.4m、 梁行全長4.5mで 、柱間寸法は、桁行―間1.6～ 2.Om、 梁行南側―間1.8m、 北側一間3.4m

を測 り、平面積は、28.8ポ である。柱穴は、黄褐色砂礫層で検出され、掘 り方は、どれ もほぼ円形で、規

模は、最大 113× 100cm、 最小70× 68cm、 深さ22～ 56cmを 測るが、東側桁行の 4ケ の ピットより、西側桁

.ts゛

`

⑤
6

0-―
―一―一一―一一―Jm

+|二11310

9い。「

が
。

図109 建物址 4(1:80)
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第3節 建物址

行 の 4ケ の ピッ トの方がやや深めにな っている。P1760P1790P182。 P183を 除 く、 5ケ は底部が

2段になったり、掘り方が瓢形的な円形を呈 しており、柱の抜き取 り及び、建物の建て直しが考えられる。

柱穴内の埋土は、どれも一層のみで、砂礫粒を多 く含む黒褐色土であった。柱痕は検出されなかった。

建物址 5 (図 110,写 真65)

本址は、調査B地区北側ほぼ中央に検出された。東 2mに 61号住居五L、 北側約12mに 63住居址、西 3～

10mに 56057・ 58059号住居址がある。形態は、桁行 2間 ×梁行 2間の方形に近い長方形を呈 し、桁行方

向はN7° Wを 指向する。規模は、桁行全長6.3m、 梁行全長5.4mで 、柱間寸法は、桁行一間2.5～

2.8m、 梁行一間2.0～2.2mを 測 り、平面積は、34.02ポ である。柱穴は、褐色砂礫層、風化安山岩粒

を多 く含む暗褐色土層で検出され、掘 り方はほぼ円形で、規模は、最大 125× 100cm、 最小80× 75cm、

深さ20～47cmを 測るJ柱穴はどれもやや開いたU字型に掘られている。柱穴内の埋土は、どれ も一層のみ

で、砂礫を多 く合む黒褐色土で、柱痕は検出されなかった。

t."

0             2m

図110 建物址 5(1:80)
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第Ⅳ章 遺 構

5。 建物tlL 2 (図 Hl,H3,写 真63,64)
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第3節 建物址

mに柱列 3、 西隣に 7号住居址、北西 5mに 5号住居址がある。形態は、桁行、梁行供に何間とは、はっ

きりと断定できないが、桁行 3間 ×東梁行 3間 、西梁行 2間で、梁行の西梁行から東梁行へ向って1.5m

と3.2mの 所に柱列がはいる方形に近い長方形を呈 し、桁行方向は、N77° Eを 指向する。規模は、桁行

全長6.8m、 梁行全長5.Omで 、柱間寸法は、桁行一間、西桁行か ら東桁行へかけて1.5m-2.Om一

2.5mの順で、梁行一間は、はっきりしないが、東梁行一間 1～ 1.5、 西梁行は、北 2m、 南2.5mで 、

0_________―
――-2m
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第 3節 建物址

中に 2つ入る柱列は一間 1～ 1.5mと 考えられる。平面積は、34m2で ぁる。柱穴は、褐色砂礫層、黄褐色

砂土層で検出され、掘 り方は、ほぼ円形で、規模は、最大75× 70cm、 最小36× 36cmで 、深さ12～ 52cmを測

る。柱穴はどれ もU字形に掘 られている。柱穴内の埋土は、どれ も黒褐色土が主体である。柱痕はP105

とP107の 2ケ で検出された。柱穴の数か ら本址は建て直 しが考えられ る。PHl・ PH20P121・ P1220P

5360P539は 、小 さくほぼ方形にまとまり、本llLに 伴なう施設 とも考えられる。また、本址は内側にある

柱列 までの規模であり、重複 している可能性 も有 り、外側に有 るP123・ P1270P269は 、配置が建物址 6

に近 く、建物址 6に伴なった柱穴 とも考えられる。また、本址は建物址 6に 桁行方向がほぼ同 じであるの

で、建物址 6と 同一であった可能性 もある。

6.建物址 6 (図 H20113,写 真63・ 64)

本址は、建物址 2の約 3m西 に位置 し、 6号住居址、 7号住居址を切っている。 7号住居址には南桁行

の東端のピットが埋土中に掘 り込んでいると考えられるが、検出できなかった。形態は桁行 4間 ×梁行 2

間の長方形を呈 し、桁行方向はN80° Wを指向する。規模は、桁行全長H.Om、 梁行全長4.7mで 、柱間

寸法は、桁行一間2.8m、 梁行一間北側 1.7m一南側2.7mを測 り、平面積は、51.7m2で ぁる。柱穴は、

黄褐色石土層で検出され、掘 り方はほぼ円形で、規模は、最大60× 50cm、 最小40× 35cm、 深さ12～ 44cmを

測る。柱穴はどれ もU字形に掘 られている。柱穴内の埋土は、すべて一層のみで、黄褐色土をわずかに合

む黒褐色土が充満 していた。柱痕は検出されなかった。建物址 2の ところで も述べたが、本址は建物址 2

のP1230P127・ P269ま で桁行が述びていた可能性、 もしくは、梁行全長及び、桁行方向がほぼ同 じであ

ることから、建物址 2が本址と同一になる可能性 もある。本址は、 6号住居址を切 り、表土剥 ぎ時に内耳

鍋片がわずかであるが出土 しており、おそらく中世頃 と考えられる。

(島 田 哲 男 )
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第 4節  その他
くの遺構

1.柱列状遺構

五十畑遺跡からは、A地区 3列、B地区 2列、計 5列の柱列が検出されたが、柱列とはっきり断定でき

ないものも含まれているが、 5列 ともほぼ一線にピットが並ぶ ものである。 5列 とも柱列と考えられるが

はっきりとせず、時期についても遺物が見られずはっきりしない。

1)柱列状遺構 1 (図 H4)

本址は、調査A地区北凸出する調査区の北側中央の褐色砂礫層上に検出された。北 lmに はP341(墓

墳)、 3mに は竪穴 1、 南 3mにはP342、 西 2mに 42号住居llLが ある。 7本からなるピット列であるが、

東側のP70。 P71は P60～ P69ま での間隔よりやや広 くな り、P71は ややずれている。全長 9mで 、N
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第4節 その他の遺構

83° Eの方向に並ぶ。柱間寸法は、P65～ P69ま でが lm間隔であるが、P60～ P71ま では 2m間隔であ

る。掘 り方は、ほぼ円形で、規模は、最大70× 70cm、 最小30× 30cm、 深さ15～ 23cmを測る。柱穴内の埋土

は、どれ も砂礫をわずかに合む黒褐色土である。本址は、ピットがほぼ一線に並ぶことから柱列状遺構 と

したが、積極的根拠を欠 く。

2)柱 列状遺構 2 (図 H3)

本址は、調査A地区中央やや西寄 りの黄褐色砂土上に検出された。北 2mに は建物址 6、 東 6mに は 7

号住居址、南 2mに は13号住居址がある。 5本 (P239・ P246・ P2470P249・ P259)か らなるピット列 で、

全長 10。 6m、 N83° Eの方向に並ぶ。柱間寸法は、西か ら3m-1.4m-1.6m-4mの 間隔である。掘

り方は、ほぼ円形で、規模は、最大51× 50cm、 最小44× 34cm、 深さ15～ 34cmを測る。柱穴内の埋土は、ど

れ も、黄褐色土粒を多 く含む暗褐色土である。P239か らは中央に径20cmの柱痕が検出された。P249は

P248と 切 り合 っているが、P248が新 しく、P248も 本址に伴なうと考えられる。

3)柱 列状遺構 3 (図 H3)

本址は、調査A地区中央、柱列状遺構 2の東10mで 、黄褐色砂土層上に検出された。 7本 (P1310P

132・ P1380P1400P1420P144。 P151)の 長い ピッ ト列 と 4本 (P1330P1340P1370P540)の 短 い ピッ ト列

がややずれているが、ほぼ平行 に並んでいる。P131～ P151は 全長12.3m、 P133～ P540は 全長6.3

mで 、N87° Wの方向に並ぶ。柱間寸法はP131～ P151が 、西か ら1.8m-3m-2.8m-1.2m-80

cm、 P133～ P540が西から、 lm-2.5m-2mの 間隔である。掘 り方は、どれ もほぼ円形で、規模は、

最大88× 75cm、 最小44× 44cm、 深さ14～ 40cmを測る。柱穴内埋土は、黒褐色土が主体 となるもの (P131・

P133・ P1370P1380P1400P142。 P1440P151)、 暗褐色土が主体 となる もの (P1320P134)の 2種 類 が

ある。 P131か らは、中央 に径 26cmの 柱痕が検 出された。本址 のP131～ P151と P133～ P540が 同一

の ものか、どうかははっきりしない。

4)柱 列状遺構 4 (図 H5)

本址は、調査B地区中央やや北寄 り東側、風化安山岩粒を多 く含む暗褐色土上で検出された。北 7mに

は、61号住居址、建物址 5、 南東13mに は66号住居址、東 9mに は62号住居址がある。 4本 (P4790P

480・ P481・ P482)か らなるピッ ト列 で、全長8.7m、 N25° Eの 方向に並ぶ。柱間寸法は北か ら2.3m一

2.3m-3.3mの 間隔である。掘 り方はほぼ円形で、規模は、最大57× 52cm、 最小40× 39cm、 深 さ 6～ 14

cmを測る。柱穴内の埋土は、 4ケ ともに風化安山岩粒をわずかに含む黒褐色土一層のみである。柱痕は検

出されなかった。本址は一線に並ぶことから柱列状遺構 としたが、深さが浅 く、積極的根拠を欠 く。

5)柱 列状遺構 5 (図 H5)

本址は、調査B地区中央東側、風化安山岩粒を多 く含む暗褐色土上で、柱列状遺構 4の 8m南東にて検

出された。 4本 (P4870P488。 P4890P490)か らなるピット列で、全長 6m、 N39° Eの 方向に並ぶ柱

間寸法は、北から1.6m-1.5m-1.9mの 間隔である。掘 り方は、ほぼ円形で、規模は、最大80× 67cm、

最小59× 55cm、 深さ12～ 30cmを測る。柱穴内の埋土は、 4ケ ともに風化安山岩粒をわずかに合む黒褐色土

一層のみである。柱痕は検出されなかった。本址 もピットが一線上に並ぶことから柱列状遺構 としたが、
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深さがやや浅めで、その積極的根拠を欠 く。
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2.墓墳

五十畑遺跡からは、墓墳と確実に断定できるものが、人の墓墳 1基 (P341)、 馬の墓墳 1基 (P502)

の2基が検出された。以下、それを概述する。

1) P341(墓 墳 ) (図 H6,写 真 67)

本l■は、調査A地区北凸出する調査区北側中央やや西寄 りの褐色砂礫層上で検出された。周辺には、竪

穴 1、 柱列状遺構 1、 P342,42号住居址がある。プランは、長軸2.51m、 短軸1.38mの長方形を呈 し、

主軸 (長軸)方向は、N78° Eを指向する。埋土は 3分層 されたが、上層の 2層 は、暗褐色土で、下層は

暗黄褐色土で、中層 と下層には炭粒をわずかに合んでいた。ほぼ垂直に掘 り込まれてお り深 さは39cmを 測

る。底面は、多少の凹凸をもつがほ

ぼ平坦である。東側、東壁60cm手前

で歯がt8cmの範囲で約13本 、顎の

形状に検出され、頭を東に向けて埋

葬されていたと断定される。歯の周

囲には、 7～20cmの礫が12ケ 、底面

上10cmか ら表面に見られ、埋葬後、

頭の周囲を礫で覆っていたと考えら

れる。また西側の表面には、扁平な

礫が検出された。頭のあった位置と

考えられる南側には、須恵器長頸瓶

が横になって、黒色土器 3、 灰釉陶

器 2が正位状態で集中 して出土 し

た。表面にマウンドの存在は確認で

きなかったが、西側の表面に検出さ

れた石が墓標的なものであったと考

えるならば、マウンドは、墓墳内ヘ

土が沈むにつれて沈下したか、ある  1辱
Im層

いは、なかった ものと考えられる。

||‖i:螢‖lを1:1省塁:11111なふ倉暮b75農舞ぃ)。

L――_____――一―――Jm

図116 P341 (1 :40)

2) P502(馬 墓墳) (図 100H7,写 真 59)

本址は、調査B地区の南側やや西寄りで、72,73号 住居址を掘 り込む形で、礫、砂礫を多 く合む暗褐色

土上に検出された。プランは、長軸195cm× 短軸99cmの楕円形を呈 し、主軸方向はN89° Wを指向す。埋

土は1層のみで砂礫をわずかに含む黒褐色土である。掘り込みは舟底状に掘 り込まれ、深さは43cmを測る。

底面は地山下層の砂礫層上まで掘 り込んでいる。馬は頭を西に向け、足を折 り曲げ南側に向けて、屈折さ

せて埋めたと考えられ、足の骨は南側に集中し、西側に、歯が検出された。足の骨は腐食が激 しくもろく

ならており、背骨は残存 していなかった。頭 も歯を良好に残存するのみであった。頭部分を除いた2/3

には10～ 40cm礫が14ケ 見られ、礫の下に骨が検出されているもの もあり、馬を埋葬後礫を入れたものと見
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られる。礫の中には、72号

住居址のカマ ド石 と思われ

るものも見られ、本址、掘

り込み時に出て来た石 も再

利用 している。これらの石

は、現位置より上部に有 り

また表面に出ているものも

有ったが、馬の腐食が進む

につれて下部へ沈んだもの

と考えられる。中央部東端

上層からは、土師器高台付

杯の略完形品が出土 してい

る。

(島 田 哲 男 )

:40)

+|:_翼

Q            lm

図 117 P502

3 遺物を伴 うピット

五十畑遺跡からは、ピット内及びピット上から遺物 (実測可能な遺物),を 出土するピットがA・ B地区

計20基見られた。これらのピットのうち、P341,P502は 前段で、述べたとお り墓墳である。P398,

P437は 集石を伴なうピット、P448は柱穴状で、周辺 ピットは方形及び、長方形には並ばないが、柱穴

群の 1基、P169,P528は 焼土を伴なうピットで、これら 5ケ については後段の別項目で記述する。前

記 した 7ケ を抜か した遺物を伴なうピットは、 3基 (Pl兜 ,P352,P359)が 縄文時代のもので他は

すべて平安時代のものである。平安時代のものは、墓墳と考えられるピットが 5基 (P157,P274,P

342,P397,P506)有 り、これらのピットからは、ほぼ完形の土器が出土 している。他の 5基 (Pl,

P329,P492,P493,P494)の ピットの性格ははっきりせず、完形品での出土ではな く、破片での

出上であるが、P493の ように、木炭が多 く見られ、底面にも木炭が塊状になって検出されているもの、

P494の ように扁平な石が見られるものもある。以下、平安時代のピットの墓墳と思われるもの 5基につ

いては概述し、他の 5基については、表 (表 7)に記載するのみとする。
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第4節 その他の遺構

1)P157 (図 H8)

本址は、A地区東側やや北寄 りの褐色砂礫層上で検出された。東 8mに は21号住居址、西12mに は22号

住居址がある。プランは、159× 157cmの ほぼ円形で深さ33cmを 測 り、断面形はタライ状である。埋土は

2分層され上層は、黄褐色土粒 0砂礫粒を多 く合む黒褐色土で、下層は、黄褐色土粒 0砂礫粒をわずかに

含む黒褐色土が堆積 していた。遺物は底面から10～ 15cm浮いて中央部付近から土師器皿・ 黒色土器杯底部

が出土 し、表面からは、灰釉陶器椀底部が出土 した。土師器皿は正位で出土 した。本址は、大 きさから考

えて土葬墓と考えられる。
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2)P274 (図 114。 119,写 真67)

本址は、A地区ほぼ中央やや西側の黄褐

色砂土層上で検出された。東1.5mに は建

物址 6、 北 6mに は 3号住居址、南 3mに

は柱列状遺構 2、 6mに は13号住居址があ

る。本址は検出時に土師器杯の完形品が上

部より出土 し、本址の存在が確認された。

プランは北側に向って細 くなる285× 南 11

lcm、 北50cmの 隅丸三角形で、主軸方向は、

S27° Eを 指向す る。深 さは20cmを 測る

が、もともとは土器がある位置まで掘 り込

みがあったと考えられる。埋土は、2層 に

分層され、黄褐色土粒 0炭粒をわずかに合

む黒褐色土がほとんど全面に堆積 し、南側

lmのみに底面に 2～ 5cmの厚さで、黄

検出され、本址の存在が確認された。プラン

は、188× 108cmの不整楕円形 で、主軸方向

は、S87・ Eを 指向する。深さは東側 10cm、 西

側15cmを測るがもともとは、上層から掘 り込ま

れてお り、もう少 し深かかったと考えられる。

埋土は、黄褐色土粒を多 く、炭粒をわずかに合

む黒褐色土の単層である。底面は東～西へやや

傾斜をもっている。東側やや南寄 りの底面から

3cm浮いて、灰釉陶器椀が正位で西側へやや傾

む く形で検出された。他に灰釉陶器周辺に、須

恵器大甕片が 2片検出された。本址は大きさ、

形状から土葬墓と推定され、頭を東側に向けて

埋葬 し、頭の横に灰釉陶器椀を置き、埋葬 した

と想定される。

診

黒褐色土(資褐色土・炭粒をわずかに含む )

I13褐 色土(賞 褐色土粒を多く含む)

P31,

I層 黒13色土 (賞 褐色土粒を多く.炭粒をわずかに含む )

区1120 P342 (1 :40)

一-166-―

区1119 P274 (1 :40)

褐色土粒を多 く含む暗褐色土が堆積 している。底面は、北～南に向ってやや傾斜をもっている。南側、底

面から15cm浮いた所に土師器杯の完形品が正位の状態で見られた。他に杯から40cm北へ離れて、須恵器大

甕片が出土 した。本址は大きさ・形状から土葬墓と考えられ、頭を南側に向けて埋葬 し、埋め戻 し後頭の

ある部分に土器を置いたと推定される。

3)P342 (図 120,写 真68)

本址は、A地区北凸出する調査区の北側、東端で褐色砂礫土層上検出された。北 3mに柱列状遺構1.5

mに P341(墓墳 )、 8mに竪穴 1、 西1l mに 42号住居址がある。本址 も検出時に灰釉陶器椀の略完形品が

蹴
④



第 4節 その他の遺構

4)P397 (図 121,写 真68)

本力Lは 、A地区東側中央やや南寄り、黄褐色土層上で検出された。周囲には、190200230240250260

27028030号 住居址がありその中央部附近に位置する。プランは、153× 86cmの 西側が尖がる不整楕円形

で、主軸方向は、S78° Eを 指向する。深さは、最深部は15cmを 測 り、壁面～底面は、傾斜をもって掘 り

込まれ、底面は舟底状を呈する。埋土は 2分層され、上層は、炭粒・砂礫を多 く合み、黄褐色土粒をわず

翌
④

"“ ■
層

かに含む黒褐色土で、下層は底面に 5cm、 炭

粒をわずかに合み、黄褐色土粒を多 く含む暗

褐色上が堆積 している。底面中央に(17× 20

cm、 深さ10cm)、 西端 に(30× 23cm、 深さcm)

の小 ピットが検出された。南壁中央やや東よ

りの壁際には一個体の灰釉陶器が底面より12

cm浮 き、1/3個体と2/3個 体の 2つ に分

かれて15cm離れ、やや内側に傾むき正位で両

者とも出土 した。 2つ に分かれた土器の両側

には、角礫が 2ケ 見られた。本址は大きさ 。

形状から土葬墓と考えられ、頭を東に向けて

'埋
葬 し、灰釉陶器が 2つ に分かれていたこと

から、灰釉陶器は割られて頭の横に埋めたも

のと推定される。

5)P506(図 122・ 123,写 真69)

0            :m

熟褐色土(炭粒を多く・賞褐色」1ltわ ずかに含む,砂磯多し)

口
「 褐色上(晨粒わずかに,賞褐色土粒多く含む.砂磯多し)

図121 P397(1:40)

I層 爪褐色土(炭粒を含む)

「 唇 量織8士 1横竜せ主儘1与 京だ暮む )

II′層 黒褐色上(責 褐色土多く,炭粒含む.

‖l層  嗜寅褐色土(炭 粒を含む)

Ｄ
、〓

ξ̈

本址は、A地区中央や

や西寄 りの北側での黄褐

色土層上で検出された。

周辺にはPl～P14,P

169,P218の ピッ トが見

られ、西側には 3040

8号住居址、南側には 5

号住居址がある。プラン

は、151× 106cmの 不整

楕円形で、主軸方向は、

S63・ Eを 指向する。深

さは13cmを 測り底面はほ

ぼ平坦であるが、東～西

へやや傾斜 している。埋

土は 2分層され、上層に

シ
■
しっ

ヽ%

図122

--167-―

P506 (1 :40)

0               1m



第Ⅳ章 遺 構

（Ｏ
Ｎ
「
　̈
Ｈ
）
浮榊
」
〕̈
工
ど
ヽ
Ｏ
Ｏ
め
飩
　
　
　
∞
Ｎ
】
一図
］

（和
伽
製
ヽ
卜
£
掏
興
環

ぃ駆
Ｓ

（わ
伽
¨

（わ
“
掏
部
き

ぃ蹴
牌

（和
伽
コ
ミ
ト
£
掏
轡
Ｓ

ぃわ
伽

〉
転
呻
榊
し
、
に
』
囀
は
「

ゝ

り

〆

―

ヽ

ノ

，

　

，

　

―

　

　

　

　

　

　

，

口

Ｘ

ξ
ョ
‐
　
　
　
　
　

．ビ
　
　
　
　
　
ー
　
　
ー
・ビ

ー
　
・

―
　

・ビ

　

ー

Ｅョ
８
１
。ご

―
　
　
ｌ
ｏ饉

―
　
　
―
・ビ

ー
　
　
ー
　
　
評
一　
　
―
　
　
―
　

．ビ
　
ー

君

や

■

坤

打

『

【

―

「

↓

ラ

‐

‐

　

‐

ピ

ー

　

ー

∝

―

　

―

ピ

ー

　

ー

∝

―

　

―
ビ

ー

ビ

―

O―

‐め， ‐

ｂ

‐

匡
写Ｓ

一

一ビ
‐
＾
）
‐一

ご
◎一

⑥

一講
‐軍
＋

―《[3)一

―

く )一

ご
一〇― ~◎

10 -(∈

)_

ぱ
一

◎

―

―-168-―



第 4節 その他の遺構

炭粒を含む黒褐色土、下層底面 2～ 6cmの厚さに暗黄褐色に近い、炭粒を合み、黄褐色土粒を多 く含む黒

褐色土が堆積 している。内部には、南側に35× 22cm、 厚さ20cmの角礫が置かれた状態で出土 し、その南側

表面には、縄文時代の大形の打製石斧が、本址中央部には、23× 20cm、 厚さ9cmの扁平な礫が、中央やや

西寄 りの南北両壁際には、北壁側に19× 12cm、 厚さ4c島 の楕円形の硯平な礫が、南壁側には13× 13cm、 厚

さ10cmの 角礫が置かれた状態で出土 した。遺物はどれ も、南北両壁際に寄 って出土 した。南壁からは、黒

色土器杯の底部と高台付杯の略完形品が逆位で、他に土師器甕の破片が出土 した。北壁からは、土師器小

形甕胴下半部～底部の完形品が正位で、土師器杯の 1/3個 体片が 2個体出土 した。中央やや北側の底面

上には、何の為のものかはっきりしないが、小形の円形の磨石が検出された。本址は大 きさ、形状か ら土

葬墓と考えられ、頭を東に向けて埋葬 し、両側に遺物を入れ、石を置き、中央部に扁平な石 を載せたと推

定される。

(島 田 哲 男 )

集石を伴なうピット

五十畑遺跡からは、A地区 2基 (P437,P507)、 B地区 1基の計 3基の集石を伴なうピットが検出さ

れた。これらの集石 ピットは、規模等が大きく、土器を伴なっている。しかし、P507は ピット内に土器

を伴なわなかったが約40cm東側で宋銭が 6枚検出されたことにより、P507に 入れられた六文銭と考えら

.れ
るなどから、すべて墓墳と考えられる。以下概略を記す。

1)P398 (図 39,写 真22)

本立Lは 、A地区東側やや南寄りで、24号住居址南側を切る形で検出された。プランは、188× 110cmの

不整楕円を呈し、主軸方向はS43℃ を指向する。深さは20cmを測り、底面はほぼ平坦であるが、南～北側

へ傾斜をもっている。埋土は上層に4cmの厚さで、黄褐色土粒を多く含む黒褐色土が堆積しており、その

下層には底面まで、炭粒 0黄褐色土粒を多 く含む黒褐色土が堆積 している。集石は 5～20cm礫34ケ 、48×

28cm・ 厚さ28cm、 34× 20cm。 厚さ28cmの 2ケ の大礫で構成され、底面直上～底面上 5cmに 集積されていた。

西側からは黒色土器の皿が検出された:本址はおそらく、規模等から土葬墓と考えられるが、集石の礫が

底面直上～底面上 5cmの所に位置することから、ピットを掘り、礫を入れてから、礫上に埋葬したか、埋

葬してからその上に礫を集積したが、死体の腐敗が進むにつれて礫が沈下していったと推定される。

2)P437 (図 61。 124,写真50).

本址は、 B地区北側西端で、60号 住居址東壁北側を切る形で検出された。プランは175× 169cmの 円形

に近い隅丸六角形を呈 し、主軸方向は、N7・ Eを指向する。深さは最深部で50cmを 測 り、底面は中央部

に向って傾斜をもつレンズ状を呈する。埋土は、炭粒 0砂礫を多 く合み、黄褐色土をわずかに合む黒褐色

土の単層である。集拓は、140ケ の 5～30cmの 礫が、底面直上～底面上25cmに 集積されていた。集石中か

ら黒色土器 2個体、集石上からは、須恵器杯 3、 黒色土器杯 2、 皿 l計 6個体出土 した。本址はおそらく、

規模等から土葬墓と推定されるが、集石の礫が底面直上～25cm上 まで集積され 、下層礫～底面まで約 5cm

開 く程度であることから、 P398と 同 じく、ピットを掘 り、礫を入れてから、礫上に埋葬 したか、埋葬 し

てからその上に礫を集積 したが、死体の腐敗が進むにつれて集積された礫が沈下 したと推測される。
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第Ⅳ章 遺 構

本址は、調査A地区北端の約 10°

の緩斜面で検出された。本址は、 1

号住居址南東の埋土を掘 り込んで構

築されている。形状は157× 90cmの

楕円形を呈 し、主軸方向はN89° W

を指向する。掘 り込みは舟底状に掘

られ中央部が凹んでおり、深さは、

15cmを 測る。暗褐色土の 1号住居址

埋土を掘 り込み、壁及び底面の全面

に粘性をもつ黒色土が 2～10cm見 ら

れ、その上層は、 5層に分層される

が、総 じて、黒色土上には、アメ状

になった鉱滓及び、小鉱滓を合み、

焼土塊 。粒を含む黄褐色土、上層は

焼土粒、炭粒、黄色及び灰色粘土を

含む粘性をもつ褐色土が見られた。

上面には、ター/L/状 の溶解 した鉱滓

が付着した、功 のはいった炉壁が見

A I II

1¬m

i層 峨農古讐券難を番警,黄色
・灰色粘土,鉱滓粒含む)

li li喜繕
覧警塩:墓逸粒を含む)

Ⅵ層 暗寅褐色土(黄 色粘土粒・焼土粒を含む)

図125 P227(1:40)
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+λ・ ¨, 1層  al褐 色」1(黄 嶋色上率1を 多〈含む)

0            1m

E]124  P4370507 (1 :40)  0               1m

製鉄遺構  (図 1250写 真67)

3)P507(図 370124)

本址は、A地区東側やや南寄 りで、23

号住居址南壁際中央やや西寄 りを掘 り

込む形で検出された。プランは、88×

85cmの ほぼ円形を呈する。深さは22cm

を測 り、底面はほぼ平坦であるが、中

央部がやや凹む。埋土は、黄褐色土粒

を多 く含む暗褐色土の単層である。集

石は、35ケ の 5～ 15cmの 礫が、底面直

上～底面上 5cmに集積されている。集

石中に検出された土器片は23号住居址

のものと接合 し、本址の構築時に混入

したものと考えられる。本址の40cm東

側からは宋銭が 6枚出土 してお り、本

址に伴なっていた遺物で、本址に供え

られた六文銭と考えられる。本址はや

や小形な規模であることから火葬墓と

推定される。

(島 田 哲 男 )

0石
o鉱滓 付着 誨腱

o鉱滓

o帖土

J

ぐ
．
．
〓

1 住

７

④

E]124  P4370507 (1 :40)



第 4節 その他の遺構

られ、炉壁の間には、やや大きめな鉱滓が見られた。炉壁及び、鉱滓下には、アメ状及び、海綿状の鉱滓

が混入する粘土が堆積 している。この粘土 も炉壁と考えられ功が見られたが上面に検出された炉壁よりは

軟らかいものである。埋土内のほとんどには、焼土が散乱ともいうべき状態で飛び散ってお り、検出時に

も表面は赤橙色であったが、壁及び底の黒色土はあまり加熱を受けておらず変化があまり見られなかった。

このことから使用期間は短かかったと想定される。下層の黒色土は、上層の層位に位べて動いておらず、

壁面及び、底面に厚い所、薄い所の差はみられるが一定 してお り、本址の構築時に入れられたものと考え

られる。本址の周囲には鉱滓及び鉄滓の散布は見られなかった。本址は、形状、内部状態等より推定 して、

野たたら的な製鉄址と考えられ、原料は高瀬り||の 砂鉄を利用 していたと思われる。

(島 田 哲 男 )

6 小鍛冶遺構

五十畑遺跡からはB地区より2基 (P523,P533)の 小鍛冶遺構を検出した。両者共、ピットを掘り

込み構築しており、炭粒が多く見られること、羽口が出土 していることは、近似するが、P523には、鉄

滓が少ないこと、P533には、鉄滓が多いことに相異点が見られる。また、P533には簡単な上屋が付属

していたと考えられ、周囲に柱穴が検出された。以下、それらを含めて概述する。

1)P523(小 鍛冶址)(図 126,写 真56)

本址は、調査B地区中央やや南寄 りの東端で、70号住居址南東隅で埋土を掘 り込む形で検出された。

西隣にはP522が やはり70号住居址埋土を掘り込んで検出され、本址に伴なったピットと考えられる。

形状は、 102× 90cmの隅丸台形状を呈し、主軸 (長軸)方向は、N90° Eを 指向する。埋土は、炭粒、焼

土粒を多く合み、砂礫をやや多く含む黒褐色土が主体であるが、西側には、炭粒、焼土粒を多く含み、砂

′." R“

胡 機職[螢嚢避:鷺士鑑[多|1露革多1暮3
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第Ⅳ章 遺 構

礫をやや多 く含む暗褐色土が見られた。埋土内には所々に炭が特に集中 して見られた。底部はほぼ平坦で

深さ15cmを 測る。底面は、ほぼ70号住居址床面と同一レベ/L/で あった。壁面及び底部、遺物は特に焼けて

いる状態は示 していなかったが、内部からは、羽口、鉄片、鉄滓、完形の土師器杯が検出されたが、鉄滓

はわずかに小粒のものが検出されたのみである。また、礫が 6ケ 見られ、炉壁と思われる、功がわずかに

はいった粘土塊が、中央部 と中央部やや南東に見られた。本 llLに 伴な うと考えられるP522は 、120×

100cm。 深さ82cmの規模を持ち、内部には、金敷と思われる36× 22cm O厚 さ14cm、 26× 22cm。 厚さ1lcm、

17× 12cm。 厚さ20cmの 3ケ の礫が落ち込んでいた。P522の 埋土は、炭粒を多 く含む黒褐色土の単層であっ

た。本llLに 上屋があったか、屋外であったかは周辺からは何 も検出されず不明である。また製品は検出さ

れず、不定形な鉄片のみであった。

2)P533〔 小 鍛 冶址 2、 小 鍛 冶 建物 址〕  (図 127・ 128,写 真 35)

本址は、調査 B地区北側東端、風化安山岩粒を多 く含む、ゃゃ砂質の白黄褐色土層 Lで 検出され、本址に

は、36号住居址が隣接する。形状は93× 82cmの楕円形を呈 し、主軸 (長軸)方向は N73° Wを指向する。

埋土は、風化安山岩粒を多 く合み、炭粒、小鉄滓粒を多 く含む暗褐色土の単層であった。中央部には炭及

び、小鉄滓が多 く集中する部分が50cmの範囲で見られた。深さ13cmで 、底面はほぼ平坦で、中央部は特に

堅 くなっており、タタキ床状になっている。壁面、底面及び遺物は特に焼けている状態は示 していなかっ

た。内部からは、羽日、鉄滓が検出され、鉄滓はあまり大 きいものは見られず、小 さめの鉄滓が多 く散乱

す る状態で、塊状のものはさほど多 くないが中央部に集中 していた。炉壁等は検出されなかった。また、

金床の金敷となる石等 も見られず、製品も検出されなかった。

周辺からは P532,36号 住居址 を掘 り込む、 P531,P534,P535が 検出 された。 P531,P534,

P535は 、柱穴状で、P535か らは、柱痕と思われる柱状に残る黒褐色土が見られた。 これ らは、おそら

くP553の 上屋を建てた柱穴 と考えられ、P553を含めると、東西3.66m× 南北2.86mの 長方形に並ぶこ

+|二
11:“

0石
0土器・羽ロ
0鉄滓
●炭 。小鉄滓
で小鉄津
らかたい床部分

1層 喘褐色土(炭 粒・小鉄l● 粒・風化安山岩粒を多く含む )

H層  白責褐色土(風化安山岩粒を多く含む,やや砂質,地山)
m

区1127 P533(1 :40)
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第4節 その他の遺構

とからこの 3ケ で簡単な作業場の上屋を造っていたと推定され、小鍛冶に伴なう小鍛冶建物址 と考えられ

る。この小鍛冶建物址検出面 (36号住居址上面)か らは、36号住居址より新 しい遺物が検出され本址に伴

なう遺物と考えられる。また、P533に 隣接するP532も 、小鍛冶建物址 と同様の方向を向 くことから、

P533に 伴なう施設と考えられる。

(島 田 哲 男 )
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図128 36住 小鍛冶建物址付近P群 (1:120)

7 焼土を伴な うピット

五十畑遺跡からは、A地区 2基 (P169,P240)、 B地区 1(P528)の 計 3基の焼土を伴な うピッ

トが検出された。これらの焼土を伴なうピットは、それぞれ性格を異にしていると考えられる。以下概略

を記す。

1) P169

本址は、A地区中央やや西側北端の黄褐色土層上で検出された。周辺には Pl～ P14,P218,P506等

のピットがあり、西 6mに 30408号 住居址、南 5mに 5号住居址がある。プランは、134× H4cmを

測る、楕円形を呈 し、N23° Wを 向く。底面はほぼ平坦で、深さ18cmを 測る。埋土は、上層を炭粒・ 焼土

を多 く含む黒褐色土が覆い、下層は底面上 4cmの厚さで、炭粒 0焼土粒・ 黄褐色土粒を多 く含む暗褐色土

が堆積 している。ピット内からは、土師器甕片 0杯片・ 須恵器大甕底部片が上層より出土 した。
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第Ⅳ章 遺 構

2)P240 (図 21,写 真 15)

本址は、A地区中央やや西側中央の黄褐色土層上に検出された。南側には P229～ 238の 重複 した ピッ ト

群、13号住居址、東側には柱列状遺構 2が ある。ナランは、146× 90cmの楕円形を呈 し、主軸方向はN

49° Eを向 く。深さ13cmを測 り、底面はほぼ平坦である。埋土は上層の炭粒をわずかに、砂礫を多 く含む

黒褐色土が覆い、下層は 4cmの厚さで、焼土粒 。炭粒・黄褐色土粒を多 く合む暗褐色土が堆積 している。

ピット内からは何 も検出されなかった。

3)P528(図 128。 129,写 真 69)

本址は、B地区北端東側の、風化安山岩粒を多 く合む暗褐色土層上で検出された。北東 6mに は P533

(小鍛冶址 2)及び小鍛冶建物址、36号住居址、西側10mに 72,73号 住居址がある。プランは205× 182

cmのほぼ円形を呈する。深さは10cmを 測り、底面はほぼ平坦であるが、中央がやや凹んでいる。埋土は、

3層 に分層され、最上層には、所々に焼土粒 0黄褐色土粒をわずかに含む黒褐色土が見られ、中央部には

上層～底面まで、120× 95cmの 範囲で細炭粒 0褐色粘土粒・ 黒褐色土粒をわずかに含む赤褐色土 (焼土 )

が堆積 し、その周辺に焼土粒 。黄褐

色土粒をわずかに合む暗褐色土が堆

積 している。赤褐色土は暗褐色に載

る形で堆積 している。本址底面東側

には100× 78cmの ピットが見られ、

ピット内には礫が中央部に 4ケ は

いっており、石を包む様に褐色粘土

が見られた。ピットの石及びそれを

包む粘土の外側の埋土は焼土粒 。褐

色土粒をわずかに含む暗褐色土であ

る。南東端表面からは黒色土器杯、

中央部東寄 り底面からは鉄滓 1が出

土 した。本址は 1ケ のみであるが鉄

滓が出土 しており、製鉄関係の遺構

と思われる。

(島 田 哲 男)

藩髄]糞111鷺 fi菫::,II[::)か
に含0

区1129 P528 (1 :40)

8 柱穴群及び柱穴状 ピット群

B地区北側に P461～ P477と P444～ P450の 2箇所検出された。当初建物址になるかと予想された

ものであるが方形及び長方形の直配列にならなかったものである。 P444～ P450は ある程度の深さをもっ

ており柱穴と断定 され柱穴群 とし、 P461～ P477は 8cmと 浅いものから最深のもので30cmと 深いものも

ある。浅いものから深いものまで疎であるので柱穴状 ピット群 とする。

石
螺
蝉
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第 4節 その他の遺構

1)P444～ P450, P509

本址は、B地区北側東端風化安山岩

粒を多 く含む暗褐色土層上に 6× 4m

の範囲で検出された。ピットの規模は

径40～5∝ m、 深さ15～45cmを 測る。埋

土は、 8基 ともに風化安山岩粒 0炭粒

をわずかに含む黒褐色土である。P44

5 , P446 , P449 , P450は モ卦升多tt

lこ 並び、 P447 , P448 , P509は 切

り合い、 P449,P450間 の中央にあ

る。 P448,P509は 切 り合 ってお

り、 P448が 新 しい。 P445,P446,P

449,P450に 囲まれた部分か らは、

須恵器杯 0灰釉陶器椀 。刀子等が検出

された。形状 1率 はっきりしないが、何

らかの建物であったと多えられる。

2)  P461-P477

+ゼ ト
晰m

_695,3m              .

図 130  確認グリット付近P群  (1:120)

|
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+|:_瑞

ユ〉工〉

エイ
本班Lは B地区北側ほぼ中央風化安山岩粒を多 く含む暗褐色土・褐色砂礫層上に 8× 8mの範囲で検

出された。ピットの規模は径20～80cm、 深さ8～30cmを 測る。埋土はどのピットも黒褐色土の単層である。

ピットの深さが疎で不確定要素を含むが、すべて柱穴 と考えられ、部分的に直配列になるものも見られ、

何らかの建物であったとも推定されるが確実性を欠 く。

その他の ピット

五十畑遺跡に於ては、 1～ 8に 記述 したピットの他に約500基の大小 ピットが検出された。これらのピッ

トは、縄文時代、奈良時代、平安時代、中世、近世、近代まであると考えられ、また、自然的要因の もの

も有るが、遺物 も小片のみで区分が難 しい。最小は20× 20cm、 最大329× 196cmで ある。また P229～23

8の様に10基が 1箇所に集中 し切 り合 うものも見られる。約500基の中から人為的な墓墳・ 貯蔵穴等 と思

われるものを選び覧表に提示 した。

(島 田 哲 男 )

10 溝址

1) 溝址 1,3 (図 132 写真69)

本llLは 、調査A地区西側中央の黄褐色砂礫層、褐色土層上で検出さるた。本址は 2号住居址に切られて

おり、2号住居l」L東側を溝址 1、 南側を溝址 3と したが、2号住居五Lに 切られた部分でL形に折れ曲がる

同一のものと考えられる。14号住居址との関係は開田時に削られておりはっきりしなかったが、出土遺物

確認グリット

-175-―



第Ⅳ章 遺 構

から見て14号住居址より本址の方が新 しいと考えられる。幅80～ 120cm断 面形はU字状を呈 してお り、埋

土は、砂礫を多 く含む黒褐色土の 1層のみであった。また、一部に角礫が 3～ 4ケ 見 られた。本址内から

は須恵器杯、黒色土器杯等が見られた。               .
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第Ⅳ章 遺 構

2)溝 址 2

本址は、調査A地区東側の南寄 りの褐色砂礫層 0黄褐色土層上で検出され南へ傾斜 してお り、南は発掘

区外まで続いている。本址は30号住居址に切 られている。幅1.5～2.Om、 深さ40cmで 断面形は底部が丸

いU字状を呈 している。埋土は、黄褐色土粒 。砂粒をわずかに含む黒色土に近い黒褐色土の単層であった。

出土遺物は何 も見られなかった。本址は30号住居址に切 られていることから8世紀以前に形成されたもの

と考えられる。                 
´

)cQr Bo

\\R'\l -@-Vn
*,=*QU)

-@
B'

R4      ~

一の一、

92ヽ
十1:_鞘

―

⑥

一

弓3

大
型
・
餅
鳥

降儘ソЮ
Ｒ
．

一

一
{ゝ
―

-0-
RO

―
蝙

―◎―  囁_=m

図133 P369付近P群 (1:120)

9鱚 ∞「9~
|

「 《亘》
一

―-178-―



第 4節 その他の遺構
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第Ⅳ章 遺 構

H 暗渠

五十畑遺跡からは、住居址及び竪穴を切る形で暗渠が 1～ 3ま での 3基が検出された。規模は 3基 とも

長さが 4～ 5mと 短かいもので、幅は50～ 100cmで ある。 3基 とも溝を掘 り込み後、礫 。レンガ 。瓦片等

を内部にぎっしりと詰めたものである。断面はどれ もU字形を呈する。暗渠 1～ 3と もに近代の所産で昭

和に入ってからのものである。

(島  田 哲 男) .
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第 4節 その他の遺構

12 土器集中区

A地区西側、2号住居址 2m西側の黄褐色土上に、2× 2mの範囲

で土師器・ 黒色土器 。須恵器が約40片集中する箇所が検出された。住

居址の可能性も有り、精奪をしたが、住居址的遺構は検出されず、何

の為のものかは不明である。実測等ができるものは 3点のみで、完形

0半完形は見られなかった。

(島  田 哲 男)
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第 1節 小 結

第V章 結

第一節 小

五十畑遺跡からは77軒の住居址、6棟の建物址、墓墳 2、 墓墳と思われるピット5、 製鉄址 1、 小鍛冶

llL 2、 柱列 5、 焼土を伴なうピット3、 柱穴群、溝 3が 検出され、伊勢神宮の「建久巳下古文書」「神鳳

紗」等に記載されている“仁科御厨 "を支えた一集落がここに存在 していたと考えられる。

77軒の住居址は、 1～ Ⅷ期に区分され、V期あたりで住居址数が増加していること、 I～Ⅳ期まではB

地区北側には住居址が見られないがV期からは見られること等からV期から北側への集落の拡大があった

と考えられる。住居址の構造にはあまり変化が見られないが、カマ ドの位置・構造は、 I～ V期 までは、

東カマ ドか、北カマ ドであるが、Ⅵ期・ Ⅶ期に至ると西カマ ド・隅カマ ドが増加すること、32・ 38045・

47・ 53059063072号住居址の様にカマ ドが内部に入 り込み、壁とカマ ド主体部の間が開くものが見られ

ること、39号住居址の様に大きな張出部をもつものが見られること、21・ 25号住居址の様に地山の内部ヘ

の造り出し部があり、その前に主体部が造られていること等、カマ ドの構造上で問題をなげかけるものも

多い。また、どの様な用途かはっきりしないが、床下ピット (床下土墳)の存在も問題となる。また、集

落内に見られる墓墳、墓墳と思われるピット、集石 ピットの位置的問題、製鉄址と小鍛冶址の関係等の問

題も多い。これらの多種多様の問題は、「遺物編」で時間の許されるかぎり、考察の項で考えることにし、

ここでは各遺構の記述 0観察を重視し、遺構についての問題を提起するのみとした。

(島 田 哲 男 )
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第V章 結

第 2節 あ と

五十畑遺跡の立地するところは、東方の大峯山から流出する押沢が、天丼川 となって段丘 を流れ落ちる

南向きの緩斜面である。 この斜面は東西約300m、 南北約500mで 、西は比高20mの段丘 となっている。

南部は低湿地をへだてて宮本集落のある宮ケ沢の扇状地に対 している。現在の曽根原集落は、押沢の左岸

に沿 うようにして扇状地の最 も高い部分にひろがってお り、室町時代の重文観音堂をもつ盛蓮寺 も、集落

の下部、段丘の先端部分にある。この地は古来住みよい郷土であったらしく、谷の入口部分には縄文前期

から平安時代にかけての寺畑遺跡がある。山の手には茶畑という地名 もあるところを見ると、温暖なとこ

ろなのであろう。

今回、調査の対象となった区域は、集落の南方の低湿地に近いあた りで、そのほぼ中央にあたる小字名

五十畑を遺跡名とした。

ここはもと一面の畑であったが20年ほどまえ水田となった。耕作中や開田の折に遺物の出土をみた り、

カマ ド址らしいところがあらわれて、村の人たちも遺跡であることを知ってお り、遺物 もいくらかは所蔵

されている。

遺跡の範囲については、A地区は、当時ここにあった集落の南限部分と考えられ、これ以南は低湿地ま

で当時の耕作地であったとみられる。また東は山に向って高 くなり、西は段丘になるので、調査地区の東

西80mが 、集落の東西の幅にちかしヽとぃってょぃであろ う。 しかし北部には調査の手は及ばず、70mほ

どで現在の集落地帯に入 ってしまうので、遺跡の北限はわからず、殊によれば北東部に存在する寺畑遺跡

と続いてしまい、同一遺跡である可能性 もある。

本遺跡で検出された遺構は、竪穴住居址77軒 (45。 47号住居址は 1軒 とする。)、 掘立建物址 6棟、墓

墳的なピット約10基、製鉄遺構 1、 小鍛冶遺構 2、 などである。竪穴住居址の時期を大別すると次の表の

ようになり、

表 3 各時期住居llL軒 数

(24号住居址、45047号住居址は建て直し及び拡張があり、 2時期に渡る。)

き力｀

時 期 A地 区 (軒 ) B地 区 (軒 ) イン    言十 (車干)

I期 (8C)

Ⅱ期 (8C末～ 9C中 葉) 6 0

Ⅲ期 (9C後半～10C前半) 1

Ⅳ期 (10C中葉～10C後半)

V期 (10C末～1l C前半)

Ⅵ期 (1l C後半～12C前半)

Ⅶ期 (12C中葉～12末 ) 10
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第2節 あとがき

概 していうと、大部分が平安時代に属 し、しか もその後半に発展 した集落であったということができよ

う。もとより、一住居址がかならず 1戸 ということにはならず、複数の住居址が 1戸 を形成するばあいが

多いと考えられる。どの住居址とどの住居址が組み合わさるのかは、出土遺物のありさまや、掘立柱の耐

用年数なども計算に入れて、今後の研究課題としたい。またA,B両地区の住居址の分布をみると、A地区

では 8世紀から12世紀にかけて、住居址数がさほど増減 していないのに くらべ、B地区の方では10世紀以

降になると急に増加 しているのが目立つ。このことは最初に低い地域に集落ができ、高所へ向って発展 し

ていったことを物語っていると考えられよう。もしかするとその傾向は、現在の集落の位置が扇状地のもっ

とも高い部分にあることにつながるのか も知れない。

住居址の事で考えてみたいのは、床面の柱穴址の数と位置についてである。常識的にみれば床面に 4本

の柱がほば方形の位置に立つのが普通であろう。しかし本遺跡での所見では、主柱穴が 2箇 というのもけっ

こうあり、それ以上あっても、はなはだ不規則な形に並ぶ ものが多い。もっとも柱が 2本立てば家は建つ

ことにはなるし、床面上に立てても支え方次第で家は建てられ、その上屋構造及び内部構造がはっきりし

ない現在では推定の域を脱 しえない。

墓墳 とみられるピットは、A,B両地区の全域に散在 してお り、それぞれの家 ごとの墓地があったのでは

ないかと思われる。また形状 もまるいものは、おそらく屈葬と考えた く、長円形のものは伸展葬とみたい。

また、小形のものは火葬墓と考えられる。A地区北端から検出された 1例 を除いては、人骨の残存例はな

く、土器などの別葬品とみられるものも少数である。A地区北端の墓墳はほぼ長方形に掘られ、副葬品の

・土器をいくつか持っている点などから、集落における有力者の墓 とみた く副葬品 もない墓墳 とのあいだに

階層の差の存在を見るのである。なお中世と考えられる馬の墓墳 も発見された。

またこの遺跡での特徴的なことは、鍛冶の家らしく鉱滓の出土 した住居址が数軒有 り、製鉄遺構、小鍛

冶遺構が見られたことで、鍛冶職が村々に必要なほど鉄器の使用が多 くなってきていることを知ることが

できる。

出土品の点で気づ くのは、大町市でのどの遺跡よりも墨書土器の例の多いことである。今のところ読解

されていないものが多いが、研究が進めばその歴史的民俗的な意味あいが 明らかにされるかも知れない。

23号住居址からは 6枚の宋銭の出土があった。この住居址は11世紀前葉のものであるが、宋銭の年代は

時代が下ることから、後から入ったものとみたい。それに しても、鋳造されてからさほどの年数をへない

で、この僻遠の地に銭が入ってきていたことには驚かされる。

伊勢神宮の領地である仁科御厨がこの地にもうけられたのは、まずは10世紀の頃かと考えられるが、面

積が当初40町 と記録されており、その区域は現在の宮本、曽根原であろうと考えられている。するとこの

遺跡が当初御厨を担っていた集落といって間違いなかろう。また、集落名曽根原は新開拓の地との意味で

あり、10世紀になって住居址が北方に広がっている点も考えあわせると、御厨となってから開拓もすすみ、

人家もやや増加した姿をみることができるように思われる。そしてそこには、小さいながらも支配階層が

あり、かれらは緑釉陶器のような貴品も所持し、中には筆硯を持ち、文字を記すことのできる者もいたこ

とがわかる。仁科氏はおそらくまたその上にぁっての支配者であったろう。

―-185-―
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択
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択

総

択

総

代

幾

代

゛

代

幾

R

幾

代

翼こい

こ準

9 て 導 崎
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∞
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・
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つ
Ｅ
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Ｅ
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轟
州
ぜ
Ｅ
択
Ｌ

，
＾
）
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表 5  竪穴一覧

番号 平面形
主軸 方 向

(真北ょり)

規模 (")
(長軸)× (短軸)

壁高(m)
土 膚 遺 物 備 考

東 西 南

1 隅九 方 形

N 69° E

内側は

りこみ

(N55° りヽ

現状に於いては

308× 192

暗褐色土 (砂礫

を含みわずかに

炭を含む )

長頸瓶 1

高杯の脚部 1

0全面に集石みられる
Oビット(深さ35εm)あ り、

柱状の石落ち込む、ビット内

部の土層・・黒褐色土

(馨騎与象達:毅
炭

)

2 隅九 方 形 N 88° E 292 × 248

黒褐色土 (砂礫

を多く含む )

中世陶器片 東側南寄りに集石

表 6 建物址一覧

番

号

規 模

平 面 積

″ (坪 )

棟 方 向

(桁行方向)

(真北より)

堀方の規模 (m)
形

( )内は

柱痕存在数

遺 物 備 考行

行

間

桁

梁
桁行全長

"(尺 )

果行全長

"(尺 )

柱 間 寸 法

桁行一間

π (尺 )

梁行一間

認 (尺 )

1 3× 2
7.0

(23。 3)

4.9

(16。 3)

1.8-1.9

(6～4.6

2.0

(6.6)

34。 3

(10.3ヽ

N16° W

最大 lH× 79

最Jヽ  79×  65
深さ 30～ 50

は,■円〕杉(0)

土師器片

須恵器片

東

3×
島

2

6.8

(22.6)

5.0

(16.6)

1.5～ 27

(5～ 9)

l.0-2.5

(3.3～ 83)
34.0

(10。 3)
N77° E

最大 75× 70

最小 36×  36

深さ 12～ 52

ほぼ円形(2)

土師器片 建て直しをして

いる可能性有り

2xl 5。 9

(19.6)

5。 7

(19)
2.0-2.9

(66‐‐9.6

4.6

(15。 3)

33.63

(10.1)
N8.∫ W

最大 160×  88
最小 70×  65
深さ 20～ 54

晴円形  (0)

土師器片

須恵器片

45。47住 に切

られる

3× 2
6。 4

(21.3)

4.5

(15)
1.6-2.0

6.3-6.6

南 1・ 8

(6)

Jヒ 3.4

(H。 3)

28.8

(3.7)
N18°W

最大 113K l∞

最小 70×  68
深さ 22～ 56

′ま′ゴF17//( 0 )

な  し

2× 2
6.3

(21)
5。 4

(18)
2.,V28
(8.3-9.3

2.0-2.2

(a6～ 7.3)

34.02

(10。 3)
N 7°W

最大 125× 100

最小 80x 75
深さ 20_47
ほぼ円形 (0)

な  し

4× 2
H.0

(36.6)

4.7

(15。 6)

2。 8

(9。 3)

1.7-2.7

(5.6-9.0

51.7

(15。 6)
N80°W

最大 60× 50

最小 40× 35

深さ 12～ 44

ほぼ円形 (0 )

な  し

6住を切る
7住埋土内にも
あったと思われ
るが検出されな
かった

(1尺→30爾 1坪島3.3″ 尺 0月に関して,ヤj幼こ点第2概下切り1叙1)
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表7 製鉄及び小鍛冶遺構一覧

番 号 形状
脱い (“

“
)

(長軸〈R,‖ :)

rJ: -l
( ,'r,)

‖ 態内 考喘

樹円

′形
:57ヽ  ∞

1焼 :11粒・ 炭粒を含む llJ色 Jl

口1睛灰‖色上

1黒色土 (炭粒を含む )

Ⅳ黄‖色11(焼 上塊|′ を含tp
Vl黒 ‖色響iJilql

l黄色粘Jl塊・焼土粒を含む

riittlAl色 土

(:～ Ⅳは鉱洋を含む )

底!価 には,11色 :llが 入ltら itて お り、黙色‐
1lliの 埋上のiま とん

どに焼上を含んでいる。 lJ面には溶弔した鉱滓の f・「杵した窯

1崚 が見られ、その下部にはやや敵らかい砧上が見られる。

魔miの 黙色土にはほとんど焼けた嗅帥 よ

'ltら

れない。

やや軟らかい粘土と底!lliの黒色」i間には、川!Jl‖ hlが 見られ

る。

liaJ'N89'E

製鉄iti“ (製鉄九L)

523 的円

形
:02X ∞

:黒‖色土 (炭粒 。焼土粒を

多く合む。砂礫をやや多く

合む。 )
1暗詢色土 (炭粒・焼土粒を

多く含む。砂礫をやや多く

今む。 )

所々に決が集中 して見られる。

鉄滓量は′レなく小ftな ものがわずかに Qら れるのみである。

内部に礫が 6ケ 見られ。中央部及びやや南束に炉壁と思われ

る粘土塊有 り。内部からは,羽 口 ,鉄片 ,完形の上師器を検

lLj

壁面及び底lro‐には特に焼けた痕跡なし。

主軸 N∞°E
小鍛冶力L

(小鍛冶lL i)

P522は本址に伴なう

P522内に金飲と‖1わオtる 礫 3ケ有 り

500 阻
辞

93×  認

暗‖色土 (炭 rt・ 小鉄滓粒を

多く含む。風化安山岩粒をう

く含む。 )

上面には羽 口片が見られる。鉄滓は全体的に小さいものが多

中央に炭位が多 く集中 し、内部には鉄洋が散乱している。

電面中央部には小鉄滓が厚 さ3mで集中しており、底面中央

はタタキ床状で堅 くなっていた。

主軸N73W
小鍛冶力L、 柱穴を伴なう

(小鍛冶址2)(小 鍛冶建物ぬL)

表 8 Jヽ鍛冶址 2に伴なうピットニ覧 i

番号
規 模 (cm)

(長軸 )× (短軸 )

深さ

(cm)
土 層 備 考

431 108  ×   75 37

黒褐色土 (風化安山岩粒 ,黄褐色

主粒を多く含む ,炭粒をわずかに

含む )

楕円形,081住西壁北側隅を切 Z

434 84  ×   72 64

黒褐色土 (風化安山岩粒 ,黄褐色

土粒を多く含む ,炭粒をわずかに

含む )

円形,081住を切る

435 69  ×   69 72

I黒褐色土 (炭粒 ,風化安山岩粒

をわずかに含む )(柱痕か?)
Ⅱ黒褐色土(風化安山岩粒 ,黄褐

色土粒を多 く含む ,炭粒をわ

ずかに含む )

円形,o柱痕状のもの力現[られる

,081住のカマ ドを切る

以上は小鍛冶建物址の柱穴

532 187  ×  105 37

黒褐色土 (風化安山岩粒 ,黄褐色

土粒を多く含む ,炭粒をわずかに

含む )

長方形
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表 9  遺物を出したピットー覧      (完 形及び、略完形、実測可能な遺物を出したピットのみ )

番 号 形状
規模 (cm)

(長軸×短軸 )
健
＜ｃｎ‐＞

土 層 一現 物 備 考

1 楕円 46×  38

I黒褐色土 (黄褐色土粒をわ
ずかに含む )

黒色土器皿 主軸方向N63°W

円形 159× 157

Ittξ易寺各喜ξ色土粒
・砂

Ⅱ黒褐色土 (黄褐色土粒 。砂
礫粒 。炭粒を締 に含む )

土師器 皿
黒色土器杯
灰釉lla器坑底部

墓拡と考えられる。

不整

楕円
234× 118

I黒褐色土 (黄褐色土粒をわ
ずかに含む )

石 鏃 主軸方向N2′ E

楕 円 134× 114

I黒褐色土 (炭粒 。
1時土粒を

多く含む )

Ⅱ暗褐色土 (黄褐色土粒 。炭
粒 。焼土粒を多く含む )

土師器杯
甕

須恵器大甕底部

主軸方向N2びW

274 隔
動
形

285× 111

I黒褐色土 (黄褐色土粒をわ
ずかに含み、た 多く含む )

土師器杯 主軸方向S2TE
墓拡と考えられる。

329
稚
　
鯛

2t7 x 132

I黒褐色土 (黄褐色土粒をわ
ずかに含む )

須恵器杯医部 2 主軸方向N8ぴ E

長方

形
251 ×

I暗褐色土 (黄褐色土粒をわ
ずかに含む、砂礫質 )

Ⅱ
嚇炉色

土∫喬鰻暑去事染危
含む・砂礫多 し )

Ⅲ暗黄褐色土 (暗褐豊静黒色
土粒を多 く含む、炭粒をわ
ずかに含む、砂礫少なし )

須恵器長頸瓶 3

灰釉陶器皿 3

黒色土器杯 3

主軸方向N7『E
墓拡

確
　
鯛

188× 108

I黒褐色土 (黄褐色土粒を多
く含む、炭粒をわずかに含
む )

灰釉陶器婉 1 主軸方向S8TE
墓拡と考えられる。

楕 円 245×  98

I黒褐色土 (黄褐色土粒と炭
をわずかに含む )

縄文晩器土器片 主軸方向N71°W

稚
　
鯛

157× 121

I黒 福色土 (黄褐色土粒をわ
ずかに含む。炭粒を多く含
む )

打製石斧 主軸方向N5びW
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番号 7//状
＞
抽

翻
短

ｒ
ヽ

×

模
軸

規
長

深さ
(cr)

土 層 遣 物 備 考

397
整
円

不
楕

153×  86

I黒褐色土 (炭粒を多く含む
黄桐色t粒か に含む )

Ⅱ暗褐色土 (炭粒をわずかに

含む、黄褐色土を多く含む
砂礫多し )

灰釆由陶器婉 主軸方向S7『W
墓拡と考えられる。

不整

楕円

188× 110

I黒褐色土 (黄褐色土粒を多
く含む )

Ⅱ黒褐色土 (炭粒・黄褐色土
粒をわずかに含む )

黒色土器 皿 主軸方向S4『E
集石ピット(墓拡と
考えられる。 )

円y// 175× 169

Ittξ
急
土基箔警主各警勇争

かに含む )

黒色土器杯 皿
須恵器杯

主軸方向NアE
集石ピット(墓拡 と
考えられる。 )

448 円形 26×  25

I黒褐色土 (風化安山岩粒・

炭粒をわずかに含む )

須恵器杯 形状は柱穴状である
ので、P444～450と結
ばれた柱穴群(建物
址 )であろうか?

楕 円 149× 136

I季炉危春暮F恨昆妻樹碁在
炭粒を多く含む )

土師器甕 口縁部 主軸 N′E

493 楕 円 184× 163

I黒褐色土(炭粒を多く含む ) 土師器小形甕底部
黒色土器杯底部
灰釉陶器皿口縁部

主軸 N2′ E
暖而に炭化物塊 (木
炭 )が 見られる。

494 楕 円 108×  96

I黒褐色土(黄褐色土粒をわ
ずかに含む )

土師器杯底部 主軸 N8げE
扁平な石が 1ケ北西

部に見られる。

楕 円 195×  99

I黒褐色土 (砂礫をわずかに
含む )

土師器高台付杯
塁轟管Ъ剣

506
整
　
円

不
　
楕

‐

151× 106

I黒褐色土 (炭粒を含む )

Ⅱ黒褐色土 (黄褐色土粒を多
く含み、炭粒を含む。暗黄
褐色土に近い )

黒色土器杯・ 磨石
土師器小形甕、杯・

打製石斧

主軸 S6『 E
墓拡と考えられる。

528

|

円形 205× 182

I黒褐色土(焼土粒0黄褐色
Ⅱ赤猪色望ぞ貧疑亀ヒ主粒.

Ⅲ暦福量圭犠籠誦鶴
土粒をわずかに含む )

黒色土器杯
鉄滓

-191-



表 10 ピットー覧

番号 形  状
規 模

(長軸
(cln)
短軸 )

凝
ｍ

土 層 備   考

楕  円 1∞  x 86
I暗福色土(黄褐色土・砂礫を多く含む・炭粒をわずかに合む )

Ⅱ砂礫層
Ⅲ暗褐色土 (黄接色± 0炭粒を多く含む 。砂礫をわずかに合む )

主軸N げE

情   円 65  ×   田 I黒褐色土 (砂質 ) 主軸N47・ E

不整情円 157  ×  124 I黒色土 罰 Nず E

不整摘円 206  ×  128 I黒褐色土 (砂質 ) 主軸N45° E

惰   円 38 I黒褐色土 (砂質 ) 主軸N54° E

37 円  形 156 I暗福色土 (黄褐色土粒 0炭粒をわずかに含む )

情   円 91  ×   80 I黒褐巳土(黄褐色土粒をわずかに含む ) 主軸N′ E

惰   円 115 ×  96 I黒褐色土(黄褐色土粒をわずかに合む ) 主軸N24° E

円  形 94  ×   91 I黒褐色土(黄掲色土粒をわずかに含む )

楕   円 114  ×  102 I黒褐色土(黄掲色土粒をわずかに含む ) 主軸N15°w

1“ 不整惰円 188 I黒褐色土 (黄褐色土粒をわずかに含む ) 主軸N45° E

164 円  形 I黒褐色土 (黄掲色土粒をわずかに合む )

円  形 88  x . 85 I黒褐色土 (黄褐色土粒をわず力に合む )

175 情  円 × 55 I黒褐色土(黄褐色土粒をわずかに含む ) 主軸N41・ E

摘   円 22 I黒鶴色土 (黄褐色土粒をわずかに合む ) 主軸N44° E

隅九方形 329  ×  196 I黒褐色土(黄幅色土粒をわずかに合む ) 主軸N82° E

楕   円 61  ×   54 I黒 襴し土(黄褐色土粒をわずかに含む ) 主軸N68° E

楕   円 178  ×  170
I黒掲色土(黄掲色土粒をわずかに合む。砂礫多し )

Ⅱ黒桐色土 (黄褐色上を多く合む )
主軸N57°W

情円 ? I黒褐色土(黄褐色土粒をわずかに含む )

21 摘   円 104  ×   72
I黒褐色土 (黄掲色土粒をわずかに合む・砂礫多し)

Ⅱ黒褐色土 (黄掲色土粒を多く合む )
主軸N67°W

情   円 74  ×   56 I陪褐色土(黄褐色土粒を多く含む ) 主軸 N54° E

摘円 ? I黒褐色土(黄褐色土粒を多く含む )

234 情円 ? 138 × ― I黒褐色土(黄褐色土粒をやや多く含む )

情   円 144  x   109 I黒 褐E土 (炭粒をわずかに含む ) 主軸 N86・ E

236 惰円 ? ―  x 120 I黒 褪色土 (黄褐色土粒を多く合む )

237 円   形 134 I黒褪色土 (黄掲色土粒をわずかに含む )

隅九方形 I黒褐色土(黄褐色土粒をわずかに含む。砂礫多し) 主軸N89°W

情   円 146 ×  90 I黒褐色土 (炭粒をわずかに 0砂礫を多く合む )

Ⅱ黒褐色土(黒褐色土粒。炭粒を多く含む。焼土粒を含む )

主軸 N49° E

273 不整楕円 183  ×  100 I黒褐色土 (黄褐色土粒をわずかに含む ) 主軸 N50° E

情   円 I黒損色土(黄褐色土粒をわずかに合む ) 主軸N7° W

情   円 I黒 褐色土 (黄褐色土粒をわずかに含む ) 主軸N89°W

円  形 89  x   86 I黒褐色土(黄掲色土粒をわずかに含む )

情   円 188 I黒福色土 (黄褐色土粒をわずかに含む ) 主軸 N66・ E

不整惰円 I黒褐色土(黄掲色土粒をわずかに含む ) 主軸N15° E

284 摘   円 196 I黒褐色土 (黄褐色土粒をわずかに含む ) 主軸N84° E
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土 層 備 考

番号 形  状
規 模 (m)

(長軸 × 短軸 )

深さ
(m)

情  円 162  x   93 30 I黒褐色土(黄褐色土粒をわずかに含む )
主軸 N44°E

290 不整惰円 276  x  196 I黒褐色土 (黄褐色土粒をわずかに含む )
主軸NlぴW

輌   円 156  x  132 I黒褐色土(黄褐色土粒をわずかに合む )
主軸N62・ E

不整情円 226  x   169 I黒褐色土(黄褐色土粒をわずかに含む ) 主軸N68° E

335 情   円

“

I黒褐色土 (黄幅巳土粒をわずかに含む )
主軸N54°W

円  形 I黒褐色土(黄褐色土粒をわずかに含む )

円  形 99 × 94 I黒褐色土 (黄褐色土粒をセずかに電

惰   円 201  ×   99 23 I黒褐色土 (黄褐色土粒をわずかに含む )
主軸N27・ E

楕   円 119  ×   97 I黒桐色土 (黄褐色土粒をわずかに含む )
主軸NO°

358 眸覧力じ力調移? 121 X ― I黒掲色土(黄掲色土粒をわずかに含む )
主軸 N35° E

情円 ? 108 X ― I黒褐色土(黄褐色土粒をわずかに含む )
(主軸N35° E

360 情円 ? 71 X  ― I黒桐色土(黄褐色土粒をわずかに含む )
(主軸N35° E

380 隅九方形 203  X  166 I黒褐色土(黄褐色土粒をわずかに合む )
主軸N64CW

円/// ? I黒掲色土(黄褐色土粒をわずかに合む )

惰円 ? 108 ×  ― I黒福色土(黄褐色土粒をわずかに含む )
主軸 N29°W

394 情  円 94  × . 59 |:黒褐色土(黄褐色土粒をわずかに合
望

主軸N24・ E

円  形 89 ×  87 I黒桐色土 (黄褐色土粒をわずかに合む )

404 円  形 108 1黒褐色土(黄桐色土粒をわずかに含む )

隅丸方形 232  X  lo7 I黒褐色土 (黄掲色土粒と炭粒をわずかに含む )
主軸 N34°E

428 惰  円 150  X  100 I黒桐色土(黄褐色土粒をわずかに含む )
主軸 N70‐ E

431 情   円
L)   |キ 軸N″°

「

435 不整惰円 168 X 134 1 15 巡:菫 1霙参:鯉独1踵t}
主軸N33°W

484 惰  円 109 ×  95 
・
1 20 11黒褐色土(黄褐色土粒をわずかに含む )

主軸NO°

485 情   円 I黒褐色土 (黄褐色土粒をわずかに含む )
主軸N3° E

496 構   円 102  ×   68 I黒褐色土 (茸褐色土粒 0砂礫・炭粒をわずかに含む ) 主軸Nl° E

497 円  形 82  ×   78 I黒掲色土(責褐色土粒。砂礫。炭粒をわずかに含む )

円  形 82  X   79 I黒掲色土 (黄褐色土粒をわずかに含む )

499 情   円 98  X   59 I黒褐色土(黄褐巳土粒をわずかに含む ) 主軸N44° E

円  形 186  X  178 I黒幅色土(黄掲色土粒をわず力に 含む )

欄   円 I黒褐色土(黄褐色土粒をわずかに合む ) 主軸N22°W

503 欄  円 257 X I黒褐色土(黄桐色土粒をわずかに含む ) 宝i申噛N83° E

507 円  形 88  ×   85 I暗褐色土 (黄褐色土粒を多く含む )
集石ピ″ト

隅丸方形 228 X 196 I黒褐色土 (黄褐色土粒を多く含む ) 主軸 N O°

円  形 74  ×   72ヽ I暗褐色土 (黄掲色土粒をわずかに含む )

526 円  形 91  ×   89 I黒幅色土 (黄褐色土粒をわずかに含む )

隅丸方形 116  ×  107 I黒褐色土 (黄褐色土粒をわずかに含む ) 主軸 N48° E

529 欄  円 133  ×   84 ittI18色 土 (黄褐色土粒をわずかに含む ) 主痺由N43・ E

不整楕円 186  ×   81 I黒褐色土(黄褐色土粒をわずかに含む ) 主軸 N61・ E

―-193-―
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1.近 景 (南 東方より,

2 近景 (東 方 より )

近景 (南 方 より)
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写 真 9

3号 イi居 址 1西 方よ り

〕号住居址カ マト

ち |=イ士居llL 両方より
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写 真 10

23.4.
4号住居址カマ ト

5.4号 住居址埋土内集石

(東方より)

6.8号 住居址

(西方 より)
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写 真 12

1 6号 住居址 (西方より)

2.3.4.6号住居址カマ ト

5.7号 住居址 (西方より)

6.7号 住居址礫,遺物出

土状況
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写 真 15

1.12号住居址 (西方より)

2.13号住居址 (西方より)

3.13号住居址 P229・ 230231

232・ 233・ 234 235・ 236・ 237・ 238

礫 出土 状 況 (西方 よ り )



写 真 16

1.14号住居址 (西方より)

2.14号住居址礫,遺物出

土状況 (西方より)

3.4.14号住居址カマ ド

5.6 14号住居址遺物出土

状況



写 真 17

1 15号 住居址 (西 方より)

234 15号 住居址カマ ト

15号住居址 Pl内遣物

出土状況

6 16号 住居址 (西方 より,



写 真 18

17号住居址 (南 方より ,

2.34.5 17号 住居址遺物
出土状況


